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茨城県教育財団文化財調査報告Ⅴ

常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書I

昭和55年　3　月

財団法人　茨城頻教育財団



常磐道関係遺跡正誤表

頁 行 誤 正

背文字 I

7

昭和55年度 昭和55年

例　 言 補助調査員 調査補助員

〝 9 補助調査員　 仙波　　 享 調査補助員r仙波　　 亨

158 下から3 位置　　 けられる 位置づけられる

187 全　　 文 187頁全文 188貢全文

188 全　　 文 188頁全文 187貢全文

219 2

N8　7 1

捕えられる とらえられる

224 上稲吉西原古墳A ・B 遺跡 上稲吉西原古墳・A ・B遺跡

392 A 一元　 B－B；C－Cb レベルなし しこ23．20 m

453 A －〟　 B－B／　　 レベルなし L ＝23．80 m

4 58 A －A’B一打　　　 レベルなし L ＝24．60 m



財団法人茨城県教育財団では，昭和53年度から日本道路公団の委託を受けて，

常磐自動車道の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施しております。

この報告書は，昭和53年4月から昭和54年9月30日の期間で新治郡千代田村

内における古墳及び集落址の調査結果を収録したものであります。

千代田相は恋瀬川をはさんで石岡市に対置し，それ故に埋蔵文化財の宝庫で

あります。郷土を理解するために本書がより多くの方々に御活用いただけるよ

う希望してやみません。

この調査にあたりまして御指導，御協力をいただいた，茨城県教育委員会，

千代田村教育委員会，日本道路公団をはじめ関係諸機関及び地元各位に対し深

く感謝の意を表します。

昭和55年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　　竹内　藤男



例 描

上　本書は，日本道路公団と財団法人茨城県教育財団との委託契約に基づいて，昭和53～54年度

に実施した新治郡千代田村，上稲書西原古墳・同A遺跡・同B遺跡・同C遺跡e中佐谷十百遺

跡・中佐谷A遺跡・同B遺跡・大塚古墳群（1～15号古墳）・松延1・2号墳・志筑遺跡の発

掘調査報告書である。

2。昭和53年度発掘調査は，財団法人茨城県教育財団主任調査員倉本冨美男，調査員高村勇，調

査補助員宮内良隆が上稲吉西原e中佐谷地区関係遺跡を担当し，同主任調査員山本貴之，調査

員荒堀彰夫，補助調査員洞日正史が大塚9elO号古墳，志筑遺跡を担当した。

昭和54年度発掘調査は，主任調査員倉本冨美男，同中村幸雄，調査補助員宮内良隆が大塚古墳

群白～8ell～15号古墳）を担当し，主任調査員山本貴之，調査員小河邦男，補助調査員仙

波享が松延1・2号墳e志筑遺跡を担当した。

3．出」二遺物等の整理は，上稲吉西原・中佐谷の各遺跡および大塚古墳群（1－8号墳・11～15

号墳）は倉本冨美男が，大塚古墳群（9elO号墳）e松延1・2号墳e志筑遺跡については山

本貴之が実施した。

4。本書は倉本冨美男e山本貴之が発掘担当ごとに執筆した。

5。上記各遺跡の発掘調査，出土遺物の整理等に際して御指導，御協力を賜わった関係諸機関。

各位に感謝の意を表したい。
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PL　47　JKN－Bl1号住居址遣物出土状態

PL　48　JKN－Bll号住居址

PL　49　JKN－B12号住居址

PL　50　JKN－B12号住居址遣物出土状態

PL　51　JKN－BO1号土壌

PL　52　JKN－BO2号土壌

PL　53　JKN－BO3号土壌

PL　54　JKN－BO5－耕主属址遺物出土状態‥・‥‥……・

PL　55　JKN－Bグリッド遺物出土状態・・・・・‥‥・・・・…・・・

PL　56　JKN－Bグリッド遺物出土状態・‥・・・・‥…‥‥・・・

PL　57　JNTグリッド出土遣物

PL　58　JNTグリッド出土遣物

PL　59　JNS－AO1号住居址

PL　60　JNS－AO1号住居址遣物出土状態……・……。。e

PL　61　JNS－AO3号住居址



PL　62　J NS－AO3号住居址遣物出土状態

PL　63　J NS－AO4号住居址

PL　64　J NS－－AO4号住居址遺物出土状態

PL　65　J NS－AO5号住居址遺物出土状態

PL　66　J NS－AO7号住居址遺物出土状態

PL　67　J NS－AO8号住居址

PL　68　J NS－AO8号住居址遣物出土状態

PL　69　J NS－A19号住居地…………・・－

PL　70　J NS－A19号住居址遣物出土状態

PL　71　J NS－AO9号住居址

PL　72　J NS－Al1号住居址

PL　73　J NS－A12号住居址

PL　74　J NS－A12号住居址遺物出土状態

PL　75　J NS－A15号住居址

PL　76　J NS－A16号住居址

PL　77　J NS－A16号住居址遣物出土状態

PL　78　J NS－A17号住居址

PL　79　J NS－Å20号住居址

PL　80　J NS－A20号住居址遺物出土状態

PL　82　J NS－A13号住居址

PL　82　J NS－A14号住居址

PL　83　J NS－A14号住居址遺物出土状態

PL　84　J NS－A15号住居址

PL　85　J NS－A18号住居址

PL　86　J NS－A18号住居址遺物出土状態

PL　87　J NS－BO1号住居址

PL　88　J NS－BO1号住居址遺物出土状態

P L　89

P L　90

P L　91

P L　92

P L　93

J NS－BO1号土壌

J NS－BO2号土壌

大塚古墳群（J OT）発掘前風景　は）

大塚古墳群（J OT）発掘前風景（2）

J OT－811号古墳発掘前風景



PL　94　J OT－1号古墳発掘前風景

PL　95　J OT－1号古墳発掘後全景

PL　96　J OT－1号古墳周溝断面

PL　97　J OT－2号古墳発掘前風景

PL　98　J OT－2号古墳発掘後全景

PL　99　J OT－2号古墳石棺

PL lOO J OT－2号古墳石棺

PL lOI J OT－2号古墳石棺内部状況

PL lO2　J OT－2号古墳主体部土壌

PL lO3　J OT－2号古墳土壌

PL lO4　J OT－2号古墳土壌遺物

PL lO5　J OT－2号古墳内住居址

PL lO6　J OT－2号古墳住居址内出土遣物

P L lO7

P L lO8

P L lO9

P L llO

P L lll

P L　112

J OT－3号古墳発掘前風景

J OT－3号古墳発掘後全景

J OT－4号古墳発掘前風景

J OT－4号古墳発掘後全景

J OT－5号古墳発掘前風景

J OT－5号古墳発掘後全景

PL　113　J OT－5号古墳闇溝断面

PL　114　J OT－5号古墳石棺蓋石

PL l15　J OT－5号古墳石棺内人肇

PL　116　J OT－5号古墳石棺

PL　117　J OT－5号古墳主体部土壌……………‥…・

PL　118　J OT－5号古墳同溝内遺物出土状況・…‥‥・

PL　119　J OT－6号古墳発掘前風景……‥‥…‥…‥…・

PL　120　J OT－6号古墳発掘後全景…‥‥・‥……・……・・・

P L　121

P L　122

P L　123

P L　124

P L　125

J OT－6号古墳周溝断面・‥…・…‥‥‥‥‥…・

J OT－6号古墳周港内出土遣物………・…e◎

J OT－8号古墳発掘前風景………‥・‥‥‥‥・

J OT－7・8号古墳発掘後全景………・…・…・

J OT－8号古墳周溝断面‥‥・・・‥…………・‥



PL　126　J OT－8号古墳石棺

PL　127　J OT－8号古墳蓋石除去

PL128　J OT－8号古墳石棺内部

PL129　J OT－10号古墳発掘前風景

PL130　J OT－9・10号古墳発掘状況

PL131J OT－9・10号古墳全掘状況

PL132　J OT－9号古墳土壌

PL133　J OT－10号古墳主体部（北側）

、・PL134　J OT－10号古墳主体部（南側）

PL135　J OT－11号古墳発掘前風景

PL136　J OT－11号古墳

PL137　J OT－11号古墳トレンチ

PL138　J OT－11号古墳石棺

PL138　J OT－11号古墳石棺内人骨

PL140　J OT－11号古墳石棺

PL141J OT－12号古墳発掘前全景

PL142　J OT－12号古墳石棺

PL143　J OT－12号古墳石棺蓋石除去

PL144　J OT－12号古墳石棺

PL145　J OT－12号古墳石棺内部

PL146　J OT－12号古墳主体部土壌

PL147　J OT－13号古墳発掘前風景

PL148　J OT－13号古墳周溝断面

PL149　J OT－13号古墳墳丘周溝

PL150　J OT－13号古墳石棺

PL151　J OT－13号古墳石棺内人骨

PL152　J OT－13号古墳石棺内遺物

PL153　J OT－14号古墳発掘後全景

PL154　J OT－15号古墳発掘後全景

PL155JKN（4），JKN－Aグリッド（1～3，5～8）出土遣物……・…・……・…・604

PL156JKN－AOl（1～3），02（4～8），03（9，10）号出土遺物……・………ee…・605

PL157JKN－AO3（1），09（2），11（3～8）号住居址出土遺物……ee・……・…・…・・606



PL158　JKN－BOl（182）02（3）04（4　e5）05（6～8）号住居址出土遣物607

PL159　J KN－BO5（1－8），07（9elO）号住居址出土遺物

PL　160　J KN－BO8（1－10）号住居址出土遣物

PL161JKN－BO9（1－4），12（7・8）号住居址，グリッド（5・6）出土遣物610

PL162　J NS－AOl（1－6），03（7～10）号住居址出土遣物

PL163　J NS－AO3（1－8），04（9・10）号住居址出土遺物

PL164　J NS－AO5（1－3），07（4・5），11（6）12（7－9）号住居址出土遣物……613

PL165　J NS－A12（1～4），13（5～8），14（9。10）号住居址出土遣物e………・・614

PL166　J NS－A15（1－4），16（5e6）17（7－9）19（10）号住居址出土遺物615

PL167　J NS－A19（1），20（2・3）号住居址，グリッド（4～6）出土遺物・…e－616

PL　168　J OT－2（1－19），5（20）出土遣物

PL　169　J OT－5出土遺物　は）

PL　170　J OT－5出土遺物（2）

PL　171J OT－5出土遺物（3）

PL　172　J OT－5出土遣物　㈲

617

618

619

620

621

PL173　J OT－5（1－20）8（21）11（22～32）12（33）13（34－55）出土遣物e‥622

PL　174　J OT－7周溝断面

PL　175　J OT－7発掘後全景

PL　176　松延古墳1号墳丘，東側より

PL177　松延古墳1号墳丘，南側より

PL178　松延古墳1号墳発掘状況…e…・・…・・…・……・・のee

PL179　松延古墳1号填，Dトレンチ周溝部…・e…・・eeee

PL180　松延古墳1号填，Aトレンチ………………e・eee

PL l飢　松延古墳1号填，Bトレンチe……………e…抄の◎

PL　182　松延古墳2号墳全景

PL　183　松延古墳2号墳全景

PL　184　松延古墳2号墳周溝Fトレンチ………・…‥…ee

PL　185　松延古墳2号墳周溝Aトレンチ‥‥‥………‥・‥

PL　186　松延古墳2号墳石棺

PL　187　松延古墳2号墳石棺

PL　188　松延古墳2号墳石棺

PL　189　松延古墳2号墳石棺内遣物出土状況…e……・砂のe



PL　190　松延古墳2号墳松延古墳主体部出土遣物

志筑遺跡（J SZ）

PL　191　志筑遺跡発掘前の風景

PL　192　志筑遺跡の所在する台地

PL　193　志筑遺跡発掘状況　は）

PL　194　志筑追跡中調査区発掘状況（2）

PL　195　志筑追跡中調査区発掘状況（3）

住居遺構

PL　196　志筑遺跡01号住居址

PL　197　志筑遺跡01号住居址貯蔵穴

PL　198　志筑遺跡02号住居址

PL　199　志筑遺跡02号住居址出土遣物

PL　200　志筑遺跡04号05号住居址

PL　201　志筑遺跡04号内フラスコ形土壌

PL　202　志筑遺跡06号住居址

PL　203　志筑遺跡07号住居址

PL　204　志筑遺跡08号09号住居址

PL　205　志筑遺跡10号住居址

PL　206　志筑遺跡11号住居址

PL　207　志筑遺跡12号住居址

PL　208　志筑遺跡12号住居址

PL　209　志筑遺跡12号住居址出土遺物

PL　210　志筑遺跡13号17号住居址

PL　211　志筑遺跡13号17号住居址

PL　212　志筑遺跡17号住居址出土遺物

PL　213　志筑遺跡17号住居址出土遣物

PL　214　志筑遺跡14号住居址

PL　215　志筑遺跡15号住居址

PL　216　志筑遺跡18号住居址

PL　217　　志筑遺跡19号住居址

PL　218　志筑遺跡19号住居址柱穴出土遣物

PL　219　志筑遺跡20号住居址



PL　220　志筑遺跡21号住居址

PL　221　志筑遺跡22e26号住居址…………………・…‥e砂

PL　222　志筑遺跡22026号住居址カマドe……8……・…鎗

PL　223　志筑遺跡22026号住居址出土遺物…………。。秒e

PL　224　志筑遺跡23号住居址

PL　225　志筑遺跡23号住居址貯蔵穴出土遺物巨細…仕……

PL　226　志筑遺跡24号住居址

PL　227　志筑遺跡25号住居址

PL　228　志筑遺跡27号住居址

PL　229　志筑遺跡28号住居址

PL　230　志筑遺跡31号住居址

PI．」231　志筑遺跡31号住居址カマド‥‥…・……‥・‥…‥

PL　232　志筑遺跡32号住居址

PL　233　志筑遺跡32号住居址出土遺物ee…e………e…。⑳

PL　234　志筑遺跡33号住居址方墳2号

PL　235　志筑遺跡33号住居址

PL　236　志筑遺跡35号住居址

PL　237　志筑遺跡37号住居址

PL　238　志筑遺跡39号住居址

PL　239　志筑遺跡39号住居址出土遣物

PL　240　志筑遺跡42号住居址

PL　2姐　志筑遺跡42号住居址出土遣物

P L　242

P L　2LB

示し　244

P L　245

P L　246

P L　247

P L　248

志筑遺跡43号住居址

志筑遺跡44号住居址

志筑遺跡40号住居址

志筑遺跡41号住居址

志筑遺跡45号住居址

志筑遺跡46号住居址

志筑遺跡50号住居址

PL　249　志筑遺跡50号住居址出土遣物…ee…e………◎。。e

PL　250　志筑遺跡51号住居址

PL　251　志筑遺跡52号住居址



PL　252　志筑遺跡54号住居址

PL　253　志筑遺跡55号住居址

PL　254　志筑遺跡56号住居址，

PL　255　志筑遺跡56号住居址，炉址

PL　256　志筑遺跡57号住居址

PL　257
月

土壌

PL　258

PL　259

P L　260

P L　261

PL　262

PL　263

PL　264

PL　265

PL　266

PL　267

PL　268

PL　269

PL　260

PL　271

PL　272

PL　273

PL　274

溝

PL　275

PL　276

P L　277

P L　278

PL　279

PL　280

PL　281

志筑遺跡57号住居址，炉址

志筑遺跡土壌02号

志筑遺跡土壌03号

志筑遺跡土壌04号

志筑遺跡土壌05号

志筑遺跡土壌06号・…、

志筑遺跡土壌08号

志筑遺跡土壌10号

志筑遺跡土壌11号

志筑遺跡土壌12号

志筑遺跡土壌13号

志筑遺跡土壌14号

志筑遺跡土壌15号

志筑遺跡土壌17号

志筑遺跡土壌18号

志筑遺跡土壌20号

志筑遺跡土壌21号

志筑遺跡土壌25号

志筑遺跡　溝（Ml号）東側より

志筑遺跡　溝（Ml号）東側より

志筑遺跡　溝（Ml号）全体

志筑遺跡　溝（M3号）

志筑遺跡　溝（M3号）e、

志筑遺跡　溝（M5号）

志筑遺跡　溝（M5号）土壌22号）

i‥・…・…‥　662

‥……‥・…　66こう

‥‥…・…・‥…‥　664

‥・‥…・‥…・‥・…‥　664



PL　282　志筑遺跡　溝（M6号）…………

PL　283　志筑遺跡　溝（M6号）（ピット）

PL　284　志筑遺跡　溝（M6号）土壌19号）

ピット（Pit）

PL　285　志筑遺跡ピット5

PL　286　志筑遺跡ピット6

PL　287　志筑遺跡ピット7

PL　288　志筑遺跡ピット10

PL　289　志筑遺跡ピットn

PL　290　志筑遺跡ピット13

PL　291　志筑遺跡ビ、ソト16

PL　292　志筑遺跡ピット18

PL　293　志筑遺跡ピット19

PL　294　志筑遺跡ピット22

PL　295　志筑遺跡ピット25

PL　296　志筑遺跡ピット26

PL　297　志筑遺跡ピット35

PL　298　志筑遺跡ピット36

PL　299　志筑遺跡ピット38

PL　300　志筑遺跡ピット39

PL　301　志筑遺跡ピット40

PL　302　志筑遺跡ピット42

PL　303　志筑遺跡ピット43

PL　3㊥4　志筑遺跡ピット49

PL　3Q5　志筑遺跡ピット51

PL　3（〕6　志筑遺跡ピット55

PL　3㊥7　志筑遺跡ピット56

PL　308　志筑遺跡ピット57

PL　3（〕9　志筑遺跡ピット60

PL　3軋0　志筑遺跡ピット67

PL　3m　志筑遺跡ピット68

PL　3軋2　志筑遺跡ピット74

674

674

674

675

675

675

676

676

676

‥‥‥‥‥…‥．‥．‥‥‥…－‥．…‥……‥．677

677

677

678

678

678

679

679

い・‥‥‥・679



PL　313　志筑遺跡ピット75

PL　314　志筑遺跡ピット79

円墳・方墳

PL　315　志筑遺跡円墳1・2・3号北側より

PL　316　志筑遺跡円墳1・20号住居址

PL　317　志筑遺跡円墳4e29号住居址β

PL　318　志筑遺跡29号住居址出土遣物

PL　319　志筑遺跡円墳4号主体部e敷石

PL　320　志筑遺跡円墳4号主体部e敷石

PL　321　志筑遺跡円墳5号主体部

PL　322　志筑遺跡円墳5号主体部出土遣物

PL　323　志筑遺跡円墳6号・土壌南側より

PL　324　志筑遺跡円墳6号東側より

PL　325　志筑遺跡方墳1号主体部

PL　326　志筑遺跡方墳1号e全景

PL　327　志筑遺跡方墳1号周溝小調査区B2i2・出土遣物状況

PL　328　志筑遺跡方墳1号周溝小調査区B2i3・出土遺物状況

PL　329　志筑遺跡0巨02号住居址出土遣物e・

PL　330　志筑遺跡02eO4・05号住居址出土遺物…

PL　331　志筑遺跡04の05elOell号住居址出土遺物…

PL　332　志筑遺跡11号住居址出土遣物・・

PL　333　志筑遺跡11号住居址出土遺物‥

PL　334　志筑遺跡12号住居址出土遣物e

PL　335　志筑遺跡15・13・17号住居址出土遺物‥

PL　336　志筑遺跡13・17号住居址出土遺物ee

PL　337　志筑遺跡18・19e20・22・26号住居址出土遺物e・

PL　338　志筑遺跡22・26・23号住居祉出土遺物‥

PL　339　志筑遺跡23号住居址出土遺物

PL　340　志筑遺跡23号住居址出土遺物

PL　341　志筑遺跡23号住居址出土遺物

PL　342　志筑遺跡25e29e32号住居址出土遣物

PL　343　志筑遺跡37号住居址出土遺物



PL．344　志筑遺跡39号住居址出土遣物………………‥・・・

PL　345　　志筑遺跡39号住居址出土遺物……………‥‥‥・・・

PL　346　志筑遺跡39号住居址出土遺物………………・‥‥

PL　347　志筑遺跡40号住居址出土遣物…………………‥

PL　348　志筑遺跡40・42号住居址出土遺物…………‥・‥

PL　3こ拍　　志筑遺跡42・45・46・47号住居址出土遣物‥・‥・

PL　350　志筑遺跡50号住居址出土遣物…‥……………・‥・

PL　351　志筑遺跡50号住居址出土遺物………‥‥‥…・…‥

PL　352　志筑遺跡50号住居址出土遺物…・…・………・…‥

PL　353　志筑遺跡50・51・52号住居地出土遺物‥‥……・

PL　35上皇　志筑遺跡54・55・56号住居址出土遺物……‥・‥

PL　355　志筑遺跡57号住居址出土遺物・…………‥…‥‥・

PL　356　　志筑遺跡方墳1・2号出土遺物……・…‥‥‥‥‥

PL　357　志筑遺跡土壌，小調査区，その他出土遣物

（注）遺物番号は図版の実測図と同じである。



第盈車　調査の経緯

第　節　調査臆齢たる経過

瑠　常磐自動車道の建設

常磐自動車道は，「国土開発幹線自動車道建設法」に基づいて，日本道路公団が，日本全国各

地に建設を進めている総延長7，600kmに及ぶ高速自動車国道網の一貫として計画されたものである。

この自動車道の建設の目的は，「国土の普遍的開発をはかり，画期的な産業の立地振興及び国

民生活領域の拡大を期するとともに産業開発のために不可欠な基盤である全国的な高速自動車交

通網を新たに形成させるため，国土を縦貫及び横断する高速自動車道を開設し，これと関連して

新都市及び新農村の建設を促進すること」である○

2　常磐恕劫車道

常磐自動車道は埼玉県三郷市国道298号線を起点とし，千葉県流山市北部で江戸川を渡り，国道

16号線と連結し，利根川を渡って本県の北相馬郡守谷町に入り，研究学園都市付近及び土浦市を

経て新治郡千代田村において国道6号線に連結し，さらに石同市を通り，常総台地を北東に進ん

で，水戸市の西側から那珂川を渡り，再び国道6号線に接近して日立市に入り，北茨城市を通過

して福島県いわき市に至る総延長約179kmの高速自動車道である。
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経過する市町村名

《埼玉県≫　三郷市，吉川町

《千葉県≫　流山市，柏市

《茨城県≫　守谷町夕谷和原札伊奈札谷貯部町，土浦市，桜村か，新治札千代田札石岡軋

美野里町，八郷町，岩間町，友部町，内原町，水戸市，那珂町，東海札常陸太田

f抗　日立軋　十王町，高萩市，北茨城市

《福島県≫　いわき市

常磐肉動車道磨埋蔵寛偲財

本県では，高速自動車道の計画が示された昭和0年代，関係諸機関において文化財，特に埋蔵

文化財の分布調査が実施され，県及び日本道路公団はその資料をもとに，その保存策を講ずべく

いく度かの協議がなされてきた。

その後誹本道路公団の業務は，設計協議，中杭設毘用地則又と急ピッチで進行し，それに

伴って文化財に支障のない工区を発注し，工事が開始され，土盛りによる道路造成，橋りょう工

事が進められてきた。

昭和2年度に入り，茨城県教育委員会は，埋蔵文化財の取扱いについて日本道路公団と現地協

議，遺跡面積，調査期間をどの事務折衝を進め，年度末に茨城県教育委員会の案内で昭和53年度

発掘調査実施予定の筑波郡谷和原札新治郡桜村及び千代酬寸の各埋蔵文化財包蔵地を踏査した。

その後，茨城県教育委員会を通して日本道路公団から発掘調査の依頼があり，茨城県教育財団

では，理事会において発掘調査の受託を決定し，昭和53年度の調査体制等について検言寸された。

窮望節　調査の組織

昭和53年度，茨城県教育財団は大幅な定則削こ伴い，調査課の組織の充実をはかり潤滑な業務

の執行をはかるため企画管理斑及び調査第一乳調査第二乳調査第三壇の四班を編成し，発掘

調査に係る企画及び運営，発掘調査に係る出土品の整理ならびに報告書の作成に従事することに

なった。

本茨城県教育財団は，昭和53年4月1酎寸けで日本道路公団と常磐自動車道に係る埋蔵文化財

発掘調査委託契約を締結しタ調査第三班（班長　高根信私調査員6名）の担当するところとな

った。調査地内は谷和原札桜紙千代田村，調査対象面積は63，126壷。

千代田村内の「上稲吉西原古墳，上稲吉西原A遺跡，上稲吉西原B遺跡，上稲吉西原C遺跡，
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中佐谷十百遺跡，中佐谷A遣臥中佐谷B遺軌の発据調査は，主任調査員・倉本冨美男，調査

員。高相勇が担当し，調査の補助を宮内良隆が担当した○調査期間は昭和53年4月1日から昭和

54年3月31日。

千代田村内「志筑遺眺大塚9号填，大射0号墳」は，昭和53年度，発掘調査を主任調査員e

山本貴之，調査員e荒堀彰夫が担当し，調査の補助を洞口正史が担当した。

昭和54年度は，「大塚1号凰大塚2号凰大塚3号凰大塚4号填，大塚5号軋大塚6号

填，大塚7号填，大塚8号墳」の発掘調査を主任調査員e倉本富美乳主任調査員・中村幸雄が

担当し，調査の補助を宮内良隆が担当した。

さらに「大塚11号填，大塚12号填，大塚13号填，大塚1輯填，太射5号墳」の発掘調査は，主

任調査員中村幸雄が担当し，調査の補助を宮内良隆が担当した。

「志筑遺跡，松延1号填，松延2号墳」の発掘調査は，主任調査員山本貴之，調査員4滴邦男

が担当し，調査の補助を仙波亨が担当した。

上稲吉西原，中佐谷関係遺跡及び大塚1号墳～大塚8号薗大射1号墳～太項組5号境の出土品

等の整理作業は，昭和54年7月1日から主任調査員倉本冨美男が実施。志筑遺帆松延1号軋

松延2号楓大塚9号填，大塚　号境の出土品等の整理作業は，昭和54年7椚目から主任調査

員山本貴之が実施した。

常磐自動車道敷地内埋蔵文偲財包蔵地所轟…覧嚢　千代田柄）

整理N o． 遺　 跡　 名 記　 号 所　　　　 在　　　　 地

1 上稲吉西原古墳 J K N 新治郡千代田村上 稲 吉字西原126 2－ 1

2 上稲吉西原A J K N － A 新治郡千代田村上 稲 苦学西原12 62－4 3， 66

3 上稲吉西原B J K N － B 新治郡千代田村上稲 吉字西原1262－ 52， 53， 65

4 上稲吉西原C J K N － C 新治郡千代田村上稲 書字西原202

5 中佐谷十百遺跡 J N T 新治郡千代田村中佐 谷字十百63， 65， 66

6 中佐谷殿内遺跡 J N T U ！新治郡千代田村中佐 谷字殿内867－ 1 ， 2

7 中佐谷A 遺跡 J N S －A 新治郡千代田村中 佐 谷字向山108ト 1 外 6 筆 9102 1

8 中佐谷B 遺跡 J N S －B 新治郡千代田村中 佐 谷字新山10 84， 1085

9 大塚 1 号古墳 J O T － 1 新治郡千代田村下 志 筑字大塚83 7－ 6

10 大塚 2 号古墳 J O T － 2 新治郡千代田軒 下志 筑字大塚837… 6

11 大塚 3 号古墳 J O T － 3 新治郡千代田村下 志 筑字大塚84ト 1

12 大塚 4 号古墳 J O T － 4 新治郡千代田村下 志 筑字大塚841－ 1

13 大塚 5 号古墳 J O T － 5 新治郡千代田柑 下 志 筑字大塚8姐－ 1

14 大塚 6 号古墳 J O T － 6 新治郡千代田村下 志 筑字大塚84 1… 1

15 大塚 7 号古墳 J O T － 7 新治郡千代田村下 志 筑字大塚 15 45… 5 ， 6
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整理No。l 遺　 跡　 名 記　 号 所　　　　　 在　　　　　 地

16 i大塚 8 号古墳 J O T － 8 新治郡千代田村下志筑字大塚1545－ 7 ， 8 1549，1553

17 大塚 9 号古墳 J O T － 9 新治郡千代田村下志筑字大塚1553

18 大塚10号古墳 J O T －10 新治郡千代田村下志筑字大塚 1552－ 1 ，1553

19 大塚11号古墳 J O T －11 新治郡千代田村下志筑字大塚1551

20 木塚12号古墳 J O T －12 新治郡千代田村下志筑字大塚1545－15，1542－ 3

21 大塚13号古墳 J O T －13 新治郡千代田村下志筑字大塚寧41－ 1

22 l大塚14号古墳 l lJ O T －14 新治郡千代田村下志筑字大塚841－ 1

23 大塚15号古墳 J O T －15 新治郡千代田村下志筑字大塚837－ 6

24 松延 1号古墳 J M N － 1 新治郡千代田村下志筑字松延713，740－ 1

25 松延 2 号古墳 J M N － 2 新治郡千代田村下志筑字松延745

26 志　筑　遺　 跡 J S Z 新治郡千代田村下志筑字松延744外 5 筆

第3節　調査の経過

昭和53年度の調査は，5月12日筑波郡谷和原相乗楢戸古墳において関係者列席のもとにしめや

かに常磐自動車道敷地内埋蔵文化財発掘調査の鍬入式を挙行し，千代田村内関係遺跡の発掘調査

に入り，南からJKN，JKN…A，JKN－B，JKN－C，JNT，JNS－A，JNS－

B，J OT－9，J OT－10の9か所を終了した。

昭和54年度は，J OT－1－J OT－8，JMN－1，JMN－2の10基の古墳及びJ SZに

ついて調査を進めた。

大塚古墳群についての発掘調査の過程で，5基の古墳が確認され，茨城県教育委員会，日本道

路公団と協議の結果，発掘調査を受託し，昭和54年9月30日をもって調査を終了した。

調査の方法は，各遺跡ともルートの中心杭を原点とし，東西南北にグリッド（4m）を設定し，

第1段階でグリッド数の労を発掘する。遺構が確認された場合グリッドを拡張して遺構の検出に

あたり，写真撮影，実測図の作成へと進めた。
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第2車　遺跡の立地と環境

第瑠節　地理的環境

新治郡千代田村は茨城県のほぼ中央乱恋瀬川と桜川の間を筑波山塊南東山麓から霞ケ浦にむ

かって半島状に突出する新治台地のほぼ中央に位置する。

村役場の位置は東経140度14分，北緯36度9分。東西e南北ともに約9kmで，面積は49e22蛾人

目19，902人（昭姉3・10。1現在）滴は土浦軋東は新治郡出島札北は石岡乱西は新治郡八

郷町，西南は新治郡新治村に接しタ村の中央部を国道6号線が南北に貫き，東端を国鉄常磐線が

走っている。

村の北西の境は筑波山系の山本山（標高178e4m主雪入山（380m）バ曳間山（334・4m主閑居

山（140m）等の山並が続き，その山麓につづく台地は古成層，火山灰土の標高25～30mを測る平

地となっている。概して台地の表面は平坦であるが，ところどころに波状の起伏を皇し，その間

に樹枝状の支谷が入り込んでいる。

村の北東を恋瀬川が，中央部を天の川が東流し，両河川は村の東北端で合流し，石岡市を経て

霞ケ浦に至る。両河川の流域には肥妖射中横地が展開している。

上稲吉西原古墳，上稲吉西原AeB遺跡は，天の川南岸の支谷に面した台地上に立地し，それ

ぞれ浅い谷を隔てて隣接し，南端から西原古墳eA遺跡eB遺跡と並び，わずか50～100m位の

距離にある。また谷を隔てた東側に西田古墳群が立地する○つまり上稲書西原古墳，西原A・B

遺跡と西田古墳群は，天の川南岸の一つの支谷を取り囲むようにして隣接し，対置した遺跡群で

ある。

天の川北岸の台地上に上稲吉西原C遺跡，中佐谷十百遺跡が立地する。天の川の支谷が，台地

のほぼ中央にまで入り込み，その奥斜面に中佐谷十百遺跡が位置し，北から西にかけて傾斜して

いる。天の川とその支谷にはさまれ東西に細長く伸びる台地のわずかな平坦部に西原C遺跡が位

置している。

中佐谷遺跡は，天の川の支流でその北側を東流する雪大川の北岸の標高25～26mを測る台地上

に立地し，幅10数mの小支谷によって二分され，西側がÅ逮臥東側がB遺跡である。それぞれ

南及び西に緩傾斜をみせるもののほぼ平坦な地形で，本選跡二接して四万騎古墳群が立地する。

なお，中佐谷AeB遺跡を二分する谷頭から飲用に適する湧き水があり，集落形成に最適であ

ったことが推測される。（中佐谷）
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《参考文献≫

○茨城県教育委員会「茨城県遺跡地図」茨城県教育委員会　昭和52年3月

○千代田村教育委員会「千代田村史」千代田村教育委員会　昭和45年2月

O「日本地誌　第5巻，関東地方論，茨城県・栃木県」　二宮書店　昭和50年3月

志筑遺跡は恋瀬川の南側に位置し，新治台地の北縁部の標高23～25mの平坦な地形に占地する。

また，南側には恋瀬川の支流である天の川，新治台地を横断し肥決射中積低地を形成し，台地奥深

く，谷津，小支谷が入り込んでいる。

天の川は恋瀬川と合流し，霞ケ浦に流入する。恋瀬川と天の川の合流する台地の先端部には，

野寺地区，国道6号線付近を市川地区，恋瀬川の上流に向って下志筑，中志筑，上志筑地区とな

る。恋瀬川の対岸には，千代田村東田，高倉地区，石岡地区が遠望される。

本遺跡の北側恋瀬川の沖積地に面し農家が点在し，肥妖な水田が，霞ケ浦に向って広がってい

る状況を鳥撤することが出来る。

野寺地区，市川地区，下志筑地区の点在する台地を，野寺台地，市川台地，志筑台地と呼ぶ，

野寺台地には，千代田村立新治小学校があり隣接する安産の信仰で近郊，近在で有名なる子安神

社がある。

市川地区には，国道6号線に沿って陸前浜街道の旧道が断続し，また，県指定文化財「一里塚」

がある。

国道6号線より，市川地区，下志筑地区の集落を結ぶ村道がある。この村道を北西に約1

km進むと，村道を隔てた南側には，大塚古墳群，北側には松延古墳群，志筑遺跡が位置している。
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人L上土ノl‾り＼ノしユ＼⊥♪し！ノJヽ　」’1」†Cト／l L‘Cノ1ノl　＼I　　4＼〉　　フドニ†　フ下こハlJI LL」′l′l、　＼．lJ1’l′1、ノ　　ノノ／ノーへ′J　　ノ　＼　V．‘CノO　　　」　＞ノ　ト」ノ′lユ＞ノ　イ＼lcト　暮　l＼

田村の東の発祥地として有名である。近年に入り梨の生産が増加し，また，蚕産等もさかんであ

る。

志筑台地の東側には恋瀬川に沿って，県道，石岡筑波線があり，石岡市からの交通の便も良い。

今般，茨城県教育財団が発据調査を実施した遺跡は，千代田村太字愛宕，桧延十三塚等の字名

のかかる地域である。

地目は，山林，梨，乗，桑畑，雑地であり，大塚古墳群15基，桧延古墳群2基，志筑遺跡等，6500

融で常磐自動車道の敷地内である。（志筑）
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第2節　歴史的環境

歴史の宝庫といわれる石岡市の南に位置し，恋瀬川，天の川が流れる新治郡千代田村，この地

もまた歴史の宝庫である。千代田村における文化の黎明は，恋瀬胱雪大鵬天の川等の流域に

起ったと考えられる。

縄文時代の遺跡は，天の川流域においては原山遺跡（茨城県遺跡地名表，通し番号2866上椿

堂遺跡（2867），雪入遺跡（2870），太子堂遺跡など周知され，椿堂e太子堂遺跡から鹿の骨や骨

角器が豊富に検出され，狩猟による生活が営まれていたことを物語っている。

古墳時代の遺跡としては，雪入川流域の四万騎古墳群（202紙上佐谷遺跡（2011），小池B遺

跡（2012），天の川流域の飯塚遺跡（2017），飯塚古墳群（2020），西田古墳群（2023），御手洗古

墳群（2025），高峰古墳群（2031）など周知されタ西田古墳群から長さle8m，幅75cmほどの内部が

朱塗りの箱式石棺が人骨，直刀を伴って検出され，裾部には円筒埴埠が多数出土した。

下佐谷十文字土田に至る道路と上佐谷に至る道路にはさまれて二木天神杜が祭られてあるが，

神社北側畑地より布目瓦が多数出土し，かって当地に寺院が所在していたと考えられる。礎石と

思われる巨石は二木天神社の土台となっていて佐谷廃寺と呼ばれている。

土佐谷字下堂には下堂瓦窯址がある。布目瓦の破片が出土していることより前述の佐谷廃寺の

瓦を主として焼いた窯であろうと思われる○上佐谷関戸にも二基の瓦窯址がある。布目瓦が10数

個出土している。

中佐谷の東南にはり出した台地の突端に笠松城と呼ばれる古城址がある。面積およそ570a，城

址の北部に1mたらずの土塁が残っている。

以上のように千代獅寸には，多くの遺跡が各時代を通じて埋蔵されている。仲佐谷）

《参考文献≫

○茨城県教育委員会「茨城県遺跡地図」茨城県教育委員会　昭和52年3月

○茨城県教育委員会「茨城県遺跡地名表」茨城県教育委員会　昭和50年3月

○千代田村教育委員会「千代田村史」千代田村教育委員会　昭和45年2月

新治台地北縁部恋瀬川低地帯南岸に位置する下志筑市川，野寺の台地に存在する遺跡は広

大な規模の遺跡群である。下志筑の志筑台地には，下志筑字前畑巨愛宕弓雷神山，松延，弁天入

内出坪eサ三塚等の学名を中心に縄文時代から歴史時代にかかる遺跡がある。
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大塚古墳群（弊崎古墳群，松延古墳群を含む）は明治時代に100余の古墳があったとされてい

る。明治37年5酎こ高野聖堂氏が調査し図示した「志筑原古墳群」によると，前方後円墳は5鼠

直径50mの最大級の円墳3基，直径23mの大形円墳8基，中形円墳14基，小形円墳71基となって

いる。（注目

また，大正大学考古学研究会が昭和47年に調査した鴨台考古（注2）によると，野寺，市川，

志筑を合せて86基（前方後円墳3基，帆立貝式古墳（？）1基，円墳81基とされている。「茨城県

史料」（注3）によれば，市川地区に10最下志筑地区に63基が存在することを明らかにしている。

しかし，これらの資料によっても，古墳群の総数は確定しがたいと思われる。農軌　造成などに

より破壊され，煙滅しているのもかなりあるだろう。これらを含めると100基以上の古墳が点在し

たと思われる。潮来町，大生原古墳群，常陸太田市梵天山古墳群同様，非常に古墳の多い地域で

ある。

大正末期から昭和初期にかけて，郷土史研究家であった市川地区出身の長谷川辰之助氏が，志

筑遺跡，大塚古墳群を紹介している。（注4）

志筑遺跡については，大正大学考古学研究会が分布調査を実施し，縄文時代（中期）弥生時代

（後期）古墳時代の遣物散布状況を報告している。（注2）

歴史時代，鎌倉時代から室町時代にかけて，下志筑字松延に集落が存在していたとされる。

（注5）

志筑遺跡に隣接する市川地区には，市川遺跡，弊崎古墳群，県指定史跡の熊野古墳（前方後円

墳）がある。市川遺跡は昭和42年8月に発掘調査が行なわれ，古墳時代の住居遺構を検出してい

る。（注6）また，熊野古墳の南西部に位置する姥久保古墳の石棺の調査が行なわれている。市川

卯奇古墳群の周辺には，縄文時代の土器片，古墳時代の土器片等が散布している。

国道6号線市川地区より東南に位置する野寺地区には，野寺遺跡がある，遺跡は新治小学校

及び子安神社の周辺であり，縄文時代，古墳時代の土器片が散布している。下志筑地区より恋瀬

川の上流に位置する中志筑には，県指定史跡，志筑城跡がある。この城跡には，縄文式土器片等

が散布している。上志筑地区には五輪堂遺跡があり，平安時代に築造されたと言われる願成寺跡

がある。

恋瀬川の対岸石岡台地には，県内最大と言われる前方後円墳，県指定史跡，船塚山古墳，愛

宕山古墳，国指定史跡，常陸国分寺帆　常陸国分尼寺跡が位置し，先史時代から，歴史時代に至

る大小の遺跡群が点在している。（志筑）

註（注1）「千代田村史」　千代田村教育委員会　昭和45年

（注2）「鴨台考古第2号」　大正大学考古学研究会　昭和48年

（注3）「茨城県史料考古学史料編，古墳時代」　茨城県，県史編さん　昭和49年
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（注射「愛宕遺稿集」　千代田村教育委員会

（注5）新編常陸国語

（注6）千代田村埋蔵文化財調査報告書1

「市川遺跡，根崎古墳言背水並木経塚」千代田村教育委員会　昭和44年
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第3車　上稲貰轡原古墳

第層節　遺跡の概観

上稲吉西原古墳（J KN）は新治郡千代田村上稲吉字西原1262－1番地に所在する。

本古墳は，天の川南岸の標高24～25mを測る台地の南端に位置し，およそ50mほどで土浦市粟

野地区に接する。道路用地は本古墳の南半分である。20数年前まで宅地であったが，その後現在

に至るまで畑地として利用されていた。墳項部南側に大小2個の貯蔵穴があり，大きい方は幅0。5

m，長さ2。5m，深さ1。6mが存し封土の流出を含めて破損の著しい古墳である。

第2節　調　査　経　過

○昭和53年4月

現地踏査。発掘エリアの確認。日本道路公団石岡工事事務所との協議。千代田柑教育委員会へ

の協力依頼。

○昭和53年5月

作業員の募集，現場倉庫の建設，機材器具の購入等発掘準備を進めた。

西原古墳より調査を開始すべく準備を進めていたが，古墳に作付がなされてしまったため，調

査濠後目に変更。

○昭和53年11月下旬

発掘エリアの草刈り及び清掃，調査区域内の杭打ちを実施した。

杭打ちは，日本道路公団が設定した中心杭「346＋40」を起点とし，磁北方向に四分割して4m

方眼の小調査区を設定した。調査区は北から南に向ってA e B eCeee…。西から東に向って1，

2，3……とした。

○昭和53年12月上旬

墳丘測量と地形図の作成。

○昭和54年2月下旬

墳項部を中心に東e西嘘南弓ヒの4方位に幅2mずっのトレンチを設定，南西墳丘部にグリッ

ドを設定し，トレンチ発掘を開始した。

○昭和54年3月上旬

墳項部より1m下の土中よりゴボウがみつかる。ローム層も耕作土と混り合っていて相当撹乱
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されている。

墳項部より12m位下った東トレンチより周溝が確認される。続いて南側トレンチでも周溝が確

認される。遣物は極端に少をいが，磨製石斧の先端が出土。

○昭和54年3月7日～9日

東・西e南e北のトレンチ及び東・南の周溝掘りを終了。トレンチ東壁・南壁の断面図実測及

び写真撮影を実施する。

○昭和54年3月中旬

墳丘南東部のグリッド発掘により周溝部を確認し，調査を終了する。主体部及びその埋葬施設，

外部施設ともに確認ができなかった。

第3第　遺構　⑳　遺物

薗頓の構造

本古墳は，その約％にあたる面積を有する北西部が高速道路用地外であり，したがって発掘調

査区域外である。そのため，古墳の形状e規模等については東と南に設定した幅2mのトレンチ

および墳丘南西面に設定したグリッドの発掘調査によって確認された周溝より算出し，推察した。

く墳　丘〉

墳丘の形状は円墳である。古墳の規模は周溝を含む直径31．2m，周溝内径約24mほどで

ある。墳丘高は南側周溝から計測して2。06m。東側周溝から計測して2。26mほどである。

封土の構成状態は，ローム土層，漸移層の上に旧表土である黒色土層（厚さ16～20cm程度）が

あり，その上に褐色のロームまで盛土されている。封土高およそ68cmほどである。

く周　溝〉

周溝の規模は，最大幅（南周溝）3。7m，最′掴畠（東トレンチ）3。6m言采さ007～Oe8mを計測

する。溝の断面は上端部が大きく開いてゆるやかに立ちあがる形状を呈している。

く主体部〉

墳丘および周溝の検出後，墳丘南西斜面におけるグリッド調査，ボーリング棒による検索等を

試みたが，主体部の確認はできなかった。

く外部施設〉

本古墳には，葦石，埴輪という外部施設の存在が認められない。

く遺　物〉

本古墳に伴う遣物の出土はみられない。

磨製石斧の先端が出土したにとどまる。
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第4章　上郡苦痛原Å遺跡（J蕊N一一A）

第層節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村上稲吉字西原1262番地の43・66に所在する。

本遺跡は天の川流域の支谷に面した標高26～27mの台地上に立地し，畑地として利用されてい

る。遺跡の南西約200mの地に上稲吉西原古墳が，北東および100mの地に上稲吉西原B遺跡が，谷

を隔てた南側に西田古墳群が所在する。北方に筑波山及び筑波山系の山々と中央青年の家を望む

景勝の地である。発掘調査前は前述したように畑地で，甘藷，落花生，グラジオラス，ひまわり

等が栽培されていた。調査対象面積1，520汀デ。

第2節　調　査　経　過

○昭和53卑堵月

現地踏査の実施と発掘エリアの確認をする。

○昭和53年5月

遺跡内に作付けがなされてしまったため，本遺跡の調査を収穫後とする。

○昭和53年11月中旬

遺跡の清掃。発掘調査区設定のため祝打ちを実施する。杭打ちは中心杭「349＋00」を起点とす

る。調査区数139。

○昭和53年11月下旬

排土処理場を上稲吉B遺跡南側斜面とし，立木の伐閉及＿び草刈りを実施，本遺跡の第1次調査

に入る。黒曜石2片出土する。

発掘調査の中心が西原A遺跡に移ったことにより，中佐谷A遺跡に設置しておいた現場倉庫を

本遺跡に移設する。

○昭和53年12月上旬

第1次調査を続行する。9基の住居址状遺構及び土壌状遺構が5基確認される。

○昭和53年12月20日

発掘用具・器材等を点検e整備し現地作業を終了。年末に入る。

○昭和54年1月上旬

発掘用具の点検，作業員への連絡など発掘作業再開について準備をすすめる。
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遺構の呼称については，北から南／＼西から東への順序で0巨02eO3号住居祉e。e，01。02eO3

号土壌……とし，その後は確認順とする。

10日，発掘調査再開。

○昭和54年1月中旬

01eO2eO3・04・05号住居址状遺構の検出に入る。

○昭和54年1月下旬

前述の住居址の遺構検出に並行して，06・07・08。09号住居址及び03号土壌の遺構検出に入る。

01eO2・03・05eO6・09号住居址についてはセクション実測，写真撮影を逐次行なう。

住居址周辺の表土除去作業により新たに2基の住居址状遺構が確認され，10ell号号住居址と命

名する。

○昭和54年2月上旬

前述の住居址発掘を続行する。飢・02・03・09号住居軋　03号土壌についてはセクション，平

面プラン，遺構，遣物等の実測，写真撮影を行なう。

新たに01号土壌の検出に入る。次いで1基の住居址状遺構が確認される。12号住居址と命名。

○昭和54年2月中旬

住居址　土壌の検出を続行，並行して10eⅢ。12号住居址，02eO4・05号土壌の検出に入る0

05も06・の7。08号住居軋01eO4・05号土壌については発掘が終了し，平面プラン実測に入る0

0昭和54年2月下旬

05・06807808号住居址，Ol。04・05号土壌についてそれぞれ実測が終了する。02号土壌は発

掘の進行によって甘藷の貯蔵穴と判明したので放棄する。

10・11e12号住居址の発掘が終了し，セクション，平面プランの実測を開始する。

○昭和54年3月上旬

10elle12号各住居址について，セクション，平面プラン，エレベーションなどの実測，写真

撮影を実施し遺構検出を終了させ，プランのはっきりしなし痛4号住居址の検出に取り組む。

3月6置，04号住居址の形態がはっきりする。調査員の尊びひとしお。実測，写真撮影を実施

して本遺跡の発掘調査を終了する。
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第3第　遺構。遣物

用　達　構

：i　住　居　址

馴号住居址（第8園）

本住居址はH－3eH－4eI－3バー4・J－3・J－4に確認され，調査地区の北西で

11号住居址の北東約4mに位置する。

主軸方向はN－42－Wで，長径5e2m e短径4e4mほどの隅丸方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，璧高は44～52cmほどで

ある。床はロームで硬くしまっていて，ほぼ平坦を床面を呈している。

炉址は床の中央部よりやや北側よりに位置し，長径96cme短径72cmほどの隅丸長方形の平面形

を呈し，皿状に9cmほど掘られ，焼土や炭化物が充満していた。

ピットは4個検出され，各々対角線上に位置し，直径は大きく深さもかなり深い。いずれも主

柱穴と考えられる。

ピ ッ ト番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 45 4 4 74 主　 柱　 穴

P　2 5 1 48 63 ク

P 3 58 54 4 5 ク

P 4 58 56 70 ケ

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，I層，Ⅲ層，Ⅲ層はかたくしまっているが相生なく，

ローム粒子タ　ロームブロック，炭化物を含む暗褐色土が堆積し，最下層は粘性のあるかたくしま

ったローム粒子を多量に含む褐色土がみられる。

遣物はPl西側コーナーより紡錘車3個（勘8図3・405），炉址北西端より弥生式土器片

が出土してし、）る。

c2号住居恵（第9罰）

本住居址はM－4。M－5eN－4eN－5に確認され，調査地区西端，01号住居址の南々東

約12mに位置している。

主軸方向はN－34e5LWで，長径4・5m e短径4・25mほどの隅丸方形の平面形を室し，炉址周辺
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部より焼土が床面上に検出されている。

遺構は表土下第Ⅲ層から検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は53～58cmほどで

あり，壁下に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬くしまった床面を呈している。炉址は床の中央部より

やや北側よりに位置し，長径80cm・短径69cmほどの楕円形の平面形を呈し，皿状に8cmほど掘ら

れ，炭火物を多量に含む焼土がみられ，炉床には硬く焼けたロームがみられ，炉址南側より上面

に長径15cme短径14cm。厚さ5cmほどの炉石がみられた。

ピットは5個検出されたが，主柱穴としてはPl～P4が考えられる。各々対角線上に位置し

ている。直径はP4だけ他より大きく言采さばいずれのピットもかなり深いが，ほぼ平均してい

る。

ピ ッ ト 番 号 良 径　 c m 短 径　 c m 深 さ　 c m 備　　　　　　　　　　　 考

P l 4 5 4 4 7 4 主　 柱　 穴

P　 2 5 1 4 8 6 3 ク

P　 3 5 8 5 4 4 5 ク

P　 4 5 8 5 9 7 4 ク

P　 5 1 6 1 4

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層はローム粒子を含む暗褐色土および黒褐色土

の堆積がみられ，最下層はよくしまった粘性のある粘土ブロックを含む褐色土の堆積がみられる。

遺物は覆土から滑石製の紡錘車（第50図4，5，6，7）4個，壷形土器，器台形土器が出土

している。

03号住居址（第10図）

本住居祉は0－6・0－7・P－6・P－7にわたって確認され，調査地区の南西に位置し，

02号住居址の南東およそ7。5mのところにある。

主軸方向はN－13LWで，長径4m・短径3．4mほどの隅丸方形の平面形を呈している。遺構

は表土下策Ⅲ層から検出され，各壁とも外反して立ちあがり，壁高は姐～45cmほどである。壁下

に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬くしまった床面を呈している。炉址は床の中央部より

やや北よりに位置し，長径82cm・短径41cmの隅丸長方形の平面形を墨し，皿状に8cmほど掘りこ

まれ，焼漣二粒子を含む暗褐色土がみられる。

ピットは射固検出され，各々対角線上に位置し，本住居址の主柱穴と考えられる。
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ピッ ト番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 4 0 29 4 1 主　 柱　 穴

P　2 3 1 28 23 ク

P　3 32 28 21 ケ

P 4 33 30 16 ク

遣物はPl～P4の問およびP4東側付近を中心に弥生式土器片がみられ，壷（第49図1e2）

が出土している。

掴号住居址（第日凶）

本住居址はC－10eC－110C－12eD…10。D－11・D－12にわたって確認され，調査地区の

中央部最北端に位置し，05号住居址の北北西5mのところにある。

主軸方向はN－52LEで，長径6。1m，短径5mはどの方形の平面形を呈し，床面中央部よりや

や北側よりPl～P2の間に長径1。95m e短径0。9mほどの範囲で焼土がみられた。

遺構は表土下第Ⅱ層から掘りこまれ，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は10～37cmほど

で，西壁は低い。床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈している。璧下に壁溝は

認められない。

ピットは4個検出され，直径は大きく，深さもかなりあり，各々対角線上に位置し，主柱穴と

考えられる。

備 考

P　 2 50 4 9 90 ク

P　3 50 4 3 59 ク

P 4 41 39 40 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層には褐色土及び黒褐色土が堆積し，遺構中央

部においては焼土が認められ最下層は焼土ブロック，焼土粒子を多量に含む褐色土の堆積がみら

れる。

遺物は，土師式土器片がほとんどで，土玉（第51図2）。高杯（脚部）（第51図日および弥

生式土器の破片も出土している。
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05号住居址（第12図）

本住居址はE－11・E－12eF－11・F－12・G－11・G－12にわたって確認され，調査地区

中央部の北よりに位置し，04号住居址の南々東5m，07号住居址の北西3mのところにある。

主軸方向はN－85LWで長径6。1m o短径6mはどの方形の平面形を呈している。遺構は表土下

第Ⅲ層より検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，璧高は37～46cmほどで，壁下には溝が

南西コーナーを除いて周回している。壁溝の幅は17～27cmほどである。床はロームであり9　ほぼ

平坦をなし，硬質の床面を呈する。

炉址は床面中央部よりやや北壁よりに位置し，長径64cme短径60cmほどの円形の平面形を室し

皿状に5cmほど堀りこまれている。炉址内部には炭化物，焼土粒子を含む暗褐色土が充満し，炉

床には焼士を少量含む黄褐色土がみられる。

ピットは4個検出され，各々対角線上に位置し，本住居址の主柱穴と考えられる。

ピ ッ ト番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 63 6 1 48 主　 柱　 穴 ‘

P　2 48 42 31 ク

P　3 67 64 48
l

ク

P　4 54 53 50 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層にはロ「ム粒子を多量に含む褐色土，暗褐色

土が堆積し　最下層には部分的に黒色土ブロックを含むローム粒子の暗褐色土の堆積がみられる。

06号住居址（第13図）

本住居址はI－11月－12・J－1UJ－12にわたって確認され，調査地区中央部に位置し，

05号住居址の南10m，01号住居址の東27。5mほどのところにある。

主軸方向はN－13LWで，長径4。38m e短径3。55mはどの方形の平面形を呈している。遺構は

表土下第Ⅲ層面から掘りこまれ，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は19～25cmである。壁

下に壁溝は認められない。

床はロームであり炭化物を少量含み，ほぼ平坦をなし，壁面近くでやや深くなり，硬くしまっ

た床面を豊す。床面中央部に，長径1。45m e短径45cm・高さ9～11cmの焼土塊があり，上層は焼

土ブロックを多量に含む暗赤褐色土が充満し，下層はロームブロックを含む暗黄褐色土の堆積が

みられる。

ピットは4個検出され，各々対角線上に位置し，主柱穴と考えられる。
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ピット番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

P l 34 33 22 主　 柱　 穴

P　2 27 26 25 ク

P 3 4 1 3 1 3 0 ク

P 4 2 9 28 23 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒褐色土，暗褐色土が堆積し，最下層には

炭化物を少量含む褐色土の堆積がみられる。

遺物は，土師式土器の破片が1区と4区に集中してみられ，婆形土器（第53図1），器台形土

器（第53図3）が出土している。

鮮考住居址（第摘図）

本住居址はF－13eF－14・G－13OG～14で確認され，調査地区中央部よりやや東よりに位

置し，日本道路公団が設定した中心杭「349＋00」が，ほぼ本住居址の中心にあたる。

主軸方向はN－16LWで，長径3・1m。短径2095mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下層面に検出され，いずれの壁も外反して立ちあがり，璧高は16～21cmほどである。

壁下に壁溝は認められない。

床はロームであり，床面はほぼ平坦であるが，ピットの位置から各壁にかけてやや高くなって

いる。

ピットは4個検出され，各々対角線上に位置し，主柱穴と考えられる。

レア、、′トラ酷暑 息子承　　ハm を冨ま叉　　ハ甑 、、ヮp　キ　　（＿ 牌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ′

、．一一　　／　　l　　間　′　J Jノ、1＿コこ　　　し111 ′＼⊥L l」二　　　Llll イ不　C　　　L111 日岡　　　　　　　　　　　　　　　 考

P l 4 1 4 0 3 8 主　 柱　 穴

P　 2 3 2 2 4 3 9 ケ

P 3 3 8 3 0 2 7 ケ

P 4 6 4 5 4 4 8 ケ

住居址内覆土は，撹乱されているが，自然堆積の状態を示し，覆土上層は暗褐色土，黒褐色土

が堆積し，最下層はローム粒子，ロームブロックを含む褐色土の堆積がみられる。

遣物は住居址中央部より東より覆土から土師式土器の破片（胴部）が4片出土したのみである。

鵬号住居址（第相国）

本住居址はK－15・K－16・L－15eL－16で確認され，調査地区の東側に位置し，12号住居
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址の南13mほどのところにある。

主軸方向はN…22・5－Eで，長径5e5m e短径4e65mはどの方形の平面形を呈している。遺構は

表土下第Ⅲ層面から掘りこまれ，北壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，他の壁はいずれもなだらか

に外反して立ちあがる。壁高は11～19cmほどで，壁下に壁溝は認められない。

床はロームであり，西および南にやや傾斜し硬質の床面を呈している。炉址は認められ射）。

ピットは4個検出され，直径はかなり大きく，各々対角線上に位置し，本住居址の主柱穴と考

えられる。

ピ ッ ト番 号 長 径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 5 9 5 0 3 9 主　 柱　 穴

P　 2 4 1 3 2 3 7 ク

P　 3 4 4 4 0 4 1 ク

P 4 4 3 4 0 3 1 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は暗褐色土が堆積し，最下層はかたくしまり

粘性のある褐色土の堆積がみられる。

遺物は住居址中央西側よりから土師式土器の破片6個が出土したのみである。

09号住居址（第15図）
靡

本住居地はG－9eG…10・H－10で確認され，調査地区中央部に位置し，05号住居址の南西

6mほどのところである。

主軸方向はN一一23。5LEで，長径3e95m・短径3。15mの隅丸方形の平面形を呈している。遺構

は表土下策Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも外反して立ちあがる。壁高は51～61cmとかなり深く

揺られている。壁下に溝は認められない。

床はロームであ畑濠ば平坦をなし，硬くしまった床面を呈す。炉址は床面中央より北西より

に位置し，長径50cm・短径38cmほどの楕円形の平面形を呈し，皿状に4cmほど掘られ，暗赤色の

焼土が堆積している。

ピットは4個検出されたが，Pl eP2の2個は住居址中央，東と西に対置し，P3eP4ほ

住居址南側中央に接してあり，P射お采さが4cmほどしかないことからP3に付属するものと考

えられる。
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ピッ ト番号 長径　 cm 短径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　　 考

P l 50 47 72 主　 柱　 穴

P　2 33 29 68 ク

P　3 31 2 1 32 ク

P 4 29 22 4 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒褐色土が堆積し，最下層はロームブロッ

ク，炭化物を含む暗褐色土の堆積がみられる。

遣物は2区P2付近より壷形土器（第54図1e2）e器台形土器（第54図4）が出土している。

柑号住居址（詰15双）

本遺跡はJ－17eJ－18eK－18で確認され，調査地区最東端に位置する。本住居址の南東5

mほどのところに8号住居址がある。

主軸方向はN－67LWで，長径3。75m・短径3。53mはどの方形の平面形を呈している。遺構は

表土下第Ⅲ層から掘りこまれ，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は14～27cmほどである。

壁下に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬くしまった床面を呈している。炉址は認められず，ピ
私

ットも検出できない。

遺物は土師式土器の破片が5点出土したのみである。

11号住居址（第16図）

本住居址はJ－（－1主J－1・J－2・K－（－1）eK－1・K－2eL－1・L－2に

確認され，調査地区の西側端に位置し，01号住居址の南東4mほどのところにある。

主軸方向はN－40LWで，長径6。65m e短径6。6mの隅丸方形の平面形を呈している。
°

遺構は表土下第Ⅲ層から検出され，ほとんどの壁は外反して立ちあがる。壁高は30～39cmほど

で壁下に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を皇す。炉址は床面中央部よりやや西コーナー

よりでP4－Plの問に位置し，長径1。13m。短径70cmほどの小判形の平面形を皇し，皿状に10

cmほど掘られ，炉址中央部には長径20cm・短径14cme厚さ3cmほどの炉石がみられる。炉址内部
′

には，炭化物，焼土粒子を含む黒褐色土が充満し，炉床は焼けてかたくなった赤褐色土がみられ

る。
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ピットは5個検出され，Pl～P射ま各々対角線上に位置し，P5ほP3，P4の中間で壁よ

りに位置する。いずれも直径言采さから考えて主柱穴と思われる。

ピ ッ ト番 号 長 径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm　　　　　 備　　　　　　　　 考

P l 37 3 0 75　　　 主　 柱　 穴

P　2 44 3 5 76　　　　　　 ク

P　3 ［ 52 4 0 70　　　　　　　 ケ

P　4

P　5

53

46

4 2

39

76　　　　　　 ク

7 5　　　　　　　 ケ

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は暗褐色も黒褐色土が埴積し，最下層はし

まりのある，ローム粒子を含む黄褐色士の堆積がみられる。

遺物は1区e2区e4区より各々紡錘車（第56射，29　3，射が出土している。

叩号住居ニーL（襲膵諌）

本住居地まF－16のF」7。G－15eG」6eG－17のH－16に確認され，調査地区の北東に

位置し907号住居址の東およそ5。5mほどのところである0

主軸方向はN…18。5LEで，長径5061mの短径5・06mほどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層面から握りこまれ，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は36～柚mほ

どである。壁下に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈している。炉址は床面中央部よりやや北

よりで，Pl～P2の中間に位置している。長径81cm・短径61cmほどの楕円形の平面形を呈し，

皿状に13cmほど掘られ，内部には焼士粒子，焼土ブロックの黒褐色士がみられ，炉床は焼けてか

たくしまった黄褐色土がみられる。

ピ、ノトは4個検出され，各々対角線上にあり，直径言采さとも乎均しており，主柱穴と考えら

れる。

ピ 、ノ ト番 号　 長 径　 c m　 短 径　 c m 「深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

P 1　　　　 3 9　　　　 3 8　　　　 5 8 主　 柱　 穴

P 2　　　　　 2 8　　　　 2 4　　　　 4 6 ク

P 3　　　　　 3 8　　　　 3 4　　　　 5 1 ク

P 4　　　　　 3 8　　　　 3 3　　　　 5 5 ケ

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層はローム粒子，炭化軌焼土を含む黒褐色土
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が堆積し，最下層は焼七　スコリア，粘土ブロックを多量に含む暗褐色土が堆積している。

遺物は弥生式土鼠土師式土器ともに破片が多く，高杯（第55図2），婆形土器（第55図3）

が出土している。

01号土壌（第18図）

本址はG～7。G－8にわたって確認され，調査地区の北西部に位置する。主軸方向はN－590

…Eであり，長径2e17m・短径1mはどの方形の平面形を呈している。

遺構検出面から床までの深さは51～54cmほどで，壁はいずれも外反して立ちあがる。遺構内覆

土は自然堆積の状態を示している。床はロームであり，平坦をなしているが硬いものではない。

遺物の出土は全くをく，本址の時期等は不明である。

（望）遺　　物

01号住居址

本址からの遺物の出土は少なく，弥生式土器および土製品が東壁，南壁より床面直上に浮いた

状態で出土し，土器はすべて破砕している。

土　器　第鯛図　－の

1ほ北西コーナーの床面直上から出土した弥生式土器の底部である。底径4。2cmを測り，平底で

ある。

器外面は全体に縄文が施文され，底部は箆削りされている。器内面は箆ナデ整形がみられる。♪

色調はにぷい黄橙色を皇し，胎土中にスコリア，砂磯を含み，焼成は良好である。

2は炉址北部の床面直上から出土した弥生式土器（壷）で，口径14．8cm・現高11cmを測り頸部

以下欠損している。複合日縁を皇し，日縁は外反する。

日縁部は無文でその下を縄文原体による刺突痕で飾り，その上に径lcme高さ6cmほどの壇が

3対突出している。口唇部にも縄文原体による押庄がなされ，頚部には羽状縄文が施文されてい

る。

色調は明黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を多く含み，焼成は良好である。

土製晶

3～4ほ1と同じ場所から出土した紡錘車の完形品である。3の形状はほぼ円形で直径4。5cm，

厚さ1・5cmを測り，重量は35g，中央に直径3～4mmほどの貫通孔を有する。表裏面に文様を全く
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施文しない。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を含み，焼成は良好である。

4ほ形状がほぼ円形で直径4・7～4・9cm，厚さ1。8cmを測り普　重量は55g，中央に直径5mm前後

の貫通孔を看する。表面に刺突文が施文されている。

色調は疾黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

5は南東壁中央部に近い床面直上に出土した紡錘車で，完存率労。形状はほぼ円形で直径5。2

cm，厚さ1の5cmを測り，中央に径8mm前後の貫通孔を有する。表裏面への施文は全くない。

色調はにぷい黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を含み焼成は良好である。

02号住居址（第50図1－7）

本址からの遣物の出土状態は北西コーナーおよびP4付近から弥生式土器の破片，紡錘車が出

土しているが，その数は極めて少ない。

土　器

1ほP4東部の床面直上に出土した弥生式土器の器台形土器である。脚部のみ完存し，裾径8。4

cm，現高5。9cmを測り，脚部は結合部からゆるやかなカーブを描いて裾部に移行する。

色調はにぷい橙色を呈し，胎土は砂礫を含み，焼成は良好である。

2はP4西部床面直上から出土した弥生式土器の壷形土器である。胴部下半のみ遺存し，底部

は欠失している。

器外面全体に羽状縄文が施文され，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい黄橙色を呈し，胎土中に砂磯を含み，焼成は良好である。

3は北西コーナー部の覆土第丑層から出土した弥生式土器の壷形土器である。胴部下半および

底部が遺存している。底部径4。転mを測り平底である。

器外面全体に附加条縄文が羽状に施文され，底部は箆削りである。器内面は全体に箆ナデ整形

がみられる．。

色調はにぷい黄褐色を皇し，胎土中に砂礫を含む，焼成は良好である。

石製晶

4～7ほ北西コーナーの覆土上層から出土した滑石製の紡錘車であり，7ほ一部欠失があるが

他は完形で、ある。すべて断面梯形を呈し，中央部に貫通孔を有する。

4の上部径2．6cm・下部径4．2cm・厚さ1．1mm・重量30g　をi則る。色調は黒褐色を呈す。

5の上部径2．55cm・下部径5．4cm・厚さ1．1cmを測り，色調は黒色を呈す。
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6の上部径2．1cm・下部径4．2・厚さ0．7cImを測り，色調は黒褐色を呈す。

7の上部径1。6cme下部径5。Ocm。厚さ1．2cmを測り，色調は黒褐色を呈す。

03号住居址（第49図1－3）

本址からの遣物の出土状態は，炉址の西側床面上およびP4＿東側床面上から弥生式土器の破片

が出土し，その数は極めて少ない。

土　器

1は炉址西側床面から出土した弥生式土器の壷形土器であり，日縁部および頸部が遣存し，口

唇部その他は欠失している。口径17。4cm・現高16。8cmを測る。日縁部はなだらかに外反する。

器外面は全体に附加条縄文が羽状に施文され，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

2ほP4東側床面上に出土した弥生式土器の壷形土器である。胴部下半および底部が遺存する。

底部径8．4cmを測り平底である。現高は11。3cm，器外面は附加条縄文が施文され，底部は箆削り整

形，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい褐色を呈し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は普通である。

3は2と同じ位置から出土した土師式土器の壷形土器の胴部下半であり，胴部は底部より内攣

して立ちあがる。底部径6cmを測り平底である。

器外面は箆削り整形，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は黒褐色を呈し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

04号住居址（第51図1－2）

本址の遣物の出土状態は，弥生式土乳　土師式土器のともに小片が覆土より出土しラ　ほとんど

が復元不可能である。

土　器

1は南コーナー部床面上に浮いた状態で出土した土師式土器の高杯であり，杯部底部から，脚

部にかけて遣存し，裾部は欠失している。裾部径4。7cm磯路β高5。5cmを測る。脚部は内轡ぎみに立

ちあがる。

器外面は箆ミガキ整形がみられ，器内面は箆ナデ整形。

色調は明赤褐色を皇し，胎土中にスコリア，砂磯を含む。焼成は良好である。
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土製晶

2はP4付近から出土した土玉であり，完形である。重量は17。5g，直径2。7cm前後の球形で，

径6mmの中央に貫通孔がある。

色調はにぷい褐色を呈し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好である。

05男性層址（貰欝只　～ぎ）

本址の遣物の出土状態は土師式土器小片を中心に多数出土し，弥生式土器の破片も出土してい

る。

土　器

1ほ床面北西より覆土および南東壁よりの床面直上から出ました小片を接合した土師式の婆形

土器である。胴部％が遺存し，ロ頚部および底部が欠失している。頸部径11。2cm，胴部最大径13。4

cm，現高10。5cmを測り，口縁はS字状口縁を呈すると推定される。

器外面は刷毛目の整形がみられ，器内面は箆ナデ整形がみられるがかなり磨滅ぎみである。

色調はにぷい橙色を室し争　胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好である。

2ほ北壁中央部床面直上の覆土より出土した土師式の柑形土器であり，口縁部から胴部にかけ

て，ほぼ％を遣存し，底部は欠失している。

口径は。1。me現高8。5cmほどを測り，底部から外傾して立ちあがる。

器外面は全体に朱が塗ってあり，箆磨き整形がみられる。器内面は箆ナデがみられるが，磨滅

ぎみである。

色調は明赤褐色を呈し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好である。

06号住届出（第髭勝目～3）

本址からの遺物の出土状況は土師式土器の破片のみで，覆土より多数出土している。

土　器

1ほ南壁中央部近くの覆土より出土した土師式の婆形土器であり，頚部および目線部が逮存し，

胴部および底部は欠失している。

口径鼠8。3cm・頚部径15。9cmを測り，日縁部は「く」の字状に外反して立ちあがる。

器外面，器内面ともに箆ナデ整形がみられ，色調はにぷい橙色を室し，胎土中にスコリア，砂

磯を含む。焼成は良好である。

2は北東コーナーの床面直上に出土した土師式土器の底部である。底径3。5cm，胴部はゆるやか
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に外攣して立ちあがる。器外面は横位の箆削り。器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい黄橙色を皇し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好である。

3はP4南側の床面上に浮いた状態で出土した器台形土器の杯部である。口径7。壷m，ゆるやか

に外反して立ちあがり，上部％ほどは内傾する日縁部をもつ。

器外面は箆削り，ロ縁部は箆ナデ，器内面は箆磨きの整形がみられる。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

G9号住居址（第財田　～4）

本址からの遣物の出土状態は，弥生式土器，土師式土器のともに胴部の破片が中心であり，量

は少ない。

土　器

1ほP2に接する北側床面直上から出土した弥生式土器で，広口長胴壷である。底部および胴

部の％ほどが遺存し，頚部および目線部は欠失している。

底部径9cmを測り，わずかに上げ底を呈している○胴部最大径は19cm前後を測る。胴部上位が

張り，以下なだらかにすぼまる。

器外面は全体に附加条縄文が施文され，底部には木の糞庄痕がみられる。器内面は全体に箆ナ

デ整形がなされている。

色調はにぷい橙色を墨し，胎土中に砂礫を含み，焼成は良好である。

2ほ遺構中央部より南東によった床面に出土した弥生式土器の壷形土器であり，頚部から日縁

部にかけて残存し，その他は欠失している。

口径15cme現高13elcmを測り，広口で口辺部は外反する。

器外面は，目線端部に縄文原体による押圧の施文がみられ，口縁部は附加条縄文による羽状文

が施文され，肩部には附加条縄文の施文がみられる○器内面は全体に箆ナデ整形がなされている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

3は南壁中央部より，床面直上に出土した弥生式土器の底部である。底酎1。7cm・現高2。7cmを測

る。器外面は全体に附加条縄文が施文され，底部に木の葉庄痕がみられる。器内面は箆ナデ整形

がなされている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

4ほ遺構中央部より東よりの覆土から出土した土師式土器（高杯）の脚部である。裾部および

杯部は欠失している。現高3。3cm前後である。

器外面は箆磨き。器内面は箆削り整形がみられる。
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色調はにぷい橙色を呈し，胎土中に砂礫を多く含み焼成は良好である。

11号住居址（第56図1－5）

本住居址からの遺物の出土状態は，弥生式土器の小破片と土師式土器の′j破片がわずかに出土し，

他に紡錘車が4点出土したのみである。土器の復元は不可能である。

土製晶

1－4は土製紡錘車の完形品である。形状はほぼ円形で，中央に貫通孔を有している。

1ほ直径5。2cm前後，厚さ1。5cm，貫通孔径5mmを測る。表裏面にはともに5～6列に同心円形お

よび放射状の剣突文が施文されている。

色調は明黄褐色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。
1

2ほ直径5。おm，厚さ1。2cm，貫通乳径5mmを測り，貫通孔より4cmほど隔てて同心円形の剣突文

が1列施文されている。（片側）

色調は明黄色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

3は直径3。2cm，厚さ2。Ocm，貫通孔径4。玩mを測り，断面梯形を呈しこいる。表裏面に施文は全く

ない。

色調は橙色を呈し，胎土中砂礫を含む。焼成は良好である。

4は直径3．95cm，厚さ1．3cm，貫通孔径4mmほどを測る。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

12号住居址（第55図1－3）

本住居址からの遺物の出土状態は弥生式土器の小破片，土師式土器の小破片が出土し，土師式土

器の破片は覆土よりかなり出土しているが復元は不可能である。

土　器

1は中央部西よりに床面直上から出土した弥生式土器の′道、形壷であり，ロ縁部が欠失している。

底形6cm，現高8cm，胴部最大径8。8cmを測る。胴部は上位が張り，以下なだらかにすぼまり，底

部は平底でわずかに上げ底を呈している。

器外面は，胴部全体に附加条縄文が施文され，頚部には櫛歯状工具による簾状文の施文がみら

れる。底部は箆削り整形が認められ，器内面は全体に箆ナデ整形がみられる。

色調は黒色を呈し，胎土中には砂磯を含む。焼成は良好である。

2は1の位置の北西覆土第I層から出土した弥生式の高杯形土器で，脚部のみ残存し，他は欠
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失している。裾部径6cm，現高6cmを測る。

器外面は，杯部に附加条縄文が施文され，脚部は箆削り整形が認められ，底部には木の葉庄痕

がみられる。器内面は全体的に箆ナデ整形がなされている。

色調はにぷい黄橙色を墨し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

3は北西コーナー部の覆土第I層から出土した土師式土器の底部である。底径6。2cm，現高5。3

cmを測る。

器外面は箆削り整形がみられ，器内面は磨滅により不明である。

色調はにぷい赤褐色を皇し，胎土中には砂礫を多く含む。焼成は普通である。
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第　牽　強稲雷西原B遺跡掴KN一郎

第瑠節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村上稲吉字西原1262番地の52853e65に所在する。

前述の上稲吉西原古墳，上稲吉西原A遺跡等と同台地上の鋸ヒ端に立地し，天の川の氾濫原を

足下にみおろす台地の突端にある。対岸には上稲書西原C遺跡がみえる○

遺跡に接して北側に土浦市粟野地区との境界になる農道がある。土地の人はこれを鎌倉街道と

呼んでいる。

本遺跡の調査対象面積は576硫下り車線左側でタ畑地である。周囲ほ乳桑が栽培されている。

第望節　調　査　経　過

○昭和53年4月

現地踏査により発掘エリアを確認する。

○昭和53年10月中旬

排士処理場予定地の立木の除去及び草刈りを行なう。次いで遺跡内の上物（落花生）を移動し

杭打ちの準備をする。

○昭和5年相月下旬

発掘調査区の設定のため杭打ちを実施する。調査区設定にあたっては，日本道路公団が設定し

た中心杭「350＋00」を起点とする。

調査区は小調査区で4m方眼とし，北から南にA eB・C。……とし，西から東にむかって1e

2・3…‥・とする、二、

。昭和53年目月中旬

本遺跡は調査対象面積が狭少なため，全調査区について第l次調査を実施することにし，11月

14日，表土除去作業に入る。畑地として利用されていたため，作業能率は良好で0・3mほどで地山

に達す。遺構らしきもの2基確認する。

日昭和5年1硝下旬一拍上旬

第1次調査を続行する。4基の住居址状遺構を確認する○呼称については北から南へ東から

西にむかって01，02，03e…・・号住居址とし，その後は確認順とする〇
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○昭和53年12月中旬

前述の住居址発振に並行して第1次調査を続行する。住居址状遺構を3基確認する。

○昭和53年12月20日

検出中の住居址について霜対策を施し，出土車の完形もしくはそれに近い遺物の位置，レベル

実測，写真撮影を行なって事務所に格納，発掘用具の整備e点検を実施して現地作業を終了させ，

年末に入る。

○昭和54年1月上旬

発掘用具の点検，作業員への連絡等作業再開について準備をすすめる。

10日，現地作業を再開する。

○昭和54年1月中旬

新たに2基の住居址遺構の検出に入る。合計5基の住居址発掘を同時展開する。遺構周辺のベ

ルトをはずし，オフセットを組み，実測の準備をすすめ，01・02・03・04・05号住居址のセクシ

ョン実測をする。2基の住居址状遺構が確認される。

○昭和54年1月下旬

住居址発掘を続行する。各住居址のセクション実測を継続して実施し，写真撮影を行なう。

○昭和54年2月上旬～中旬

01号住居址の発掘を継続し，03・04005号住居址の柱穴掘り，平面図，エレベーション等の実

測，写真撮影を逐次行なう。2基の住居址状遺構が確認される。

○昭和54年2月下旬

01eO2号住居址のセクション，平面プラン，エレベーション等の実測，写真撮影を実施する。

新たに2基の住居址状遺構を確認する。

○昭和54年3月上旬

06607・08eO9号住居址の遺構検出に入る。次いで06・07eO8号住居址のセクション，平面プ

ラン，エレベーション等の実測をする。

○昭和54年3月中旬～下旬

06・07eO8号住居址の発掘を終了させ，09号住居址の発掘と並行して11・12号住居址，0巨02

・03・04号土壌の発掘に入る。

下旬に上記各住居址の実測を行か、，遺跡全景を撮影し，3月23日本遺跡の発掘調査を終了す

る。
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第3節　連番　くつ　遣物

（瑠）遺　構

鋸号住居地　第錮図）

本住居址はD－9・D－10eC－9eC－10。C－11eE－10にわたって確認され，調査地区

の北東部に位置する。

主軸方向はN－67。5LWで，長径7m・短径5e7mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層から掘りこまれ，ほとんどの壁は外反して立ちあがり，壁高は，およそ27

～47cmほどである。壁下，北酢東胤南東コーナーにかすて幅5～20cm言采さ5－6cmほどの

港が周回している。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈している。炉は認められない。

ピット篭11個検出され，位置，直径言采さなどからPl～P4が主柱穴と考えられるが，Pl

の直径言采さが他と大きく相達している。

短径　cm 深さ　伽 備　 考
ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　仇 備　 考 ピット番号　 長径 仇

P l 74 5 9 91 主柱 穴 P 7　　　 2 8 24 24

P　2 30 27 40 ク P 8　　　 19 17 29

P　3 17 21 3 1 ク
P 9　　　 3 0 24 29

P　4 26 20 4 7 ケ P lO　　　 2 7 24 2 0

P　5 27 22 3 9 P l1　　 2 7 24 4 8

P 6 23 2 1 26

住居址内覆土は，自然堆積の状態を示し覆土上層は黒褐色土（斜面に対してレンズ状に堆積し

た有機質漣層）が堆積し，最下層はローム粒子を多量に含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は弥生式土器，土師式土器の破片が多数で，柑形土器（第57図6），聾形土器（第57図1

～5），手づくね（第57図7）が出土している○

鵬号住居地　第別図）

本住居触まE－11¢E…12eF－11eF－12・G－11eG－12・G－13にわたって確認され，

調査地区の最東端部に位置する。

主軸方向はN－35LWで，長径7m e短径5mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層から掘りこまれ，軋西，北壁はいずれも外反して立ちあがっているが
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南側は斜面になっているため，壁を確認することができない。耕作などにより削平されてしまっ

たものと考えられる。壁高は37cmほどである。璧下に溝は認められない。

床はロームであり，床面は南に緩傾斜をみせ，粘性はあるが，それほど硬いものではをい。

本住居址内に炉址，ピット共に確認することができない。

住居址内覆土は，自然堆積の状態を示し，01号住居址で述べたように，覆土上層は黒褐色土が

堆積し，最下層は粘性のあるローム粒子を多量に含む茶褐色土である。

遣物は土師式土器の破片が中心で，壷形土器（第58図1。2主賓形土器（第58図3主高杯

（第58図4），柑形土器（第58図5）などが出土している。

鵬号住居址（第22図）

本住居址はG…8・G－9・G－10・H－98m－Ⅱ「・F－10にわたって確認され，調査地区

中央部よりやや東よりに位置する。

主軸方向はN－65・5LEで，長径7・37m e短形6015mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層から掘りこまれ，壁高は29－53cmほどで外反して立ちあがり，壁下に溝が

南西コーナーを除いて周回している○溝の幅は22cm，深さ5cmほどである。

床はロームであり，平坦ををし，硬質の床面を呈している。炉址は認められ飢）。

ピットは6個検出され，どのピットも直径言深さともかをり大きく，Pl～P4はそれぞれ対

角線上にあり，本住居址の主柱穴と考えられる。

ピ ッ ト番 号 長径　 cm 短 径　 cm

i
深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 64 54 74 主柱 穴

P　2 50 42 75 ク

P 3 76 63 8 7 ク

P 4 45 4 1 60 ケ

P　5 4 2 35 36

P 6 4 2 30

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒褐色土が堆積し，最下層はローム粒子を

多量に含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は土師式土器の胴部を中心とした破片が出土している。

04号住居址（第23図）

本住居址はF－5・F－6・F－7・G－5eG－6eH－5・H－6にわたって確認され，
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調査地区中央部の北端に位置し，南に06号住居址と接する。

遺構のおよそ半分（北および西側）が調査区域外のため，調査ができない。

主軸方向はN－5LEで，長径約8華m e短径7。8mぐらいの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層面から検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は37－40cmほど

であり，壁下には幅12～21cm言葉さ4～9cmほどの溝が属回している。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈している。炉は認められ射ゝ0

ピットは5個検出され，直径言采さともかなり大きく，遺構の半分が調査できないため明確で

はないが，Pl～P3が主柱穴であろうと考えられる。

ピッ ト番号 長径　 cm
料径 cm 巨齢 cm 備　　　　　　　　　　 考

5 2　　　　　 87 主　 柱　 穴P l 60

P　2 92 73 64 ケ

9 9　　　　 104 一ケP　3 1 10

P　4 55 4 2　　　　　 94 ク

P　5 6 1 翫 ＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿空7 ク

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土第I層は弱粘性の黒褐色土が15cmほど堆積し，第

Ⅱ層はスコリアを多量に含む暗褐色土が，最下層はローム粒子を含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は土師式土器の破片が多量にみられ，壷形土器（第60図1），柑形土器（第60図6）高杯

（第60図3～5上手づくね（第60図7）などが出土している。

05号住居址（第紺蛮）

ノ紺三冊出t」．一一「・H一一8・「一一（）つl－丁目l一一8・J－16・J一一7・J一一8UJ一一9－K

－7にわたって確認され，調査地区中央部に位置し，06号住居址の東2e5mほどのところにある。

主軸方向はN一躍－Wで，長径7。95m e短径7e7mはどの方形の平面形を呈している。床面中

央部よりやや北西よりに長径42cme短径3温cmと長径39cme短径31cmほどの共に楕円形の平面形を

呈する焼土がみられる。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は20－38cmほどであ

る。壁下には，r酎5cm～25cm，深さ5～6cmほどの溝が層回している○

床はロームであり，床面は南に緩傾斜をみせる。

ピットは5個検出され，それぞれの位置からPl～P4が本住居址の主柱穴と考えられる。
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ピッ ト番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

P l 37 3 2 7 3 主　 柱　 穴

P 2 3 6 35 77 ク

P　3 39 30 80 ク

P 4 78 54 3 4 ク

P 5 3白 38 70

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒褐色土の堆積がみられ，下層はローム粒

子を含む黄褐色土の堆積がみられる。

遣物は土師式土器の破片を中心に，弥生式土器の破片がみられ，婆形土器（第62図1～4）高

杯（第62図5～7）手づくねなどが出土している。

礪号住居址　第鏑掬）

本住居址はI－4eI－5月一当主弓∴→「リー5eJ－6に確認され，調査地区のほば中

央に位置し，西側は12号住居址と接する。

主軸方向はN－19e5LWで，長径7。lm e短径5e66mほどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出されタ南側の壁は垂直ぎみに外反して立ちあがり，他の壁はいずれ

もをだちかに外反して立ちあがる。壁高は10～24cmほどであり，璧下に溝は認められない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈す○床面南西コーナーよりに長径1。6m。

短径1適mバ采さ0。56mほどの土壌が検出される。

炉址と思われる痕跡が床面中央部よりやや北側よりに2個接して検出され，長径75cmo短径58

cmと長径57cme短径53cmほどであり，ともに皿状に10cmほど掘りこまれている。内部には焼土，

炭化物を含む黒色土が充満している。

ピットは10個検出され，Pl～P射ま各々対角線上に位置しテ本住居址の主柱穴と考えられる。

ビッ ト番号 長径　 cm 短径　 cm 深 さ　 cm 備

P l 30 30 3 3 主　 柱　 穴

P　2 3 3 30 34 ケ

P 3 40 28 3 1 ク

P 4 32 28 37 ク

P 5 4 3 3 9 68 〃

P 6

P 7　 i

7 8 63 14 ケ

34 23 66 ク

P 8 48 45 7 ク

P 9 75 61 30 ク

P lO 5 2 44 73 ク
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住居址内産土は自然堆積の状態を示し，覆土上層第I層はロームブロックを多量に含み，細かい

炭化物を含有する暗黄褐色土，第Ⅲ層は，ロームブロックを多量に含み，スコリアを含む暗黄褐

色も最下層はローム粘子，ロームブロックを含む黄褐色土の堆積がみられる。

遣物は土師式土器の破片を中心に弥生式土器の破片がみられ，婆形土器（第61図1）が出土し

ている。

鮮号住居地　第舗図）

本住紆姐幻「一巨K－5。K∵…6eL－4eL－5eL－6eM－4eM－5・M－6にわ

たって確認され，調査地区の中央部に位置し，北側で12号住居址と接する。

主軸はN…38生湖で　長径の62mの短径6。26mほどの方形の平面形を呈している。

遺構は傾斜地にあ畑表土下第　層に検出される。南東に傾斜しているため，南東壁は低く，

壁高は8～18cmほどであり，壁は外反して立ちあがる。壁下に溝は認められ射、。

床はロームであり，南東に緩傾斜をみせ，硬質の床面を呈している。炉址は認められ射ゝ。

ピットは．4個検出され，直径言采さともに均衡がとれ，各々対角線上に位置し，本住居址の主

柱穴と考えられる。

ピ ッ ト番 号 長 径　 cm　 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

P l 3 5　　　　　 35 34 主　 柱　 穴

P　2 34　　　　　 29 30 ク

P　3 36　　　　　 3 0 3 1 ノケ

P　4 32　　　　　 3 2 24 ク

住居址内覆土は，ロームブロックを多量に含む黄褐色土である。

遣物はま師式土器の破片の出土が多く，壷形土器（第63図圧台付婆（第63図2），鉢形土器（第

63図5），柑形土器（第63図4）が出土している。

鵬号住居址　第那図）

柚骨一正二臣l′‥二バ仁つ一一2－へNll一十1－ヱ′・N一一　′l一一2ノ・N－一つ一一3）10－仁王）q

o…仁守巨0－仁王日にわたって確認され，調査地区の最西端に位置する。北側がエリア外の

ため，遺構の全容は調査できをい。

主軸方向は酢二腑LWで，長径はほぼ8。26m e短径はほぼ6084mほどで方形の平面形を皇して

いると考えられる。

遺構は表土下第Ⅲ層から掘りこまれ，ほとんどの壁はなだらかに外反して立ちあがり，壁高は
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およそ22～42cmほどである。壁下に溝は認められ憂い。

床はロームであり，ほぼ平坦ををすが東にやや傾斜をみせ，硬質の床面を呈している。

炉址は床面中央よりやや西よりに位置し，長径54cm・短径41cmほどの楕円形の平面形を呈し，

皿状に7cmほど撮りこまれている。内部には焼土粒子ゆ炭化物を含む黒色土の堆積がみられる。

ピットは4個検出され，直径，深さともかなりあり，Pl～P3が本住居址の主柱穴と考えら

れる。

ピ ッ ト番 号 長 径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 4 0 3 6 8 0 主　 柱　 穴

P　 2
l
I　 4 4 4 2 7 0 ケ

P　 3 8 0 7 2 6 0 ク

P 4 4 2 4 0 6 8

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒色土，暗褐色土が堆積し，下層はローム

ブロック，ローム粘子を含む褐色土の堆積がみられる。

遣物は土師式土器の破片が多義にみられ，士玉（第65図21上意形土器（第64図1～3），高杯

（第65図1～3主賓形土器（第64図4～8）などが出土している。

09号住居址（第28図）

本住居址はM…1eⅣ上…2eM－3eN－l eN－2eN－3e0－2にわたって確認され，

調査地区の西部に位置し，08号住居址の東側にある。

主軸方向はN－45LWで，長径6。54m e短径5。6mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，ほとんどの壁はなだらかに外反して立ちあがり，壁高は34～

52cmほどである。壁下に溝は認められない。

床はロームであり，南東方向に傾斜する。床面はそれほど硬いものではない。

ピットは4個検出され，各々対角線上に位置し，本住居址の主柱穴と考えられる。炉址及び本

住居址に伴う外部施設は認められない。

ピ ッ ト番 号 長 径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　　 考

P l 5 0 42 37 主　 柱　 穴

P　2 32 30 28 一ケ

P 3 38 30 30 〃

P 4 36 3 2 30 ク
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住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は黒褐色土が堆積し，下層はローム粒子を含

む暗褐色土の堆積がみられる。

遣物は土師式土器の破片が多く，婆形土器（第66図），柑形土器（第66図4），手づくね（第

66図5）などが出土している。

11号住居址（第29図）

本住居址はK－1OL－　ト1主L－1に確認され，調査地区西部で09号住居址の北側に位置

する。

遺構の大部分が調査区域外に属しているため，主軸方向◎形態等を究明することができない。遺

構の南東部がわずかに調査地区内に検出されるのみである。

本遺構は表土下第Ⅲ層面から掘りこまれ，壁高は34～52cmほどで，外反して立ちあがり，壁下

に溝は認められない。

床はロームであり，硬くしまった床面を呈している。ピットの検出はできない。

住居址内の覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は暗褐色土が堆積し，下層にはローム粒子，

ロームブロックを含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は紡錘車（第67図1）が出土し，その他土師式土器片がみられる。

12号住居址（第30図）

本住居址はエー3eI－4eJ－2eJ－3・J－4。J－5・K－2eK∵…3eK－4e K

－5・L－3e L－4にわたって確認され，調査地区の中央部に位置し，東側で06号住居址に，

南側で07号住居址に接している。

主軸方向はN－54LWで長径7。85m。短径6。45mはどの方形の平面形を呈している。東コーナ

ー部に長径1。75m e短径1。5m e厚さ25mほどの焼土塊がみられる。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁はいずれも垂直ぎみに外反して立ちあがり，壁高は37～54

cmほどである。壁下溝は認められない。　　　　　　　　　　　　　　　l

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈している。ピットは7個検出され，いず

れも直径，深さともかなり大きいものであるが，主柱穴はPl～P4と考えられる。

ピット番号 長径　 cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考 ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考

P l 44 3 1 8 1 主柱穴 P　5 3 3 26 53

P　2 60 4 7 74 ケ P 6 3 7 33 44

P　3 44 3 4 74 ク P　7 4 9 33 50

P　4 44 4 3 65 ケ
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住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層ほかたくしまった暗褐色土層が堆積し，下層

にはローム粘子，ロームブロックを含有する黄褐色土の堆積がみられる。

遣物は弥生式土器，土師式土器両方の破片がみられ，特に後者に多く，壷形土器（第68図1～

5），紡錘車（第68図1。2），柑形土器（第68図6）が出土している。

01号土壌（第30図）

本址は調査区J－3において確認され，12号住居址内北西部に掘りこまれている。主軸方向は

N－18。5LEであり，長径1。85m e短径0。7mほどの方形の平面形を呈している。

遺構検出面から床までの高さは76－79cmほどであり，壁は垂直ぎみに外反して立ちあがってい

る。覆土はスコリアを含む黒褐色土，暗褐色土が堆積している。床はロームであり，平坦をなし

ている。

遺物は覆土から五領期の高杯の破片が1点出土したのみである。

02号土壌（第29図）

本址は調査区J－3・K－3において確認され，12号住居址内南西部，P4に接して西側に掘

りこまれている。主軸方向はN－18。5LEであり，長径2。05m・短径0。8mほどの方形の平面形

を呈している。

遺構検出面から床までの高さは25cmほどであり，壁は西側はなだらかに，他は垂直ぎみに外反

して立ちあがっている。床はロームであり，床面は平坦である。

覆土はローム粒子を含む極暗褐色土が15cmほど堆積し，下層は暗褐色土が堆積している。本址

からの遺物は全くをい。

03号土壌（第29図）

本址は調査区K…3eL－3eL－4において確認され，12号住居址の南側に位置する。主軸

方向はN－77。5LWであり，長径2。45m。短径1．31mほどの隅丸長方形の平面形を呈している。

遺構検出面から床までの高さは2l～26cmほどであり，壁は外反して立ちあがっている。床はロ

ームでありほぼ平坦をなすが！中央部よりやや東よりに弧を措くような隆起がみられる。

覆土は2層でローム粒子を含む暗褐色土であり，自然流入による堆積を示す。本址からの出土

遣物は全くない。

06号住居址内土壌（第25図）

本址は調査区J－5において確認され，06号住居址内南壁中央部に位置する。
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主軸方向はN－20LWであり，長径1。6m e短射。4mはどの方形の平面形を呈する。遺構検出

面から床までの高さは0。5～0。56mほどであり，壁はほとんど外反して立ちあがる。

遣構内覆土はⅢ層で，いずれもロームブロックを多量に含んでいる。I層は細かい炭化物を含

有し，Ⅲ層はスコリアを含み，Ⅲ層はロームブロックを含み，いずれも黄褐色土である。

遺物の出土はみられない。

（創　造　物

馴号住居址　第鮮図　～の

本址からの遺物の出土状態はほとんど覆土から出土し，弥生式土器，土師式土器の小破片であ

る。

土　器

1－3はいずれも土師式土器の小形婆形土器であり，1～2はほぼ完形に近い形で出土し，3

はロ縁部から胴部にかけて％ほど遣存している。

1ほ口径72cm，底径42cm，器高68cmで，口縁部は頚部から外傾して立ちあがり，胴部最大径は

85cmである。底部はややくぼんでいる。

器外面はロ縁部に箆ナデ整形がみられ，胴部および底部は乎削り整形がみられる。器内面は全

体的に箆ナデ整形がなされている。

色調は橙色を墨し，胎土中には砂磯を多く含む。焼成は普通である。

2は口径6。5cme器高6．3cme底径2e5cmで，胴部最大径は8。おmである。目線部は頸部から外反

して立ちあがり，底部はやや上げ底である。　　　　　　　　　　　　　　　　、

器外面は，目線部が箆ナデ整形。胴部および底部は刷毛目整形がみられ，器内面は箆ナデ整形

がみられる。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は良好である0

3は口径13。4cm・現高11。4cm，胴部最大幅14・5cmを測り，打線部は頚部から外反して立ちあが

る。

器外面は，ロ縁部が箆ナデ整形，胴部が箆削り整形がみられ，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は普通である。

4は土師式土器の底部で，他は欠失している。底径8・2cmで平底である。

器外面は胴部が横箆削り，底部に木の葉庄痕がみられる。器内面は箆ナデ整形。

色調は褐色を室し，胎土中にスコリア，砂磯を多く含む。焼成は普通。
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5ほ土師式土器の底部で他は欠失している。底部径5。7cm，現高7。1cmを測り底部は平底である。

器外面は，胴部に横箆削り整形がみられ，底部は箆削り。器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は明黄褐色を室し，胎土中にスコリア，砂礫を多く含む。焼成は良好である。

6は柑形土器であり，ロ縁部のみ残存する。口径10cm，現高4。2cmで，口縁部は大きく外反して

立ちあがる。

器外面は，口縁部上部に箆ナデ整形，他は刷毛目整形がみられ，器内面も刷毛目整形がみられ

る。

色調はにぷい褐色を呈し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好。

7は土師式土器であり，％ほど残存している。底径6。8cm・口径8。7cme器高2。1cmで底部はやや

上げ底である。

器外面，器内面ともに箆ナデ整形がなされ，底部に木の葉庄痕がみられる。

色調は橙色を呈し，胎土中にスコリア，砂磯を含む。焼成は良好である。

02号住居址（第58図1－5）

本址からの遣物の出土量は少なく，住居址南西コーナーの覆土より出土し，ほとんど土師式土

器の破片である。

土　器

1は壷形土器で，目線部のみ％ほど連存し，他は欠失している。口径21cm・現高7。8cmを測り，

目線部は頚部から大きく外轡して，立ちあがり複合口縁を呈する。

器外面は，口径部に箆ナデ整形，頚部から肩部にかけて箆削り整形がみられる。器内面は箆ナ

デ整形がなされている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は良好。

2も壷形土器で，ロ縁部％ほど残存している。口径18cme現高7cmを測り，口縁部は複合日縁

をなし，大きく外轡する。

器外面，器内面ともに箆ナデ整形がみられ，色調は橙色，胎土中にスコリア，砂礫を含み，焼

成は良好。

3ほ婆形土器で，％ほど残存する。口径14。lcme底径3。7cme器高11。4cm・最大幅13。3cmほどで，

日縁部は頸部から外反して立ちあがっている。底部は中央部がややくぼんでいる。

器外面は，日縁部に箆ナデ，胴部および底部に箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整形が

なされている。

色調はにぷい褐色を室し，胎土中にスコリア，砂磯を含む。焼成は良好。
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4ほ高杯形土器の杯部で，％ほど残存する。口径18。2cme現高5。5cmほどで，杯部は大きく内轡

ぎみに開いている。

器外面は，口縁部に箆ナデ，目線部以外は箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整形，色調

はにぷい黄橙色を皇し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好。

5は柑形土器で，頸部より下部が残存し，日縁部が欠損している。底径3cme現高6・3cm，底部

は丸底で，胴部は扁平な球形をなし，最大径は中位で10・1cmほどである。

器外面は箆削り整形がなされ，器内面はナデ整形がみられる。

色調は橙色を皇し，胎土内には砂礫，スコリアを含む。焼成は普通。

餌号住庖址（舞鋸佃‖～／）

本址の遺物の出土量は非常に多く，ほとんどが土師式土器の破片で覆土から出土している。

土　器

1は住居址内南東コーナーの床面直上に浮いた形で出土した壷形土器で，ロ縁部を％強ほど遣

存している。口径19cm。現高8cmほどで，日縁部は複合目線を持つ。肩の張った胴部から頸部が

外反して立ちあがり，その上部は水平方向にのび，その上に大きく外反する日縁部がついている。

器外面は，ロ縁部にナデ整形がみられ，肩部は磨滅していて整形は不明。器内面は箆ナデ整形

がなされている。

色調は灰黄褐色を呈し，胎土中にはスコリア，砂礫を含む。焼成は良好。

2は土師式土器の底部で，％を遣存する。底径6。5cme現高3。1cmほどで，底部は丸底である。

休部は内轡ぎみに大きく外反して立ちあがる。

器外面は体部が刷毛目整形，底部は箆削り，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は器内面が灰褐色を皇し，器外面は明赤褐色である。胎土中には砂礫を多く含み，焼成は

良好。

3は高杯形土器であり，脚部の一部が遺存し，裾部は欠失している。

器外面は箆調整，器内面には箆ナデ整形がみられる。色調は明赤褐色を皇し，胎土中に砂礫を

含み，焼成は普通である。

4も高杯形土器であり，杯部および裾部が欠失している。現高9cmほどで裾部があまり広がら

ない筒状の脚部で，内部は中空である。

器外面は箆磨き整形が認められ，全面に未が塗ってある。器内面は箆削り。

色調は明赤褐色を皇し，胎土中には，スコリア，砂粒を含む。焼成は良好。

5は器台形土器で，口縁部％と杯部を残存する。口径12。6cm・現高6・4cmを測る。
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器外面は，ロ縁部にナデ，休部に箆削り整形が認められ，器内面に箆ナデ整形がみられる。

色調は明赤褐色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は軟弱である。

6は増形土器であり，頸部以下を遺存し，目線部は欠損している。底径3。鹿m・現高6。6cm，底

部は中央部がややくぼんでいる。胴部は扁平を球形を慈し，最大径は中位にあって11。mほどであ

る。

器外面は箆削り，器内面はナデ整形。色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫，スめコリアを含む。焼

成は軟弱である。

7は鉢形土器であり，ほぼ完形で出土した○口径8e2cme器高3・5cm。底径4。2cmを測り，最大径

は日縁部にある。一見手づくね土器風のつくりで，底部にゆがみがある。

器外面は全体的に箆ナデ整形が認められ，器内面は箆削り整形がみられる。色調は灰黄褐色を

呈し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

の5号住居址（第62図瑠～川

本址からの出土遺物は，非常に多く，ほとんど土師式土器である。

土　器

1ほ住居址南西コーナー床面から出土した小形婆形土器である。目線部の一部に欠損があるが

ほぼ完形である。口径14e2cme器高1205cmゆ底径4。3cmを測り，最大幅は中位にあり，1説3。mほど

である。

目線部は「く」の字状に外反し，先端で更に開く○胴部は扁平な球形であり，底部は平底である。

器外面は，目線部および胴部に刷毛目整形。底部に箆削り整形。器内面に箆ナデ整形がみられ

る。

色調はにぷい黄橙色を室し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好。

2は1と同じ南西コーナー床面から出土した婆形土器である。ほぼ完形で出土し，日射3。6。m

e器離7・9cme底径4e4cm，最大幅は中位にあって17．2cmを測る。日縁部は「く」の字状に外反して

立ちあがり，胴部はほぼ球形で，底部は平底である。

器外面は，目線部がナデ整形，胴部は刷毛昌整私底部に木の葉の庄痕がみられ，器内面は全

体に箆ナデ整形が認められる。

色調は黒褐色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好。

3は住居址西璧よりの床面から出土した小形婆形土器であり，ほぼ完形である。口径9。1cm億

高10・9cme底径3e5cmを測り，最大部は中位にあって11e5cmほどである〇日縁部は「く」の字状に外

反し，先端はやや内攣して立ちあがる。胴部は中位が大きく張り，扁平な球形であり，底部は乎
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底でやや上げ底ぎみである。

器外面は，全体に刷毛目整形がみられ，器内面は箆ナデ整形である。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

4ほ住居址北西コーナーの床面から出土した小形壷形土器である。ロ縁部が欠失している。底

径3。3cm・現高9。7cmを測り，胴部最大幅14。9cmほどで，中位に張りがあり，扁平な球形である。

底部は平底でやや上げ底ぎみである。

器外面は全体に箆削り整形で，未が塗ってある。器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は暗赤色を呈し，胎土中に砂粒を含む。焼成は良好である。

5～6は高杯形土器であり，いずれも杯部のみ残存する。各々目線部は内轡ぎみに大きく外反

して立ちあがる。

5は口径16。4cm・現高5。7cmで器内外面ともに箆磨き，口縁部はナデ整形，色調は赤色，胎土中

に砂粒を含み，焼成は良好。

6ほ口径15。7cm。現高5。1cm，器外面は箆磨き，器内面は箆ナデ，口縁部はナデ。色調は赤色，

胎土中に砂粒を含み，焼成は良好。

7は高杯形土器であり，脚部のみ残存する。裾部径7。2cm e現高8。4cmを測り，裾部はあまり広

がらない筒状の脚部で，内部は中空である。

器外面は箆磨き，内側は箆削り整形。色調は灰褐色，胎土中に砂粒を含み，焼成は良好。

8ほ柑形土器であり，ほぼ完形で出土した。口径12cme器高6。7cmを測る。目線部は大きく外反

し，底部は平底で中央部にややくぼみがある。

器外面は刷毛目整形がなされ，器内面はナデ整形がみられる。

色調は明褐色を皇し，胎土中に砂磯を含む。焼成は軟弱である。

器外面は箆削り整形，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい橙色を皇し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は普通。

9～11は碗形土器であり，いずれも完存している。口径5。9cme器高3。6cm。底径2。2cmほどで，

胴部は底部から内轡ぎみに外反して立ちあがり，底部は平底である。

器外面は箆削り整形，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調はにぷい橙色を皇し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は普通。

10は口径6cme器高3。5cme底径2。8cmを測り，胴部は底部からやや内轡ぎみに外反して立ちあ

がり，底部は平底である。

器内面，器外面ともに全体的に箆削りで目線部はナデ整形がみられる。色調は橙色を皇し，胎

土中には砂礫を含む。焼成は良好。

11は口径8。1cm・器高5。2cme底径3。9cmほどで，胴部は内轡しながら外方に向う。底部は丸底で
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ある。

日縁部はナデ整形がみられ，胴部上位に刷毛目，下方および底部は箆削り整形がなされ，器内

面は箆ナデ整形が認められる。

色調は明赤褐色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

06号住居址（第61図1）

本住居址からの遣物の出土量は極めて少なく，ほとんどが土師式土器で，破砕している。

土　器

1は住居址南東コーナーの覆土第I層から出土した壷形土器であり，目線部％ほどが残存し，

他は欠失している。口径12。5cme現高5。9cmを測り，目線部は肩部より「く」の字状に外反して立ち

あがる。

器外面，器内面ともに刷毛目整形がみられ，口縁端部はナデ整形である。

色調は黒褐色を皇し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は普通である。

07号住居址（第63図1－5）

本住居址からの遺物の出土状態は遺構全域にわたり，床面直上から出土し，出土量も多い。土

師式土器がほとんどである。

土　器

1ほ壷形土器であり，ほぼ完形を皇す。口径9。3cm・器高24．8cm・底径6。6cmを測る。口縁部は，

「く」の字状に外反して立ち，胴部は中位が張り，最大幅25。3cmほどで算盤玉形をなし，底部は平

底である。

器外面は，目線部にナデ整形，胴部に箆磨き整形（磨滅ぎみ）がみられ，底部に木の葉庄痕が

認められる。器内面は全体に箆ナデ整形がなされている。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

2は台付婆形土器であり，脚部が欠失している。口径10。5cme現高14cmを測る。口縁部は頸部

より「－く」の字状に外反して立ちあがり，胴部中位よりやや上に張り，最大幅12．5cm，ゆるやかに

弧を描いてすぼまる。

器外面は，ロ縁部にナデ整形，休部全体に刷毛目整形がみられ，器内面は箆ナデ盤形がなされ

る。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。
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3は台付聾であり，台部のみ遺存し，他は欠失している。裾部径6。6cme現高5e6cmを測り，台

先端は「ハ」の字状に開く。

器外面は箆削り整形がみられる。色調はにぷい橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好。

4ほ柑形土器であり，ロ縁部が欠損し，頭部以下完存している。胴部上位に張があり，扁平な

球形をなし，底部は平底であるI。

器外面は箆削り整形がみられ，器内面は箆ナデ整形がなされている。

色調は黄橙色を墨し，胎土中にスコリア，砂粒を含む。焼成は良好である。

5は鉢形土器であり，完形である。口径14。8cm・器高11。2cm・底径503cmを測る〇

日縁部は直線的に開き，胴部はいくぶん張る。底部は平底で，中央部がややくぼむ。

器外面はロ縁部および胴部に刷毛目整形，底部は箆削り整形がみられ，器内面に箆削り整形が

認められる。

色調は橙色を皇し，胎土中には砂磯を含む。焼成は良好である。

捕号草屋址（第6時く‖～9）

本住居址からほ土師式土器の遺物が多量に出土している。

土　器

1は壷形土器で胴部中位以下を欠損する。口径は21。4cmを測る。自縁部は中位に段を有し丸味

をもって外反する。胴部はほぼ球形をなすと思われる。

器外面は口縁部にナデた後箆磨きがなされ，胴部は箆磨きがみられる。器内面は口縁部にナデ

た後箆磨きがなされ，胴部は箆ナデ整形であるが輪積痕が残る○

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を多量に含む。焼成は良好である。

2は壷形土器で口縁部を欠損する。胴部最大径26・8cm・底部径7血mを測る。胴部はほぼ球形を

なし，突出した平底である。

器外面は胴部，底部とも箆削りがみられる。器内面は全体に箆ナデがみられるが輪積痕が残る。

色調は明赤褐色を皇し，胎土中に砂磯を含む。焼成は普通である。

3は壷形土器で口縁部を欠損する。胴部最大径21・5cme底部径5e7cmを測る。胴部はほぼ球形を

なし，いくぶんあげ底である。

器外面は胴部では刷毛目整形の後，ていねいな縦位の箆磨きがみられ，底部は箆削りである。

器内面は全体に箆ナデがなされている。

色調はにぷい褐色を呈し，胎土中に砂粒を含む。焼成は良好である。

4は婆形土器で口縁軋胴部が約％のみ遣存する○口径は19。3cmを測る。ロ縁部は丸昧をもっ
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て外反する。

器外面は日縁部に横ナデがみられ，胴部は刷毛目整形がみられる○器内面は日縁部に横ナデ，

胴部に箆ナデがなされている。

色調は褐色を呈し，胎土中にスコリア，砂磯を含む。焼成は良好である。

5ほ婆形土器でほぼ完形である。口径14e2cme胴部最大径13．7cm・底部径4。Ocmを測る。口縁部

は「く」の字状に開く。胴部はいくぶん扁平な球形をなし，わずかにあげ底である。

器外面は目線部に縦位の刷毛目，胴部にも刷毛目整形がみられ，底部は箆削りである。器内面

は日縁部に横位の刷毛目整形，胴部に箆ナデがなされている。

色調はにぷい橙色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

6ほ壷形土器でほぼ完形である。口径12。7cm・器高11・3cm。底部径2。9cmを測る。日縁部は「く」

の字状に開き，胴部は少し張り，小さい平底である。

器外面は目線部に横ナデ，胴部，底部に箆削りがみられる○器内面は口縁部で横ナデ，胴乱

底部で箆ナデがなされている。

色調は外面が褐灰色，内面は橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は普通である。

7は婆形土器で胴部％を欠損する。日射8・1cme胴部最大径27。Ocmを測る。目線部は「く」の

字状に開き，胴部はほぼ球形をなす。

器外面は日縁部にナデ後刷毛昌整形がみられ，胴部にも刷毛昌整形がみられるが磨滅しており

はっきりしない。

器内面は縦位の口縁部に横位の刷毛目整形，胴部に箆ナデがなされている。

色調は赤色を呈し，胎土中に砂磯を多量に含む。焼成は普通である。

8は土師式土器の胴部であり，胴部最大径14。6cmを測る。胴部はほぼ球形をなす。

器外面は横位の刷毛目整形がみられ，器内面は箆ナデがなされている。

色調は黒色を呈し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

9ほ台付婆形土器で台部のみ遣存する。台裾径11。5cmを測る。台部は「ハ」の字状に開く。

器外軋　内面とも刷毛目整形がなされている。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂礫を多量に含む。焼成は良好である。

（第鵬図　一錮）

1ほ高杯形土器で脚部を欠損する。口径は16・1cmを測る。目線部はほぼ直線的に大きく，開き，

底部との境に稜を有す。

器外面は目線部先端に横ナデ，以下底部にかけて箆削りがなされている。器内面は日縁部先端

に横ナデ，以下全体に箆ナデがみられる。
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色調は明赤褐色を呈し，胎土中に砂粒を含む。焼成は普通である。

2は高杯形土器で口縁部と脚部を欠損する。口縁部は内轡しながら立ちあがる。

器外面は箆ナデがなされ，器内面は磨滅しており不明である。

3ほ高杯形土器で杯部と裾部を欠損する。脚部は柱状をなす。

器外面は脚部に縦位の箆磨き－がなされ，器内面は底部に箆ナデがみられる。

色調は外面が黒褐色　内面が明赤褐色を室し，胎土中にスコリア，砂粒を含む。焼成は良好で

ある。

4は器台形土器で脚部的矧まど遣存する。裾径12。5cmを測る。御柱は大きく「ハ」の字状に開

く。

器外軋　内面とも台脚部は箆削りがみられ，先端部は横ナデ整形である。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

5ほ小型の壷形土器で約％欠損する。口径6。短・器高6。9cm底部径4。1cmを測る。目線部は「く」

の字状に開き，胴部は扁平な球形をなす。底部中央がいくぶんくぼむ。

器外面は日縁乳胴部で刷毛目整形，底部で箆削りがみられる。器内面は口縁部に横位の刷毛

目整形がみられ，胴部，底部は箆による調整がなされている。

色調はにぷい橙色を呈し，胎土中に砂礫を多量に含む。焼成は普通である。

6は小型の壷形土器でほぼ完形である。口径5。触ne器高6。Ocme底部径5。Ocmを測る。ロ縁部は

外傾しながら立ちあがるが，中段から内屈する。胴部はゆがみが多く，平底である。

器外面は日縁部上半に横ナデ整形，口縁部下半から胴部にかけて刷毛目整形がみられ底部は箆削

である。器内面は日縁部が横ナデ整形，胴部，底部は箆ナデである。

色調はにぷい橙色を室し，胎土中に砂礫を多量に含む。焼成は良好である。

7は小形の壷形土器で口縁部と胴部％を欠損する。胴部はほぼ球形をなし，平底である。底部

径は3。4cmを測る。

器外面は胴乱底部とも刷毛目整形がなされている。器内面は胴部，底部とも箆ナデである○

色調はにぷい黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を多量に含む。焼成は普通である。

8ほ壷形土器でロ縁部を欠損する。胴部は算盤玉状をなし平底である。底部径3。7cmを測る。

器外面は全体に箆削りがなされている。器内面は頚部が刷毛目整形され，胴部は箆ナデがみら

れる。

色調はにぷい橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

9は柑形土器で目線部約％を欠損する。口径7．8cme器高7。4cmを測る。口縁部は「く」の字状

に開き，胴部下位が張り，あげ底である。
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器外面は口縁部が箆ナデ，胴部，底部は箆削りがなされている。器内面は全体に箆ナデがなさ

れている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は軟弱である。

10は柑形土器で胴部中位以下が遺存する。胴部は扁平を球形をなし，あげ底である。

器外面は全体に箆削りがなされ，器内面は箆ナデがみられる。

色調は明褐色を呈し，胎土中にスコリア，砂粒を含む。焼成は良好である。

11は柑形土器で口縁部を欠損する。胴部中位が張り，平底である。底部径3。3cmを測る。

器外面は胴部，底部とも箆削りがなされ，器内面は胴部，底部とも箆ナデである。

色調は灰黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

12は柑形土器で口縁部を欠損する。器形が小さい割に器肉が厚く，いく分あげ底である。

器外面は胴部に横位の刷毛目整形がみられ，底部は箆削りである。器内面は箆ナデがなされて

いる。

色調は灰黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を多量に含む。焼成は良好である。

13は増形土器で日縁部約％が遼存する。口径15。2cmを測る。口縁部は「く」の字状に開いて立

ちあがり，ほぼ直線的に伸びる。

器外面，内面とも目線部先端に横ナデがみられ，以下縦位の箆磨きがなされている。

色調は橙色を墨し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

14は鉢形土器で底部と胴部下位が逮存する。胴部は内攣気味に大きく開いて立ちあがり，いく

分あげ底である。底径は4。2cmを測る。

器外面は胴部，底部とも箆削りがなされ，器内面は箆ナデである。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は良好である。

15は柑形土器で口縁部約％が遣存する。口径は7．75cmを測る。口縁部はほぼ直線的に外傾して

立ちあがる。

器外面は臼縁部先端に横ナデがみられ，以下縦位の箆磨きがなされている。器内面は口縁部先

端が横ナデ，以下箆ナデがみられる。

色調は明赤褐色を呈し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は普通である。

16は柑形土器で胴部下位と底部が遺存する。胴部は内攣して立ちあがり，平底である。底部径

3。6cmを測る。

器外面は胴部，底部とも箆削りがなされ，未が塗られている。器内面は箆ナデである。

色調は明赤褐色を呈し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

17は椀形土器で約％を欠損する。胴部は内轡しながら立ちあがり，そのまま口縁部へ続く。平

底であるが，ゆがみが大きい。口径7。Ocm・器高4。5cmを測る。
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器外面は口縁部が横ナデ，胴部が斜位の刷毛目整形，底部は箆削りがなされている。器内面は

口縁部に横ナデ，胴部，底部に箆ナデがみられる。

色調は黒褐色を皇し，胎土中に砂磯を含む。焼成は良好である。

18は小形婆土器で約％遼存する。目線部は丸味をもって外反し，胴部はいくぶん張り，器肉は厚

い。

器外面は全体に箆削りがなされ，朱が塗られている。器内面は全体に箆ナデがなされている○

色調は明赤褐色を室し，胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好である。

19は土師式土器で胴部中位以下が遺存する。胴部はあまり張らず，平底である。底部径は3・5

cmを測る。

器外面は胴乱　底部とも箆削りで朱が塗られている。器内面は全体に箆ナデがなされている○

色調は外面が明赤褐色　内面が黒褐色を皇し，胎土中にスコリアと多くの砂礫を含む。焼成は

良好である。

20は弥生式土器の壷形土器で胴部中位以上を欠損する。胴部はあまり張らず，平底である。底

部径は6．3cmを測る。

器外面は胴部に付加条縄文が施文され，底部には木の葉庄痕が残る。器内面は胴部，底部とも

箆ナデがなされている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

21はま玉で完造品である。直径3。むme長さ3。7cme口径0。7cmほどである。指による整形がなさ

れ，指頭痕が残る。

色調はにぷい黄橙色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

39湾住居止（鑑鋸旭日～5）

本住居址からの遣物の出土量はそれほど多くはなく，土師式土器がほとんどである。住居址南

東コーナーに多く出土した。

土　器

1は床面南西コーナーの床面直上から出土した小形婆形土器であり，約％を遺存している。口

径12。8cm・器高独9cmo底径5。4cmほどで，口縁部は「く」の字状に外傾し，頸部に稜をもつ。

胴部は球形で中位が張り，底部は扁平な丸底である。

器外面は，口縁部にナデ整形，胴部には刷毛目整形，底部に箆削り整形がみられ，器内面は箆

ナデ整形がなされている。

色調はにぷい黄橙色を皇し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は普通。
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2ほ小形婆形土器で完存率％，口径9・9cme器高12。2cm・底径6。3cmを測る。目線部は垂直ぎみ

に立ちあがり，胴部は中位が張り扁平球形をなし，大きな弧を描いてすぼまる。底部は平底で上

げ底ぎみである。

器外面は刷毛目整形，口縁部に箆ナデ整形，底部は箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整

形がなされている。

色調は橙色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は普通である。

3は南東コーナーより出土した小形壷形土器で，ロ縁部のみ欠失している。底径4．2。me現高9．9

C甲を測る。胴部中央が大きく張り扁平な球形をなし，底部は平底である。

器外面は刷毛目，箆削り整形がみられ，器内面は箆ナデ整形が認められる。

色調はにぷい黄橙色を室し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好。

4ほ北西コーナーの覆土より出土した柑形土器である。口縁部約％程度欠失し，他は残存して

いる。口径989cme器高7e9cme底径3e3cmを測る。日縁部は大きく直線的に開き，休部は中位より

やや上が張り，扁平な球形をなし，底部は平底である。

器外面は頚部から目線部にかけて刷毛目整形，底部は箆削り整形がみられ，器内面は箆ナデ整

形がをされている。

色調は橙色を墨し，胎土中に砂磯，スコリアを含む。焼成は良好。

5ほ3と同じ位置の覆土より出土した手捏ね土器で，ほぼ完形である。口径5。lcme器高4。3。m

e底部径4cmを測る。口縁部は頚部より直立ぎみに立ちあがる小形の壷形土器である。

器外面は，胴部に斜位の刷毛目痕がみられ，日縁部はナデ整形がなされている。器内面は箆ナ

デ整形が認められる。

色調は橙色を墨し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好。

仕官住居址（話6津机）

本住居址からの出土遺物は，住居址そのものが調査区内に一部検出されたに過ぎをいため，極

めて少ない，土師式土器の小破片が中心である。

土製晶

1ほ遺構内東側の覆土第I層から出土した土製のほぼ完形に近い紡錘車である。直径4。7cm・上

部径403cm・下部径4・5cm。厚さ1e45cmを測り，ほぼ円形を室す。重量は45g。円盤中央に中央孔

があり直径0。5cmほどである。

色調は橙色を室し，胎土中には砂磯を含む。焼成は良好である。
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12号住居址

本住居址からの遺物の出土状態は，北西コーナーおよび南東コーナー部に集中していた。弥生

式土器と土師式土器で，すべて破砕した小片である。

土　器（第6錐机～5）

1ほ北西コーナー部の覆土から出土した弥生式土器の壷形土器であり，ロ縁部が％ほど遺存し

て肩部以下欠失している。口径9。2cm・現高15。5cmを測り，ロ縁部は頸部よりゆるやかに外反する。

器外面は，口縁端部および口縁部に縄文原体の押庄痕が認められ，頸部および胴部に附加条縄

文が施文されている。器内面はナデ整形がなされている。

色調はにぷい黄橙色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

2も弥生式土器の壷形土器で北東コーナー部より出土した。口縁部から頸部にかけて遺存し，

胴部，底部は欠失している。口径16。9cme現高13。5cmを測り，口縁部は大きく外反して開く。

器外面は，口縁部および口縁端部に縄文原体による押庄痕が認められ，口縁部には瘡をはりつ

けている。頸部および胴部には附加条縄文が施文され，器内面はナデ整形がみられる。

色調は褐色を皇し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好である。

3ほ北西コーナー部より出土した弥生式土器の壷形土器と推定される。底部のみ遺存し，他は

欠失している。底径4。6cmほどで，平底である。

器外面は，附加条縄文が施文され，底部は箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整形が認め

られる。

色調は明黄褐色を呈し，胎土中に砂礫を含む。焼成は良好。

4～5は南西コ一一ナー床面より出土した弥生式土器の壷形土器と推定される。底部のみ遺存し

ている。4は底径6．5cmを測り，平底である。5は底径8。5cmほどの平底で，やや上げ底である。

胴部に縄文が斜状に施文され，底部は箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整形がなされてい

る。

色調は4は灰褐色を皇し，5はにぷい橙色を皇す。胎土中に砂礫を多く含む。焼成は良好。

6は南西コーナー部の床面より出土した土師式土器の紺形土器である。底部は完存，体部より

ロ縁部にかけて約％ほど遺存している。口径13cmo器高9。9cm・底径4cmほどで，口縁部は外傾し，

休部上位に張りがあり，以下ゆるやかに窄る。底部は平底。

器外面は箆磨き整形がみられ，器内面は磨滅していて不明。

色調は橙色を呈し，胎土中にスコリア，砂礫を含む。焼成は良好。
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土製晶（第68図1・2）

l e2は北東コーナー部に出土した土製の紡錘車であり，1は完形，2ほ約％ほど遺存してい

る。鼠は直径4。8cm。厚さ中央部3cme側面8mmほどの円盤で，中央に径5mmほどの貫通孔を有し

ている。

2は直径5．5cm・厚さ中央部2cm・側面9mmほどのFl接蓋で，中央に径7mmほどの貫通孔を有し

ている。

色調は1は橙色e2は黄橙色を皇し，胎土中に砂磯を多く含む。焼成は良好である。

ダリ、ソト（エー3）出土遣物（集配憎‖～3）

1は土師式土器の壷形土器で，頭部より上部が遺存している。口径22．1cm・現高12．8cmほどで

二段口縁を有し，頚部は外傾して立ちあがり，途中で大きく角度を変えて外反し，直線的に立ち

あがる日縁部に移行し，移行部に稜を生じている。日縁部は円弧を描いて外反して立ちあがり，

先端は垂直に立つ。

器外面は，口縁部，頸部が刷毛目整形のあとに箆磨きがなされ，体部に箆磨き痕が認められる。

器内面は，ロ縁部に箆ナデ整形，頸部に刷毛目整形，体部は磨滅していて不明である。

色調はにぷい橙色を呈し，胎土中にはスコリア，砂礫を含む。焼成は良好。

2ほ小形台付婆形土器であり，口縁部約％，胴部約％ほど遼存し，台部は完存している。口径

8。8cm・器高12。5cme底径7。7cm・台裾高4。3cmを測る。口縁部は「く」の字状に外反して立ちあが

り，先端部は内轡ぎみに立つ。胴部は長日の球形でゆるやかな円弧を描き，中位が張り，以下窄

る。台部は内轡ぎみに開き，端部は平坦に仕上げられている。

器外面は，斜位および横位の刷毛目整形がなされ，器内面は箆ナデ整形がみられる。

色調は橙色を呈し，胎土中に砂磯を含む。焼成は普通である。

3は杯形土器であり，ほぼ完存している。口径は13cme器高6。8cme底径3。3cmほどで，ロ縁部

は大きく外反して立ちあがり，底部は平底で中央部がくぼむ。

器外面は，目線部はナデの後刷毛目整形，体部は箆ナデ，底部は箆削り整形がみられる。器内

面は箆ナデ整形が認められる。

色調は橙色を皇し，スコリア，砂礫を含む。焼成は良好である。
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第6章　j上席吉蒲原C遺跡（JKN一一一，C）

第瑠節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村上稲吉字西原202番地に所在し，天の川とその支谷にはさまれた東西に

細長く伸びる台地の馬の背状のわずかな平坦部に立地する。天の川を隔てた南西の台地に西原遺

跡群が立地する。発掘前は畑地に利用され，土師器片がわずかに散布していた。調査面積370前。

筑望箭　調　恋　経　過
－41

0昭和53年4月

現地踏査をし，発掘エリアを確認する。

○昭和53年相月中旬

発掘区域内の草刈り，清掃を行ない，杭打ちを実施して発掘調査区を設定する。杭打ちにあた

っては日本道路公団が設定した中心杭「356＋00」の上り車線側幅杭を起点とする。

○昭和鯛卑瑠用達旬

本遺跡の調査方法を検討し，第1次調査を開始する。

表土から0。3mほどで地山に達す。遺物は各調査区とも極めて少なく，遺構も確認できない。よっ

て本遺跡は第1次調査のみで発掘調査を終了する。

第3節　遺構J　遣物

（瑠）遺　構

天の川とその支谷にはさまれた馬の背状の台地のせまい平坦地のうち，370融を調査対象面積と

して約その弱にあたる面積について第1次調査を実施し，遺構の検出につとめた。

各調査区とも耕作土層以下10cmほどでローム層の地山に達し，遺構の存在は確認できなかった。

（2）遺　物

本遺跡は37餌を調査の対象面積として，約％にあたる面積について第1次調査を実施。出土遺

物は極めて少ない。

土師式土器胴部の破砕した小片が275個。内耳鍋の内耳部小破片2個出土したにとどまる。表面

採集においても，埴輪片と思われる破片を1片得たのみである。
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第7章　中佐谷十百遺跡（JNT）

第1節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村中佐谷字十百63・65・66番地に所在する。天の川と雪入用にはさまれ，

天の川の支谷が中央部まで入り組んだ標高24～26mの台地上に立地し，北から西にかけて傾斜し

ている。

本台地の北西には筑波山系の山本山（標高178．4m）が迫り，これに従う河川や沼地が多く，細

い支谷にみられるように地形の起伏も大きい。

本遺跡の北東に笠松城吐，800mのところに中佐谷A遺跡があり，北西約750mのところに佐谷

廃寺跡がある。調査対象面積1620Iが。

第2節　調　査　経　過

○昭和53年4月

遺跡の現地踏査。発掘エリアの確認をする。

○昭和53年6月上旬

中佐谷十百229番地に発掘調査事務所を設置し，発掘調査の拠点とする。

○昭和53年9月中旬

発掘エリアの草刈り，桑の木の抜根，清掃等を実施する。

○昭和53年10月上旬
L

杭打ちを実施し，調査区を設定する。杭打ちは日本道路公団が設定した中心杭「359＋00」を基

準とする。

○昭和53年10月中旬

杭打ちの続行及び調査方法について検討する。調査区数105。

○昭和53年10月下旬

排土置き場の設定とその草刈り及び清掃。

○昭和53年11月上旬

第1次調査に入る。遺跡内の北東部は耕作土の下がすぐローム層であるが，遺跡が西及び南に

傾斜しているため，その他は暗褐色土層が1m以上堆積している。

遺物の出土も少なく，須恵器片が中心である。
1
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○昭和53年目月中旬

本遺跡の第1次調査を終了する。発掘調査区数28．448Iが。

第3節　遺構・遺物

（1）遺　構

天の川支谷の奥斜面を中心に，1620誠を調査の対象面積として，その約％にあたる面積につい

て表土を除去して第1次調査を実施し，遺構の検出につとめる。

斜面地のため，発掘区の深度はさまざまである。表土層10～20cmばかりが耕作土層で，それ以

下褐色土層が部分的には1m以上堆積している。

地山面はローム土層から灰色粘土層に変化する。基盤は砂礫の混入する灰色粘土層である。

本遺跡では，前述の第1次調査によって遺構を検出することはできなかった。

（2）遺　物

本遺跡は1620nfを調査の対象面積として，約％にあたる面積について第1次調査を実施。遺物

は，土師式土器，須恵器の破砕した小片が多量に出土。小破片のため復元は不能である。

須恵器では，杯の蓋部が多く，つまみが20個出土している。また折り返し口縁をもつ蓋部が1

片みられる。
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第8章　中佐谷A遺跡（JNS－A）

筑篭節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村中佐谷字向山1081番地の1外6筆の地に所在し，雪入用を足下に見る

標高25～26mの台地上に展開する畑地である。地形はほぼ平坦で南及び西に緩傾斜をみせる。幅

約20mの小支谷を隔てた東側に中佐谷B遺跡が所在する。

発掘前の遺跡は，甘藷。桑畑e乗畑として耕作され，杯らしい土器が出土したことがあるよう

すだが，現在所在は不明である。土師式土器片が散布している。

中佐谷A e B両遺跡を界する谷頭から清水が湧き出して水田耕作に利用されているが，潅漑技

術の未発達な時代での農耕や集落形成の上で最適の場所であったろうと推測される。発掘対象面

積5760融。

第2節　調　一査　経　過

○昭和53年4月

現地踏査。発掘エリアの確認。

○昭和53年6月

7日より作業開始。

遺跡の草刈り及び流木の除去，桑の木の伐開および抜根，清掃等を実施する。並行して発掘区

域の杭打ちを行なう。

杭打ちは，日本道路公団が設定した中心杭「367＋40」を起点として4m方眼の小調査区を設定

する。調査区数360。

下旬に遺跡全景の写真撮影を行ない，29日より第1次調査に入る。

○昭和53年7月

遺跡の第1次調査を続行する。

遺跡の南西部から表土除去作業を開始したが，その辺一帯はかつては谷であったのだろう，土

砂が堆積してゆるやかな傾斜地を形成している。そのため，南西部の各調査区は2mほど掘り下

げても暗褐色土層が続き，加えて暑熱地獄を思わせる炎天下での作業は困難を極め，1調査区の

表土除去作業に予想外の日数を費す。しかも表土除去後数分で土壌が乾燥して土色に変化をきた

し遺構確認が容易でない。ひたすら降雨を乞い願う。
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遺物は各調査区より土師式土器片が出土し，5基の住居地l犬遺構が確認される。

○昭和53年8月

第1次調査を続行する。前月に引き続き晴天に恵まれ，表土除去作業は順調に進んだが遺構確

認は困難を極める。3基の住居址状遺構が確認される。

住居址状遺構等の呼称は，西から東へ，南から北に向って01号住居軋02号住居址・…・eとし，

その後は確認順とする。

下旬に01号，02号住居址の検出に入る。

両遺構ともに南北ベルトはグリッドベルトを転用し，東西ベルトは遺構の主軸に直交するベル

トを設定する。幅20cm。

01号住居址一十字ベルト中央部より掘り下げたところ張り床を検出する。出土遺物はすべて床

面より浮いており，床面に炭化物がまじる。東及び南側の立ち上がりが検出できか10

02号住居址一床面も検出され射、し遺物も出土しか、。確認を誤るか。

′ノ畔和53年9月上旬

02号住居址として発掘していた遺構が確認の誤りであったとわかり，これを欠番とする。
′

4日，5日と待望の降雨があり，新たに4基の住居址状遺構と土壌1基が確認される。

12号住居址・13号住居址。01号土壌の検出に入る。

○昭和53年9月中旬

01号住居址南側の壁面が検出できない○南側表土を除去し確認を急ぐ014号住居址の検出に入

る。

C昭和53年9月下旬

12e13e14号住居址，01号土壌の検出を続行する012号住居址についてはほぼ東e西e南弓ヒ

に壁面が検出される。01号住居址平面プランの実測を終了するが柱穴は未確認。

仁、昭和53年用偶＿上旬

前月に引き続き12・13e14号住居址の遺構検出を続行する。14号住居牡は南側に傾斜している

ため，南側の立ち上がりが確認できない。あるいは流されてしまったか。

新たに15号住居址の発掘に入る○並行して上記各住居址のセクション実測，写真撮影等逐次実

施し，01号住居址の発掘を終了する。

′′昭和5年相月中旬

03・04・05eO6eO7亘将号住居址の遺構検出に入る○発掘の進行に伴い，05eO6号住居址と呼

称していた遺構が1基の遺構と確認されたので，以後これを05号住居址と呼称し，06号住居址を

欠番とする。

03eO4号住居址南側に接して住居姐犬遺構を1基確認する。続いて15号住居址の東部にも1基
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確認し，それぞれ17・18号住居牡と命名する。

12号住居址1区より杯が4段重ねで出土する。セクション，平面図，エレベーション等の実測，

写真撮影を行ない12号住居址の発据を終了する。

○昭和53年10月下旬

08・10・11・17・18・19号住居址の検出に入る。

第1次調査において，10・11号住居址は隣接する2革の遺構と確認されたが，発掘の進行に伴

い1基と確認されたので，これを11号住居地と呼称し，以後10号住居牡を欠番とする。

13・14・15号住居址の実測を行なう。

住居地のほとんどが遺跡の北側に位置するため，北側に置いた排土を遺跡の南側に移動する。

○昭和53年11月上旬

13・14・15号住居址の遺構検出終了する。続いて04・05・07号住居址の実測と16号住居祉の遺

構検出に入る。19号住居址の立ち上がりは東，西，南側で確認されたが北側は調査区域外のため，

北東部での確認を急ぐ。

○昭和53年目月中旬

04・05・07・09号住居牡のセクション，平面図，遺物，エレベーション等の実測及び写真撮影

を逐次実施し，上記住居地の遺構検出を終了する。

○昭和53年目月下旬

08・11・18号住居址の実測が終了する。続いて03号住居址の実測を開始する。

○昭和53年12月上～中旬

03・16号住居地の遺構検出及びセクション，平面図，エレベーション等の実測が終了する。続

いて17・20号住居地の実測を開始する。

○昭和53年12月20日

年末に入るに当って，各住居祉・土壌に霜対策を施し，出土中の完形，もしくはそれに近い遺

物は平面図に位置をおとし，レベル実測と写真撮影を行って事務所に格納。発掘用具・器材等の

整備・点検を実施して倉庫に格納し現場作業を終了する。

○昭和54年1月上旬

発掘用器材器具の点検，作業員への連絡等作業再開について準備をすすめる。

○昭和54年1月中旬

10日，発掘調査を再開する。

17号住居牡の遺物あげ，カマドのセクション実測，土相記入，写真撮影，20号住居牡の写真撮

影，01号土壌の平面実測をr実施し，1月19日本遺跡の発掘調査を終了する。
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第3節　遺構・遺物

（1）遺　構

01号住居址（第32図）

本住居牡はU－5・U－6・Ⅴ－5・Ⅴ－6・W－5・W－6にわたって確認され，調査地区

の南西部端に位置する。

主軸方向はN－15LWで，長径5．61m・短径4．8mはどの方形の平面形を呈している。北壁中央

部にカマドが構築されている。

遺構は表土下第Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも垂直ぎみに外反して立ちあがり，壁高は18～

52cmほどである。北壁と西壁の下には幅10－15cm・深さ2～3cmほどの溝が回っている。

床はロームであり，しまり，粘性があって硬く，地形は南へ傾斜しているが，ほぼ平坦を呈し

ている。

ピットは8個検出されたが，規模および位置から考えてPl～P4が本住居牡の主柱穴と推定

される。

ピ ッ ト番号 長径　 cm 短径　 m 深 さ　 cm 備　 考 ピ ッ ト番号 長径　 m 短径 cm 深 さ　 cm 備　 考

P l 2 7 2 2 4 1 主 柱 穴 P　 5 3 0 1 9 1 5

P　 2 2 8 2 6 4 0 ク P 6 2 2 1 4 1 9

P　 3 2 1 ． 1 7 4 5 ク P 7 2 8 2 6 1 9

P　 4 25 2 1 5 2 ク P 8 3 8 3 4 5 0

ピット周辺には木材の炭化したものが残っており，南西ピット北側には柱とみられる木炭が出

土した。

住居址内覆土は農耕等による撹乱もあるが自然堆積の状態を示し，西から東へ，北から南へ傾

斜する地形にしたがって側壁から褐色土，暗褐色土が流れこんで堆積している。

遺物は覆土より出土が多く，聾形土器（第71図1－4，10），杯形土器（第71図5～9，11）な

どがある。

03号住居址（第33～34図）

本住居地はM－4・M－5・M－6・N－4・N－5・N－6・0－4・0－5にわたって確

認され，調査地区西端に位置する。東側で04号住居牡と，南東で17号住居地と3基の住居牡が複

合している。
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主軸方向はN－22．5LWで，長径6。7m・短径6。7mはどの方形の平面形を呈している。遺構は

表土下第Ⅲ層に検出され，ほとんどの壁は垂直ぎみに外反して立ちあがり，壁高は14～40cmほど

である。壁下を幅13～18cm e深さ15－30cmほどの溝が周回している。

床はロームであり，ほぼ平坦をなしているが，PlからP6を通って北西壁に至る地点にかけ

て，深く掘りこまれている。床面はそれほど硬いものではない。

ピットは12個検出され，本住居址の規模が大きいことから，主柱穴として住居址の複合する南

東部は不明であるが，Pl・P2・P4・P8と推定される。

ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考 ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考

P l 20 19
！
25 主柱穴 P　7 16 15 15

P　2 19 17 15 ク P 8 18 18 20 主柱穴

P 3 22 22
！ 10

P　9 35 21 29
】

P　4 23 18 27 主柱穴 P lO 19 16 30

P　5 26 24 23
I

P ll 24 19 13

P 6 26 18 34 P 12 26 19 40

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は炭化物，粘土ブロック，砂等を含有する暗

褐色土が25cmほど堆積し，下層には粘性なく，雲母，粘土ブロックを含む暗褐色土が堆積してい

る。

遺物は覆土内出土が多く，北西部および中央部付近から土師式土器，須恵器の破片が出土して

いる。

小形婆（第72図5），皿（第72図4）等がみられる。

04号住居址（第33～34図）

本住居址はM－6。M－7eN－6・N－7に確認され，調査地区西側部に位置し，西に03号

住居址と，南西で17号住居址に複合している。しかも，西壁および南壁が流失してしまい，床面

からのみ形状を推定せざるを得ない。

主軸方向はN－17LWで，長径4。15m・短径3。5mはどの方形の平面形を呈していると推定さ

れる。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，北壁および西壁はなだらかに外反して立ちあがり，壁高は9

－14cmほどである。

床はロームであり，中央部が高く盛りあがり，軟弱な床面を呈している。北壁中央部にカマド

の痕跡がみえるが，その造りを確認することができない。
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ピットも1個検出されたにすぎない。長径22cme短径2温cm・深さ40cmほどである。

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層はロームを含む暗褐色土が20cmほど堆積し，

最下層は黒色土（ブロック），粘土ブロックを含み，かたくしまった暗黄褐色土が堆積している。

遺物は土師式土器の破片が主で，他に須恵器片がみられ診婆形土器（第72図1－4・7），杯（第

72図5・9）が出土している。

野卑住居蝕（第33－師部

本住居址はN－6・0－6に確認され，調査地区西側部に位置し，北側で03・04号住居址と複

合している。

主軸方向はN－10LWで，長径368m8短径3e6mはどの方形の平面形を呈している0遺構は表

土下第Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも垂直ぎみに外反して立ちあがり，壁高は39～50cmほどで

ある。西壁下に幅13cmバ采さ3cmほどの溝が認められる○

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，床面は軟弱である○北壁中央部にカマドが構築されてい

る。カマド内の覆土は第I層に砂を含む黄褐色土が堆積し9　第Ⅱ層は炭化物を含む黒褐色土がみ

られ，この層はしまり，粘性がなくざくざくしている0最下層の焚口にあたる部分には，焼土を

含む赤褐色土が堆積している。

ピットは北西コーナー部と南東コーナー部に2個検出される。

ピット番号　 長径　 cm 短径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

l
P l ！ 21 16 25

P 2　　　　　　 20 17 27

遺物はピット付近の覆土を中心に出土し，′j灘婆，鉢形丑器，杯，椀，須恵器皿（第87図）

がみられる。

複合する上記3基の住居址は，03号住居址を切って04号住居址が構築され，さらにそれらを切

断して17号住居址が構築されたものと考えられる。

05号住居址（簑3植り

本住居址はN－9eN－10e0－9e0－10にわたって確認され，調査地区西側部に位置し，

北側で07号住居址と複合する。

主軸方向はN…23。5LWで，長径5・4m。短径3・8mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層より掘りこまれ，壁は南側を除いてはいずれも外反して立ちあがる。南側
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の壁は確認されない。傾斜地に構築された住居址のため流失した可能性が強い。壁高は14～16。m

ほどである。壁下に幅4cm・深さ9cmほどの溝が南側を除いて屠回している。

床はロームを含み，粘性はあるが，それほど硬いものではなく，床面は南へ傾斜している。中

央部に直径1e45m・深さ10cmほどのくぼみがみられる。炉独　力マドは認められない。

ピットは，住居址内外に確認することができか、。

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，傾斜地のため，北および西側から流入し堆積している。

遺物は1区床面からの出土が多く，婆形土器（第75図1。2），鉢形土器（第75図8），杯形土器

（第75図4・5），コシキ（第75図3）等が出土している。

37号住居址　〈第35月）

本住居址はL一拍eM－9・M－10eN－9。N－10にわたって確認され，調査地区西側部に

位置し，南側で05号住居址と複合する。

主軸方向はN－20e5LWで，長径5。25m・短径4。摘在認面）mほどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅳ層面に検出され，05号住居址と複合していると推察される。南側を除いては，

ほとんどの壁はなだらかに外反して立ちあがり，壁高は15～21cmほどである。05号住居址によっ

て切断されてしまったものと推定される。

床はロームを含むそれほど硬いものではなく，床面は南へ傾斜している。床面北西よりに長径

25cme短径22cmほどの楕円形状に焼土の散布がみられる。

ピットは本住居址内外に確認することはできない。住居址内覆土状況は自然堆積の状態を呈し，

北および西側壁より流入によって堆積したと考えられ，覆土上層に砂，炭化物を含む暗褐色土が，

下層にはロームを含む黄褐色土がみられる。

遣物は床面上中央部北よりに集中し，コシキ（第76図1）e高杯（第76図2～5），碗形土器（第

76図6）婆形土器等が出土している。

05eO7号の両住居址はいずれも古墳時代のものと考えられるが，新旧関係につい垣ては，07号住

居址を切断して05号住居址が構築されたと考えるのが妥当であろう。

08号住居祉（第36図）

本住居址はK－5eK－6eL－5・L－6に確認され，調査地区北西端に位置する。北側が

調査地区外に属し，西側が19号住居址と複合するため，本住居址の全容を明確にすることができ

ない。

主軸方向はN－42LWと推定され，長径4諭me短径3e6mはどの方形の平面形を呈するダものと

推定される。
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遺構は表土下第I層に検出され，表土除去の後に床面が露呈し，床面南東部に炭化物の散布が

みられる。西および南側の壁は外反して立ちあがり，壁高は7cmほどである。壁下には幅15cm・

深さ11cmほどの溝が回っている。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，それほど硬いものではない。

ピットは1個検出されたのみで，長径16cme短径14cm・深さ22cmほどを計測するが柱穴と断

定するには，住居址そのものの形が不明であることから極めて弱いものと考えられる。

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層にはローム粒子，粘土ブロック，炭化物等を

含む暗褐色土が，最下層にはローム粒子を含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は，床面南西コーナーより杯形土器（第77図1）が出土したほかは，破片も極めて少ない。

19号住居址（第36図）

本住居址はJ－6・J－7eK∵…6eK－7eL－6。L－7にわたって確認され，調査地区

北西部に位置する。北西コーナー部が調査区域外であり，西側は08号住居址と複合する。

主軸方向はN一息5LWであり，長径6m e短径6mほどの正方形の平面形を呈している。

遺構は表土下策Ⅲ層に検出され，壁はいずれもなだらかに外反して立ちあがり，壁高は13～26

cmほどを計測する。壁下には幅10～鼠3cmバ深さ3～6cmほどの溝が回っている。

床はロームおよびかたい粘土ブロックで硬質であり，平坦をなしている。床面南西よりに貯蔵

穴が1個検出され，長径75cme短径59cmバ采さ41cmほどを計測する。

北壁中央部に直径1。8m。深さ13～15cmはどの方形状のカマドが構築されていた痕跡が認めら

れるが，その造りについては確認できない。

カマド内覆土は，第I層が砂およびロームブロックを含むしまりのない褐色土で，焚口部と推

定される部分まで堆積し，カマド内には焼土を多量に含む茶褐色土がかたくしまって堆積し，竃

床は焼けてかたくしまった暗赤色土がみられる。粘土の使用は確認できず，砂と焼土の検出にと

どまる。

ピットは1封固検出され，位置的にみてPl～P4が主柱穴と考えられるが，P3～P4ほ主柱

穴と断定するには弱く，主柱穴の補助的なものと考えるのが妥当かと考えられる。
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ピット番号
l
長径　cm 寧径 伽 深さ　cm 備　　 考 ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考

P l 3 7 32 12 主柱 穴 P　7 2 7 22 23

P　2 5 1 4 9 1 46 P 8 2 0 18

P　3 32 8 15 P　9 15 14 30

P 4 23 14 19 主柱 穴 P lO 20 19 26

P　5 22 20 43 P ll 11 8 3 3

P 6 24 23 26

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層はスコリア，ローム粒子を含む非常にかたく

しまった黄褐色土が，下層には炭化物，ローム，かたい粘土ブロック等を含む褐色土が堆積して

いる。

遺物は覆土内より土師式土器の破片が多数出土し，婆形土器（第88図1－8），鉢形土器（第88

図11），碗形土器（第88図10），コシキ（第88図9），砥石（第89図1）等がみられる。

09号住居址（第37図）

本住居址はK－7eK－8eK－9eL－7・L－8eL－9eM－8にわたって検出され，

調査地区西側に位置し，北西コーナーで19号住居址と複合する。

主軸方向はN－21LWで，長径6。12m・短径5。9mほどを測る方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁はいずれも垂直に立ちあがり，壁高は22～46cmほどである。

壁下には幅9～13cm・深さ2～3cmほどの溝が周回している。

床はロームであり，平坦をなし，硬い床面を呈している。北壁中央部には直径1m e深さ8cm

ほどのカマドの構築されていた痕跡が認められるが，本住居址においてもその造りについては確

認することができか、。カマド内覆土状況は，覆土上層は砂を多量に含むかたくしまった褐色土

が厚い層（14－36cm）をなして堆積し，第Ⅲ層は砂を含む焼土でしまりなくザクザクしていて暗褐

色を室し，最下層は焼土，粘土ブロック，砂を等分に含む暗赤褐色土であり，周囲はローム質お

よびローム土層である。

ピットは7個検出され，Pl～P4が本址の主柱穴と考えられる。直径はあまり大きいもので

はない。
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ピット番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 23 21 38 主柱 穴

P　2 21 18 40 ケ

P　3 30 29 4 5 ク

P　4 27 17 4 2 ク

P　5 18 16 3 6

P　6 17 13 26

P　7
！ 18

14 4 0
l

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層はローム粒子，炭化物を含む暗褐色土が堆積

し，最下層は硬くしまって粘性のあるローム小磯，炭化物，粘土ブロックを含む褐色土の堆積が

みられる。

遺物は覆土車より多数土師式土器の胴部の破片が出土し，婆形土器（第79図1－4），鉢形土器

（第79図12）等が出土する。須恵器の高杯も出土している。

08。19欄号住居址については，古墳時代に展開された住居址と推定されるガ，新旧関係につ

いては，08号住居址を切断して19号住居址が作られ，さらにそれを切断して09号住居址が構築さ

れたと考えられよう。

Ⅲ号住居址（第38図）

本住居址はH…1巨H－12eI一三は。‡－12。J－11。J－12にわたって確認され，調査地区

中央部より北側よりに位置し，18号住居址西側4mほどのところにある。

主軸方向はN」7LWであり，長径6e75m e短径6e5mはどの方形の平面形を呈している。遺構

は表土下策丑層に検出され，北壁，西壁は垂直に，他の壁はなだらかに外反して立ちあがり，壁

高は3ト47cmほどである。璧下には南を除いて幅6～12cm掛深さ2～3cmほどの溝が回っている。

床はロームであり，平坦をなし極めて硬質の床面を呈している。南側中央部に貯蔵穴が検出さ

れる。長径68cme短径62cm・深さ姐cmほどを計測する。

カマド，炉址，および本住居址に係る外部施設は，認められない。

ピットは12個検出され，住居址内の位置およびピットの配列よりPl～P4，P7，Pllが本

址の主柱穴と考えられる。直径は20cm前後である。
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ピット番号 長径　伽 短径　cm 深さ　cm 備　 考 ピット番号 長径　 cm 短径　cm 深さ　伽 備　　 考

P l 2 2 18 2 5 主柱 穴 P　7 23 23 3 1 主柱 穴

P　2 19 16 18 ク P 8 27 1・9 44

P　3 18 17 20 ク P　9 14 13 23

P　4 15 14 3 3 ク P lO 21 17 22

P　5 18 13 18 P ll 19 16 25 主柱 穴

P 6 21 17 32 P 12 20 17 20

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は炭化物，スコリアを含む非常にかたくしま

った暗褐色土の堆積がみられ，最下層は炭化物，ロームブロックを含む黄褐色土が堆積している。

遣物は覆土の中より，土師式土器の破片が多量に出土し，婆形土器（第78図），高杯（第783），

杯形土器（第78図4・5）タコシキ（第78図はe2），把手（第78図8上手づくね（第78図7）

の出土がみられる。

ぼ号住居髄（拭39感）

本住居址はE－19eE－20・F－19・F－20。G－19にわたって確認され，調査地区中央部の

北西に位置し，南側で20号住居址と複合し，西側で16号住居址に接する。遺構南東壁は検出でき

ない。

主軸方向はN－42・5LWで，長径5・2m。短径4e75mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁（南東壁を除いて）は外反して立ちあがり，壁高は15～36

cmほどである○壁下には幅10～14cm・深さ2～4cmほどの溝が検出される。

床はロームであり，平坦をなし，極めて硬質の床面を呈している。西壁中央部にカマドの構築

されていた痕跡がみえるが，その造りについては確認できない。砂の堆積が検出されたのみであ

る。

ピットは4個検出されるも，南側コーナー部においては検出できず，Pl，P2，P3が本址

の主柱穴と考えられる。

ピ ッ ト番号 長 径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　 考

P l 25 25 48 主柱 穴

P　2 2 5 2 1 39 ク

P ′3 24 22 16 ク

P 4 25 23 53

－66－



住居址内覆土は擾乱も多いが自然堆積の状態を示している。覆土上層は炭化物，粘土ブロック，

ローム粒子等を含む褐色土であり，下層にはロームまじりの褐色土が堆積している。

遺物は覆土出土が多く，西側コーナーより4段重ねの杯形土器（第80図）が出土し，その他婆

形土器（第80図）が出土する。

16号住居址（第40図）

本住居址はF－18。F－19eG…18eG－19に確認され，調査地区中央部の北西に位置し，東

側で20号住居址と複合し，北東部で12号住居址に接する。

主軸方向はN－17・5LEであり，長径4。85m e短径4。35mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁は垂直に立ちあがり，壁高は34～58cmほどである。床はロ

ームであり硬質で，床面は南に緩傾斜をみせる。

北壁中央部にカマドが構築されていた痕跡が認められるが，その構造を確認することができな

い。カマド址と考えられる部分における覆土状況は，上層に炭化物，ロームブロックを多量に含

む褐色土がみられ，第Ⅲ層にロームおよび数cmほどの粘土ブロックを含む黄褐色土が，焚口部と

推定される部分には焼士が多量に，カマドの奥と考えられる部分にはローム質で砂を少し含む黄

褐色土がそれぞれ堆積している。

北西コーナー付近に貯蔵穴が1個検出されている。長径72cme短径49cm・深さ23cmほどの規模

を有している。

ピットは6個検出されたが，北西コーナーには検出できない。直径はあまり大きくなく，Pl

～P3が本住居址の主柱穴と考えられる。

ピット番号 長径　 cmキ短径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

P l 17 14 18 主　 柱　 穴

P　2 I
15 12 21 ケ

P　3 18 12 24 ク

P　4 15 11 28

P　5 20 12 51

」 杢
18 10

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は焼七　ロームブロックを多く含む黒褐色土

が，第Ⅲ層はロームブロックを含む褐色土で，最下層はローム質の黄褐色土の堆積がみられる。

遺物は覆土から土師式土器の破片が中心で，鉢形土器（第84図13～15）の完形品その他婆形土器

（第84図五～6），小形婆（第84図7・12），杯形土器（第84図9～11），コシキ等が出土している。
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20号住居址（第41図）

本住居地はF－2O・G－19・G－20・G－21・H－19・H－20にわたjて確認され，調査地区

中央部より北東に位置し，北側で12号住居址と，北西において16号住居址とそれぞれ複合する。

主軸方向はN－44LWであり，長径6。3m・短径6。1mはどの方形の平面形を呈すると推定され

る。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁は垂直に外反して立ちあがり，璧高は14～25cmほどである。

壁下には幅10cm e深さ4cmほどの溝が回っている。

床はロームで平坦をなし，硬くしまった床面を呈している。カマドの痕跡は認められない。

ピットは7個検出され，Pl　～′P3が本住居址の主柱穴と考えられる。南西コーナー部は複合

しているため検出できない。

ピ 、ノト番号 長径　 cm 短 径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　　 考

P l ‡ 52 44 2 6 主　 柱　 穴

P　 2 26 25 4 0 ケ

P　 3 28 22 2 0 ク

P　4 23 19 28

P　5 21 21 40

P　6 41 3 4 47

P　7 17 12 33

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は砂を含む褐色土で下層はロームを含む茶褐

色土が堆積している。ト▲一　ノrヽ　‾　　　1

遣物は極めて少なく，土師式土器の破片が覆土より出土し，杯形土器（第90図2），小形婆（第

90図1）等がある。

12・16e20号の3住居址はともに古墳時代の遺構であるが，新旧関係については，20号住居址

を切断して12号住居址が構築されたと推定される。

13号住居址（第42図）

本住居址はG－22eG－23eH㍉－22・H－23eI－22・I－23にわたって確認され，調査地区
．

の東部に位置する。

主軸方向はN－23LWであり，長径5。4m e短径5。1mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも垂直に立ちあがり，壁高は57～64cmほどであ

る。壁下には北を除いて幅13－34cme深さ3～10cmほどの溝が周回している。
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床はロームであり，かたくしまり，床面は中央部がやや高くなり，北東部および南側がやや深

く掘りこまれている。

北壁中央部にカマドの痕跡があり，覆土状況は上層が小礫粒子を含む暗褐色土，第Ⅲ層は第I

層と同じでしまりがなくザクザクした土層，下層に焼けた土器小片，炭化物を含む褐色土層の堆

積がみられる。

ピットは10個検出され，Pl～P4が本址の主柱穴と考えられる。

ピット番号 、長径　 cm 短径　 cm 深 さ　 cm 備　　　　　　　　　　 考

主　 柱　 穴P l 2 0 18 22

P　2 2 3 21 3 1 ク

P　3 2 0 17 2 1 ク

P　4 24 20 20 ク

P　5 2 4 19 18

P 6 2 0 17 18

P　7 2 2 22 26

P 8 19 19 16

P　9 2 2 22 15

P lO 24 24 16

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は粘土ブロック，炭化物粒子を含む暗褐色土

が堆積し，最下層はローム質，炭化物，青灰色粘土を含む褐色土の堆積がみられる。

遣物は土師式土器，須淳器の出土がみられ，婆形土器，（第82図1～5，9～15），鉢形土器（第

82図7）杯形土器（第82図8016～21）等および本遺跡唯一の墨書土器片（PL165－8）が出土

している。

国号焦眉址（第43淫）

本住居址はK－21。K－22eL－2UL－22eL－23にわたって確認され，調査地区中央部東

よりに位置し，13号住居址の南約9mほどにある。

主軸方向はN－8LWであり，長径7。6m e短径5。4mはどの方形の平面形を呈している。

遺構は表土下第Ⅲ層に検出され，壁はいずれも外反して立ちあがり，壁高は19～36cmほどであ

る。壁下に一部を除いて幅11～20cme深さ7cmほどの溝が周回している。

床はローム質で平坦をなし，床面はそれほど硬いものではない。東壁中央部近くの床面上に幅

10cme長さ60cme厚さ6cmの木炭と幅．10cm・長さ24cm・厚さ5cmほどのものが検出されている。
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北壁中央部には，カマドの痕跡が確認されるも，その構造については不明である。覆土は上層

に砂，焼土ブロック，粘土ブロックを含む暗赤褐色土が，第Ⅱ層は砂を多量に含む茶褐色土が，

カマドを囲むように堆積し，カマド内部と考えられる層は赤色の焼土のみがかたくしまって堆積

している。特に各層に砂が多量に含まれているのが目立つ。

本址はピットが多数検出され，22を数える〇本址の規模，ピットの位置および配列から推察し

て，主柱穴はPl～P6と考えられる。

ピット番号 長径　伽 短径　伽 深さ　伽 備　　 考 ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考

P l 21 2 0 52 主柱穴 P 12 16 16 16

P　2 18 17 5 5 ク P 13 18 18 30

P　3 2 6 19 46 ク P 14 16 13 20

P　4 20 20 48 ク P 15

P　5 24 2 2 4 7 ケ P 16

P　6 23 22 6 1 ク P 17 23 20 32

P　7 19 22 2 1 P 18
！
22 15 30

P 8 2 1 21 45 P 19 18 15 13

P　9 21 2 1 43 P 20 20 17 18

P lO 20 20 2 8 P 21 18 13 12

P ll 2 8 28 35 P 22 22 19 20

住居址内覆土は南の傾斜地に本址が構築されているためヲ北側より流入し堆積した自然堆積の

状態を示している。

遺物は小形婆（第83図5）の完形品外，土師式土器の破片で，婆形土器（第83図1e2e嬬

杯形土器（第83図7－10），碗形土器（第83図11），手づくね（第83図13），コシキ（第83図6）等が

出土している。

遺構内から焼土が多量に検出され，明らかに柱と考えられる木炭が床面上に検出されたことは，

本址が火災にあったものと考えられる。

摘竜住居址（第掴拓）

本住居址はG－15・G－16eH－15eH－16・I－15eI」6にわたって確認され，調査地区

の中央部北側よりに位置し，16号住居址の西約5mほどのところにある。

主軸方向はN－21LWであり，長径5。26m。短径5。1mはどの方形の平面形を呈している。
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遺構は表土下第I層に検出され，壁はいずれも垂直に立ちあがる。壁高は2～9cmほどである。

璧下には，西および北西を除いて溝が回っている。

床はロームであり，平坦をなし，床面は硬い。北壁中央部はカマドの痕跡が確認され，砂と焼

土が検出されている。

床面北西コーナーには長径103cm・短径90cmほどの楕円形の平面形を呈する貯蔵穴が検出され，

床面からの深さ13cmほどを計測する。

ピットは11個検出され，Pl～P4が対角線上に位置することから，本址の主柱穴と考えられ

る。直径はそれほど大きくないが，深さはかなりある。

ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考 ピット番号 長径　cm 短径　cm 深さ　cm 備　　 考

P l 2 1 15 40 主柱 穴 P　7 25 23 60

P　2 22 18 36 ク P 8 19 17 25

P　3 23 19 4 1 ク P　9 25 19 34

P　 4 27 18 4 7 ク P lO 2 9 25 30

P　 5 25 19 5 7 P l l 23 21 41

P　6 2 0 18 30

本址は表土直下に床面が露呈していた。

遺物はあまり多くなく，婆形土器（第81図5），杯形土器（第81図1～4）が出土している。

18号住居址（第45図）

本住居址はH－13eH－14。エー13バー14に確認され，調査地区中央部北よりに位置し，11
1

号住居址東側4mほどのところにある。

長径5。3m・短径4mほどの不整形方形の平面形を室しているが，主軸方向は不明である。

遺構は表土下策Ⅲ層面に検出され，壁はいずれも外反して立ちあがる。壁下に壁溝は認められ

ない。

床はロームであり，ほぼ平坦をなし，硬質の床面を呈しているd北壁中央部の覆土にカマドら

しき痕跡をみるが明確で患い。

ピットは2個検出され，北壁東よりは長径95cm・短径88cm・深さ18cmを有するピットで貯蔵穴

と考えられ，その南に検出された長径25cme短径21cm・深さ39cmほどのピットは，本址の主柱穴

と判断するには極めて弱く困難である。

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層は炭化物を含む黄褐色土，下層は炭化物，粘

土ブロックを含むしまりのある褐色土の堆積がみられる。
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遣物は覆土からの出土が主で数は少ない。主たる遣物は婆形土器（第86図1～4），杯形土器（第

86図6～9），コシキ（第86図5）等である。

01号土壌（第45図）

本址はJ－16eJ－27・K－26・K－27に確認され，調査地区東側端に位置する。

主軸方向はN－35LWで，長径5。2m・短径5mほどの楕円形の平面形を呈する。遺構は表土下

第Ⅱ層に検出され，壁は外反して立ちあがる。璧高は14～15cmほどである。

床はロームであり，平坦で硬質の床面を皇す。住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，第I層

は細砂を含む黒褐色土が，第Ⅱ層はローム粒子。焼土を含む褐色土が堆積している。

遣物は土師式土器の破片が数点出土したのみである。
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（劉　遺　物

住居址 遣物
。。 恒 量 cm

！ 形 態 。手 法 の 特 散 色　 調 l 胎 土 焼成
番　 号 No． ‖

［〕 径 Url　　　　．・森　 高

01 1

仕 漂器） ！讐 8
胴部球形，平底，胴部箆磨 き，底部箆

削り，器内面・箆ナデ，胴部上位欠損。
橙　　　 色

ス　コリ　ア

砂　　 礫
良好

01 2

仕 漂器） ！ 26 ・8
口縁部「く」の字に開く。胴部球形。目線

部は横ナデ，胴部箆削り牒 内面横ナデ
橙　　 色

ス　コ リ　ア

砂　　 礫
良好

01

i

3

t星

仕 漂器車 8

i

i
i

日縁部労連存し丸味をもって外反。

横ナデ整形。
明 赤 褐 色 砂　　 礫 良好

01 4

信 票器） i 13・8
日録都労連存，器内 ・外面に横位の箆

ナデ整形。
橙　　 色

ス　コ リ　ア

砂　　 礫
良好

01 5
杯

15 4．7
口縁部はほぼ垂直に立ちあが り，中位

橙　　 色
ス　コ リ　ア

（土師器） から外反，丸底。日縁部横ナデ。 砂　　 礫

！

4．7
口縁部内攣 ぎみに立ちあがり，大 きく

赤　 褐　 色
ス　コ リ　ア

良好01 6
杯

13。4
（土師器） 外反，丸底。器外・内面に横ナデ，朱付軋 砂　　 礫

i

14．8

目線部 4 底部の一部を欠 く。、．

6 とほぼ同じ形態。目線部横 ナデ暫　底

部箆削 り。未が付着。

赤　 褐　 色

橙　　　 色
！

l

砂礫 を少々 良好01 7
杯

（土師器）
4．4

約％女 失。日縁部短かく垂直に立つ。

胴部内轡 しながら大きく開く。平底。

口縁部横ナデ，胴掛 底部箆削り。朱付着。

明 赤褐 色
ス コ リ　ア

砂　　 礫
良好01 8

杯

は二帥器） 14．5 4 ．4

目線部短かく垂直に立つ。胴部は丸味

をもち，扁平な丸底。 赤　 褐　 色 砂礫 を少々
良好01 9

！

［ 杯

（土師器）
13．4 7 ．5

01 10

i 婆

（土師器）
10。3

l

口縁部的労連存。口縁部垂直に立ちあ

がる。横ナデ整形。未が付着。 明 赤 褐 色

！

良好

01 11
杯 底　 径

［
約％逮存。胴部直線的に開いて立ちあ

灰　 黄　 色
ス　コ リ　ア

良好
（鵬 器日 8・2 がる。平底。胴部 ログロナデ。 砂　　 礫

I

03 i

ir

1
婆

（土師器）

】

26．2
目線部労連存。口縁部外轡 して立ちあ にぷい黄橙 ス　コ リ　ア

良好がる。ナデ整形。 色 砂　　 礫

li
l03 i

i［j

2

iI

仕 禁器） ＿i＿＿＿＿＿2つ

】
目線部約％逮存。口縁部外轡。ナデ整

形。 浅 黄 橙 色

j

砂　 礫　 多 良好
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住居址　遺物

番　号　 No．
纂　種

法　二量　cm
／　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　′ 色　調 胎　土 焼成

＝　径 器　 高 形　悪・手　法　 の　特　 徴

03　　　 3 婆 14．1
口緑部％遺存。口縁部外攣しナデ整形。にぷい黄橙 ス　コリ　ア

良好
胴部は中位が張り箆削り。 色 砂　　 磯

03　　　 4 碗 14．2 9．8
％遺存。口縁部垂直ぎみ。胴部中位が

張る。丸底。胴部箆削り。目線部ナデ。
にぷい橙色 砂　礫　 多 良好

03　　　 5 小　 形　婆 10．2 12．2

i砂　 礫

軟弱

03　　　 6 杯 10．8 8．6

i
芸雷鵠 慧：β慧ふ慧霊漂 睡位にi橙　 色

！　　　　　　　　妄

砂　　 礫 普通

03　　　 7 鉢 12 11．7

i　　　　　　　　　　：
芸霊蒜完慧雷：ト警這孟禁 警り，・平底 i赤　 色i

！

ス　コリ　ア

砂　礫　 多
良好

03　　　 8 杯 12 3．4
霊悪霊 慧 ㌶ 忘慧 芸霊旨；体 にぷい航 ス　コリ　ア

砂　　 礫
良好

03　　　 9 碗 13．7 5．1
労連存。日縁部外反，体部短 e丸底，

体部箆削り，器内面箆ナデ。
灰　褐　 色 砂　　 礫 良好

03　　 10 杯 14．2 4．1
％遣存。目線部内傾，丸底，器外敵計 にぷい黄橙 ろコリ　ア

普通
削り。器内面，口緑部ナデ。 色 砂　　 礫

03　　 11 杯 13．2 4．4
％遣存。口縁部内傾。丸底。器外面箆

削り，器内面箆ナデ。
黒　　　 色 砂　　 礫 普通

03　　 12 杯 12．8 4．3
％遣存。目線部内傾。丸底。器外面箆

削り。器内面箆ナデ，目線部ナデ。
にぷい褐色

ス　コリ　ア

砂　　 礫
良好

超

03　　 ＿13

l

杯

l

13．25 4。8

l

完存。目線部内傾，丸底で凹あり。器外

面箆削り。口縁部ナデ。

l

浅 黄橙 色

l

ス　コ リ　ア

砂　　 礫

I

普通

03　　 14 杯 14．1 3．6
完存。目線部内傾。丸底。器外面箆削

り。目線部，器内面ナデ。
浅黄 橙色 砂　　 粒 良好

03　　 15 杯 17。2 4．2
％遺存。目線部内攣。丸底。器外面箆

削り。器内面箆ナデ。目線部ナデ。
にぷい橙色

ス　コリ　ア

砂　　 粒

l

良好

03　　 16 杯 14．1 3。8
目線部労，休部％遺存。目線部内軋

丸底。器外面箆削り，器内面ナデ。
赤　 黒　 色 砂　　 粒 普通

03　　 17 杯 13 4．1
％遺存。目線部内傾。丸底。器外面箆

削り。器内面，目線部ナデ。
橙　　 色

ス　コ リ　ア

砂　　 粒
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住居址

番　 号

遣物

No．

器　 種
法　 量　 cm

i 形 態 ・手 法 の 牒 徴

色　 調 胎　 土 焼成

口　 径 器　 高

03 18
杯

（土師器）
13．1

口縁部％遺存。目線部内攣。器肉ほぼ

均一。口縁部ナデ。未が付着。
赤　 橙　 色 砂　　 粒 牢好

03 19
杯

（土師器）
18．9

口縁部労連存。口縁部外傾。ナデ整形。
橙　　 色

ス　コリ　ア

砂粒・砂礫
良好

03 1 ′
杯

15．3 5．8
％完存。目線部内傾。丸底。器外面箆

にぷい橙色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 削り。目線部，器内面ナデ。 砂　　 礫

03 2 ′
杯

19．4 6．95
％遣存。目線部内傾 6丸底。器外面箆

にぷい橙色
ス　コリ　ア

良好
仕 師器） 削り。白縁部，器内面箆ナデ。 砂　　 粒

03 3 ′
小　 形　 婆

仕 師器）
6．2

％遣存。目線部外轡。下位に張り，胴

長。器外面箆削り。器内面箆ナデ。
明赤褐 色 砂　 磯　 多 普通

03 4 ′
小　 形　 杯

6．8 2．1
％遣存。目線部内傾。平底。口縁部ナ

にぷい褐色
ス　コリ　ア

良好
仕 師器） デ整形。 砂　　 礫

03 5 ′
皿

（須恵器）
20．0 4．3

％遣存。目線部外反。器内面ログロナ

デ。高台ナデ。底部ロクロ削り。
黄　 灰　 色 砂　　 礫 良好

03 6 ′
把　　　 手

（土師器）

にぷい黄橙

色
砂　　 磯 良好

04 1
婆

（土師器）
21．5

目線部％遺存。目線部外反。ナデ整形。
明赤褐 色 砂　　 磯 軟弱

04 2
婆

仕 師器）
20．1

口緑部％遺存。．目線部「く」の字に大き

開く。器外面ナデ。器内面箆削り。
橙　　　 色 砂　　 礫 良好

04 3
婆

（土師器）
21．1

日縁部労連存。 「く」の字に開く。器

外面箆削り。器内面箆ナデ。
にぷい褐色 砂　　 磯 良好

04 4
婆

仕 師器）
15．0 16．3

胴部％欠 。他遺存。口緑部「く」の字

に外反，中位が張る。器外面へラ調整。
橙　　 色 砂　　 礫 普通

04 5
杯

15 3．6
％遣存。目線部内傾。丸底。器外面箆

にぷい橙色
ス　コ リ　ア

良好
（土師器） 削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

04 6
鉢

15．8 8．0
％遺存。目線部外轡 して垂直に。最大 細こぶい橙色 ス　コ リ　ア

良好
（土師器） 幅上位。平底。器外面箆削り。 腑　赤褐色 砂　　 礫

04 7
婆
底　 径

9．0
底部％遺存。器外面箆磨き。底部 ・器

内面箆削り。

にぷい黄橙

色
砂　 礫　 多 良好

－75－



住居址

番　 号

遺物

No．
器　種

法　室　 cm
i 形 態の手 法 の 特 徴

色　調 胎　土 焼成
口　径 器　 高

04 8
長　　 婆

9．7
底部完存，他欠失。平底。器外面箆唐。

にぷい橙色
ス　コリ　ア

良好

i

（土師器） 器内面箆削り。底部木の葉庄痕。 砂　　 礫

04 9
杯
13．5 4言

底部％，口縁部労連存。日縁部外傾。 にぷい黄橙 ス　コリ　ア
普通

（須恵器） 底部平底。器内面ロクロナデ。 色 砂　　 礫

04 10
杯

16．2
日縁部最適存。日縁部やや外攣。器内 にぷい黄橙 ス　コリ　ア

！

普通
（須恵器） 面ロクロナデ。 色 砂　　 礫

05 1
婆

17．0
日縁乳 胴部％遣存。ノロ縁部外攣。ナ にぷい黄橙 ス　コリ　ア

良好
仕師器） デ。器内面箆ナデ。 色 砂　　 礫

05 2
婆
21。4

％遺存。日縁部大きく外轡。平底。器
橙　　　 色

ス　コリ　ア
良好

仕師器） 外面箆削り。器内面箆ナデ。夢 砂　　 礫

05 3
コ　シ　キ

9．2
底部完存。平底。器外面箆磨き。器内 にぷい黄橙 ス　コリ　ア

良好
仕師器） 面箆ナデ。 色 砂　　 礫

05 4

l

杯

（土師器）
13．0 4．3

％遣存。口縁部内傾。丸底。器外面箆

削り。口縁部の器内面箆ナデ。
灰　褐　色 砂　　 粒 良好

05 5
杯
12．7 4。4

％遣存。日縁部内傾。丸底。口縁部ナ 外…黒　色
砂　粒　 少 良好

ほ師器） デ。器外面箆削り，器内面箆ナデ。 内一橙　色

05 6
杯

13．4
目線部％遣存。目線部内傾。器外面箆

にぷい橙色
ス　コリ　ア

良好
仕師器） 削り，日縁部ナデ。 砂　　 粒

05 7
杯
15．8

．ロ縁部％遣存。ロ縁部直立ぎみに内傾。
にぷい橙色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 器外面箆削り。日縁部ナデ。内面箆ナデ。 砂　　 粒

謎

05

i

8

l

鉢

（土師器）

l

15．2

】

12．3
ほぼ完存。・目線部垂直に立つ。平底。

器外面箆削り。器内面箆ナデ。

i

にぷい橙色

l

砂　礫　 多

1

良好

07 1
コ　シ　キ

（土師器） 24．8
％遺存。口縁部外傾，胴部上位やや張

り以下窄る。平底。整形同上。
にぷい褐色 砂　礫　 多 良好

07 2
高　　 杯

仕師器）
14．8 8．5

％遺存。目線部外反。口縁部ナデ。杯

部内ナデ，器外面磨滅。
明赤褐色 砂　　 礫 良好

07 3
高　　 杯 脚部％遺存。脚部大きく開く。杯部内

橙　　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 面ナデ。脚部外面箆削り。 砂　　 礫

07 4
高　　 杯

裾径

10．5
脚部のみ遺存。脚部「八」の字に大きく

明赤褐色
スコリ　ア

良好
仕師掛 開く。器外面箆磨き。器内面箆削り。 砂　礫　 多
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住居址

番　号

遺物

No．
器　種

法　量　 cm
形　態・手　法　 の　特　徴 色　調 胎　土 焼成

口　径 器　 高

07 5
高　　 杯 底径 脚部％遺存。脚部横に大きく開く。脚

橙　　 色
スコリ　ア

良好
仕 師器） 9．0 部外面指押し，内面ケズリ。 砂　　 磯

07 6
椀

10。9
口縁部％逮存。目線部内傾，口縁部ナ

橙　　 色
砂　　 粒

良好
（土師器） デ整形。 砂　　 礫

07 7
婆 底径 底部労連存。厚みのある上底。直線的

内一橙　色
外一にぷい
橙　色
スコリ　ア

良好
（土師器） 7．6 に外傾。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

07 8
把　　 手 ほぼ完存。 にぷい黄橙

色
砂　　 礫 良好

08 1
椀

13．4 4．8
％遣存。目線部外反。丸底。器外面箆

橙　　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 削り。器内面箆ナデ。目線部ナデ。 砂　　 礫

19 1
小　形　 婆

15．9
口緑部％遺存。口縁部 「く」の字に外

にぷい褐色
スコリ　ア

良好
（土師器） 反。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

19 2
婆
22．8

％遣存。目線部大きく外攣。器外面箆
明赤褐色

スコリ　ア
良好

（土師器） 削り。器内面箆ナデ。 砂　　 磯

19 3
聾

（土師器）
20．0

胴部％より上位遺存。口縁部 「く」の

字に外反。器外面箆削り，器内面箆ナデ。
赤　　 色 砂　礫　 多 良好

19 4
婆

仕師器）
25．3

目線部％遣存。目線部 「く」の字に外

反。器外面箆削り，器内面箆ナデ。
にぷい橙色 砂　礫　 多 良好

19 5
婆
16．2

目線部％遺存。口緑部「く」の字に外 にぷい黄橙
砂　　 礫 良好

（土師器） 反。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 色

19 6
賓

17．0
％遺存。口縁部 「く」の字に外反。胴

明赤褐色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 長。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

19 7
婆 底径 底部のみ遣存。やや上げ底。直線的に

橙　　 色
スコリ　ア

良好
（土師器） 8。2 外傾。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

19 8
聾 底径 底部労連存。平底。直線的に外傾。器 にぷい黄橙 スコリ　ア

良好
（土師器） 9．0 内面箆磨き。底部箆削り。内面箆ナデ。 色 砂　　 礫

19 9
コ　シ　キ

（土師器）
26．0 24．3

芸慧 霊 慧 詰 ㌫ 豊 庫　 色E 砂　　 礫 良好

19 10
碗
10．8

目線部労連存。口緑部外反。上位に最
赤　　 色

スコリ　ア
良好

（土師器） 大幅。器外面箆削り。朱付着。 砂　　 礫
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住居址

番　 号

遺物

No．
器　種

法　量　 cm ！ 形 態。手 法 の 特 徴

色　調 胎　 土 焼成
口　径 器　 高

19 11
鉢
16．8

％遣存。目線部外反。平底。器外面箆
にぷい褐色

ス　コリ　ア
良好（土師器） 削り。器内面箆ナデ。目線部ナデ。 砂　　 礫

19 01 砥　　　 石
完存。

灰　　　 色 良好

09 1 婆 21．0
労連存。日録部外轡。器外面箆削り。

器内面箆ナデ，日綾部ナデ。 にぷい橙色
スコリ　ア

砂　　 礫
良好

09 2 婆 23．0
日縁部完存。臼縁部外轡。器外面箆削

り。目線部ナデ。
にぷい橙色

スコリ　ア

砂　　 礫
良好

09 3 婆 23。8
目線部％遺存。目線部外轡。器外面箆

削り。器内面箆ナデ。口縁部ナデ。
橙　　 色

ス　コリ　ア

砂　　 礫
良好

09 4 小　形　婆 10．3
口縁部％遺存。目線部 「く」の字に外

反。目線部ナデ。
橙　　 色 砂　　 礫 良好

09 5 高　　 杯
底径 脚部％遺存。脚部 「ハ」の字に開く。

にぷい橙色
ス　コリ　ア

良好
8．7 杯部内面朱付着。器外面箆削り。

！
砂　　 礫

09 6
高　　 杯

（須恵器） 19．5 17．0
脚部％遺存。杯部完存。口縁部外反。

脚なだらかに外反，下位より横に開く。
灰　　 色 砂　　 礫 良好

09 7
杯

仕師器）
15．2

口縁部労連存。日緑部外傾。器外面箆

削り。器内面，目線部ナデ。
黒　褐　 色 砂　　 粒 良好

09 8
杯

（土師器） 13．3 3．3
口緑部％遺存。目線部内傾。丸底。器

外面箆削り。月緑部，器内面，箆ナデ。
黒　　 色 砂　　 粒 良好

09 9
杯

（土師器）
14．0

日緑部欠失。丸底。器外面箆削り。器

内面箆ナデ。

l

黒　褐　 色 砂　　 粒

l

良好

09 10
杯
13．3

目線部％遺存。目線部外反。日録乳
赤　　 色

ス　コリ　ア
良好仕師器） 器内面朱塗り。器外面箆削り。 砂　　 粒

09 11
碗
10．3

口緑部労連存。日録部垂直に立ち，先端
赤　　 色

ス　コリ　ア
良好（土師器） 内傾，最大幅中位，扁平な球形，朱付着。 砂　　 礫

09 12
鉢

仕師器）
14．2

目線部％遺存。目線部 「く」の字に外

反，上位張る。器外面箆削り。
にぷい橙色 砂　礫　 多 良好

09 13
ーヨゴ笠 底径 底部完存。底部やや上げ底。直線的に

橙　　 色
ス　コリ　ア

普通仕師器） 4．0 開く。胴部箆磨き。底部箆削り。 砂　　 礫
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住居址

番　号

遣物

No．
器　種

法　 量　 cm
形　態・手　法　の　特　 徴 色　調 胎　土 焼成

口　径 器　高

09 14
＝ビ：荘 底径 底部労連存。平底，直線的に開く。器 内一橙　色

外一にぷい
褐　色

スコリ　ア
良好

（土師器） 6．6 外面箆削り。器内面ナデ。 砂　　 礫

09 15
聾 底径 底部％遣存。平底。直線的に開く。器 にぷい黄橙

砂　礫　 多 良好
（土師器） 6．2 外面箆削り。器内面磨滅して不明。 色

09 16 婆
底径 底部％遺存。内轡して立つ。平底。器

にぷい褐色
スコリ　ア

良好
7．0 外面箆削り。器内面ナデ。 砂　　 礫

09 17 婆
底径

6。3

底部のみ完存。直線的に開く。上げ底。

器外面箆削り。器内面箆ナデ。
褐　灰　色 砂　　 礫 良好

09 18
小　形　婆 底径 底部のみ完存。平底。底部にくびれあ

橙　　 色
砂　　 礫

良好
（手　捏） 3．2 り。内攣して立ちあがる。箆削り。 スコリ　ア

09 19 把　　　 手 黒　　 色
スコリ　ア

砂　　 礫
良好

17 1
コ　シ　キ

24．0 24。4
労連存。目線部外反。最大幅上位。器

黒　褐　色
スコリ　ア

良好
（土師器） 外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

17 2
杯

13－。＿1
完存。口縁部やや外轡。丸底。器外面 にぷい黄褐 スコリ　ア

良好
（土師器） 箆削り。口緑部ナデ。器内面箆ナデ。 色 砂　　 礫

17 3
杯

14．4
労連存。目線部外反。底部やや上げ底。にぷい黄橙 スコリ　ア

良好
（土師器） 器外面箆削り。器内面ログロナデ。 色 砂　　 礫

17 4
婆

（須恵器）
20。4

口縁部喜連存。口緑部 「く」の字に開

く。器外面平行たたき。ロ縁部ナデ。
黄　灰　色 砂　礫　 多 良好

17 5
婆

（須恵器）
12．7 4．8

目線部，底部欠失。外轡ぎみに開く。

器外面平行たたき。器内面箆ナデ。
褐　 灰　色 砂　　 礫 良好

17 6
杯

（須恵器）
12．7

ほぼ完形。口緑部外反。平底。器内外

面ログロナデ。底部箆削り。
灰　　 色 砂　　 礫 普通

17 7
杯 底径 ほぼ完形。口緑部外傾。平底。器内外

灰　　　 色 砂　　 礫
（須恵器） 6．9 面ログロナデ。底部箆削り。

17 8
蓋　　 杯

（須恵器）

％遺存。目線部外反。天井部平ら。中

央部に扁平なっまみをもつ。
灰　　 色 砂　　 礫 良好

17 9
杯

（須恵器）

％遣存。口緑部は大きく外反し，後や

や立ちあがる。端部に「八」状の高台。
灰　　 色 砂　　 礫 良好
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住居址

番　号

遣物

No．

器　轟

法 量 cm i ／ ム　　　 土 ′

色　調 胎　土 焼成
口　径 器　高 形　悪・ 手　法　 の　特　徴

17 10 砥　　　 石
ほぼ完存。 にぷい黄橙

色

17 11 紡　錘　 車
労連存。

暗　褐　色 良好

11 1
コ　シ　キ

28．0
％遺存。日縁部垂直ぎみに外反。最大

赤　　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 幅上位，平底。器外面箆削り。 砂　　 礫

11 2
コ　シ　キ 底径 ％遺存。平底。直線的に大きく外傾。 内一明赤褐色

外一にぷい
黄橙色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 7．7 器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

11 3
高　　 杯 脚部高台より上部遣存。脚柱垂直に下

橙　　 色
ス　コリ　ア

良好
仕師器） り，裾部開く。杯部器内面朱塗り。 砂　　 礫

11 4
杯
12．0

目線部労連存。口縁部垂直ぎみに外反。にぷい黄橙 スリリ　ア
良好

（土師岩封 目線部ナデ整形。 色 砂　　 礫

11 5
杯
13．3 5．3

％遺存。日緑部外轡して開く。丸底。
黄　橙　色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 器内面，目線部朱塗り。目線部ナデ。 砂　　 粒

1vl 6
・士宣E 底径 底部％遣存。底部より垂直ぎみに，後

内 にぷい撃
こ色 砂　礫　 多 良好

仕師器） 10．0 外轡し餌 らゞ外に開く。器外面箆削り。外一褐灰色

11 7
手　　 捏

（土師器）
2．5 1．15 橙　　 色 砂　　 礫 普通

11 8
把　　 手

橙　　 色
スコリ　ア

砂　　 礫
良好

12

l

l
杯

（土師器）
13．1 3．9

ほぼ完存。目線部内傾，丸底。器外面

箆削り。口縁部ナデ。器内面ナデ。
浅 黄橙 色 砂　 粒　 少

麹

良好

12 2
杯

仕 師器）
13．0 3。7

ほぼ完存。同上。
灰　 白　 色 砂　 粒　 少 良好

12 3
杯

（土師器）
12．9 4．1

％遺存。同上。
浅 黄橙色 砂　 粒　 少 良好

12 4
杯

（土師器）
14．5 3．7

完存。目線部垂直に立つ，丸底。器外

面箆削り。器内面，口緑部箆ナデ。
浅黄橙 色 砂　 粒　 少 良好

12 5
杯

（土師器）
12．3 4．3

ほぼ完存。同上。
橙　　 色 砂　　 礫

良好
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住居祉

番　 号

遣物

No．

器　 種

法　 量　 cm
形　 態 ・手　 法　 の　 特　 徴 色　 調 胎　 土 焼成

口　 径 器　 高

12 6
杯

12．8 4．3
、ほぼ完存。口縁部内傾。丸底。器外面

内一にぷい

昔橙色
ス コリ　ア

良好
（土師器） 箆削り。器内面，日縁部ナデ。 J′ヽ　」上．

外－黒褐色
砂　　 粒

12 7
小　 形　 婆

仕 師器）
17．0 10．4

ほぼ完存。口縁部丸味をもって外反。

最大幅上私 ゆがみのある平底。箆削り。
橙　　 色 砂　 礫　 多 良好

12 8
鉢

仕 師器）
15．7 8．7

ほぼ完存。同上。 内一黒　 色

外一橙　 色
砂　 礫　 多 軟弱

12 9
婆 底径 底部労連存。平底，胴部大きく内轡ぎ

にぷい昔橙 砂　 礫　 多 良好
（土師器） 8．2 みに開く。外箆削り，内・箆ナデ。 ハ　JJL

色

12 10
・＝ヒ寛 底径 底部遺存。上げ底。胴部外反ぎみに立

にぷい橙色 砂　 礫　 多 良好
（土師器） 6．7 ちあがる。外面削り。内面箆ナデ。

16 1
婆

（土師器）
26．6

口縁部労連存。目線部丸味をもって外

反。器外面箆削り，口緑部ナデ。
明黄褐 色 砂　　 礫 良好

1 2
婆 底径

底部遣存。底部やや上げ底。胴部内轡
にぷい昔橙

スコ リ　ア
普通

6 （土師器） 8．0 L をがら大きく開く。器外面箆削り。 J．ヽ　」ム色 砂　 礫　 多

16 3
婆

20．1

底部欠失。口縁部丸味をもって外反。
橙　　 色

ス コリ　ア
良好

（土師器） 胴部上位張り以下窄る。外箆削り。 砂　 礫　 多

16 4
婆 底径

胴部中位以下遼存。平底，胴部ほぼ球
浅 黄橙色

ス コ リ　ア
良好

（土師器） 7．0
形。器外面箆磨き，器内面箆ナデ。 砂　　 礫

16 5
婆

19．2

目線部％遺存。目線部丸味をもって外
浅 黄橙 色

スコリ　ア
良好

（土師器） 反。器外面箆削り，器内面箆ナデ。 砂　　 礫

16 6
婆 底径 胴部％遼存。胴部ほぼ球形。平底。器

橙　　 色
スコ リ　ア

普通
仕 師器） 8．5

外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　 礫　 多

16 7
小　 形　 婆

（土師器）
8．6

胴部中位以上遣存。目線部直立，胴部

わずかに張る。
灰黄褐 色 砂　　 礫 良好

16 8
瓶 底径 胴部％遺存。器外面箆磨き，内面箆ナ

にぷい昔橙
スコ リ　ア

良好
（土師器） 10．9 デ。平底。胴部最大幅上位。 し－　　　　　　′、　」ム

色
砂　 礫　 多

16 9
杯

13．0

口縁部，底部％遣存。ロ縁部内傾。丸
黒　 褐　 色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 底であろう。器外面箆削り，内箆ナデ。 砂　　 粒

16 10
杯

15．2

％遺存。目線部直立，器外面箆削り，
灰　 褐　 色

ス コリ　ア
良好

（土師器） 器内面箆ナデ，底部は丸底と思われる。 砂　　 礫
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住居址

番　 号

遺物

No．

法　量　 cm
胎　土 焼成器　種 形　態・手　法　の　特　徴 色　調

口　径 器　高

16 11
杯
15。7

目線部，底部％遺存。目線部丸味をも
橙　　 色

ス　コリ　ア
良好（土師器） って外反，丸底と思われる。箆削り。 砂　 撃

I6 12
小　形　婆

（土師器）
8．0

ほぼ完存。目線部丸味をもって外反。

胴部上位張る。器外面削りん。器内面ナデ。
浅黄橙色 砂　礫　 多 良好

16 13
鉢

10．0 10．8
ほぼ完存。目線部内傾。胴部上位くび

橙　　　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） れる。上げ底。箆削り，箆ナデ，ナデ。 砂　　 粒

16 14
鉢

（土師器）
14．0

％遺存。胴部外傾し狛 1ら立ち上がり

口緑部に続く。箆削り，箆ナデ。ナデ。
橙　　 色 砂　礫　 多 良好

16 15
鉢

17。4
労連存。日縁部丸味をもって外反。器 内一灰黄褐

色
外一橙　色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 外面箆削り，目線部，器内面ナデ。 砂　　 礫

20 1
小　形　薙

仕師器）
15．0 15．2

目線部％，頭部以下底部に至る％を遺

存。日縁部 「く」の字に外反。平底。
橙　　 色 砂　礫　 多 郎子

20 2
杯
11．1 4．2

％遣存。目線部内傾。丸底。器外面箆
にぷい褐色

砂　　 粒
良好

仕師器） 削り。器内面箆磨き。日録部ナデ。 ス　コリ　ア

13 1
聾

19．8
胴部上位以上労連存。日縁部 「く」の

にぷい橙色
ス　コリ　ア

普通（土師器） 字に外反。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

13 2
婆
20．9

目線部労連存。目線部丸味をもって外
にぷい橙色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 反。先端は垂直に立ちあがる。箆削り。 砂　　 礫

13 3
婆

（土師器）
20．7

ロ縁部労連存。目線部丸味をもって外

反。器外面箆削り。器内面箆ナデ。
明黄橙色 砂　　 礫 良好

13 4
聾

18．7
目線部労連存。目線部「く」の字に外反。

l

にぷい黄橙

l

スコリ　ア

l　　　　　　　　　錮

‘．良好（土師器） 先端直立。器外面箆削り。内面箆ナデ。 色 砂　　 礫

13 5
婆
18．1

目線部％遺存。目線部丸味をもって外 にぷい黄橙 ス　コリ　ア
普通＿仕師器） 反。先端直立。整形同上。 色 砂　　 礫

13 6
小　形　婆

（土師器）
13．4

目線部労連存。同上。 にぷい黄橙

色

ス　コリ　ア

砂　　 礫 普通

13 7
鉢

13．1 11．0
底部完存，他％遺存。同上。底部に木

橙　　 色
スコリ　ア

普通仕師器） の莫庄痕。 砂　　 礫

13 8
杯
15．3

％遺存。ロ緑部外反。平底。器外面ロ
橙　　 色

スコリ　ア
良好（土師器） クロナデ。器内面箆磨き。 砂　　 礫
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住居址

番　号

遣物

No． 器　種
法　 量　 cm

形　態・手　法　の　特　 徴 色　調 胎　土 焼成
口　径 器　高

13 9
婆 底径

t

底部遺存。胴部外傾しながら立ちあが
灰黄褐色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 5．7 る。底部やや上げ底で木の葉庄痕。 砂　　 礫

13 10
土　 師　式 底径 底部％遣存。胴部外傾，平底。木の葉

にぷい橙色 砂　　 礫 良好
土　　　 器 7。0 庄痕。器外面箆削り。器内面箆ナデ。

13 11
聾

仕師器）

底径

6．8

底部遼存。同上。 内一浅黄色
外一にぷい
黄褐色

ス　コリ　ア

砂　　 礫
良好

13 12
婆 底径 底部％遺存。胴部内攣ぎみ，平底。木

橙　　 色 砂　礫　 多 普通
（土師器） 6．7 の菓庄痕。器外面横箆削り。

13 13
婆 底径 底部遣存。胴部外傾。平底。器外面箆

にぷい橙色
スコリ　ア

良好
（土師器） 7．9 削り，器内姦箆ナデ。 砂　　 礫

13 14
婆 底径 底部完存。体部外反。底部は水平。高

にぷい黄橙
色

砂　礫　 多 良好
（土師器） 9．6 台を付す。ログロナデ，底部ログロ削り。

13 15
婆

（須恵器）
24．5

底部欠失。日縁部は丸味をもって外反。

上位張る。器外面平行たたき。
灰　　　 色 砂　　 礫 良好

13 16
杯 高台径 底部％遺存。底部水平。底部内側より

橙　 橙　色
ス　コリ　ア

普通
（須恵器） 6．3 に「八」の字に高台を付す。ログロ削り。 砂　　 礫

13 17

i

扁

（須恵器）

高台径

7。2

底部％逮存。同上。
橙　　 色 砂　　 礫 普通

13 18
杯 高台径 底部％遣存。同上。器内面ログロナデ。

褐　 灰　色 良好
（須恵器） 8．7 体部外傾して立ちあがる。

13 19
杯 高台径 底部のみ遺存。休部大きく開いて立ち

灰　　　 色 砂　　 礫 良好
（須恵器） 6．6 あがる。底部端に「八」の字に高台。

13 20
杯
14．0 4．0

完存。体部内轡ぎみに外反し目線部に
黄　灰　 色

スコリ　ア
良好

（須恵器） 至る。平底。ログロナデ，内面箆削り。 砂　　 礫

13 21
杯 高台径 底部完存。日縁部％遣存。体部外傾。

灰　 白　色 砂　　 礫 普通
（須恵器） 9。1 底部端に高台垂直に付す。平底。

13 22 把　　 手 糾g 橙　　 色 砂　　 礫 良好

14 1
婆
20。4

胴部中位以上％遺存。口縁部丸昧をも
橙　　 色

砂　　 粒
良好

仕師器） って外反，器外面箆削り，器内面箆ナデ。 スコリ　ア
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住居址

番　号

遺物

No．
器　形

法　量　 cm
i 形 態の手 法 の 特 徴 色　調 胎　土 焼成

口　径 器　高

14 2
土　師　式 底径 底部遺存。胴部外攣しながら立ちあが

にぷい褐色
ス　コリ　ア

良好
土　　　 器 9．4 る。底部はやや上げ底。箆削り。 砂　　 礫

14 3
小　形　 婆

16．4
労連存。底部欠失。目線部丸昧をもっ

橙　　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） て外反。胴部最大径上位。箆削。箆ナデ。 砂　　 礫

14 4
土　師　 式 底径 底部労連存。胴部直線的に外傾。平底。

にぷい黄橙
色

ス　コリ　ア
良好

土　　　 器 7．3 器外面箆削り，底部削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

14 5
小　形　婆

（土師器） 11．3 14言
ほぼ完存。口縁部「く」の字に外反。中

位が張る胴長の球形。上げ底。
橙　　 色 砂　礫　 多 普通

14 6
コ＿シ　キ

l
底径 底部％逮存。胴部内轡ぎみに立ちあが

にぷい黄橙
色

スリ　ア　ア
良好

（土師器） 7．6 る。平底。器外面箆削り，器内面箆ナデ。 砂　　 礫

14 7
杯
13．0

口縁部労連存。口縁部直立。器外面箆
橙　　 色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） 削り。日縁部，器内面ナデ。口縁部黒塗。 砂　　 粒

14 8
杯
12．4

底部欠失。目線部内傾。丸底と思われ
橙　　 色

ス　コリ　ア
良好

（土師器） る。器外面箆削り。器内面箆ナデ。 砂　　 礫

14 9
杯
14．4

目線部％遺存。同上。
にぷい橙色

スコリ　ア

砂　　 粒
良好

14 10
杯

（土師器）
18．3

％遣存。同上。
浅黄橙色

ス　コリ　ア

砂　　 粒
良好

14 11
碗

（土師器）
9．5 8．6

ほぼ完存。目線部直立。丸底。上位が

張る。器外面削り。器内面ナデ。
橙　　 色 砂　　 粒 良好

14 12
小　 形　 婆 底径

l

胴部下半％遺存。胴部内攣しながら立

】

にぷい橙色

l

ス　コ リ　ア
良好

（土師器） 6．4 ちあがる。やや上げ底。箆削り，箆ナデ。 砂　　 粒

14 ． 13 手　　 捏
脚部遣存。高杯形土器。

橙　　 色 砂　　 粒 軟弱

14 1
杯

14．3 3．8
％遺存。ロ縁部短かく，内傾。丸底。器外

浅　 黄　 橙
色

スコ リ　ア
良好

（土師器） 面箆削り。器内面箆ナデ，ロ縁部ナデ。 砂　　 粒

15 7 2
杯

（土師器）
13．1 4．8

ほぼ完存。口縁部垂直に立ちあがる。

丸底。整形は 1 に同じ。
浅　 黄　 橙

色

砂　 粒　 少 良好

15 3
杯

（土師器）
13．2 4．3

％遣存。同上。
橙　　 色 砂　　 粒 普通
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住居址

番　 号

遣物

No．

器　 形

法　 量　 cm
l 形 態 。手 法 の 特 徴 色　 調 胎　 土 焼成

口　 径 器　 高

15 4
杯

止 帥器）
13．1 4言

労連存。日縁部内傾，丸底。器外面箆

削り。黒く焼けている。器内面ナデ。
浅黄橙 色

l

砂　 粒　 少 良好

15 5
婆 底径 l 底部％逮存。胴部大きく外反して立ち

橙　　 色
スコ リ　ア

良好
（土師器） 8．7 あがる。器内面箆ナデ。器外面磨滅。 ∴砂　　 粒

18 1
聾

18．7
日縁部％遣存。目線部外轡。器外面箆

黄　 橙　 色
ス　コ リ　ア

良好
（土師器） 削り。器内面箆ナデ。日縁部ナデ。 ′砂　　 礫

18 2
婆 底径 底部遺存。胴部球形。内攣 して立ち上 内一浅黄橙

砂　 礫　 多

！

良好
（土師器） 8．4 がる。やや上げ底。整形 1 に同じ。 外一灰褐色

18 3
土　 師　 式 底径 底部遼存。胴部大きく開いて立ち上が

橙　　 色
ス　コリ　ア

良好
土　　　 器 8．3 る。平底。整形同上。 砂　　 礫

18 4
婆 底径 胴部下半％遣存。胴部内攣 ぎみに大き

にぷい褐色
ス　コリ　ア

良好
口二帥器） 7．6 く開いて立ちあがる。平底。1 に同じ。 砂　　 礫

18 5
土　 師　 式 底径 胴部以下％連存。胴長球形。把手貼付。

にぷい黄橙
ス コリ　ア

良好
土　　　 器 7．7 平底。整形同上。 砂　　 礫

18 6
杯

12．6 r 5。1
労連存。日縁部外轡し狛 ざら内傾。丸

明赤褐 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 底。器内面箆磨き。目線部ナデ。 砂　　 粒

18 7
杯

12．0 4．4
％遣存。口縁部垂直に立ちあがる。丸

赤　 褐　 色
ス　コリ　ア

良好
（土師器） 底。目線部朱塗り。 砂　　 磯

18 8
杯

12．9 4．0
％遣存。口縁部内傾，丸底。器外面箆

橙　　 色く
スコ リ　ア

良好
仕 師器） 削り。器内面箆磨き。口縁部ナデ。 砂　　 礫

18 9
杯

15．9 4．25
％遺存。目線部外反。丸底。整形同上。

赤　　 色
スコ リ　ア

良好
（土師器） 器内面朱塗り。 砂　　 礫

グリッド
1
小　 形　 婆

10．7 10．8
％遣存。目線部丸味をもって外反。先

黒　 褐　 色 砂　　 礫 軟弱
0 －6 仕 師器） 端部直立。胴部上位張る。平底。

グリッド
2

碗
12．6 6．4

も

完存。目線部外攣ぎみに内傾。平底。
橙　　 色 砂　　 礫 良好

Q － 5 （土師器） 器外面箆削り，目線部ナデ。内面箆ナデ。
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第　畢　酔佐谷迅遺跡（JNS一一二遜）

第瑠節　遺跡の概観

本遺跡は新治郡千代田村中佐谷字新山1084番地・1085番地に所在する。中佐谷A遺跡と谷を隔

てた東側標高26～27mの台地上に展開する畑地である。発掘調査前は苗木畑として利用されてい

た。遺跡に接して北東部に四万騎古墳群がある。調査対象面積840Iが。

第望節　調査　経　過

○昭和53年4月

現地踏査を実施し発掘エリアを確認する。

○昭和53年5月

作業員募集，発掘用器材の購入等発掘準備をすすめる。

○昭和53年6月

遺跡内の草刈り，立木の除去及び杭打ちを実施して調査区を設定する。杭打ちは，日本道路公

団が設定した中心杭「369＋40」を基点とする。調査区数62。

○昭和53年8月

好天に恵まれたため夏草の繁茂が麗しく再度草刈り及び清掃をし，第1次調査に入る。ローム

層上面は殆ど耕作土でガサガサした黒褐色土である。

○昭和53年9月

第1次調査を続行する。1基の住居址状遺構と2基の土腰を確認する。

○昭和53年10月

遺構が確認された周囲の調査区の表土除去作業を実施する。

○昭和53年12月

根号住居址，01号土壌，02号土壌の検出に入る。

○昭和53年12月20日

3基の遺構に霜対策を施し，現地作業を終了させ年末に入る。

○昭和53年1月

10日，発掘調査を再開する。

01号住居址，0巨02号土壌の平面形，セクション，エレベーション等の実測を逐次行ない，写
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其撮影を実施して，1月19日本遺跡の発掘調査を終了する。

第3節　遺構　0　達「物

（瑠）遺　構

馴号住居址　第舶図）

本住居址はG－8・H－8に確認され，調査地区西端に位置する。

主軸方向はN－11。5LWで，長径3。1m・短形2。9mほどのほぼ正方形に近い平面形を呈してい

る。

遺構は表土下第Ⅱ層から掘りこまれ，北西壁は垂直ぎみに，他の壁はなだらかに外反して立ち

あがり，壁高は39～61cmほどである。立ちあがりは極めて良好別犬態で検出された。壁下には幅

17～30cmバ采さ3～6cmほどの溝が周回している。

床はロームであり，かたくしまっていて良好な床面を呈している。床面は平坦である。北壁中

央部に落ちこみが認められる。その形状から煙道の掘りこみと推定され，ここにカマドが構築さ

れていたものと考えられるが，明確でない。

ピットは床面に3風　連構外側のコーナー部に4個，その他2胤　計9個検出されたが，柱穴

としては床面のピットは弱く，遣構外コーナー部のPl～P4が，より重要で，本址の主柱穴と

考えるのが妥当であろう。

ピット番号 長径
l短径 cm

深さ　cm 備　 考 ピット番号 長径　仇 短径　cm 深さ　cm 備　 考

P l 3 5 27 4 1 主柱 穴 P　7 19 15 15

P　2 3 2 24 20 ケ P　8 24 24 4 9

P　3 3 2 3 1 53
l
； ク P　9 18

】
16 1 23
1

l
璧
ク

l
！
li

P　4 3 3 25 4 8

P　5 25 13 18
l

l

P 6 24 15

＿Å

巨 4

i

！

i

住居址内覆土は自然堆積の状態を示し，覆土上層に黒色土，暗褐色土が堆積し，最下層は，炭

化物を含むローム質の黄褐色土が堆積している。

遺物は比較的少なく，婆形土器（第91図1－4），須恵器片その他杯の破片が数点出土したにと

どまる。
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01号土壌（第47図）

本址はIの8に確認され，調査地区西晩01号住居址の南側に位置している。主軸方向はN－

35竺－Wで，長径204m e短径1。4mほどの楕円形の平面形を呈している。遺構検出面からは床まで

の深さは25cmほどで，壁はゆるやかに外反して立ちあがっている。

覆土は2層にわけられ，遺物の出土は全くなく，本址の性軌　時期等は不明である。

02号土壌（第47図）

本址はE－18に確認され，調査地区の北東端に位置する。主軸方向はN－33LWで，長径1。3m

e短径0・6mはどの方形の平面図を呈している。遺構は表土下第Ⅲ層面に検出され，床までの深さ

は0。4mほどで，壁は垂直ぎみに外反している。

遺構内覆土は黒色土のみで，ロームブロックがわずかに混入し自然堆積とは考えられない。農

耕に伴う芋穴の可能性が強いと考えられる。

（2）遺　物

針号住居址（第馴図　－4）

本住居址からの遺物の出土状態は，遺物量が極めて少なく，床面に近い覆土から土師式土器が

出土し，すべて破砕していた。

土　器

1ほ南東コーナー部床面直上から出土した婆形土器であり，胴部下半以下が欠失している。口

径19。4cm・現高11cmほどで，日縁部は丸味をもって外反している。

器外面は，日縁部がナデ整形。胴部が箆削り整形がみられる。器内面は箆ナデ整形がなされて

いる。

色調はにぷい褐色を皇し，胎土中にスコリアe砂礫を含む。焼成は良好である。

2は1と同地点から出土した婆形土器で，目線部から肩部に至る％ほどを遺存している。口径

14e3cm。現高4．2cmほどを測る。目線部は丸味をもって外反しをがら立ち上がる。

器外面は，口縁部にナデ整形痕が認められるが，他は磨滅していて不明である。

色調はにぷい赤褐色を呈し，胎土中にスコリアe砂礫を含む。焼成は良好である。

3は北東コーナー部から出土した婆形土器である。胴部下半以下欠失している。口径14。6cm・

現高6。5cmほどで，ロ縁部は丸味をもって外反し，立ちあがっている。

器外面は，口縁部にナデ整形。胴部に箆削り整形。器内面に箆ナデ整形が認められる。
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色調は橙色を室し，胎土中にスコリアe砂礫を含む。焼成は良好である。

4は3と同じ地点に出土した婆形土器の胴部であり，％ほど遺存している。最大径は胴部中位

よりやや上部にあり，以下内轡しながら窄る。

器外面は，胴部上位では箆削り整形が認められ，胴部下半では横位の箆削りがみられる。器内

面は全体的に箆ナデ整形がなざれているが，底部近くは磨滅していて，整形痕は認められない。

色調は灰褐色を室し，胎土中にスコリアe砂礫を含む。焼成は良好である。
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第二享／一三三≠享芋≡　二二：「

筑1箭　古墳群の概況

本古墳群は新治郡千代田村大字大塚に所在する。国道6号線沿い，同村市川地区より同村下志

筑地内に至る農道によって，東側の松延1e2号境と区別されるが，実勢としてほ恋瀬川南岸の

台地に占地する広範囲な古墳群であり，恋瀬川から松延1・2号境の西側に浸蝕する谷を中心に

台地の南側e霞ケ浦の浸蝕谷に至る約1kmの問に集中している。15基（当初10基，発掘調査の過

程で5基加えられる）の古墳が発見されている。

古墳群の立地する台地は雑地であり，既に耕作等により削平されて，現墳高0。3m～0。6mを測

る程度である。建設予定の常磐自動車道は，これら古墳群の中心を貫いている。

各古墳の呼称については，北から順に大塚1号墳（JOT－1）e大塚2号墳（JOT－2）

e……大塚10号墳（JOT－10）と命名し，新たに発見されたものは南から順に大塚11号墳（JO

T－11）……大塚14号墳（JOT一拍）e大塚3号境の調査中に発見されたものを大塚15号墳（J

OT－15）と呼称する。

大塚9010号境は昭和53年度に調査を行ない，その他呈3基の古墳は昭和54年度に調査を実施。

第2第　調査の鮮過

大域古墳群（9号バ0号墳）

昭和53年4月から7月にかけて，発掘調査の諸準備期間として，調査方法の検討，調査用具の

選択，現地踏査，作業員雇用，発掘調査範囲内の伐閏作業，杭打ち作業を実施したのち，7月上

旬より発掘調査に入る事が出来た。7月中旬から下旬にかけては，大塚古墳群，松延古墳群，志

筑遺跡の一部の草刈作業，雑木の焼執　環境整備等を行なう。

当初，志筑遺跡の発掘調査を，実施する計画であったが，用地取得等の事情から急きょ変更し，

大塚古墳群の9号40号境の発掘調査に入る。

7月下旬

特に大塚古墳群内，7号・8号。9号・10号境の清掃を実施し，現況の写真撮影を行なう。また，

7号。8号e　9号elO号境の地形測量を実施する。

発掘調査にあたり，発掘調査区を設定する。設定の方法として，日本道路公団の基準杉飾1か
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ら，北東へ8。5m地点の白杭を起点とし，東西南北に4mの方眼の杭を打ち，北から南へ，a～

W西から東へ1～21の小調査区を設ける。31日より10号境の小調査区の表土排除作業を開始する。

8月上旬

10号境の′j、調査区にセクション図の作成，セクションベルトの取り除き作業を行なう。

10号境は，小調査区の表土の排土作業を終了した結果前方後円墳であることを確認し，また，9

号墳の排土作業を同時に行なった結果円墳であることが確認された。

10号境の前方後円墳，中央部の位置および後門部の南側に位置する個所より主体部を確認し，

前方部主体部を南主体部，後門部主体部を北側主体部と名称をつけた。

8月中旬

9号境は，小調査区の排土作業を終了し，周溝部の発掘作業を実施し，また主体部の確認作業

を行ったが主体部は確認出来なかった。南側周溝部の外側に沿って土壌を確認する。

10号境の小調査区を中心にセクション図の作成，および商主体部の発掘作業を行なう。

8月下旬

9号境は，周溝の発掘作業を中心に進めた。セクション図の作成，セクションベルトの取り除

き作業を実施する。

10号境は，両室休部の内部調査を行なう。さらに平面図の作成を行なう。

9月

この目は，当初の計画に基づき，志筑遺跡の草刈作業，小調査区の発掘作業に入り，大塚9号

10号境の調査は中断する。また作業員の不足もおきる。（農繁期のため）

10月

9号填，10号境の調査を再開する。9号境は，主体部確認作業を中心に精査したが，確認でき

なかった。

10号填，南北商主体部の精査を行ない，石棺掘り方を実測する。

9号填，10号境の平面図，エレベーション図の作成，写真撮影を行ない調査を完了する。

○昭和54年4月上旬

器材の点検，調査方法についての検討など発掘についての諸準備。
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○昭和54年4月中旬

10日，作業開始。

発掘区域の草刈り，清掃，トレンチの設定等を行ない2e4e6・7号境の発掘に入る。

トレンチの設定にあたっては，1・2号境は日本道路公団が設定した基準杭「STA5」をも

とに設定したグリッドを，3e4・5e6号境については「STA3」を基準に設定したグリッ

ドを，7・8号境については「STAl＋8，559」を基準に設定したグリッドをもとにして撃　南北

および東西に，あるいは主軸に幅2mで設定。

2号墳において，南北トレンチe南側周溝より石棺蓋石らしきもの露呈。北側周溝に切りあい

の痕跡が認められる。

6　0　7号境について墳丘平面実測を実施。

○昭和54年4月下旬

1号境では発掘区域内の草刈り。清掃等を行ない，発掘調査の準備を整える。

2号境では墳丘測量による平面図作成，東西トレンチの設定と発掘。西トレンチL－3に黒色

土の落ちこみがみられる。

4号境では南北トレンチの発掘が終了し，周溝の位置を確認する。さらに東西トレンチの設定

e発掘・属溝を確認し，発掘全景の写真撮影をする。

607号境も東西6南北トレンチの発掘により周溝の位置を確認する。7号墳では東西南北ト

レンチ発掘後の全景撮影を行なう。

○昭和54年5月上旬

1号境は墳丘の約％が高速自動車道用地外であるため，西トレンチe南北トレンチを設定し発

掘に入り，西トレンチにおいて属溝位置を確認する。

2号境はトレンチ発掘による墳丘断面の写真撮影を行なう。

4号墳は周溝発掘を進める。

5号境は東西。南北にトレンチを設定し，南北トレンチの発掘に入る。周溝の位置が確認され，

北側周溝から形象埴輪（人物）の手が出土。

6。7号填，墳丘断面の実測に入る。

○昭和54年5月中旬

1号境は墳丘測量を実施し，南北トレンチ南側部を延長し，発掘に入る。

2号墳は墳丘断面の写真撮影および実測に入る。

3号境は発掘区域の草刈り。清掃および墳丘の平面実測を行ない，その結果，前方後円墳と推

定し，後門部と思われる墳丘の北および西側に幅1m e長さ12mのトレンチを設定し，発掘に入

る。
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4号境は周溝確認のためグリッド発掘をすすめる。

5号境は南北・東西トレンチ及び周溝の発掘をすすめる。北及び南側周溝付近から円筒埴輪片

出土。北側周溝より形象埴輪（人物の頭部一男子e手）等が出土する。

6号境は主体部探査のため墳丘部の発掘をすすめる。

8号境は墳丘の平面実測を行ない，トレンチを設定し発掘に入る。

○昭和54年5月下旬

1号境は南北および西側の周溝発掘を行ない，墳丘断面図の土相注記，写真撮影を実施し，実

測に入る。

2号境は周溝確認のための墳丘西側部の発掘をすすめ，併せて黒色土の落ちこみが認められる部

分の発掘をすすめる。

J－3グリッド表土下より木の実の炭化物多量に出土する。

南周溝部において確認された主体部（石棺）の調査に入り，上蓋写真撮影，実測を行なう。

3号境は前述のトレンチ発掘を継続する。

4号境は墳丘断面図の土相注記を実施する。

5号増は周溝の発掘，墳丘の断面の精査，写真撮影等を遂次実施する。

6号境は主体部探査及び周溝確認のため発掘を継続する。

8号境においては主体部（石棺）が確認され，石棺上部の排土を行なう。

○昭和54年6月上旬

1号墳は墳丘断面図の土相注記を行なう。

2号境は石棺平面図，石棺内部等の実測を行ない，続いて本古墳内土壌の発掘に入る。鉄鉄ら

しい鉄器残片出土する。

3号境は前方後円墳であろう予測のもとにA3h3～B3C9に幅2mの主軸トレンチを設定

し，発掘に入る。墳項部より石棺残片が出土する。

4号境は周溝確認および主体部探査のため墳丘発掘を継続する。

5号境は墳丘，周溝確認および主体部探査のため発掘を継続する。

5日，C2d　7グリッドに主体部が確認される。

6号境は周溝部確認調査，主体部探査のため墳丘部発掘を継続する。7号境も同様である。

8号境は主体部調査に入る。石棺上部の排土，石棺上蓋写真撮影，同案軋　石棺エレベーショ

ン，石棺内部調査，同実測等速次調査をすすめる。

この頃，2号墳北側周溝における「切りあい」，6号墳北側周溝の調査によって，新たに古墳

の存在が確認され，さらに8号境の南西にかなりのマウンドをもつ円墳が，6号境と7号境のほ

ぼ中間に石棺の存在が確認される。これら新規に確認された古墳の呼称については，概況で述べ
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た通りである。

○昭和鍼卑6月中旬

2号境においては，土壌の調査を継続する。金環2個出土する。本主体部か。

3号境は主軸トレンチの発掘を継続する。

6。7号境は主体部探査のために墳丘部発掘を続行する。

8号境は石棺調査を継続させ，掘り方発掘，撮り方実測，石材引きぬき等実施する。

○昭和54年6月下旬

6号壇は墳丘部発掘を継続させ，併せて墳項部付近に出土した遺物の取りあげを行なう。

7号境は主体部探査のため周溝部付近の墳丘部発掘を行なう。

8号増は掘り方平面の実動　写真撮影を行なって主体部調査を終了する。さらに形態追求のた

め，主軸トレンチを幅2mに設定し発掘に入る。

14号墳において南北および東西にトレンチを設定し，発掘に入る。

ご昭和54年7月上旬

2号墳下の住居址の発掘に入る。表土下10－20cmで床面が検出される。住居址平面プラン，断

面，エレベーションの実測および写真撮影を遂次行なう。

3号増は主軸トレンチの発掘を続行する。3本の周溝が確認され，これまで前方後円墳であろ

うとの想定のもとに調査をすすめてきたが，このことによって，3号境と接して立地する古墳の

存在が確認される。15号古墳と命名する。

15号増にトレンチを設定して発掘に入り，周溝の位置を確認する。

5号境は墳丘部発掘を続行する。形象埴輪（人物一女）が出土。その他埴輪片多数出土する。

続いて主体部の調査に入り，石棺上部の排土作業を行なう。

11号古墳においては発掘区域の草刈り，グリッド設定のための杭打ち，墳丘平面実測を行ない，

南北および東西にトレンチを設定する。

14号増はトレンチおよび周溝の発掘を続行する。

○昭和54年7月中旬

3号増は主体部探査のために墳丘部発掘を行なう。北側周溝（A3j　8）より石棺に使用された

たと思われる長径70cm e短径40cmほどの石が検出される。

7号増は周溝の全体的な形態を究明するために発掘を続行。

11号境はトレンチ発掘に入る。主体部（石棺）が確認される。

14号境は周溝および墳丘の発掘を続行。

○昭和54年7月下旬

2号境は墳丘部のベルトはずしおよび東西周溝の写真撮影および周溝断面の実測を行ない，本
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古墳の調査を終了する。住居址が残るのみ。

8号境はくびれ部の周溝確認のための調査をすすめる。

5号境は石棺調査に入り，石棺上蓋写真撮影と実測。石棺内部撮影および実測，石棺内遺物実

測，石棺底石上面プラン実測等速次行ない，次いで周溝発掘と埴輪列の検出につとめる。以上で

本古墳の調査を終了する。

12号境は「STA3＋0」を基準として原点移動，グリッド設定のために杭打ちを実施。次い

で墳丘の平面測量を行ない，石棺の確認部を仮りの中心軸として，みかけ上の墳項で交差する1

m幅のトレンチを南北および東西に設定し発掘に入る。

13号墳においても，墳丘の平面実測を行ない，トレンチを東西，南北に設定し，調査に入る。

まもなく周溝の位置が確認され，次いで西トレンチ内で主体部（石棺）が確認される。

14号境では墳丘部。周溝の発掘および実測を遂次行ない，調査を終了する。

15号境は周溝発掘および墳丘断面の実測を行ない，調査を終了する。

○昭和54年8月上旬

2号墳下住居址については，遺物の取りあげ，ピット掘り，平面プラン。エレベーション等の

実測及び写真撮影を実施し，調査を終了する。

4号境は北西周溝の調査を最後に終了。

6　e7・8号境も墳丘e周溝の断面撮影終了と同時に調査を終了する。

12号境は主体部の調査に入り，上蓋の写真撮影，実測を行なう。

石棺は一度開かれた様子がみられる。掘り方の内側に撹乱の後がみられ，内部をのぞける程度

に上蓋がずれており，閉そくが不完全で，内部に土が流れこ　でいる。

次いで石棺上蓋を除去し，内部調査を実施。

13号境は石棺掘り方確認のため周溝および墳丘発掘をすすめる。

○昭和54年8月下旬

中旬は月おくれ盆につき作業中止。

13号境について石棺調査に入る。人骨1体分，副葬品として鉄鎖がみられる。

○昭和54年9月

11号境は主体部の調査に入る。石棺掘り方の発掘および実測，石棺調査を遂次行ない，12。13

号境も主体部の調査をすすめ，発掘全測図を作成し，調査を終了する。

－95－



第3酢　古墳の調査

1。大塔1号宙墳（J◎甘一召）

（1）古墳の現状

恋瀬川からの浸蝕谷の北斜面に立地。本古墳の約％は高速自動車道の用地外である。

雑地で，既に耕作等により削平され，現墳高0。3～0．4mほどである。

（2）古墳の構造

＼墳　丘）

墳丘の形状は円墳で，規模は周溝を含む南北径30m，周溝内径18。9mを計測する。

封土の構成状態は，南北トレンチ西壁断面図によると，ローム層の上に旧表土である黒色土層

が20～25cmほどあり，その上にロームあるいはロームブロックを含む暗褐色土ないしは褐色土が

45cmほど盛土されている。

〈周　溝〉

周溝の規模は最大幅6。Om e最小幅5。5m e深さ0。9～0。95mほどで，溝の断面はゆるやかな傾斜

をもって外反しながら立ちあがっている。完全に周回し，円形を呈すると思われる。

（3）埋葬施設

掘＝ニ〝ヽ　旦お粛台転け自力ヱつ与えズ　ワオ　高ヽノ°hこ「ド　士束立　もト7　易1　サ董音頭十スセ法号隼け名落日　曳1井上）
唄J」一VノI4＼’IJ　′lノ＼jビスYCト．しくノり＋＼・ぴノ1＞／も‥－　Cノ〃　′J qノ’＿ノ　ブ，　＿」一㌢で‾FHJ『hノ　く丁、　）　　し　′t　レl一日クへニコ　フ　　Cゾ〃し5PノLYCトノtJノu LV’1レ　d・Y O

空。大境2号古墳（』◎甘－2）

（1）古墳の現状

恋瀬川からの浸蝕谷の東岸に立地，雑地であり，耕作等によって削平され，現墳高0。5mほどで

ある。
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（2）古墳の構造

〈墳　丘〉

墳丘の形状は円墳で，規模は周溝を含む東西径20．7m・南北径20mほどで，東西周溝内径14m

・南北周溝内径12．7mを計測する。

封土の構成状態は南北トレンチ東壁に、よると，ローム層の上に旧表土である極暗褐色土の堆積

が30。mほど認められ，それがⅡ層にわかれ，上層は固くしまっており，下層は軟かい。旧表土は

耕作土の直下にある。墳丘は低いがその保存状態は良好である。

〈周　溝〉

周溝の規模は最大幅4．7m・最小幅3．5m・深さ0．3－0．7mほどで，溝の断面は大きく開いて立

ちあがる。完全に周回すると思われるが北側周溝が14号墳と切り合い，北西で周溝の末端が弥生

：時代の住居地と切り合う。

（3）埋葬施設

Aトレンチ南 け周溝 （N－5グリッド南東部）北壁斜面より蓋石長径131cm・短径37cm・底石長

径122・5cm．・短径27・5cmほどの小形の箱式石棺が検出される。蓋石2枚，妻石2枚，側石が3枚

ずつの6枚，底石3枚によって作られ，東壁内径25cm，西壁内径17・5cmほどで船底形を呈してい

る。主軸方向はN－73LE。

石棺内部は撹乱された形跡はないが東側石と蓋石に若干のすき間が生じ，そこから流入したと
●

考えられる土砂によって埋められていた。人骨等は検出されない。

（4）その他の遺構

〈土　壌〉

本牡は本古墳内北西側墳丘L－3・L－4で確認される。主軸方向N－73LWで長径3・24m・

短径2．26mほどの長方形の平面形を呈する。

遺構は表土下第工層より検出され，壁は外反して立ちあがり，壁高は66cmを測る。床面は粘土

および石片が混入している。

土境内は撹乱された形跡が著しく，石棺底石らしい石片が多数出土。

遺物は金環2個，鉄鉄残片7個，刀子1本が出土，本古墳の主体部と推定される。

〈住居址〉

本牡は本古墳北西側周溝に切断されて，J－3・J－4・J－5・K－3・K－4・K－5に
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わたって確認される。

遺構は表土下第ヱ層から掘りこまれ，上層面に木の実の炭化物が弥生式土器片と共に検出され

る。主軸方向はN－66・5LWであり，長径6m・短径4。5mほどの長方形の平面形を呈する。

壁は外反して立ちあがり，壁高は4～15cmほどである○床面はローム粒塊，焼土炭化物が混入

する黒褐色土である。ピットは6個検出され，Pl～P4が主柱穴と考えられる。

遺物は紡錘車1胤弥生式土器小破片，木の実の炭化物等が出土している。

（5）遺　物

（筑想相月へ錨）

1～26はいずれも銑鉄あるいは刀の破片と考えられるが，さびが著しく，しかも原形をとどめ

ていない。土壌より出土。

22は刀子である。土壌より出土。

29～30は金環である。29は長径3e3cme短径2。8cme厚さ径9mmほどの環で，中央に径1。6。mほ

どの孔がある。30は長径3cm弓豆径2・7cm・厚さ7mmほどの環で，中央に創。5cmほどの乳がある。

住居址床面出土。

（計闇闇つ～り（第で別ほ結柑）

琵‾房址

轟　 号
遺物

No．
器　 種

法　 量　 cm
形　 態 ・手　 法　 の　 特　 徴 色　 調 胎　 土 焼成口　 径 器　 高

J O T 2
1

二王ご笠
14．3

i

胴部下位以下欠損。複合目線でゆるや
砂　　 粒 良好住居址 （弥生式土

器） かに外反。頸部に櫛描文，胴部に縄文。 青　 灰　 色

J O T 2

住居祉
28
紡　 錘　 車

仕　 製）

直径

5．5

孔径

0．7

にぷい黄橙

色
ス　コリ　ア 良好

J OT 2
2
平　　 瓶 胴径 肩部張る。胴上半口グロナデ，胴下半

灰　 色 ！

砂　　 礫 良好（須恵器） 14．0 ロクロ削り。中位に自然粕付着。

J O T 2
3

杯

仕 師器）
12．3 3．9

％遣存。目線部内傾。丸底，器外面箆

削り。目線部。器内面ナデ。
褐　　　 色 砂　　 磯 良好

J O T 2
4

杯
13．2 5．1

目線部％欠損。日縁部外傾。丸底。
にぷい橙色

スコ リ　ア
良好（土師器） 器外面箆削り。器内面，口縁部ナデ。 砂　　 礫
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◎　東塔　号音囁　』◎腎一郎

（1）古墳の現状

本古墳は恋瀬川からの浸蝕谷の南斜面に面して立地魯約％は高速自動車道の用地外である。雑

地であり，発掘前は栗林であった。耕作等で削平され，現墳高0。4mほどである。

（2）古墳の構造

′墳　丘

墳丘の形状は円墳であり，規模は層溝を含む東西径約26m，属溝内径約18mを計測する。

封土の構成は，主軸トレンチ北壁断面図によるとローム層の上に旧表土である黒色土が約26cm

ほど堆積し，その上にロ二ムあるいはローム粒子，ロームブロックを含む暗褐色も　明褐色土が

約65cmほど盛土されている。墳丘の保存状態は良好である。

〈周　溝）

周溝の規模は最大幅4。7m・最小幅3。6mバ采さ60～74cmほどであり，溝の断面はゆるやかに外

反して立ちあがっている。

周溝最下層には黒色土とロームの混入した暗褐色土が6～8cmほど堆積し，その上にかたくし

まった黒色土が22－25cmほど，さらにやわらかい黒色土，きめこまかく重い黒色土，きめの荒い

黒色土と順に堆積している。

（3）埋葬施設

墳丘北側約％について調査をすすめたが，埋葬施設は発見され射、。北側周溝底面より長径70

cme短径40cmほどの石棺の底石と思われる石材が検出されたが，主体部の痕跡は認められない。

在、武義ヰ竜一L三百J主（もJ㌶一一‾一一一・′ご．ニ

（1）古墳の現状

本古墳は恋瀬川からの浸蝕谷の南端に面して立地　古墳の中央に大きを溝が掘られてあり，西

半分は山楓　その他は雑地であり，調査前は栗林であった。墳丘は削平されてあり，現墳高Oe3

－0．4mほどである。
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（2）古墳の構造

〈囁　塵〉

墳丘の形状は円墳であり，規模は周溝を含む南北径25。1m・東西径25言m。屠溝内径南北15。8

m・東西15．1mを計測する。

封士の構成は，Aトレンチ西璧断面図によると旧表土である黒色土がローム層の上に約20cmほ

どあり，その上に暗褐色土e褐色土と順に盛土され，墳項部では44cmほどの封土が計測されるが

墳丘の保存度は悪く，墳項外では即耕作土である。

音　義′一

層溝は完全に周回し，ほぼ円形を呈している。最大幅は4。9m e最小幅4。3mを測り，深さは60

～85cmほどであり，西側で深く，東側で浅い。

属港内覆土の堆積状態は，上層が黒褐色土，次に暗褐色土，最下層が褐色土であり，いずれも

ローム，ローム粒子が混入されている。

（3）埋葬施設

屠溝および墳丘部は全据したが，主体部およびそれに該当する施設は発見されない。

5◎　東塔5号薗噴　く』◎苛一郎

（1）古墳の現状

本古墳は南側に小形の方形を持つ，いわゆる前方後円墳形の古墳である。4号古墳の南に位置

する。雑地であり，調査前は栗畑であった。耕作等により削平され，現墳高0。3～0。5mほどであ

る。西裾部より埴輪片が表探される。

（2）古墳の構造

〈墳　塵〉

墳丘の形状は前方後円墳である。規模は周溝を含む東西径（後門部）27。5m，南北径32mほど

を計測する。墳丘内径は東西18．6m・南北23。8mほどであり，くびれ部は周溝内径8。3mほどを

測る。

封土の構成状態は，ロームの上層に旧表土である黒色土が約20cmほど堆積し，その上に約40cm

ほど暗褐色土あるいは褐色土の盛土がみられる。墳丘は低いが，保存度は良好である。
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／周　溝＼一

周溝の最大幅6．1m・最小幅4．2m・深さは1．14－0．48mほどで，古墳全体のくびれ部にあたる

部分が最も深く，前方部南面と後門部東側が浅い。

周港内覆土の状況は，上層は褐色士が12cmほどの層をなし，その下に黒褐色土がほぼ同じ厚さ

の層をなし，次に黒色土がかなり厚く堆積し，最下層にロームの混入した褐色土がみられる。

（3）埋葬施設

本古墳の主体部と思われる箱式石棺は，いわゆる墳丘の括れ部にあたる位置に深い土壌を設け

てロームブロックに完全に覆われた状態で発見された。

土壌は主軸方向N－67．5LWであV），長径4m・短径2．85mほどの長方形の平面形を呈してい

る。壁は垂直ぎみに外反し9　壁高は1詫3m～1。02mほどで，床面は粘土，細石片，ロームが混じ

りあった褐色土であり，しまりがない。

土壌最上層面から約42cm下に石棺の蓋石が検出される。蓋石は2枚で長径2。72m。短径0．8m

ほどである。蓋石上面から底石底面までの高さ70cm，底石は3枚，側石片側2枚ずっの4枚，妻

石2枚の石材が使われている。

石棺内部は長径2。07m e短径72cmの長方形で，側壁，底石，天井石に朱がぬられている。人骨

1体分，直刀1振，刀子1本，骨鉄10数本が検出される。

（石棺内Aをおよび造物の温存状態について、）

頭蓋骨は東壁に向け，つま先を西壁に向けた伸展状態である。人骨全体の遣存状態は良。

副葬品は鉄剣1振，刀子1本，骨鉄多数（約16本），遺存状態は良。

石棺内部は撹乱もしくは二次的な埋葬を受けた形跡は全くない。副葬品のうち，鉄剣は柄を東

壁に向け，切先を西壁にむけ，刃部は人体側にむいた形で，北壁と人体の間にほぼ平行に置かれ
轟

ている。

刀身は頭蓋骨頂部より骨盤の付近にまで至っており，全長101cmを測る。骨銀は鉄剣の切先付近

と北壁との問に一括して存在し，刀子は現長10cm，鉄剣の柄の部分のすぐ南側に置かれている。

全体の骨格の中で，左手は骨盤のそばに，右手は骨盤の上に伸ばした状態であったらしい。頭骨

を除けば遺存状況が最も良好なのは肋骨から大腿骨までである。左腕は，上腕骨。椀骨の遭存が

比較的良好である。足根骨e踵骨e中足骨以外は痕跡をとどめていない。

左手は中指骨。指骨とも旧位置を保ち，遺存状態は良。脛骨は細片化し，縦割れし原形をとど

めていないが，これに比べ排骨の保存状態は良である。また足根骨は骨粉化しわずかに痕跡をと

どめるだけである。
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骨盤は特に仙骨から寛骨にかけてよく原形をとどめており，これに第3。4・5各腰椎が良好

に残存している。

頭骨は横をむいた形であり，顔面は南側壁をむいている。下顎骨の遺存は悪く骨粉化しており

周辺に歯が散在する。歯は奥歯から前歯にかすて一括して残存している。

未は側壁，天井石，底石に塗られ，側壁，天井石の未は遣存度が良好であるが，底石では人骨

の下となった部分にわずかに認められる程度である。また石棺の目ぼりの粘土にも塗られている。

石棺の材質は粘板岩である。刀子の柄は鹿角製，直刀付近に検出された骨製品は骨鉄と考えら

れ，16本が1かたまりで検出され，遺存度は良好。鹿の中指骨，中足骨の部分を用いたものと推

定される。

し4）外部施設

本古墳から埴輪が多量に出土しているがすべて破砕している。埴輪列は古墳をほぼ周回してお

り，後門部北側に形象埴輪類の一括出土がある。（第151－154図）

形象埴輪（男子頭部e女子頭部－まげは欠失一胸部e右手。馬一顔の一部ゆくら）その他円筒

埴輪。

6∴鄭掛錮錮摘賢　拉帽潤一6）

（1）古墳の現状

本古墳は，大塚5号境の西側に立地する。現墳高0。2－0。3mほどで円墳と考えられる。雑地で

あり耕作等によって削平されている。調査前は乗畑として利用されていた。

（2）古墳の構造

墳　丘

墳丘の形状は円墳である。規模は周溝を含む東西径23。7m。南北径25。4mを計測し，周溝内径

は東西が17m・南北径16．5mほどを測る。

封土の構成状態は，ローム上層に旧表土である黒褐色土が14～16cmの層をなし，その上に8～

24cmほどのロームブロックを混入する褐色土が盛土されている。墳項部周辺では盛土は認められ

ない。

〈周　溝〉

周溝の最大幅は8m，最′川副ま2mほどで，深さは44～76cmほどで東側周溝は浅い。完全に周
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回し，円形を呈する。

周港内覆土は，耕作土の下に黒褐色，黒色士が堆積し，最下層にローム粒子を混入する暗褐色

土がみられる。

（3）埋葬施設

全据して調査をすすめたが，埋葬施設と考えられる遺構は発見できない。土師式土器である杯

形土器が1個出土。

才。失態7号古墳（這◎㌃一打

（1）古墳の現状

本古墳は霞ケ浦からの浸蝕谷の北岸に展開する台地上に立地する。雑地であり，調査前は松林

であった。現墳高は0。5～0。7mほどで円墳と推定される。

（2）古墳の構造

′、墳　丘

墳丘の形状は円墳である。規模は周溝を含む東西径32。5m，南北径31・8mを計測し，周溝内径

は東西18m・南北16。6mを測る。

封土の構成状態は，Aトレンチ西壁断面図によると，旧表土である黒色土は8－12cmの層をな

し，その上にロームブロックを含む褐色土あるいは明褐色土が60～65cmほど盛土されている。

〈周　湾＼

周溝最大幅は9。2m e最小幅8mほどで言采さば90cmほどである。完全に周回し，円形を呈する

と推定される。

墳丘はやや変形しているが保存状態は良好である。

（3）埋葬施設

墳丘盛土を完掘したほか，黄土層を全据したが，本古墳における主体部は発見され射、。

＄。大域番号古墳（』◎苛一芯）

（1）古墳の現状

本古墳は大塚7号古墳の南側に立地する。前方後円墳形を皇し，後門部墳項部を農道が東西に

走り，外形上著しく変形している。現墳高0。5∴一Oe6m。調査前は松林であり，削平されている。
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（2）古墳の構造

〈墳　丘〉

墳丘の形状は前方後円墳である。規模は周溝を含む東西径26。5m e南北径（前方部を含む）33。5

m・周溝内径は東西17。5m e南北径27．8mを計測し，くびれ部は周溝を含む東西径18．5m・周溝

内径9．35mを測る。

封土の構成状態は，後門部においては旧表土である黒色土が10cmほどの層をなし，その上に褐

色土が84cmほど盛土されている。

〈周　満〉

周溝の最大幅6。4m，最小幅2。5mを計測し言葉さ26～86cmほどで，前方部が深く，後門部西側

は狭くて浅い。後門部東側周溝はことに広くなっている。周溝断面は大きく開いて立ちあがって

いる。

周港内覆土は第I層が黒色土，第Ⅲ層に黒褐色土，最下層に暗褐色土が堆積している。

（3）埋葬施設

本古墳の埋葬施設は，西側に張りだした前方部と後門部の中間，括れ部のやや南よりに土壌を

設けて設置されたやや小形の箱式石棺である。

土壌は主軸方向N－53。5LEであり，長径2。31m e短径1。35m，壁面は垂直に立ちあがり，壁

高は38。5cmほどである。

石棺の規模は，蓋石3枚，側石は北壁が3枚，南壁2枚，妻石各1枚ずっの2枚で，蓋石は長

径1。65m e短径60cmを測る。石棺内部は長径1。39m・短径41cmほどで高さは28cmである。

蓋石除去後の石棺内部は土砂がいっぱいに流入しており，土砂の中に粘土が混入されている。

土砂の中から，歯13個，上腕骨片1個，その他骨粉が検出されたのみで，副葬品は検出されない。

盟。東塔包帯音埴（』◎11」－昏）

古墳の現状

9号境の北側には7号填，東側に8号填，西側には10号境が位置している。

墳丘は，耕作によって，ほとんど削平されているが，調査前において墳丘測量を実施した結果

墳丘の最も高い標高は，25．00mであり，円形として閉合する。等高線は，24。90mで10cmの差で

ある。24．80mの等高線は，10号境をとり囲む線で，これに閉合して平坦になる。

墳丘の構造

小調査区を設定し調査を開始した。墳丘は耕作土層だけであり小調査区を全面的に排土した結
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乳　円墳であることが確認された。墳丘の法量は，東西径19，50m，南北径21。80mを計測する。

周溝は，南側および東側がやや張り出している。周溝の巾は，2．25～6。50m，深さ0。6～Oe8mを

計測する。

溝の断面は，自然的な堆積の状況を呈している。周溝は，10号境の屠溝と西側で接触している。

埋葬施設

全体発掘を実施したにもかかわらず主体部は，確認出来なかった。

出土遺物

東側周満都底面より，石棺利用の酎勺のための雲母片岩一枚，土師式土器，杯形土器片壷形土

器片が少量検出した。

その他の遺構

層溝諷　南側に位置し，土壌が確認された。土壌は，周溝のスロープ状の傾斜地にあたり，長

径3。5m，短径1。9m言采さ1。15－L25mの長方形の平面形を呈する。土壌の床面からほ，ピット

射回を確認した。Pl長径30cm。短径25cm・深さ35cm，P2長径35cme短径26cmバ采さ52cm，P3

長径30cm・短径22cm・深さ25cm，P4長径27cm・短径22cmバ采さ10cm。床面は平坦であり，あま

り起伏はみられ射、。床面から壁面の立ち上がり状況をみると，長軸では，北側は垂直に近い状

況であるが，南側では，ややゆるい傾斜をなす。また，短軸では一礼　階段状になり外反しなが

ら立ち上がっている。遺物は検出されなかった。土壌の堆積は自然的な堆積の状況を呈していた。

相。東塔柑号音囁　』◎苛一蠣

古墳の現状

10号境の東側には，9号壇が隣接している。墳丘は耕作によりほとんど削平されているが，調

査前に於いて墳丘測量を実施した結果，墳丘の最も高い標高は25。20mであり，円形として間合す

る等高線は24。90mである，24．80mでは，円墳9号をとり囲む線と聞合して平坦になるが，等高

線24e70mから南西側に，傾斜をなし谷津に入り込む。

古墳の西側は約％を除いて調査区域外である。

墳丘の構造

小調査区を設定し，墳丘の耕作土層を全面排土作業を実施した結果前方後円墳であることを確

認した。
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墳丘の法量は，全長23。20m，後門部径15m，前方部長8。2m，前方部巾12。32mを計測した。

主軸方向は，ほぼ南北であるが，石棺中央（南主体部）を通過する主軸線を設定して測ると，

N－19LEである。平面図から判断すれば，南側の前方部のラインはある程度整っているが，東

側に位置するくびれ部より，後門部に向かうにしたがい，やや円形がくずれた形で，前方部とほ

とんど変化が射、状態である。よって，後門部は，正確を円形を示していない。

墳丘はないが，屠港内の堆積土層から墳丘が存在したことが推定される。屠溝の形状は，墳丘

の形状を相似させた形態である。周溝の巾は，平均4・75～2の25mで最も広Pくびれ部で5m，最

も狭い前方部で2mを測る。

屠溝の断面は，ゆるいスロープ状を呈し，平均0。5～0．6mの深さをもつ，東側のコーナーが一

番深く1・2mを測る。屠港内の堆積土は，上層から，黒色土，暗褐色二L　黒色土，褐色土等ローム

ブロック等が含まれて構成され自然的な堆積の状況を呈している。

埋葬施設

本場の埋葬施設は，前方部に位置する南側主体部と後門部の層溝よりに位置する北側主体部が

存在する。どちらの埋葬施設も，土境内に埋設された箱式石棺である。

土　　　壌

北側主体部

土壌は箱式石棺を埋設するために掘削されている，土壌の主軸線はほぼ，南北にもち長径3。2

m e短径1・52mの平面形を呈する。深さは，ローム面から底面まで0。87mである。土壌は，2段

造りの様子を残している。一度ゆるい傾斜で轡曲しながら，さらに掘削されている。

凹に石棺が埋設されていたと思われるが，盗掘により雲母片岩の石板がぬかれている。

石　　　棺

石棺の両妻石，一、西の側石，蓋石は，取り除かれていた。土壌内部の堆積土をみると争褐色二L

黒褐色　暗褐色土等で構成されているが覆土内に木炭の層が，傾斜して流れ込んでいる。また，

バラス状の雲母片岩が多量に検出された。

石棺の床面には，バラス状の雲母片岩が残存しており，バラス状の雲母片岩が敷石であったこ

とが判明した。石棺の石材を掘り込んだ状況が確認されたことにより，石棺の内法は長径L8m

巾70cm前後の箱式石棺であったことが確認された。

南側主体部

北側主体部と同様，箱式石棺である。
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丑　磯

土壌は箱式石棺を埋設するために掘削されている0土壌の主軸線は，墳丘と一致し前方部と後

門部にまたがって位置している。

石棺の裏込めとして，7種類のま層がみられるタ粘土は妻石の裏込めの最下層のコートに見

られる。これは石棺の昌粘りとして使用されたと考える。

石　棺

石棺は，妻石弓軋東側石一軋敷石二枚が残存していたにすぎをい。長径2。1me巾1。05me

深さ0。8mである。

石棺の石材は，雲母片岩を板状に加工したもので厚さ温2C涌後のものを使用している。

石棺の妻石および東側石は垂直に立てられ，床面には二枚の敷石が敷かれているが，床面の敷

石も下に暗褐色の土を盛土していることが判明した○厚さは，8cm前後である。

出丑遺物

屠溝部より，土師式土器片，及び杯形土器を，前方部の周溝より検出する。また東側，北側の

屠溝からほタ石棺組立て加工のおりタ破接した雲母片岩が検出した。

主体部より歯が検出しただけである。

まとめ

大塚9号壇は円墳である。台状部から埋葬施設は確認出来なかった。

屠漬菜鶴溝底部より，雲母片岩が検出された。利朋的ほ，敷石か側石であろう。東側の周

溝には陸橋を有する形状を示している。また，西側にも同じ状況を示している個所がある。南側

には土壌が確認されている。土壌の深さ，底面のピット等から判断し，埋葬施設ではなく食物用

の貯蔵穴と思われる。

屠溝部からは，弥生式土器片，土師式土器片等を検出しているが，直接古墳と関連性があるも

のと決定ずける資料ではない。

大塚摘号壇は，前方後円墳である。

埋葬施設が前方部と後門部の接点で中央部に位置するものと，後門部の裾部の周溝よ。に位置

しているものがある。石棺の新旧については，中央部に造られたのが最初であり，追葬されたの

が9後門部の裾部に施されたと判断すべきであろう。

くびれ部付近の屠溝は台状部からスロープ状の傾斜ををし外の立ち上がりに至るが，後門部の

裾部に位置する主体部付近では，屠溝は非常に深くなり，港の底部から粘着性の土を酎石棺等
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の裏込めと，石棺目粘りに利用していると判断される。

周溝部からは，須恵器の長頸壷片が検出されている。また，土師式土器の杯が完形で検出した。

杯は鬼高期に位置ずけちれるものであろう。

出土遣物は，古墳の構築された時期の判断の資料となるだろう。

大塚9号elO号境の構築の新旧についても周溝の断面から判断し若干9号境がさきに構築され

た状況を示している。

腑　大塚Ⅲ常態瀾『週◎苗一棚

（1）古墳の現状

本境は本古墳群の最南端に位置し，これより南は霞ケ浦の浸蝕谷であり，その急斜面の直上に

立地する。調査前は松林であり，保存状態は良好と思われる。現墳高0・6mほどである。

東側％程度は高速自動車道用地外のため，全容を究明することはできない。

（2）古墳の構造

〈墳　丘〉

ェリア内墳丘％程にA（北）トレンチ，それに直交するB（西）トレンチ，東側境界に平行な

Cトレンチを設定して調査をすすめた。

規模は属溝を含む直径19m e周溝内径12．6mほどと推定される。簡溝は一部南側の谷にむかっ

て開口する中規模のもので，円形を呈すると考えられる。

封土の構成状態は，甘－ム層の上に旧表土である黒色土が10～12cmほどの層をなし，その上に

ローム粒子，ロームブロックを含む褐色土が3層40cmほど盛土されている。

墳丘の保存状態は良好である。

＼、周　滝）

最下層はローム層であり，その上にローム粒子を多量に含む褐色土が堆積し，周溝中央部には

ロームを少量含み，かたくてもろい極暗褐色土が，墳丘側にローム粒子を多量に含む暗褐色土が，

墳丘裾都側にはしまりのない黒色を含む暗褐色土が堆積している。

属溝断面は大きくゆるやかに開いて立ちあがっている。

（3）埋葬施設

墳丘南西側に土壌に埋置された箱式石棺を検出する。

土壌は主軸方向N－16。5LWであり，長径3。15m・短径2e22m e深さ70cmを測り，境内は石棺

側石が立つように掘られている。
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石棺は土壌の中央に位置し，土壌中に完全に埋没していた。石棺の材質は粘板岩で，蓋石2枚

側石6枚，妻石2枚，底石3枚の計13枚からなる。側石は内側に傾いている。

石棺の法義は長さ2。25mの幅72～56cm e高さ53cmで北ですぼまるゆるい船底形を呈している。

人骨1体分出土する。（第148図）

臓◎　東塔帽尊意境　遇◎腎一噛

（1）古墳の現状

本古墳は6号古墳の南西に位置する。畑地であり，桑畑として利用されていた。低い墳丘が耕

作によって変形を受けているため，墳形の確認は困難である。

先に確認された箱式石棺を中心にD（東西）トレンチを設定，次いでA（南北）トレンチを設

定して本境の性格を究明した。

（2）古墳の構造

！噴　暮、・

墳丘の形状は馬鎌形を皇し，規模は同港を含む直径約27。3m e周溝内径20m，くびれ部の周溝

外径18．2m・周溝内径11．2mを計測する。

封土の構成状態は，ローム層の上に約10cmほど旧表土である黒色土がのっており，その上にロ

ーム粒子を少量含む褐色土が25～28cmほど盛土されているが，削平e撹乱のため明かでない。

〈周　溝〉

層溝の最大幅5。8m・∵最小幅3．3mほどで深さは60cmほどを測る。周溝断面はゆるやかに大きく

開いて立ちあがっている。

上層にローム粒子（少量主極少蛍の焼土粒子を含有する黒褐色土が24cmほど堆積し，その下に

多量のローム粒子を含む暗褐色土e明褐色土が堆積している。全体に盛土の流れ込みは少ない。

（3）埋葬施設

本境の主体部は括れ部中央に構築された土壌に埋置された箱式石棺である。

土壌は主軸方向N－83。5LEで，長径3。17m・短径1。92m・深さ90cmであり，境内には側石が

立つように掘られて，石棺が設置されている。

石棺は土壌中央に位置し，土壌内に完全に埋没していた。蓋石3枚，側石10枚，底石5枚の計

18枚からなる。法量は長さ1。96m（外法2。15m主幅55cm（外法82cm）e高さ65cmで石材は粘板岩

である。石棺底部は長方形を皇す。

石棺は一度開かれた痕跡が認められる。掘り方の内側に撹乱されたようすが残っているし，閉
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寒も不完全であり，石棺内部がややのぞける程度に上蓋がずれている。

内部には土砂が流入してぎっしりつまり，土の車から小片骨が若干出土したのみで他に刀子1

本が検出された。（第161図）

隠∴激壕臓号音頓『牒◎苛一噛

（1）古墳の現状

本境は6号古墳の北側に位置し，本古墳群中最も小形のものである。雑地であり，調査前は栗

山に利用されていた。耕作等により墳丘は著しく削平されていて，地表面から墳形を確認するこ

とは困難である。

6号古墳の調査が進行する車でその存在が確認された。

（、21古墳の構造

＼：墳　丘＼

墳丘の形態は円墳である。規模は周溝を含む東西径15。5m・南北径16。5m　の東西周溝内径10m

南北屠溝内径9mを計測し中規模の墳丘である。

封土の構成状態は旧表土の上に耕作土層がのっており盛土の状況は不明である。

〈周　溝〉

周溝は完全に周回し，円形を呈している。最大幅は4。4m e最小幅2。5m e深さ約70cmほどを測

る。

覆土の状況は，最上層に固くてもろ．い黒色土が，第Ⅲ層に黒褐色土が，下層にローム粒子を多

量に含む暗褐色土の堆積がみられる。

（3）埋葬施設

本古墳の主体部は墳丘中央部に設けられた土壌内に埋還された箱式石棺である。

はと：療〉

墳丘中央部に設けられ，主軸方向はN－78LWであり，長径3。33m e短径2。3mほどの長方形

の平面形を呈している。壁は外反して立ちあがり，壁高は約70cmほどである。

土境内覆土はロームブロックおよびローム粒子を含む暗褐色土あるいは褐色土である。

〈石　棺〉

石棺はいわゆる箱式石棺であり，墳丘中央部に設けられた土壌の車に埋置されていた。土壌上

面よりおよそ16cmほど下の覆土から蓋石が露呈し，上下左右をロームブロックで覆れている。

蓋石2枚，側石6枚，底石2枚の計10枚からなり，材質は粘板岩である。蓋石2枚の継ぎ目に
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長径50cme短径45cmほどの石を用い，白色粘土をその間に使用して閉塞とした。粘土による閉塞

は石棺を良好射犬態に保って効果は大である。

石棺内部は全面未彩で，未の壁面に対する遣存は良好であり，一部で人骨にも塗られたような

痕跡が認められるが壁のものかどうかは不明である。

石棺の法量は長さ2。1m（内側1895m）e幅87cm（60cm）e高さ40cmほどで西側がやや窄り船底形

を呈している。

石棺の継ぎ目より多少の土砂が流れこんでいたが人骨1体分が検出された。

〈人骨の遺存状態〉（窮相国）

骨格全体の逮存ほ良好である。特に頭骨e下顎骨e肩甲骨。胸骨e肋骨の一部，右手上腕骨，

桟骨e尺骨等ほぼ完全に近い状態で残存していた。それに対してほとんどの背椎，骨盤，脛骨

牌骨の遺存は悪い。

〈石棺内出土遺物〉　第相聞　）

石棺内より出土した遺物は鉄桶7個，銑鉄2個，鉄（先端）8個，刀子柄3本，刀子1本でい

ずれもさびが著しく員数を定かに把握できにくい。

臓。東塔摘号番場　』◎苛一噛

（11古墳の現状

本境は恋瀬川からの浸蝕谷の東岸に立地し，松延1号境と大塚2号境の中間に位置する。市川

地区と下志筑地区を結ぶ農道によって，墳丘の％ほどが既に消失している。

自然の隆起する地形にあって墳丘の判別は困難であるが，大塚2号古墳を調査する中で，2号

境の北側屠溝と本項の南側周溝が切り合っていたため発見されるにいたった。

（2）古墳の構造

〈墳　丘〉

本境の規模は，屠溝を含む直径25－26m，周溝内径15。5mほどと推定される。封土の構成状態

は，ローム層の上に旧表土である黒色土が10cmほどのっており，その上にローム粒子を多量に含

む褐色土が10～15cmほど盛土されている。円形を呈す。

く周　溝）

屠溝は幅3～5。4mほどを有し言葉さば1mほどを計測する。完全に周回し円形を呈すると考え

られる。

屠港内覆土は，上層はローム粒子を含む黒褐色土が，下層にはロームを多量に含む褐色土の堆

積がみられる。
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（3）埋葬施設

東西および南北にトレンチを設定し，その他補助トレンチを設定して調査をすすめたが，本壇

の主体部あるいはそれに該当する施設は発見できない。

t患LJ這壕唱監守r古墳（這のrl盲11－うう）

本境は大塚3号古墳に隣接して発見される。

主軸トレンチおよびそれに直交するトレンチ，さらに補助トレンチを設定して調査をすすめた。

規模は周溝を含む直径16。7m，周溝内径10。7mを計測し言采さば34～74cmを測る円墳であろう。

本古墳群中13号古墳に次いで小規模な古墳である。墳丘は明確でない。埋葬施設も発見できをい。

第確節　調査のま歴め

新治郡千代田村太字下志筑大塚地内e常磐自動車道敷地内に係る大塚古墳群15基の古墳につい

て発掘調査を実施した。9el0号古墳の2基については昭和53年度に，1～8号古墳，11～15号

古墳については昭和54年度にそれぞれ調査をすすめた。

調査の方法は，設定されたグリッドをもとに東西および南北に2m幅のトレンチを（必要に応

じては主軸トレンチを設定）設定して発掘調査をすすめ，墳丘規模および範囲を確認，さらに主

体部あるいはそれに該当する施設の確認および検出につとめた。、それらの施設が発見されない古

墳については，墳丘部全体の盛土を除去して探査した。

また周溝についてはプランの確認のために1m幅の補助トレンチを設定して調査をすすめ，さ

らに黄土層の発掘によって周溝部分の確認を実施。

各墳丘については2m方眼によるレベリングをもとに10cm基準の等高線図を作成し，部分的に

は1cme5cmの補助等高線を加えた。これには平板による地勢図をあわせて検討を行なっている。

本古墳群は，調査前は栗林，松林あるいは桑畑の車にあって，確認しがたい条件の中にあった

が，保存の状態は大概良好であった。極めて低い墳丘のものが大部分であったにもかかわらず，

ほとんどその位置と原形を確認し得た。

発掘調査を実施した15基の古墳については，前方後円墳形を呈するもの3基，馬錦形の周溝を

なすもの2基，円形あるいはそれに類すると推定される古墳10基，発見された石棺は7基，他に

撮り方のみのもの2基，別に弥生時代の住居址が1基……以上が本古墳群調査の全容である。
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第二ユ章　雄延古墳群

窮層節　薗頓の概観

松延古墳は，前述した通り国道6号線，市川地区より，下志筑地区に通ずる村道を約600m程

進んだ，常磐自動車道の敷地内の東側に位置している。

松延古墳群とは，大塚古墳群内の一地域であり，千代田村字松延に存在するために，茨城県教
ノ

育委員会が仮称したものである。敷地内には1号境と2号境があり，1号境は地目，松林，栗林

で，松延838－3番地，740－1番地，702番地，744番地に所在する。また2号境は，774番地，745

番地に所在する。地目は，栗林である。

第望節　調　査　経　過

松延古墳1号墳

昭和54年4月10日

当初，草刈作業を行ない，発掘調査区の設定をし，A・B・C・Dトレンチとする。

発掘精査作業は，封土の掘り下げを行ない，主体部の確認作業，周溝部の露呈作業を進める。

A。B・C・Dトレンチのセクション図作成のため遣り方組み，実側を行なう。

5　月

主体部確認，および周溝部の確認のため，E・F eG eHの各トレンチを設定し，発掘調査を

した結果，主体部は，確認することは出来なかった。Hトレンチは，発掘前，盗掘坑と思わ

れるので主体部を確認出来ると判断し，堀り下げたが，主体部は，確認できなかった。しかし，

周溝部の発掘作業により円墳であることが確認される。各トレンチの精査，写真撮影および周港

内出土遺物取り上げ，周溝部の平面図作成等を行ない，5月21日を持って終了する。

5月は，松廷古墳2号境に主力を向ける。

松廷古墳2号墳

松延1号境と同様，墳丘の状況を把握し，調査区をA・B・C・D・E・F・G・H・Iトレ

ンチとし，また，志筑遺跡の小調査区を利用してC2e　2，C2e　3，Cla　9，Clb　9，C

Ic　9を設定する。
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4　月

昭和54年4月11日より，草刈作業を実施し，発掘調査に入る。A e B・C・D e E・F e G e

H eIトレンチの封土を掘り下げる，Bトレンチ主体部と思われる所を検出したので北側，南側

を拡張する，Cトレンチは，周溝部検出できず終了する。Cトレンチ墳項直下に住居遺構を確認

した。また，D・E e F・G・Hの各トレンチの封土を掘り下げる。その結果，前方後円墳である

ことが判明する。

Iトレンチ，周溝部全体が，前方の周溝部であるため，周溝の外側，内側の拡張，周溝部の立

ち上がりを露呈させる。

下旬に入り，Cla　9，Clb　9，CIc　9内の発掘精査，C2e　2，C2e　3内の発掘精査

を実施した。

5　月

5月3日…5月6日，作業。

Bトレンチ内，主体部の石棺検出作業を実施し，石棺の石蓋を露呈させる。

Aトレンチ，Cトレンチ，Dトレンチセクション図作成のため遣り方を組み，実測図を作成する。

D・E・F e G・H oI　の各トレンチ周溝精査作業を前月同様実施する。その結果Iトレンチ

拡張部より，住居遺構言松延3号住居址）を確認する。周溝（各トレンチ）内の遣物，出土位置

図を作成する。

Cla　9，Clb　9，CIc　9内の発掘の結果，住居遺構（松延1号住居址）を確認する。ま

た，C2e　2，C2e　3にも周溝部が検出される。住居遺構（志筑遺跡　53号住居址）を検出す

る。

トレンチD・E e F・G・H eIのセクション図の作成を行なう。周溝部の発掘精査により，

前方後円墳であることが判明された。しかし，くびれ部の個所を露呈させていないのでJトレン

チを設定し発掘精査作業を進める。くびれ部を完全に露呈させることはできなかった。

中旬に入り，周溝部の発掘調査は一応終了したので，主体部調査を中心に進める。（5月24日）

石棺の蓋石の実測を行ない，25目蓋石を開けた。その結果，刀剣3振，人骨3体分を検出する。

財団本部局長大内秀夫，調査課長　川俣書之助釆跡する。25日慰霊祭を行うことに決定する。5

月25日，慰霊祭を行なう。財団本部常務理事川野辺四取教育庁文化課職員，日本道路公団石岡工

事事務所，千代田村教育委員会，千代田村文化財審議委員，常磐自動車道敷地内発掘担当班長，高

根信和，以下，全調査員，作業員，参列する。

慰霊祭のおり千代田村立千代田中学校生徒約800名，志筑遺跡および松延2号境の主体部見学す

る。一時発掘作業を中断する。
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26日より，石棺の内部，遺物の実測を開始する。

7月1日，山本貴之，本臼より整理斑に転属する。

7月1日～16日まで，調査を中止し志筑遺跡を集中的に行なう。

7月17日より再開する。

前方後円墳のくびれ部Jトレンチの問，Eトレンチ，Fトレンチ側寄りを拡張する。拡張の結

乳　くびれ部を確認した。また，住居遺構（松延2号住居址）を確認する。

7月下旬

主体部の掘り方のセクション乳石棺の平面図等を作成し主体部の調査を行なう。また，古墳

内に検出された，住居遺構（松延1号住居軋　2号住居軋　3号住居址）の調査を行なう。

8　月

住居址1号～3号の図面作成，古墳全体の平面図を作成し，また，主体部，石棺の取り上げ作

業を行ない図面作成をし，Bトレンチのセクション図を作成して8月8日をもって終了する。

第3節・撼鮭鴇填て豊壌

古墳の現状

本境は，国道6号晩市川地区より∴下志筑地区の集落に通ずる村道を約600m向った東側に

位置し千代田村大字下志筑字松延地内にある。

本境の占地する地形的位置は，恋瀬川からの小支谷が北西から南西に向かって伸びる南側の台

地に存在する。また，小支谷の谷津が松延1号境と2号境の間に入り込んでいる○

墳丘は，松林であり調査前伐開され，焼却作業を行った後，墳丘測量を実施した。

墳丘の最高点は，標高25。55mを示しており，24・05mで平坦になる。比高は1e5mである。

墳丘の北∴軋南の一部にかけ，墳丘は削平されていた。また，南側の墳丘の傾斜地には，盗

掘穴と思われる土壌が存在していた。

墳丘の構造

調査は，当札束西南北にトレンチを設定し開始したが，同港部の確認のみであり，主体部の

確認が出来なかったので，Fトレンチを設定した。また，主体部，周溝部の確認も含め，E。G

・Hトレンチの調査も行なったが主体部は確認出来なかった。同港部の露呈により円墳であるこ

とが判明した。円墳の法量は，南北の外径で24。4mであり内径で16・7mを計測する○

封土の構成は言日表土の上に1。5m前後の土を積み重ねている。内容は，暗褐色土，黒褐色土，

褐色土等で構成され，その中に黒褐色土有機質土層と，ローム質土層を交互に積んでいる。
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周港内の堆積土は，黒褐色土，褐色土，暗褐色土，極暗褐色土等から構成され，自然的な堆積

の状況を呈している。

周溝はスロープ状の溝になる。乎均して巾は4。0～4。5m前後であり言采さば0。5～0。6m前後を

呈する。

埋葬施設

墳丘の南側傾斜面にHトレンチに盗掘穴があり主体部と考えたが，調査の結果主体部は確認出

来なかった。

その他の遺構

Bトレンチ，周溝部内に細かい溝があるがこれは土地の境界溝である。

Eトレンチ，周港内にピットがある，直径2m前後言采さ上5mである。

出土遺物

各層溝より，土師式土器片を検出する。主に，杯形土器片及び壷形土器片等である。

Aトレンチ　周落部からほ先土器時代の石器，円錐形石核，チャート等を検出した。

Hトレンチより，石鉄等を検出した。

ま　と　め

トレンチに発掘調査を実施して，埋葬施設が確認されなかったのは，大塚9号境と同様である。

周溝部からほ，縄文時代，弥生時代，古墳時代の土器片が散布している。また，Aトレンチ，

Cトレンチより，須恵器を2片検出した。これらの須恵器等により構築期を推察することが出来

るだろう。

筑4節　松延　2　号墳

古墳の現状

本項は志筑遺跡と隣接している。北側は恋瀬川からの小支谷が入り込み谷津を形成し，本境の

南西側から南側にかけて傾斜をなし，小舌状部にあたる。地目は栗林であり，栗の発祥地の原点

とされている。

本壇の北側は敷地外になる。敷地外には隣接して円墳があり，3基ほど確認されている。

当初，草刈作業，焼却作業を行射ゝ，墳丘測量調査をする。農耕作業により墳丘部は削平されて
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円墳か，前方後円墳か判断しかねていたが，調査の結果，墳項の最高点は標高26。18mを示してお

り標高26mから24。75mまでは，椅円形状に閉合する。それ以下の等高線は聞合せず，東，南側で

は平坦になる。しかし，南西側は標高24mから，標高21mで，谷津頭の傾斜状況を示している。

よってゆるい傾斜をもった台地線に古墳が構築されたことが判る。

墳丘の構造

調査には，最初，墳項部を軸とし，東西南北に，A eB。C。Dトレンチを設定し周溝と判断

される位置に，F oG。H eIのトレンチ及び志筑遺跡小調査区Cla　9・Clb　9・CIc　9

e c2e　2・C2e　3を設定する。

封土の排土作業により，層溝部及び日本部を確認した結果，前方後円墳であることが明らかに

なる∴

墳丘の法量はサ　全長35m　凋溝部を含めて全長42m），後円部径22。6mタ　前方部長さ22m，前方

部巾ま8mを計測する。石棺を通過する主軸線を設定して測るとN－48LEとなる。墳丘の平面プ

ランは全体的に整っている。

封土の状況をみると，墳項部では，上5mでローム層になる。ロームの上層には，黒色土，暗褐

色も　極暗褐色土等が堆積している。これは言日表土で構築する時期の表土であり，その上に，

暗褐色土，褐色土，の中に黒色土，ロームブロックなどが混入している。これらの土層を交互に

積み重ねて墳丘の土盛状況を示している。また，墳丘から傾斜面をみると，耕作土，黒褐色土，

暗褐色土で構成されている。墳丘は，小起伏の所を利用している。

屠溝部の形状は墳丘相似形を呈する。同港の巾は平均5m程である。最も広い後門部で6mを

示す。属溝は北側ではゆるい傾斜のスロープ状を呈し，耕作土から深さは80cm～1mlOcm前後で

ある。また，クビレ部付近から前方部にかけての南側コーナーでは，幅5m前後で耕作土からの

深さ1。5m前後であり後円部よりやや急な傾斜をなす。墳丘部から傾斜し周溝に至るが，階段状に

なる所もみられる。前方部では，3m～3。5mの巾を示し，墳丘部から急傾斜で周溝底に至り，外

にゆるい傾斜で立ち上がる。

周溝底の状況をみるとCla　9，Clb9では標高23。55m，C2e2eC2e3では標高23・72

m，Dトレンチ22。90m，Jトレンチで22．80m，Gトレンチ22・48m，Hトレンチ22・50m，Iト

レンチでは，22。59mを示すが，周溝底は後門部より，前方部に向かって，傾斜を示している。比

高は1m前後を呈する。しかし，クビレ部から，前方部の角隅までほ平均的か采さである。前方

部の敷地境よりでは，標高23。31m，前方部の隅角では標高23。00mであり，敷地境から傾斜を示

し約30cm前後の比高を示す。

屠港内の堆積土層は，上層から耕作土，褐色土，黒色土，黒褐色土，暗褐色土の中に，ロームプ
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ロック，及びローム粒子等を含有して構成されている。堆積土は自然的な堆積を示している。

埋葬施設

本境の埋葬施設は土壌内に埋葬された箱式石棺である。

土　壌

土壌は箱式石棺を埋設するために掘削されている。土壌の主軸線は，古墳の主軸と一致し後門

部と前方部の接点に位置する。平面的形状は長方形を呈し，長径7m18cme短径5m80cmを測る。

深さは断面でみると，ローム面から底面まで1m22cm～1m85cmである。長径の北と南で約63cm

の比高があり，短径の西南では差はほとんど見られか、。よって，全体的に北側から南に傾斜し

ている。

また，石棺は北側で封土の盛土に55cm前後，南側では，82cm前後突出している。土壌は半封土

半ローム掘削している状況を示す。

ロームよりの掘削状況をみると，ローム面から床面の傾斜は80度～85度前後を示す。

短径の西側では，ロームの撮り込みから垂直に落ち込んでさらに外反し床面に至る。床面には，

凹があり石棺が埋設されているが，石棺を立てるために20cm前後掘り下げられている。

土壌内には，石棺の裏ら込めとして，石棺と密着し昌粘りとして粘土がある。また，暗褐色土

褐色土，黒褐色等，土層の中にハードロームブロック，ローム粒子等を含有して，交互に重ねら

れていた。上層部の土層にも粘土が検出される。石棺の蓋石に昌粘りとして使用したものと考え

られる。また，雲母片岩の破片が，埋込みの土層に混じり検出された。

石　棺

石棺は蓋石2枚と継ぎに使用した4個の石と妻石2枚，東西側石4枚，敷石5枚，計13枚の板

石を組み合せて作られている。

石棺の内法は，長径3。30m e短径1。25mの深さ1。50mである。石棺の石材は雲母片岩を板状に

加工したもので厚さ10cm～25cm前後のものを使用している。石棺の主軸はN…48LEで，土壌と

同じである。

石棺の蓋石は2枚の板石であるが，粘土により目貼りされて，その上に4個の石を重ねている。

石棺の敷石の下には，硬いローム層の上に厚さ10cm前後の暗褐色土を入れ，その上に板石を敷い

たことが判明した。側石であるが，両妻石が中に入り，妻石をはさむ状態を示している。北妻石

より側石は長い板石を利用し，南側で両側石とも別の板石と組み合せている。
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〈石棺内出立遺物〉

石棺内より，人骨3体部，直刀3振，銑鉄（No。1～No。射　刀子片等を検出した。出土状況は，

第176図に示す状態である。

人骨の埋葬順を判断すれば次の様である。まず，第1人骨は東側の側石に接してあり，第2人

骨は，西側の側石，第3人骨より外部に位置する。第3人骨は，中央部に位置する。

第1人骨は，頭骨部が破損しまた，側石によせられた状況を示す。第2人骨は，西側によせら

れた状況であり，また，第「人骨側に移動している状態を示す。第3人骨は，頭骨，頸骨誹力骨，

指骨乳　脊隠　骨盤，大腿骨，及び骨粉が残存している状況を示す。

直刀は，東側に位置するN0．1が最も古く，次に中央にあり（No。2上　西側にNo・3が位置する。

刀子は北安着から二枚目で西側石の問にはさまる状況で検出する。

銑鉄は直刀N0．2に接する位置で検出した。

第1人骨に伴をうNo言は，鋳化が進んでいるがところどころに韓の木片が残っている。

長さほ，77。5cme刃幅4m e茎長16cm。鍔は付属しているが切先を欠損する。

茎には目釘が2個所確認出来る。鍔は十所透倒卵形鍔であり長径9cmを示す。
l

第2人骨に伴なうNo。2ほ，長さ96cmo刃幅4cme茎長16cm。鍔，九所透倒卵形鍔で長径11cm，刀

身には鞠の木質が，逮存しているが甑は同様，鋳化が進んでいる。

第3人骨に伴をうNo。3ほ長さlmlcmlmm・刃幅4cme茎長16cm。鰐は無窓の倒卵形鍔であり，

長径7cm5mmを呈する。No。1，No。2同様錆化が進んでいるが輪の木片を遺存している。

銑鉄，これは第3人骨に伴なうものと判断する。折損し，錆がひどい完形のもの3個のみで，

銑鉄のかたまり一括である。鉄身は尖根丸造で，長い茎被ぎを有するものである。

刀子は破損している。柄の一部が残り，刃は大部分残存していない。第1人骨に伴なうものと

判断する。

〈周溝部出藍遺物〉

周溝全体にわたり，円筒埴輪片が検出されているが，棒に前方部は，小粒の埴輪片であり，接

合するのほ不可能である。

周溝部，クビレ部から前方部の南側では，墳丘から，2段状の傾斜をなしている。段のある部

分は，埴輪列の位置と思われるが，その地点ではほとんど確認されず，周溝部に少量の埴輪片を

検出したにすぎか）。埴輪片は，大きさ5cm～10cm前後のものである。やはり接合は不可能であ

り復元は出来なかった。後門部でC2e　2－C2e3の，墳丘部に円筒埴輪の底執　直径15cm前

後を検出した。周溝部からの埴輪片は小粒であり接合，復元も不可能であった。
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〈その他の遺構〉

Clb9・Cla　9より縄文時代，弥生時代住居址，松延01号住居址，Dトレンチ及びJトレ

ンチより02号住居址，Hトレンチ及びIトレンチより03号住居址，（古墳時代），Bトレンチより04

号住居址（古墳時代）を確認する。

住居址遺構

舷延馴号住居址　縄文時代　弥生時代）

住居址は，志筑遺跡Clb　9・C2C　9・C2d9の小調査区を利用し，松延古墳2号の周溝

部確認作業および溝（M6号）の発掘作業のおり確認したものである。

北側は溝（M6号）により切断され，また，西側敷地外になる。

住居址は，縄文時代住居址と弥生式時代住居址との複合である。

主軸方向は，N－40LEであり，01号A。Bに分割する。根号住居址Aは，隅丸方形の平面形

を呈している。床面は平坦であり住居址の柱穴と思われるピットが2個確認できた。床面からの

壁面の立ち上がりほ，ゆるい傾斜である。

住居址の堆積は，自然的な堆積である。

住居址Bは，弥生時代の床南下に位置し，住居址Aの床面から垂直に振り込まれ，床面は平坦

である。覆土は，自然的な堆積を示している。

住居址Aは，覆土より，弥生式土器の壷形土器片を検出する。また，住居址Bは，縄文時代（中

期）加自利E式土器の破片を検出する。

松延02号住居址（古墳時代）

本址は松延古墳2号境のDトレンチ，Jトレンチより確認する。Dトレンチ，Jトレンチの間

を拡張し住居址の発掘精査を行う。南側は周溝により切断されている。

住居址の主軸方向は，N－40LE，長径4。35mの短径4m前後の方形の平面形を呈するものと

判断される。壁高は北側で10cm，西側40cm，南側10cm前後であり，周溝部に接近するにしたがい

壁高は，底くなる。壁の下には壁溝があり一周している状態を示す。璧溝の巾は約20cmで，深さ

10cm前後である。

住居址の床面は平坦であり，ロームで硬い。床面からほ，ピット7個確認する。このピットの

うち，住居址の柱穴と思われるのは，P2で直径40cm・深さ70cmである。他のピットは，やや浅

い。P2の北e南側には，焼土および炭化物が確認され，また，北側の角隅からほ木炭が検出され

た。

住居址の堆積土は，黒褐色土，暗褐色土，褐色土等で構成される。土層の中にも炭化物，炭化
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粒子，焼土粒子なども混入している状況から察し，火災で消滅した住居址と判断される。

遺物は，炭化物（木炭），土師式土器の壷形土器片を少量検出したにすぎない。

松延鵬号住居址　幡墳時代）

松延2号増の前方部の‡トレンチ北側を拡張LHトレンチと結ぶ，その結果住居址が確認され

た。主軸方向は，N－35LE，長径5m前後・短形4。15mの方形の平面形を呈する。

壁高は，55cm前後を呈するが，南側の周溝に接するにしたがい，東西の壁面は，掘削され壁は，

なくなる。

住居址の覆土は，暗褐色土，黒褐色土，褐色土により構成されて，自然的を堆積を示している

が周溝部はやや撹乱を示す。床面にはピットがある。ピットは住居址の主柱穴であり対角線上に

ならぶPlは，直径40cmぁ深さ50cm，P2は直径40cme深さ50cm，P3ほ直径45cm・深さ30cm，

P4ほ直径40cm㍉深さ45cm，層溝部のピットが浅いのは，前述したように掘削しているためである。

床面には，炉址がある。長径75cme短径40cmの不整形を呈する。炉址の断面は，暗褐色士，褐

色土等から構成され，多量の焼土塊，粒子などを含む。床面は加熱を受け，硬くしまっている。

遣物は，壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片，器台形土器片等を検出する。

松延04号住居祉

Bトレンチの前方部に存在し，住居址のほとんどは，属溝により切断され，わずかに残存する。

遺物として，土師式土器片，杯形土器片，壷形土器片等を少量検出する。

ま　と　め

本境の問題点をあげ，まとめとしたい。

第主　構築された地形は前述した通り西側に谷津頭があり傾斜をなす地点であり，台地の起伏

を利用している。

第2。埋葬施設である主体部の状況は，追葬が行なわれ，封土の…一次，二次的に掘削が行なわ

れている。

第3。埋葬施設は当初から半封土，半ロームを掘り込んでいるのが特徴である。

第4。周溝部より埴輪片（円筒埴輪）が検出されているが，小粒であり復元は不可能であった。

第5。埴輪列の確認，埴輪の底部等ほあまりみられない。

第6。台状部内には，五領期に位置する住居遺構が検出した。

第7。同港部高低，前方部の同港部と後円部で比高差がみられる。

第8。墳丘は削乎され，前方後門の状況を示していなかった。

以上の事柄が明らかになったわけである。よって，古墳の成立期等も，解明される。
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第帽章　志　筑　遺　跡

第層節　遺跡の概観

遺跡は，志筑台地の北端に位置する。北側には変瀬川が流れ，石岡市内に至る水田が開けてい

る。西側には，小支谷が入り込み，谷津が形成されている。西側の谷津頭に接し松延2号墳があ

り，北側の敷地外には，円墳が点在する。台地の標高23～24m前後を呈している。

遺跡の地目は，栗林，桑畑，植木畑，梨畑等で構成される。地番は，千代田相手松延760番地

761番地及び，千代田村字愛宕後776番地，777番地，778番地の常磐自動車道敷地内である。

遺跡の分布調査では，縄文時代中期～後期の土器片が散轟し，また，弥生時代後期から古墳時

代にかけての土器片が多量に散布していた。

調査区画

調査区画の設定

発掘調査に際しての地区設定は，常磐自動車道の中央杭No．6＋40（D2al）を起点として磁

北線に沿って40m方眼の大調査区を設定し，40m方眼の太調査区内を10等分し，4m方眼の小調

査区を設けた。

大調査区の名称は北から南へ，「A」，「B」，「C」，「D」とし，西から東へ「1」，「2」，「3」，

「4」と表わす。

小調査区は北から南へ「a」，「b」……「f」，「J」とし，西から東へ「1」，「2」……「9」「0」

と表わした。

小調査区の名称は「Alal」，「Blal」，「Clal」のように名記した。

1 2 3 4

Å

B

C

D

〈大調査区〉

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

A
B I

C

D

E

F

G

H

工

〈小調査区〉
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筑2節　調　奮　経　過

7月中旬

志筑遺跡一部雑木の焼却，草刈作業を実施した。

9月上旬

当初，志筑遺跡全体が章が茂っていたので草刈作業を実施し，11日より第一次調査として，調

査区の25％を調査する。大調査区，A3地区，A4地区の排土作業を実施し，遺構検出にかかる○

9月中旬

A2地区，B2地区，B3地区，C2地区，C3地区の排土作業を行ない遺構として，溝状遺′

構，土壌及び，住居遺構が検出され，縄文式土器片，弥生式土器片，土師式土器片等を多量に検

出する。25％の小調査区の排土作業は終了する。

9月下旬

A2地区，A3地区，A4地区の小調査区より全面排土作業にかかる。この地区は台地の端部

にあたり傾斜地のため堆積土が厚く，ローム面までの掘り下げは時間をかする。遺構として，溝

状遺構，住居遺構があることが判明する。

10　月

A2eA3・A4・B3地区の一部の農道東側を中心に行なう。その結果，住居遺構12基，溝

状遺構3基等を検出し，また港（Ml号）の発掘作業を開始する。溝セクション図作成，農道東

側より縄文時代住居遺構1鼠弥生式住居遺構1基，古墳時代住居遺構10基で多量の縄文土器片，

土師式土器片を検出する。

11月

A2・B3eC2eC3地区の小調査区の排土作業を行なう。A2地区の溝状遺構は，円形プラ

ランとなり3基確認する。円墳1号e2号e3号と名称をつける。

B2地区より円形の溝状遺構を検出したので円墳4号と名称をつけた。その他，住居遺構，土

壌を検出する。B3地区は，排土作業の結果，小調査区，黒色土の堆積士が厚いことが判明した

ので黒色土の排土作業を注意しながら進め，住居遺構，方形の周溝を確認することが出来た。
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C2地区の排土の結果，B3地区と違い30cm位でローム面を露呈させる。

調査の結果，円形周溝部及び主体部と思われる地点の確認をし，円墳5号壇と呼称する。

C3地区の排土作業を進めた大調査区C2と同様約30cmでローム面を露呈させ，住居遺構を確

認し，全遺跡の80％の排土作業を終了する。

12　月

A2地区に確認できた遺構の内，円墳1号82号e3号の発掘調査にかかる。

円墳1号は，中央部に主体部と思われる土壌を確認する。円墳2号境内の中央部に住居遺構，

20号住居址を確認するが主体部は，確認できなかった。

円墳3号，周溝部の発掘作業を進め同時に主体部の調査を実施したが確認できなかった。

円墳1号～3号までの図面作成を行なう。

A3地区，A4地区の遺構発掘調査作業を進める。

住居遺構，01・02eO3・04eO5・06eO7eO8eO9号の住居址の調査を進める。

その結果01号住居址は，溝（Ml号）の東側に位置し，溝（Ml号）に切られる。02号住居址は，

溝（Ml号）の西側で壁が一部破壊されていた。03号住居址は，溝（M2号）により切断されて

いた。04・05号住居址は，古墳時代のもので，複合し，また，04号住居址には，縄文時代の土壌

（フラスコ型）が検出される。04号住居址，05号住居址の下部には，縄文時代の住居址12号を確認

する。

12月の調査としてほ，01eO2・03eO4・05・06007・08eO9号の住居址で遣物取り上げ作業，

図面作成等を行なう。また，B3地区より検出した，方形周溝を方墳1号とし，屠溝の一部を発

掘して，12月26日をもって，年末，年始のため作業を中止する。

1　月

4日，調査補助員として，洞口正史（筑波大学学生）参餌する。

A2・A3地区の住居遺構，溝（Ml号）溝（M3号），前年度調査を実施した。遺構を補足調

査し，図面の作成を行なう。

中旬に入り，住居遺構のあるA2地区，B2地区の発掘調査にかかる。住居址，21・22・24e

25・26号を発掘調査する。方墳1号の周溝部の発掘調査作業を行い，遣物の取り上げ作業も進め

る。

溝5号の発掘調査を行ない，遺物（須恵器片，石棺の敷石と思われるものなどを取り上げる。
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2　月

A3地区，A4地区の農道東側住居址，01～09号の実測を終了する。また，溝（Ml号）の

調査実測を完了し，住居址10号ell号e12号の発掘調査作業を実施する。

A2地区eA3地区の発掘作業を進め，土壌4号。5号の記録を作成する。

住居址21号の22号026号e23号。24号。27号の記録作成を完了し，新しく31号e32号も33号e

35号の住居址，並びに，円墳4号と主体部，円墳4号内住居址29号（弥生時代）の調査をする。

方墳2号の周満都の発掘作業，主体部の発掘調査，主体部は，33号住居址と重複しており，調査

は困難であった。遣物取り上げをする。

方墳1号の周溝発掘調査作業を行か、，同港部より検出する。

古墳時代，和泉期の遣物を取り上げる。

3　月

1月・2月に発掘調査した遺跡内の住居遺構，B2地区の遺構の調査，A3地区10号ell号。

12号住居址の調査を行ない，遺物取り上げ作業，記録作成，ならびに溝（Ml号）溝（M2号）

e（M3号）および溝（M5号）の記録作成を行なう。

3月23日をもって発掘作業を中止，事務所を閉鎖し作業を中止する。

発掘調査は，昭和53年7月より始め昭和54年3月をもって終了したが，志筑遺跡全体の80％の

排土作業と，Å30A4。B2。B3の調査を実施したのみで，残りは次年度繰越しとなる。

昭和54年4月

発掘調査は，10日より開始する。前年度発掘調査した，A2eA3地区及びC3地区の住居遺

構の補足調査を実施，主力の作業員を松延古墳1号02号に向け，一時調査を中断することにする。

5　月

15日より発掘調査に入る。前年度，遺物のみ取り上げた方墳1号の清掃を開始し，周溝部のセ

クション図の作成，セクションベルトの取り除き作業を進め，また，住居遺構，16号e19号e37

号の調査を行なう。下旬に入り住居遺構13号817号。14号015号　e18号住居址の発掘調査を

実施し一部図面作成を行う。

6　月

前月の住居遺構の調査を行ない，18号住居址，19号住居址，及び52号住居址に隣接し9　または，

切り込んでいる円墳6号を検出した。円墳6号の周溝部及び主体部の発掘調査を行ないセクショ
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ン図等の図面を作成する。中旬に入り住居址，39号。40号◎41号042号。43号044号e　50号051

号。52号住居址，並びに，溝（M6号）の発掘調査作業を行なう。

5酎二発据した住居址及び土壌等の補足調査を行ない図面を作成する。また，土壌（170180

21・22）の発掘調査を実施し図面の作成を行なう。

7　月

C2地区を中心に，住居址，円墳5号周溝の発掘調査を進める。溝（M6号）の西側を拡張し，

排土作業を行ない溝（M6号）全体を露呈させ，また，円墳5号の周溝部を露呈させる。

C2地区，及び松延古墳2号境の東側を拡張し，排土作業を行なう。その結果，溝（M6号）

の西側より，住居遺構を検出する。前年度掘り残した溝（M5号）の西側を排土した結果，住居

遺構を検出する。溝（M5号）は，溝（M6号）と接していることが明らかになる。

排土作業により確認できた。住居遺構は，46・47・53。54・55。56や57号住居址である。これ

らの住居遺構の発掘調査を行なう。また，6月に発掘調査を行なった住居遺構，39e40e41042

843044の46e50e51号住居址，土壌等の平面図，エレベーション図，セクション図等を作成す

る、、

下旬にタ　住居遺構，13号e14号e17号にかけて，中世～近世に位置する家屋の礎石が確認され

たので，その調査を行なう。方墳1号の主体部の発掘調査を実施する。

8　月

住居遺構，53・54・56号の平面図を作成する。

方墳1号の主体部，周溝部の図面作成，各住居址，土壌，溝（M5eM6号）の補足調査を，

実施する。また，全体の遺構配置図を作成し，8月8日をもって志筑遺跡発掘調査を終了する。

第3節　遺　構　遺　物

遺　構

住居地遺構

馴号住居地　幡堵時代住居地）　第柑図）

根号住居址は，溝（Ml号）の東側に位置し，Å3h7・A3h80A3h9eA3i8・A3i9

の小調査区により確認されたものである。主軸方向は，N－45LEであり，長径6．60m・短径6．10

mで隅丸方形を呈している。南側は溝（Ml号）により切断されている。西側・北側のコーナー

に位置する壁は残存しているが壁高は，西側で19cm前後であが，北側では，5～6cmを確認する
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のみである。これは，北側に，松の根が繁って生えていて，擾乱していたためである。

床面北側は，木の根により破壊されて床面はしまっていか、。床面にピットがある。ピットは，

6ヶ所である。P5は，木の根による撹乱である。住居址の柱穴と思われるものは，Pl・P2

ep3eP4である。これらのピットは対角線上にある。柱穴のピットは，長径40cme深さは45

cm前後である。

P6ほ，貯蔵穴である。貯蔵穴の長径は，1．10m e短径80cmあり楕円形を呈する。

床面にはPl。P5の南側に位置して焼土がある。焼土の平面形は，不定形である。長径95cm

e短径50cm前後である。焼土の上部層は，3層から成立する。床面と壁面の接点には溝はない。

P6ほ床面が全般的に平坦でありしまっているが，Pl・P5付近は授乱している。また，中央

部北床面のたたきのある部分が切りとられている。

遣物の出土状況をみるとP6（貯蔵穴）より器台形土器片，壷形土器片が少量検出され，また，

Pl・P5の北側の位置より壷形土器片が少量検出できた。

鵬号住居址緒墳時代）　第相聞）

本住居址は，A3地区A3g8eA3g9eA3h8・A3h9の小調査区に確認される。

01号住居址の南側に位置する。01号住と02号住の間には溝（Ml号）がある。

主軸方向はN…50LEであり，長径6。6m・短径5。5mの隅丸長方形の平面形を呈する。

西側，南軋東側のコーナーの壁高は45cm前後であるが，北側コーナーの壁は，溝（Ml号）を

構築するおり，上部は削平され，残存して25cm前後の壁となっている。

壁は，垂直に近く，床面は平坦で硬い床である。

ピットは5個所ほど確認された。Pl。P2・P3eP射ま，各々対角線上に位置し，本住居

址の主柱穴である。Plは長径56cme短径50cme深さ64cm，P2ほ直径40cmの円形プランで深さ

60cm，P3は直径46cmの円形プラン・深さ64cm，P射ま直径54cmの円形プランで深さ74cmある。

また，P5は貯蔵穴であり，長径114cm。短径76cm・深さは床面より20cmを測る。P4と切り合う

状態である。

遺物は，西側コーナーのP4の付近を中心に集中しており，婆形土器片，高杯形土器，柑形土

器等が出土している。貯蔵穴P5などからも，婆形土器片等を検出する。

住居址内覆土は，自然堆積の状態を示し，覆土上層部は黒褐色土が床面には，暗褐色土が堆積

している。しかし，北側コーナーは一部撹乱されている○

m脊柱恩恵（古墳時代）（第柑澄）

本住居址は，A3・A4調査区のÅ3g O・A3h9eA4gl・A4hlの小飼査区内にある。
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03号住居址は，溝（Ml号）e（M2号）の合う位置にあり，溝（M2号）に大部分を破壊さ

れ，住居址遺構がかろうじて残存する状態である。住居址の壁は，溝（M2号）を中心として，

西側および東側に少量あるのみである。よって柱穴貯蔵穴等は確認できをい。

遣物としてほ，杯形土器，婆形土器片を少量検出したにすぎか）。

錮e鵬号住居址調　号住居址肉豊壌

Å3h90Å3h O。Å3i　8eA3i　9eA3i O eA3j　8。A3＼j　9eA3j Oの調査

区より確認する。

当初，25％の′j、調査区の排土作業のおり，A3j　9の小調査区で，住居址の床面であることに

気づかずに掘り下げ，全体の排土作業の時に気づいたが，床面まで全体掘り下げてしまい，堆積

土の記録を作成しなかった。

住居址の北側には02号住居址が，また，南西側には溝（M3号）が05号住居址の壁面および，

床面を切り込んで隣接している。

04号住居址（第186図）

住居址は，主軸方確悶上司貯」薫で，長径4。70m。短径3、50m前後で隅丸方形の平面形を呈するも

のと考えられる。

東側の壁面の検出は，簡単であったが，05号住居址の切り合いについて明確にとらえることが，

出来をかった。

北の壁は，05号住居址の位置とほとんど変らない状態であると判断したが，北西の角隅の壁面

を確認出来なかった。

璧高は，東側で20cme南西側は20cm前後で，やや垂直に近い状態である。床面は平坦で，ロー

ムのしまった硬い床をなす。ピットが4個検出しているが，P且は住居軋　05号の主柱穴と考え

られる。0路の主柱穴と思われるものは，P2eP3eP4のいづれか判断しかねるop2ほ，直

径55cmバ采さ72cm。P3長径65cme短径50cm。深さ70cm。P4長径55cm・短径52cm・深さ67cmで

ある。

遺物は，壷形土器片，杯形土器片，器台形土器片などを検出する。

04号住居址内土壌

本址は，当初住居址の柱穴と思い掘り下げる。掘り下げた結果，内部に広がりフラスコ型と登る。

覆土は暗褐色土が主に埋まっていた。その中より遺物として，縄文土器を少量検出した。

長径2m・短径且e65m，床面までの深さは，55cm，底面の長径は2。35m・短径2。20mを測る。
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北西部に張り出した部分があるがこれは，上部の土が崩れピットとつながった所である。住居

（第184）は掘り込みを表わしているが，実測前は直径60cm前後の円形を呈していたにもかかわら

ず，霜柱が立つ中での調査のため，上の土が落ちくずれてしまった。

の考住居地　番場時代）　第相国）

主軸方向はN－48LE，長径9。20m e短径7。20mの隅丸方形の平面形を呈する。

住居址の南側から，北西にかけて溝（M3号）が掘り込み，東側は04号住居址により切り込ま

れている。北側に張り出し部があるがこれは小調査区の排土作業のおり，掘り下げすぎた部分で

ある。

壁は，北側と南側にみられる。北側はゆるい傾斜をなすが，南側の壁は垂直に近い状態である。

壁高は25～30cm前後である。床面は平坦である。床面には焼土があり，焼土（摘ま，長径le50m。

短径1m前後の不定形であり，厚さ15－20cm前後である。焼土（2）は，長径1。10m e短径45cm，焼

土（3）は，長径60cme短径50cmであった。焼土は，焼土粒子，焼土塊，炭化物を含有し，床面は硬

くしまっている。床面には，ピットがある。Pl eP5eP6eP7eP8・P9等である。

柱穴Plは，04号住居址の内部にあるが，05号の柱穴と思われる。長径95cme短径80cme深さ

90cm。P5は，長径1。10m e短径1。04mの楕円形で深さ95cmである。底面は，P7eP8・P9

もあるが住居址との関連性はない。北西側の床面は暗褐色土の土層であり，且2号住居址の上層部

にあたり縄文土器片が多量に検出した。

出土遣物は，土師式土器の壷形土器片，高線形土器片，杯形土器片等を検出する。

棒にP6′eP5の周辺に集中している。

m号c野号住毘址（揖柑7澄）

本址はA3i9eA4il・A3j9の小調査区より確認されたものである。東側は，発掘敷地

外のため発掘調査はできか、。住居遺構の東側の敷地内，耕作士からのセクション図を作成した。

その状況より耕作土は，25cmあり，黒土褐色土層が24cm前後ある。その下に遺構が確認できたの

である。
′

遺構は，06号607号の複合住居遺構であることが判明した。06号住居址は，壁高30cm前後であ

る。床面は平坦であり硬い。07号住居址は，壁高15cm前後である。床面は硬い。

07号住居址の南側には，溝（M3号）があり住居遺構を切断している。

06号住居遺構からほ，土師式土器片を検出する。07住居址も同様である。

ピッもト，貯蔵穴と思われるものは，確認されなかった。
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鯛考住居地　緒墳時代　弥生時代）　第相国）

08号eO9号住居址は，小調区A3i　6・A3i　7eA3j　6eA3j　7に位置する。この2基

は複合しており，溝（Ml号）に向って延びる。溝（M3号）により，切断されている。また，

溝（M5号）が北西に位置している。

当初，この住居遺構の覆土は，黒色土とロームブロックの混入した言擾乱状況であり遺構が

あることが判断できなかったが，溝（M3号）の発掘作業を進め，溝（M3号）の底面を追った

結乳　明らかにされたものである。09号住居址の中に08号住居址を確認する。

08号住居址の主軸方向は，N－85LWである。住居遺構の確認出来る個所は，溝（M3号）の

南側コーナーおよび，東側コーナーの一部にすぎない。推定であるが，長径4m30cm前後，短径

で3m70cm前後である。平面形では隅丸方形を呈する。壁の状況をみると，南側のコーナーで壁

高は，10cm前後であるが，西側および北西側では計測不可能である。ピットのPlがあり，床面での

径は，30cm前後で深さは60cmある。P2もPlと同様である。Plの西南に位置する，溝（M3

号）よりに炉址がある。炉址の長径は1m40cm，短径で40cm前後で，平面形は不定形を成していた。

炉址付近で床面は硬くしまっていて，炉址を発掘調査した結果，床面より下がっている。

炉址の西側一帯は，溝（M3号）に連なる。南西からの溝状遺構により切断されている。

遺物としては，縄文式土器片，弥生式土器片，土師式土器片が検出された。

09号住居址（第188図）

09号住居址は，長径6m26cme短径で5m20cmの隅丸長方形である。

主軸方向は，N…95LWであり，08号住居址の外側に壁を残している。壁の位置は，溝（M3

号）をはさんで，北側のコーナーと南側コーナー，並びに北側のコーナー部に見られる。

西側は溝状遺構が階段状になっているが，住居遺構の内では，住居遺構を切断し，ゆるい傾斜

をなしている，よって床面は破壊され，また，壁面も一部破壊されている。壁の高さは，平均8

cm前後である。北側では傾斜をなしている。床面は東側で08住居址よりやや高く，しまりも硬い

が，西側では，床面はローム面でしまりがをくやわらかい。

炉址は，08号住居遼構内に位置するものがこの住居址では中央部に位置している。08。09号い

ずれの炉址であるかば，判断しにくい。

遺物は，08号同様であり，ロームブロックと黒色土の混入した覆土より確認され，床面から確

認出来たのはタ炉址の周辺より検出した弥生式土器の壷形土器片のみである。

：鴫仕法址　は1冶時代）（琵相　同）

Å3f　5eA三は　6eA3f　7の小調査区より，確認する。住居址の南側は，溝（Ml号）が
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住居址を切り込んでいる。北西には，11号住居址が，隣接している。

主軸方向は，N－62LWで，長径4m50cm。短径4m30cm前後で，隅丸方形の平面形を呈する

と思われる。壁高は，15－25cm前後でゆるい傾斜をなす。床面は，平坦である。ピットが2個確

認されている。Plは，直径40cm◎深さ37cm。P2は，長径45cme短径35cmバ采さ47cmである。

その他は，ピットが確認されていない。P2の西側には，長径60cmの短径30cmの焼土を確認する。

廃土の厚さは，10～15cm前後であり，床面は，非常に硬くなっている。また，北側の角隅よりに，

焼土が確認される。

遣物は，Pl eP2を結んだ線上に多く検出され，壷形土器，壷形土器片，杯形土器片，器台

形土器片などがある。

瑠号住居址　薗墳時代）　第相国）

住居遺構は，A3e4。A3e　5eA3f　2・Å3f　5eA3g5の小調査区に位置するもの

である。住居址は，溝（Ml号）により，切断されている。

主軸方向は，N∴－95LWであり，長径4mlOcme短径3m50cmほどの，隅丸方形の平面形を皇

し，南西コーナー部は，溝（Ml号）の傾斜部に検出される。西側の溝より，炭化物が，堆積土

の車に混入して検出され，東側の隅丸コーナー周辺よりは，堆積土に混じり焼土粒子，炭化物が

検出された。

住居址覆土は，溝の周辺では，自然堆積3層よりなっている。北側の壁コーナーでは，傾斜を

なした状態で床面から立ち上がり，璧高は，45～50cm前後を呈する。また，溝（Ml号）の西側

コーナーでは，Ml号の傾斜部に垂直で，50cm前後立ち上がっている。壁溝は，確認されていな

い。ピットは，5個所ほど，確認できた。主柱穴としては，Pl・P28P3eP4であり，対

角線上にある。P2は，直径45cmバ采さ38cmであり，P射ま，長径45cmの短形30cmの楕円形であ

る。深さは，溝の傾斜面であるため20cmほどである。Plの溝（Ml号）よりには，炭化物が黒

色土に混じり検出された。また，P2の東側コーナーより，炭化物と混じり，木炭が検出される。

遣物は，溝（Ml号）の東側の覆土より，全体にわたり，高杯形土器片夕壷形土乳杯形土器な

どが，多量に検出された。貯蔵穴および，炉址などほ確認されなかった。

接号住居．址（露文崎代車期）（加普利に　式）（毒封拙酎

この住居址は，A3i　8eA3i　9eA3j　8eA3j　9に位置する。5号住居址の床面下に

かかっているので，5号住居址の発掘調査を実施したのち，発掘調査にかかる。また，この住居

址は，溝（M3号）により，切断されている。

主軸方向は，N－20LW，長径7m20cm。短径5mほどの楕円形の平面形を呈する。南東部の
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コーナーは，西南部コーナーが，一部張り出しているが，発掘のおり掘りすぎた部分である。住

居址内覆土は，自然堆積土の状態である。暗褐色土で，壁周辺部，および，床面は，褐色土層の

堆積がみられる。また，溝（M3号）周辺では，褐色土がU字状にそって，溝（M3号）の底面

まで続いている。

壁は，北西部のコーナーで垂直に近い。璧高は40cm前後であり，また，東南のコーナーの壁高

は，20cm前後で垂直に近く，床面より立ち上がって，5号住居址の床面にいたる。またタ　東側コ

ーナーは，壁高20～30cmである。西側溝（M3号）の西側は，20～30cmの璧高を呈する。璧下には，

溝が屠回している。壁溝は，20－30cmほどの幅を有し，深さは10－20cm（床面から）ほどである。

ビ、ソトは912個所ほど確認されたが，主柱穴は，Pl・P2・P6・P3・P12・P9が考え

られる。P鼠は直径50cmの円形であり言葉さば，75cmである。P3ほ，楕円形で直径50cmあり，

深さは，80cmである。P6ほ，溝（M3号）により，一部床面を削平されているが，ほぼ円形で，

直径50cmを室し，深さは，60cmある。P9は，長径68cm。短径60cmの楕円形を呈し，深さは，80

cmほどである。P12は，長径50cm・短径45cmの楕円形を呈し，深さは，80cmほどである。また，

壁面に接し，P4・P5・P7・PlO・Pllのど、ノトが配置されている。P5は，長径75cm・短

径65cmの楕円形で，階段状になり，底面になる。深さは，86cmである。住居遺構5号住居址のピ

ットと，推定した。P7は，P6と隣接している。長径45cmの円形に近い平面形を皇す。深さは，

60cmである。PlOは，長径70cmも短径58cmの楕円形で言采さば，68cmを呈する。Pllは，P5の

東壁に接する。直径50cmで，ほぼ円形に近い状態であり，深さは，20cm前後で，壁下の溝により

切断される。P12は，炉址である。溝（M3号）の位置より，約20cmほど内部に位置する。縄文

土器の臼縁部から頭部にかけての，婆形土器が埋め込まれていた。婆形土器の長径は30cmあり，

内部には，炭化物が含まれていた。床面は，暗褐色の硬い床である。

13号住居址，17号住居址（古墳時代，縄文時代）

住居遺構は，B3f　7　e B：H　8e B3g　6。B3g　7e B3g　8の位置にある。北側は，住

居遺構，14号住居址があり，農道となる。また，13の17号住居址の東側は，農道および敷地外に

なる。西側には，方墳1号の周溝があり，住居遺構を切断している。13号住居址および，17号住

居址は，複合している。13号住居址を古墳時代の遺構，17号住居址を縄文時代の住居址とする。

両住居址とも，東南に面した方は9　敷地外のため，確認できない。

13号住居址（古墳時代）（第192～193図）

主軸方向は，N∴…38LWである。推定ではあるが，長径3m50cm・短径3m20cmであり，隅丸

方形の平面形を呈するものである。壁は，西側の方墳1号の周溝の内側で南側に位置する個所に
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より確認されるのみである。ここの壁高は，西側で25cm前後であり，南側で40cm前後ある。内部

の覆土は，褐色土および，暗褐色土からなっていた。溝により切断され，溝の堆積土と異なって

いる。住居遣構内には，ピットがある。住居遺構と関連するものは，P7・P9ePlleP12で

あり，対角線上にあるので，主柱穴と判断する。P8ePlO・P13については，住居址樺とは関

連性はないと判断する。

P7ほ，直径50cmで，深さ42cm。P9は，直径35cm，深さ20cm。Pl且は，直径57cm，深さ45cm。

P12は，直径62cmで，深さ60cmである。また，P8は，直径32cm，深さ40cm前後。P9は，直径

45cm，深さ31cm。P2は，貯蔵穴と判断され，直径1mlOcme短径80cm・深さ72cmの平面形を呈

する。

遣物は，P12の付近を中心として検出され，壷形土器片，杯形土器片などである。

膵号住居址　縄文時代）　第柑～柑図）

17号住居址は，鼠3号住居址と複合し，切り合っていることは前述した通りである。

主軸方向は，N－60LWであり，長径10m04cm。短径6m02cmで，長形の隅丸を呈している。

北側の壁は，完全に露呈しているが，西側の壁面は，方墳1号の周溝により，破壊されている。

また，南側は，13号住居址床面の下に位置するため，複雑になっている。東側は，前述した通

り，敷地外になるため完据はできない。

住居址内の覆土の堆積は，セクション図の示す通り，周溝部の一部セクション図に記入できな

い部分があるが，周満都セクションベルトが交互するためである。

覆土内は，褐色土層であり，褐色士の中に，ローム粒子が混入しているが，しまっていた。堆

積は，一部撹乱もみられたが，全般に渡って，自然堆積層と判断される。壁は，床面に対し，傾

斜をなして，立ち上がっている。壁高は，場所により異なるが，北側は，平均60cm前後であり，

南側は13号住居址の床面からで，35cm前後である。西側の壁面は不明である。

ピットは，11個所である。その内，この住居遺構に関連するもので主柱穴と思われるものは，

Pl・P2e P3eP4e P5であると判断する。Plは，不定形であるが，長径1m40cm。短

径60cm。深さ80cmであり，P2は，長径五m且Ocme短径76cmの楕円形である。深さは，75cmであ

る。P3ほ，方墳1号の溝により切断され，周溝底と同じになってしまっているが，直径38cm位

の円形である。P4ほ，直径90cmであり，深さは，65cmである。P6は，平面形で長方形を呈す。

長径80cme短径56cmである。また，P13は，長径48cme深さ約20cmであり，底面には，礎石があ

る。P8は，直径72cmで，深さ40cmである。P12は，直径48cm前後で，深さ24cmで底面には礎石

がある。

遣物は，北側の壁面に沿って，多量に検出した。完形土器は2個，その他は，％位のものや，
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大形土器片などが瑚豪部から胴部にかすて検出された。遺物の検出された状況をみると，覆土に

多く，床面にはあまりみられなかった。

床面は，全体的にしまりがあり，壁面下には，溝は検出されなかった。覆土内，および，床面

は，縄文時代，古墳時代の遺構とは異なり，住居遺構の礎石と思われるものが検出されている。

14号住居址（古墳時代）

B3d　6e B3d　7e B3e　6e B3e　7e B三日　9の位置にある。北東側は，農道になって

いるため，発掘精発一部のみで終了した。

主軸方向は，N一一27LWである。住居遺構の計測は，三角状に確認されているが，一辺の長さ

ほ，約10m70cmある。全体としてほ，隅丸方形のプランと判断される。北側の壁面から南側に壁

がみられ，一部壁が突き出ている。

壁高は，なだらかな傾斜をしている部分と，垂直に近い部分がある。壁の垂直になっている所

では，40～50cmある。住居址内の覆土は，極暗褐色土誹普褐色土から，底面に至り，褐色土などで

構成されている。床面は，平坦であり普　しまっている。しかし，北西に位置する個所は，ローム

の床面が盛り上がっている。また，土壌状のようになり，一段床面より低い部分を呈している。

床床面には，ピットがある。ピットPl eP2eP3eP4・P5は計測してあるが，他のピッ

トP6～PlOは計測していない。Pl～P5と同様と思われる。住居の主柱穴は不明である。

遣物は，縄文土器片が，17号住から入り込んでいる様子がうかがわれ，覆土内から多量に検出

された。底面からは，少量の土師式土器片が検出されたにすぎない。

柑号住居地　番場時代）　第相国）

小調査区，B3C6タ　B3C7，B3d6，B3d7に位置する地点にて確認されたものである。

北東の方向は，農道により調査を行うことはできなかった。

主軸方向は，N一一23LWである。長径7m40cme短径7m前後を有する隅丸方形の平面形を呈

している。

遺構内覆土は，暗褐色土層，黒褐色土層，黒色土層からなり，また，一部の暗褐色土層より炭

化物，および，焼土粒子が検出されている。

璧高は，東側のコ・…ナーで，平均32cm前後あり，西側のコーナーで，30～15cm前後，南側のコ

ーナーで，25－15cmを計測される。壁下に溝が一部検出している。溝の位置する個所は，東側の

コーナー部，西側のコーナー部にみられる。東側のコーナー部は，璧下から内部に向かって伸び

ている。溝の幅は，平均25cm前後であり，深さは，15～20cmのものである。また，西側の壁内の

溝は，住居址の角隅にて，壁面から離れているが，壁面の撮り過ぎである。溝の幅は，平均25cm
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～30cmを計測する。深さは，15～25cm前後である。またタ住居址内部には，楕円形を呈する溝が

ある。溝の幅は，15～30cmのもので深さは，10～20cm前後を計測するものである。

ピットは，7個所ある。その内，この住居址の主柱穴と思われるのは，Pl・P2eP3など

と，判断される。ピットの深さは，それぞれ異なるが芦Plは，円形，直形60cm，床面からの深

さは40cm。P2ほ，檜円形で長径85cme短径55cm・深さ壷cm。P3ほ，直径50cmの円形言采さ40

cmである。P4ほP3と接していて，直径35cm前後の不定形である・。深さはタ40cmを計測する。

P5ほ，長径60cm・短径50cmの楕円形を呈する。深さは，35cmを計測する。他にP6・P7があ

り，P6は，円形で直径30C王nO深さ20cm。P7ほ円形で直径45cm・深さ29cmを計測する。

床面は，平坦であり，ロームの床である。床面内部にある溝には，焼土，および，炭化物の混

じった地点があり，また，P7の南潮の壁，および，璧溝に炭化物，および，焼土が確認された。

炭化物などを取り除いた結果，床面は，焼土となり，赤褐色まで硬い。

遺物は，覆土内から，縄文土器片が多く出土している。また，土師式土器片を床面に近い覆土

から少量検出した。土師式土器片は，壷形土器の口縁乳胴乱杯形土器片，器台形土器片など

が検出された。

瑠6号住居地（古墳時代）（第柑　図）

住居址は，B3a6・B3a7e B3b6・B3b7の小調査区より確認されたものである。東側は農道

であり発掘調査作業はできなかった。この住居址の南に位置する15号住居軋　西側に位置する18

号住居址がある0本住居址には，土壌13号が切り込んでおり，また，住居址の北西側に，土壌15

号が検出されている。

主軸方向は，N－40LWであり，長径5m朝cmである。農遺の調査ができないため不明確であ
1

るが，隅丸方形の平面形を呈するものと判断した。壁は，なだらかな傾斜をなしている。北側璧

高は，平均30cmであり，南側コーナーでは，30～35cm前後ある。また，西側のコーナーでは，30

cm前後を呈する。

ピットは，3個所確認されている。Plは，直径24cmの円形で言采さ15cmである。P2ほ，直

径30cmで円形を呈し，底部はやや西側によっている。深さは，28cmである。P3ほ，直径30cm，

深さ32cmほどである。ピットの柱穴は，P］L eP2であろうと判断する。

遺構の堆積土は，耕作土があり，その下に厚い黒色土が堆積しており，第3層として，暗褐色

土となる。住居遺構は，この暗褐色士層より切り込まれている。床面までに，ローム粒子を含む

暗褐色も　炭化物を含んだ暗褐色土などがあり，床面に至る。

遺物は，黒色土層に多く，縄文土器片が検出され，暗褐色の覆土内より，古墳時代の土師器片

を検出する。
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柑考住居地　薗囁時代）　第臓図）

本址は，B3C4，B3b4，C3b5の′j、調査区に位置する。北西には，円墳6号，東側に土壌，

16号住居遺構，南側に方墳温号，周溝部に隣接する。

主軸方向，N－57LWである。長径6m20cmX6m20cmの隅丸方形を呈する。

遺構の覆土は，暗褐色土，黒褐色土，褐色土，黒色土の土層により構成され，一部には，焼土

粒子，炭化物を含有している。床面から立ち上がる壁高は，北側で38cm前後あり，70の傾斜を呈

す。東側璧高は，30cmで傾斜は700を墨す。西側壁高は，28cmで傾斜は，垂直に近い。南側壁高は

40cmで傾斜は700である。壁高の傾斜は平均している。壁面直下には，壁溝がある。璧溝は，幅20

～35cm前後で，床面からの深さは20cm前後である。Plの南側コーナーにはみられない。

床面にはピットが，7個所検出されている。住居址の柱穴と思われるのは，Pl eP2eP3

eP6である。P且は，楕円形の平面形を呈し，長径64cme短径40cmで，床面からの深さは，54

cmである。P2は，円形を室し，直径45cmバ采さ40cmである。P3は不定形を呈し，直径78cme

短径50cme深さ52cmである。P6は，円形を呈し，直径45cme深さ52cmである。その他，P5・

P7がある。P5ほ，直径45cmバ采さ40cmの円形で，P7は直径50cme深さ48cmである。P4は，

貯蔵穴である。長径78cme短径62cmであり，楕円形の平面形を呈する。深さは，32cmである。

床面は，全体的に平坦であり，張り床である。P30P7の車間には，炉址がある。長径1m

且2cme短径57cmの，不定形を呈する。炉址の断面は，暗褐色の車に焼土粒子が含まれ，焼土塊が

あり，炉址床面は硬い。

19号住居址（古墳時代）（第197図）

この住居址は，A3i2・A3i3eA3i4eA3j2eA3j3eA3j4の小調査区より，確認さ

れたものである。住居址は，北側に農遺があり，また溝（M5号）により，切断されている。ま

た，南側には，円墳6号の周溝部が接触している。

主軸方向は，N－48LWで，長径7m60cmX7m60cmの方形を呈する平面形をなしている。

住居内，覆土の堆積土をみると，暗褐色土，褐色土，黒色土，極暗褐色土などからなりたって

いる。また（M5号）の切断している状況を確認し，住居遺構との関連性をつかむことができた。

住居遺構の壁面を観察した結果，北側では，壁の傾斜角度は，700度前後であり，南側では，傾

斜角度は，85度前後である。また，東側の傾斜は，84度で，西側では，－86度～88度の垂直になる

壁である。壁高は，北側で64cm，南側で60cm，西側で55cm，東側で65cmである。周溝の幅は，25

～8cmで，深さは，15cm前後である。床面には，炉址があり，長径1m25cme短径1m05cmの楕

円形の平面を呈する。炉址の断面をみると，炭化物粒子を多量に含んでいる。また，ロームが硬

く焼かれていた。炉址の床面はタ　かたくをっている。Pl。P6の北側にも，炭化物が散布して
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いて，P6の真北には，粘土が，床面に接着している。この粘土は，当時のままの状態でおかれ

ていると考えられる。Plは，長径ImO5cm・短径65cme深さ50cmで，長方形の平面形を呈する。

その他P2・P3・P4・P5eP6・P7の6個のピットが確認されている。その内，P2e

P3・P4eP5は，この住居址の主柱穴であると判断する。対角線上にある。P2ほ，長径85

cm。短径75cmの楕円形で言采さば，床面より80cmである。P3は，溝（M5号）の床面に位置し

ている。直径鳩cmで言采さば，溝底から80cmあり，やや内部に向かって，柱穴は，傾斜している。

P4は，長径82cm・短径60cmの檜円形を呈する。深さは，50cmである。P5は，長径40cmの円形

を呈する。深さは，溝（M6号）底部より言采さ30cmである。P6は，直径40cm・深さ15。m程で

あり，P7は，長径50cmで言葉さ40cm程である。

遺物は，炉址の北側に位置する地点の覆土より検出される○壷形土器片，高杯形土器片，器台

土器片などである0また，P6磯辺よりも少量の土師片が検出されている。遺構覆土からは，縄

文片が多量に検出されている。P6の内部からほ，大形土器の完形品を検出する。

20号住居址（古墳時代）

この住居址は，A2h9eA2hO eA2i9eA3iOに，確認されたものである。住居は，円

墳3号内に位置している。

主軸方向は，N－41LWであり，長径4m80cme短径4m録cmの隅丸方形を呈するものである。

遺構は，表土下第一層から掘り込みが確認され，壁高は，20cm前後である。壁は，ゆるい傾斜

をなしている。覆土は，暗褐色，黒褐色などにより，構成されている。床面は，平坦である。し

かし，東北から，南側に位置するピット付近にかすて，やや床面が傾斜をおびている。ピットは，

貯蔵穴と思われる地点であり，長径90cm・短径60cmである。深さは，25cm前後であった。床面の

精査を実施したが，柱穴のピットらしき所は，確認できをかった○床面は，軟弱であり，壁をか

ろうじて検出したにすぎない状態である○南側に突き出した所は，撮りすぎによるものである。

遣物は，貯蔵穴と思われるPlの周辺覆土内に検出され，南側に位置する壁面から，壷形土器

片を検出し，西側に位置する地点より，器台を検出することができた。

この住居址は，円墳3号と称する内部にあり，古墳時代の前期，五領期に併行する遺物を検出

しているので，円墳3号の考察の重要な資料となる。

21号住居址（古墳席代）（第着柑画）

本址は，A2i5に位置する小調査区より確認される。

主軸方向は，N－50LWで，長径5m44cmである○しかし，発掘調査外にあるため，一部のみ

調査したにすぎか㌔住居址の覆土の上層には，耕作土，および，茶褐色土（焼土粒子を含む）
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があり，これは，最近除草により，焼却した灰と混入したものである。植木が列をなしているた

め，撹乱している。床面は，ロームブロックを多量に含んでいる。

璧高は，約20cmあり，壁下には，壁溝が確認される。壁面幅は，80～40cmで，深さは，15cm前

後である。壁の傾斜は，ややなだらかであり，床面は硬い。壁のもち上がりから，ピットが確認

される。長径45cme短径35cmバ采さば，床面より37cmある。

遺物は，覆土より，少量の壷形土器片，高杯形土器片を検出する。

22026号住居址（弥生時代S　古墳時代）

B2g3eB2g4e B2h3e B2h4eB2h5eB2i3e B2i4の小調査区より，確認され

たものである。発掘精査作業を進めることにより，住居址が複合していたことから，22号・26号

住居址と名称をつけた。

22号住居祉（弥生時代）（第199図）

この住居址は，主軸方向，N－33LWで，長径7m60cm・短径6mの隅丸方形の平面形をなす

と判断する。床面は，北側，東側，西側に残すのみで，26号住居址と切り合って，切断している。

壁高は45cm前後であり，やや傾斜をなし，立ち上がっている。北側の床面より，弥生時代の壷形

土器を検出することができた。また，焼土が確認された。床面は，ロームで硬い。

26号住居址（古墳時代）（第199図）

本址は，22号住居址を切断して造築された住居址である。

主軸方向は，N－40LWで，長径60m e短径58m前後の，方形の平面形を呈する。住居址の隅

は，直角に近い。

住居址の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，褐色土，明褐色土，茶褐色土などから構成されている。

壁面を観察すると北，東，西側は22号住居址の床面になっているため，26号住居址の壁面のも

ち上がりが，正確にとらえることができるのほ，南側である。南側の床面から，50～60cmの壁高

を呈し，傾斜は，70度～85度ほどである。北，東，西側の22号の床面と，26号住居址の床面の段

差は，25～30cm前後である。段差のある傾斜は80度前後の壁面をなす。

床面には，Pl～P4の主柱穴が対角線上に配置している。Plは，長径35cm・深さ90cm。P

2ほ，長径38cme深さ85cm。P3は，長径35cm・深さ85cm。P4は長径55cm・深さ94cmである。

P5ほ貯蔵穴であり，長径85cm・短径62cme深さ50cm前後の楕円形を呈する。

南側の壁面には，まじきりの状態で，底面に盛土が形成されている。幅は，35cmで高さは7cm

～10cmのものである。貯蔵穴を取り囲む状態の盛土が東側で破壊されて，一部不明の3個所に
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まじきられている。

西側の壁面の中央部から，南側に位置した所に，カマドがある。カマドは，大部分破壊されて

いたが，床面に近い所は，残存していたので，調査をした。その結果，カマドの幅は1m08cm，

そ側の袖部は，長径82cm，先端部の幅は，20cm前後，南側の袖部の長さは，90cm，先端部は，23

cm前後である。煙道部は，確認できなかった○燃焼部に，相，および，壷形土器片が検出された。

粘土は，褐色土の粘土に砂と，明褐色灰の土により，構成されたものであるが，砂が多く，くず

れたと判断する。

遺物の出土状況は，覆土から，壷形土器片，柑形土器片，高杯形土器片，器台形土器片などを

検出する。

23号住居址（古墳時代）（第劇相知）

本址は，BlhO eB2hl・B2iO eB2ilより確認される。北西側は，敷地外である。

主軸方向は，N－10LWであり，長径4m髄cme短径4mlOcmの，隅丸方形を皇し，平面形で

ある。

遺構内の覆土は，黒褐色土，極暗褐色土，暗褐色土，褐色土などから構成されている。床面に

接する覆土からは，多量の炭化物，および，炭化粒子，焼土粒子が含まれていて，厚い層をなし

ているが，一部，木の根，東の林の開墾により，土層が撹乱しているところもみられる。

壁の状況を観察すると，東西南北の壁面は，平均80度前後の傾斜をなしているが，南北の壁は，

やや低い。壁高は，平均45cm前後である。床面は，平坦であるが，一部，凹状である。壁にそっ

た溝は，検出されなかった。床面には，炉址があり，楕円形の平面形を皇す。炉址は，炭化軌

および，焼土塊があり，炉址は，かたくしまっている0

ピットは，Pl～P5の個所にあるo Plは，長径30cm。深さ45cmo P2は，長径25cm・深さ

44cm。P3は，長径25cme深さ32cmo P4ほ，長径25cme深さ60cm。P5は，貯蔵穴で，長酎5

。m。短径10e深さ50cmである。このPl～P4が，柱穴であり，P4ほ傾斜をなしている。

遺物の出土状況は全体にわたり，床面上の覆土より検出されている。また，主柱に利用したも

のが，木炭となり残存している。焼土，木炭が多量に検出されたことにより，火災にあったと思

われる。

遺物は，多量に出土し，瓶式形土器片，壷形土器片，相，高杯，杯などがみられる。貯蔵穴か

らは，壷形土器，柑形土器片が，底部を上にし，ロ縁部を貯蔵穴の床面に向けた状況で確認され

た。
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鉢胃焦慮址（古墳晴代）（第2鋸謬）

この住居遺構は，B2d5e B2d6e B2e5・B3e6に位置する。小調査区から確認する。

この住居址の西側には，25号住居址が壁面の一部を切断した状況で隣接している。

主軸方向は，N－15LWで，一辺の径4m50cmで，隅丸方形の平面形を呈する。遺構の覆土は，

一部撹乱されている。堆積土は，黒褐色土，暗褐色土，明褐色土より構成されている。壁の高さ

は，25cm前後である。床面は平坦であり，ピットがPl～P5の5個所にある。主柱穴と思われ

るのは，Pl，径40cme深さ50cm。P2，径30cme深さ46cm。P3，径25cm・深さ53cm。P5，

径35cm・深さ50cmのピットで，対角線上に並ぶ主柱穴と判断する。P4は，径27cme深さ40cmの

ピットである。床面は，ほぼ平坦であり，中央部より，Pl。P3の間には，炉址がある。炉址

は，直径1m50cm・短形1m17cmの楕円形の平面形を呈する。炉址の上層部は，炭化物を含み，

床面はかたく，赤褐色土になっている。

遺物は，高杯形土器片，壷形土器片が少量検出された。

25号住居址（古墳時代）（第202図）

本址はB2d4・B2d5eB2e4・B2e5に位置する小調査区より，確認されたものである。

西側に円墳4号の周溝があり，その周溝を切り込んでいる。また，東側には24号住居址があり，24

号の壁面に接し，壁を切断している。床面は，ほぼ同じ高さである。

主軸方向は，N－55。50－Wであり，長径45m e短径36mの長方形の平面形を呈する。隅は丸

みがなく角状になる。

住居址内の堆積土は，第1層の耕作土より掘り込みが確認される。壁高は30cm前後であり，壁

は，垂直ぎみに立ち上りを呈している。床面は，ロームで硬く，ほぼ平坦である。ピットは，P

l。P2・P3の3個所ある。Plは，直径30cmバ采さ25cm。P2ほ，直径28cm・深さ45cmであ

る。

これらのピットは住居址内に㍉一直線にある主柱穴である。壁とPlに接する地点にカマドがあ

り，そのカマドの南側に位置し，P3がある。これは，貯蔵穴である。貯蔵穴は，長径53cm・短

径50cme深さ76cmで方形を呈する。床面は，平坦であるが，もぐらの穴により破壊されている。

遺物は，非常に少なく，床面の覆土より確認されたものは，壷形土器片，杯形土器片などであ

る。

カマド

カマドの位置は，南西のPl・P3に隣接した，住居址南西の壁にある。南西の壁中央より，

やや南に位置し，切られたものである。発掘調査したカマドの状態は，壁面のローム面の高さと
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同じであり，カマドの北側は，ややゆるい傾斜をなしていた。南には，貯蔵穴があり，急傾斜を

なしている。カマドの調査にあたり，セクション図作成の準備を進めて，カマドの露呈作業に入

る。カマドの規模は，壁面での幅1m14cm，東袖の長さほ68cm，西袖の長さは78cmである。東袖

の幅は，先端部で60cm，西袖の幅の先端部は，65mである。カマドほ，粘土と砂とを混合したも

ので，褐色の士である。支柱と思われるものはなかった。また，煙道部については，確認できな

かった。

㌫胃僅居址（再墳時代）（第2糾到）

本址は，B2a8eB2a9eB2b8。B2b9に位置する。北側は円墳3号の周溝部があり，

土壌4号が東側，土壌6号が西側に隣接している。

主軸方向は，N－38LEで，長径4m90cm・短径4m40cmの隅丸方形である。壁高は，6～10

cm前後であり，一部は確認するのが非常に困難射犬況であった。発掘精査の結乳　ピットを検出

する。

柱穴と思われるPlは，直径40cm。深さ20cm。P2は，直径40cm・深さ20cm。P3ほ，直径40

cmバ采さ30cm。P4ほ，直径40cmバ深さ28cmである。これらのピットは，それぞれ，壁面よりに

ある。P2に隣接して，楕円形の平面形を呈するP5の貯蔵穴がある。長径65cme短径45cme深

さ25cmである。

住居覆土は，2層にて暗褐色，橙色をどにより，構成されている。

遺物は，貯蔵穴から少亀土師片を検出（壷形土器片，杯形土器片）などである。耕作土の下

にロームがある状態で，住居遺構は耕作のおり破壊されたと考えられる。

28号住居址（古墳時代）（第203図）

住居址は，敷地軋　A2i4・A2j4付近に位置し，一部のみで，住居址の大半が敷地外に出

ていることが判明し調査の結果，少量遺物，高杯形土器片，壷形土器片を検出した。セクション

図より，住居址内の土層は，自然堆積したことが認められる。一部植木により授乱している所も

ある。壁高は，18cm前後であり，やや，傾斜をなす。壁下の床面には，溝は検出されない。床面

は軟弱であり，張り床ではない。ピットなど，柱穴と思われるものは，確認できなかった。

主軸方向は，N－55LWをなし，隅丸方形のプランであると判断する。

29号住居址（弥生時代）

本址は，B3el・B3e2・B3e3・B3fl eB3f2の小調査区より確認されたものである。

この住居址は，北から西側にかけては敷地外になる。円墳4号の周溝内部に位置し，東側は一部門
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填4号の主体部により切断され，北側には，土壌8号が隣接している。

主軸方向は，N－60LEで，長径5m40cm・短径4mであり，隅丸方形の平面形を呈する。壁

面は，円墳4号境の主体部により，東側壁を一部破壊され，また，南側の壁は，屠溝により変化

をしている。壁高は，北側で20cm，南側で24cm，西側で15cm，東側で15cm前後を示す。壁の立ち

上がりはややゆるい傾斜である。床面は平坦である。

遺構内の堆積は，表土（耕作土）Ⅲ層より，切り込まれている。暗褐色土，黒褐色土，褐色

二L　橙色士をどにより構成されている。

床面には，Pl～P5のピットがある。P上P2eP3。P4ほ，柱穴であり対角線土にあ

る。Plは，直径25cme深さ55cm。P2は，直径45cmバ采さ60cm。P3ほ，直径34cme深さ56。m

である。P4は，直径40cmバ采さ48cmである。

P上P4の北側には，ピットがあり，その上には，炭化物が検出された。これには，藁，木

炭などが検出され，ピット内部までつまっていた。これは，最近焼却した場所と考えられる。4

本の主柱穴の中心部には，炉址がある。炉址には，普通石などが置かれている例が多いが，この

場所では，確認できなかった。炉址の長径は，68cm，短径は，40cmの楕円形の平面形を呈してい

る。炉址の上層部には，炭化物などの多く含んだ黒褐色土があり，その下層には，赤褐色土の焼

土がある。床面は，焼土であり，かたかった。

遣物は，覆土，および，P4の北側から南側にかけて，検出された。壷形土器片等日縁部から，

頚部にかけてのものを中心にして，少量検出されたにすぎない。

諏号住居地（歯墳時代）　第鋼図）

本址は，B2g5eB2g6。B2g7。B2h5eB2h6の小調査区より確認する。住居址は，

溝（M5号）により切り込まれている。また，南から北側へ向かって小港がある。東側は方墳2号

の屠溝部がかかっている。西側には，22号住居址，26号住居址が位置している。

主軸方向は，N－40LWで，長径5m30cm・短径5m20cmの隅丸方形の平面形を呈する。堆積

土は，耕作土を取り除いた。第2層土より切り込まれ，黒褐色土，褐色も極暗褐色土などで形成

している。

壁高は，10cm前後である。壁の傾斜はなだらかである。床面は，平坦である。溝（M5号），

が横断し，住居の中央部にある。Plは，住居址の柱と思われるが，やや璧よりである。直径40

cm・深さ48cmで，Plの南側に焼土がある。厚さは，10cm前後であり，また，小港の南側にも焼

土があり，長径1m30cme短径50cm前後である。厚さは10cm前後であり，暗褐色の車に焼土粒子，

および，炭化物を含有している。下層部は，黒褐色になっている。非常にかたい床面は，焼土で，

ロームがやけている。

－142・一一



遣物は，壷形土器片を少量覆土より，確認する。完形品の土器は，溝（M5号）の立ち上がり

部分の暗褐色土より，検出した。

31号住居址（竃墳時代）（第206鍾）

本址は，B2i6・B2i7・B2j6・B2j7の小調査区より確認する。住居址の北側には，30

号住居址があり，北西か西南に向かって，溝（M5号）が走る。北西に位置し，複合住居址，22

e26号が位置する。

主軸方向N…68。50－W，長径5m20cm・短形5mlOcmの方形の平面形を呈する。覆土は，第

2層から切り込まれている。黒褐色土，極暗褐色土，暗褐色土などから構成されている。

壁高は，北側で40cm前後，南側35～40cm前後，西側で50cm前後，東側35～45cm前後を呈する。

壁面は，内反，または，外反している所もみられる。壁の立ち上がりの傾斜は，70～85度前後を

呈する。壁高の下には，溝のようにやや低くなり廻わっている。

床面は，全体的に平坦である。柱穴が対角線上に企画されている。Plは，直径40cm・深さ38

cm。P2は，直径30cme深さ50cm。P3は，直径34cm・深さ60cm。P4は，直径35cme深さ40cm。

住居址の南側の隅に貯蔵穴がある。貯蔵穴は，直径68cmの円形の平面形を呈す。深さは65cmであ

る。貯蔵穴の床面は平坦であり，住居址の床面まで80度前後の傾斜で立ち上がっている。

遺物の出土状況は，床面から2層前後の覆土内全体に，遺物が散乱している。特にPl付近，

P2付近がもっとも出土している。壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片などである。

くカマド、み

P2　e P3の東側の壁面にカマドがある。
▼▼

カマドは，壁面を切り込まずに内部に造られたものである。カマドの壁面に接した所の上幅は，

2m70cmあり，床面の粘土の盛り上がるすそまでで，約3m30cmになる。精査の結果，北側の袖

部の長さは，1m50cm。南側の袖部の長さほ，約1m60cm前後である。焚口部は，幅30cm前後あ

り，焚日部の長さほ，約40cm前後と考えられる。燃焼部と焚口部の接点には，自然石の18cm前後

の細長い石が，たてに埋込まれて赤褐色土になっている。燃焼部の中から柑形土器片が検出され

ている。煙道部については不明であったが，壁面に接し一段高くなって残存する粘土の塊りがあ

る。これが，煙道部と関連するものと判断したい。粘土は，褐色土と砂と灰褐色土の粘土が混入

したものである。

32号住居址（古墳時代）

本址はB2f8・B2f9・B2g8・B2g9に位置する小調査区より確認する。方墳1号内の
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主体部と複合しあっている。

主軸方向は，N－35LEで，長径3m60cme短形3m08cmの隅丸方形の平面形を呈する。

壁高は，20cm前後である。壁面の直下には壁溝があり，壁溝の幅は，平均20cm前後である。

床面は，方墳1号の主体部に位置するため，平坦な部分は一部にすぎず，主体部の掘り込みの

立ち上がりの残存部分から，主体部の底面に向い傾斜をなしている。主体部の北側には，平坦な

床面から主柱穴がある。直径40cme深さ30cm前後であり，P2eP3は，主体部傾斜面に位置し，

30～40cmの直径で，深さ30cm前後を呈する。

住居址と主体部の関係であるが，主体部が前時期に造られ，住居址が後の時期に造られたと判

断する。住居址の覆土は，表土（耕作土）より切り込まれ，黒褐色土，暗褐色土，極暗褐色土，

褐色土などにより構成されている。

遺物は，Pl・P2の主柱穴がある，北側の平坦な床面より多量に検出する。遺物の出ている

土層は，表面（耕作土）との接点する第2層（1層）部より床面の土層までつらなる。

しかし，主体部によるにしたがい，遺物は少か1。主体部，覆土内上層部よりヤリカンナが検

出される。これは，32号住居址のものと判断する。方墳2号と主体部の関係については，後述し

たい。

33号住居址（第207回）

本址は，B3e9eB3eO・B M9日B3守0の小調査区より確認する。住居址の南側には方墳2号，

北側には37号住居址があり，東側には方墳1号の周溝部が位置する。住居址の北側は溝（M5号）

があり，一部壁面が破壊している。また，方墳2号の周溝部が住居址の南を切断する。土壌14号

が東側にあり，住居址の壁面を切っている。

主軸方向は，N－28LEで，長径7m80cme短径7m40cmの隅丸方形の平面形を呈する。遣構

内の覆土は，暗褐色土，黒褐色土などから構成されている。

床面は平坦でロームが硬い。床面にはPl eP3の主柱穴があり，Plは長径9cmで傾斜をな

している。深さは90cmである。P2ほ，方墳2号の周溝部の内部に位置し，長径1m20cm前後を

皇していて，深さは95cmで内部に向かって垂直をなしている。P3・P4も同様である。P4の

北側には，焼土があり，炭化物が含まれていてやわらかい。その他ピットP5e P6・P7・P8

もある。中央部には炉址があり，炭化物，および，焼土塊が堆積している。非常にやわらかい近

年焼却したものの残存である。

壁面B地区は垂直になり璧部北側は，壁高40cm前後，南側では30cm前後。西側の壁高は35cm前

後で東側でも同様であった。
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遺物の出土状況をみると，完形品の遺物は確認されず，壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片

器台形土器片が散布していた。覆土内からは，縄文式土器片，弥生式土器片を検出する。

35号住居址（古墳時代）（第別㈲図）

本址は，B2a5・B2a6・B2b5・B2b6の小調査区に位置する。北側には21号住居址が

あり，東・西・南弓ヒには，ピット群，土壌などが点存する。

主軸方向は，N－75LWであり，長径4mlOcm・短径3m50cmの隅丸方形の平面形を呈する。住

居址内覆土は，褐色土，明褐色土などから構成されている。璧高は，8cm前後である。壁傾斜は

ゆるく，壁の掘り込み面から床面までの深さは8cm前後である。床面の中央部には不整形のピット

がある。これは，木の根による擾乱で床面を破壊する。床面には，ピットが4か所検出されてい

るが，住居址の主柱穴と思われるのは，Pl・P2であり，他の2個は，住居址には関係ないも

のと判断される。ピットPl eP2では直径40cmバ采さ35～40cm前後のものである。P3eP4

は，長径40cmバ采さ20cm前後である。

遣物は，壷形土器片，器台土器片を少量検出したにすぎない。

3隅1住居址（古墳時代）（第209閏）

本址は，B2d8・B2d9・B2C8の小調査区より確認す争。本址は溝（M5号）により東側は

切り込まれる。溝（M5号）の南には33号住居址が位置し，北側には土壌4号が位置する。当初，遺

構の確認は困雉であったが，溝（M5号）の発掘調査のおり傾斜面に落ち込みがみられ，ローム

の色土と異なることに気付き発掘調査した結果，住居址であることが判明した。

主軸方向は，N－lLEであり，長径4m50cm前後・短径4mの隅丸方形の平面形を呈するも

のと思われる。

住居址内の覆土は，暗褐色土，褐色土により構成されている。壁高は，18－20cm前後を呈する。

壁面の傾斜は，西側のコーナーで垂直に近いが，北側e南側ではややゆるい傾斜をなす。

床面は，全体的に平坦であり，ロームで硬い。床面には，ピットが5個確認できた。Plは，

長径55cm・短径50cme深さ34cm。P2は長径45cm・短径40cm・深さ42cm。P3は長径60cm・短径

40cm・深さ50cm。P4・P5の位置は，住居址の柱穴と判断しかねる。

遺物は，土師式土器片，壷形土器片，杯形土器片などを検出する。また，縄文式土器片を少量

検出する。

37号住居址（弥生時代）（第2相国）

本址はB2d9・B2dO・B3dl eB2e9eB2dO。B3el内の小調査区より確認される。
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この住居址は，南側方墳1号の周溝により切断され，また，33号住居址により切断されている。

主軸方向は，N－4LEで，長径5m60cme短径4m80cmの隅丸方形の平面形を呈するものと

判断される。

住居址内の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，明褐色土，および，焼土粒子，ロームブロックなど

を含有している褐色土などから，構成されている○住居址の壁面は，北側のコーナー部と南側に

残存している。北側コーナーの璧高は，28cm前後で，南側壁高は12cm前後である。

床面は平坦であり，ロームで硬い部分が残存するが，ほとんど破壊されている。床面はピット

が8か所確認された。主柱穴と思われるのは，Pl・P2eP3であり，直径35～55。m・深さ40

～55cm前後である。P4eP5eP6・P7については不明である。床面の中央部に位置するの

は，炉址である。炉址は，焼土塊を主体とした土層であり，黒褐色土，褐色土，暗褐色土などで

構成されている。厚さは20～25cm前後であり炉址の床面は，焼土で硬くしまりきっている。

遺物は，覆土内より壷形土器の口縁部，および，胴部の破片を検出した。また，古墳時代前期

の壷形土器が検出された。

38号住居址（番場時代）

本址は，C3d5の小調査区より確認する。東側は敷地外であり，北西には39号住居触南西に

は50号住居址が位置する。住居址の壁高は30cm，床面は平坦で，ロームの硬い床である。

遺物としてほ，壷形土器片，杯形土器片を検出した。

39号・住辰址（音墳時代）（許紺瀾）

本址は，C3a5eC3a6。C3b5eC3b6の′J瀾査区より確認する。北側には，方墳1号

の周溝が隣接し，南側には38号住居址がある。

主軸方向は，N－34LEの住居址とN－50LEの住居址の複合である。最初に造られた住居址

は，長径4m70cm・短径4m45cmの隅丸方形の平面形を呈するものであり，その住居址を切断し

新しく造られた住居址が，長径3m85cm。短径2m80cmで方形の平面形を呈する住居址である。

最初に造られた住居址の壁は，北側から北東にカバナて壁面が残存している。この残存した壁面の

壁高は床面から25～35cm前後である。新しく造られた住居址の壁は，南西から南側にかけて，床

面からの壁高は，30～55cm前後である。南側には壁高があり壁の幅は30cme深さ8cm前後である。

最初に造られた住居址の床面は新しく造られた床面により切断されているが，床面の残存する部

分は北側，北東の壁に向かってスロープ状にやや傾斜をなす。新しく造られた床面は平坦である。

床面状況であるが，新言日の住居址には11個のピットがある。その内最初の住居址の柱穴と思

われるのは，Pl・P2であり，残り2個は，確認されていない。Plは，長径48cmで深さ65。m。

－146－



P2ほ，長径52cmバ采さ24cmである。（新しい住居址床面から）。P5・P6eP7のピットにつ

いては柱穴とは異なる。新しく造られた住居址は，2本の主柱でささえられた住居址である。その

柱穴は，P3eP4である。P3・P4ほ，直径30cme深さ60cm前後であり，床面は平坦である。

その他にP8eP9ePlOのピットがあるが不明であるo Pllは，新しく造られた住居址の貯蔵

穴である。貯蔵穴は，長径65cm・短径60cmで楕円形を呈する○深さは40cmで璧はややゆるい傾斜

斜をなし底面は平坦になる。住居址の南西の壁に面し，カマドと思われるものがあるが，砂塊と

判断を下した。カマドの性格がないのに疑問をもつが，建設途中で廃棄したものとする。

住居址の覆土は，黒色土，黒褐色土，暗褐色土，褐色土，明褐色土から構成される。その中に

廃土粒子，および，木炭などが含まれている。

遣物は，新しく造られた住居址には少なく，山砂塊のある地点から壷形土器片を検出し，P9

の付近からほ，高杯形土器片，柑形土器を検出する。また，古い住居址の北西から北東にかけて

覆土内より，長頸形壷，壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片，器台形土器片を検出した。新

しい住居址を造る時に古い住居址へ，土器片を動かしたと考えられる。両住居址の覆土からは，

木炭をども多量に検出された。

購号住居址　番場時代）　第別　図）

本址はC3eleC3e2・C3e3・C3fl・C3f2・C3f3・C3g2の小調査区より確

認する。住居址の西側隣接地には，円墳5号の周溝がある○また，住居址の南西部の壁を切断し

た土壌20号があり，41号住居址が隣接している。東側は敷地外となり壁高は検出され患い。

主軸方向は，N－16LEであり，長径5m40cme短径4m40cmで方形の平面形を呈する。住居

址の壁高は平均44cmで床面からの壁の立ち上がりほ，ややゆるやかな傾斜ををす。壁の直下には

壁溝がある。壁溝の幅は30～45cm前後で，深さは床面から15～20cm位である。

住居址の堆積土は黒色土，黒褐色も暗褐色土，褐色土などにより構成される。床面には，Pl

・P2eP3eP4の主柱穴が確認される。Plは直径30cme深さ60cm。P2は直径30cm・深さ

60cm。P3ほ直径40cm・深さ65cm。P4ほ直径35cm。深さ50cmである。南側の壁面に位置しP6

がある。P6の周辺には壁溝と盛土した粘土と東南からの壁溝がP6の北側に入りこんでいる。

盛土と溝は，P6を囲む。これは，貯蔵穴を間仕切りの働きをしていると思われる。P5ほ，長

径1m07cm・短径90cmで，深さ40cmで，床面は平坦になっている○楕円形を呈する平面形で貯蔵

穴と同様のものであるが断定できか）。住居址の西側壁中央部よりに山砂の多く含まれた粘土が

ある。カマドが破壊されたものかは断定できない。

遺物の出土状況であるが，P6の貯蔵穴の北側。P4の柱穴を中心として覆土内に散布してい

た。壷形土器片，杯形土器片，器台形土器片，高杯形土器片などである。
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41号住居址（弥生時代）（第213図）

本址は，C2fO・C2fl・C3f2・C2g9・C2gO・C3glの小調査区より確認される。

西側には円墳5号の周溝があり，住居址の壁，床面を切断し，北東側には土壌20号が壁，および，

床面を切り込んでいる。

主軸方向は，N－74LEで，長径4m95cm・短径4m40cmの隅丸方形の平面形を呈している。

住居址の覆土は，自然堆積であり，黒褐色土，黒色土，暗褐色土などから構成されている。住居

址の壁面は，ゆるい傾斜をなす。壁高は10cm前後であり，床面は平坦でやや硬いロームで構成さ

れる。しかし，西側は円墳5号の周溝部に向かって傾斜をなす。また，北東の土壌20号により切

断される。床面には，ピットが4か所ある。P2・P3e P4は主柱穴として，対角線上にある

が，Plはややづれている。ピットの直径は40cmで言采さ40cm前後である。

住居址の中央部には炉址がある。炉址は，長径1m05cm・短径95cm前後で炉址の中央部に石が

置かれている。炉址は暗褐色で，焼土粒子，および，焼けたロームなどで構成され，床面は硬く

しまっている。

出土遣物は，弥生式土器，壷形土器の破片を少量検出し，また，古墳時代の土器片など少量検

出したにすぎない。

42号住居址（古墳時代）（第214図）

本址は，C2b9eC2bO eC2cOの小調査区より確認する。この住居址は，円墳5号の周溝

により切り込まれている。北側には土壌17号があり，また，南側には土壌25号が位置している。

主軸方向は，N－16LEで，長径4m60cm・短径3m60cmの方形の平面形を呈する。住居址の

覆土は，黒褐色土，黒色土，暗褐色土などで堆積し構成されている。

壁高は，北側で20cm，南側で15cm，西側で20cm，東側で20cm前後を測る。北，南，西の壁はや

やゆるい傾斜で床面から立ち上がっているが，東側は垂直に近い状態である。

床面は，周溝が南東から北西へ斜めに切り込んでいて，平坦な部分は北東と西南のみである。

床面は平坦であり床面のしまりはやや硬い。

住居址の主柱穴は，2個所確認できた。Plは，直径32cme深さ30cm。P2は，長径55cm・短

径38cmバ采さ40cmである。

出土遺物は，壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片などを少量検出する。

43号住居址（弥替時代）（第2摘函）

本址は，C2a6・C2a7e C2b6・C2b7の小調査区より確認する。住居址の東側には土壌21号が

位置する。南側は，円墳5号の周溝部により，切り込まれている。住居址中央部には南北に溝が
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切り込んでいる。

主軸方向は，N－60LEで長径5m40cme短径4m60cmの隅丸方形の平面形を呈する。

住居址内の覆土は，極暗褐色土，褐色土などで構成されているが，南北の溝の土層があり，覆

土に変化を与えている。住居址の壁面の立ち上がりは，ややゆるい傾斜をなし，床面より立ち上

がっている。壁の高さは30cm前後である。

床面は平坦なロームの床で硬い。床面にあるピットPl eP2は，住居址の柱穴と思われるが，

住居址の構成としてほ，北側の床面，および，南側の円墳5号の周溝部より検出されなかったこ

とが残念である。Plの長径は40cmバ采さ60cm。P2の長径60cm・短径45cme深さ55cmを呈する。

その他にP3がある。P3は長径60cm・短径35cme深さ25cmである。中央部南北に溝が走り，こ

の溝は，円墳5号の屠溝部を切り込んでいる。住居址内の床面の溝の幅は60cm前後あり言采さ50

cm前後である。溝の底部は平坦になる。この溝の成立期，使用目的については不明である。

床面P3の北側に炉址が位置する。炉址には自然石が置かれている。炉址の断面をみると，

暗褐色土，褐色土により構成されるが，その土層には焼土粒子，焼土のブロックなどが混入して

いる。床面は焼かれてしまっていた。

遣物は，弥生時代の壷形土器片を少量検出した。また，土師式土器片，縄文土器なども検出し

た。

初号住居址（弥生時代）（第2相国）

本址は，C2e7eC2C8・C2f8の小調査区より確認する。住居址の北側には51号住居址が

位置し，南側には溝（M6号）が隣接する。また，住居址は円墳5号の内部に位置する。

主軸方向は，N－32LEで長径5m40cm・短径4m40cmの隅丸方形の平面形を呈する。住居址

の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，極暗褐色土，明褐色土，褐色土などにより構成される。

壁面は，垂直の部分もあるが，緩傾斜をなしている。壁高桜25cm前後である。

床面は，平坦でロームの面は硬い。床面のPl～P4は住居遺構の主柱穴であり，直径36～40

cmの雲母片岩が置かれている。炉址の堆積土は，褐色土，暗褐色土，明褐色土であり，焼土粒子，

焼土塊などが含まれる。炉址の床面は，火熱を受けて非常に硬い。

遺物は，弥生式土器片，および，土師式土器片を少量検出する。弥生の土器片は壷形土器片，底

部，頸部などである。また有孔円盤を検出する。

45（a・b）号住居址

本址は，C2g7eC2g8・C2g9・C2h7・C2h8・C2h9の小調査区より確認された

ものである。本址（a）の北東部に位置し円墳5号の主体部が住居遺構を切り込んでいる。南西に
〆
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は溝（M6号）が住居址の床面，壁面を切り込む。また，南側は円墳5号の周溝部により住居牡

の壁面，および，床面を切り込み，溝（M6号）に周溝も切断されている。

溝（M6号）の南側には，45（b）号住居址がある。この住居祉（切の北側は円墳5号の周溝

により壁面，床面を切り込んでいる。また溝（M6号）により東側は切断されている。

本地（a）の主軸方向は，N－30LEであり，長径4m50cm前後・短形3m70cm前後であると

考えられる。

本地（b）の主軸方向は，N－65LEであり，長径4m50cm前後・短径3m80cm前後と考えら

れる。

本址（a）のセクション図では，円墳5号の主体部，住居址，溝（M6号），円墳5号の周溝と

堆積土の変化がみられる溝（M6号），住居吐，古墳の成立期を検討することができる。

本址（a・b）は，溝（M6号），円墳5号の成立前のものであり，床面の堆積は，主体部，お

よび，溝（M6号）により切り込まれ一部残存しているのみである。堆積土は，褐色土，暗褐色

土により構成されている。

壁面の立ち上がりは，ややゆるい傾斜をなしている。壁高は18～25cm前後であり，床面は平坦

であり，主柱穴と思われるピットなどは検出することはできなかった。

遺物は，土師式土器の壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片などを検出する。

本址（b）は，北側から東側の壁面を破壊したことは前述の通りである。住居址内の覆土は褐

色土，暗褐色土などにより構成されていた。壁面の立ち上がりは，ややゆるい傾斜をなす。壁高

は30～40cmを示す。床面は平坦でありロームで硬くしまっている。床面にはピットが3か所検出

され，Plは長径1m35cm・短径75cm・深さ55cmで長楕円形を呈する貯蔵穴である。遣物は検出

されなかった。P2・P5については不明であるが，P4は主柱穴と思われる。また，溝（M6

号）の傾斜に検出したP3は主柱穴と判断される。

遺物は，住居祉（a）と同様である。

46号住居址（古墳時代）（第218図）

本址はB2j4・B2j5・B2j6・C2年4・C2a5・C2a6の小調査区より確認する。こ

の住居地の北側は，溝（M5号）により切り込まれている。また，東側には，土壌23号が壁，床面を切

り込んで位置している。住居地の西側に隣接して，57号住居牡の南側には56号住居址が隣接する。

主軸方向は，N－70LWで長径8m60cm・短径6m70cmの方形の平面形を呈する。南東のコー

ナーに，一部張り出している個所がある。

住居址内の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，褐色土，橙土などにより構成されている。住居祉と

土壌とのセクション図を見ると，土壌が後世に造られたことが確認できる。
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壁は；一緩傾斜をなしていて，壁高は40cm前後である。床面は平坦でロームは硬い。

床面には4個のピットが確認され，Pl・P2・P3は住居祉の主柱穴と判断される。Plは，

直径50cm・深さ60cm。P2は直径48cmt・深さ60cm。P3は直径35cm・深さ75cmである。トp4は直

径30cm・深さ25cmであり主柱穴とは違う。P2の南側に位置しP5がある。貯蔵穴で直径80cmの

円形を呈し，深さ70cmであり，床面までの立ち上がりは，70度～80度の傾斜をなす。P2・P3

の間で南側の壁面に盛土がある。セクション図より判断すれば，褐色土，暗褐色土，暗赤褐色土，

赤褐色土などより構成されている。これらの土層には，焼土塊，焼土粒子などが含まれ，また，

土器なども検出されているのでカマドと判断したい。

盛土は，長径1m50cmで，幅lmlOcm前後である。壁面から床面にゆるい傾斜をなす。東側コ

ーナーの張り出している部分は，土壌20号の南側に位置する土壌であり階段状になっている。用

途，時期は不明である。

出土遺物は，覆土より壷形土器片，高杯形土器片などを検出した。特に出土した地点はP3の

周辺，カマドの付近，P5の貯蔵穴付近である。

47号住居址（古墳時代）（第219図）

本牡は，C2f5の小調査区より確認する。

北側から南側にかけ，溝（M6号）により切り込まれ，また，円墳5号の周溝により掘り込ま

れ一部残存するのみである。北側の一部の壁と南側の壁が残っているが，ゆるい傾斜をなし床面

に至る。壁高は約6－10cm前後である。

遺物は壷形土器片，杯形土器片，高杯形土器片，器台形土器を覆土より検出する。

床面は，ロームの硬い所が一部残すのみであった。

48・49号住居址（第220図）

本牡は，B3j6・C3a6の小調査区より確認する。

東側は敷地外となる。北側には方墳1号の周溝が隣接し，それぞれの住居吐，覆土内からは土師

式土器，壷形土器片，高杯．形土器片などを少量検出する。

壁高は20cm前後でどちらの住居址もゆるい傾斜をなしている。床面はロームで硬い。

50号

50号住居址（古墳時代）（第221図）

本祉は，C3C3・C3C4・C3d3・C3d4・C3e3の小調査区より確認する。住居址の

東側は畑地で敷地外になる。また，北東部には，住居址38号・39号が隣接する。

主軸方向は，N－20三一E，長径5m70cmで，短径5m60cm前後である。隅丸方形の平面形を呈
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する。

住居址内の覆土は，褐色土，明褐色土，暗褐色土，黒褐色土などで構成されている。

住居址の撮り込みから，床面までの壁高は，20～30cm前後である。壁の立ち上がりは，ややゆる

い傾斜をなしている。

床面には，大小5個のピットがある。Pl・P2は，住居址の主柱穴と思われる。Plは，直

径30cm。深さ45cm。P2は，長径25cme深さ70cmである。P3は，Pl・P2より浅く，直径47

cm・深さ25cmであり，柱穴とは異なる。

Plの北側に位置するP5は，長径2m e短径90cm・深さ32cmの長楕円形を呈する。覆土の中

からほ，多量の焼土，および，炭化物が含まれていた。P4の床面からの切り込みは，ゆるい傾

斜をなし，床面は，平坦である。P2の北東部の壁面側に位置するP4は，長径1m02cme短径

95cmの，楕円形を呈し言采さは45cmである。覆土の中からほ，多量の焼土，および，炭化物が含

まれてる堆積を示していた。P2の両側の敷地外に沿って，焼土層が帯状に確認される。また，

中央部の敷地外よりに点在していた。床面のP4・P5に集中し，焼土，炭化物を検出している

ことは，住居址の火災により，廃屋化したのち，二次的変化があり，堆積したと考えられる。

遣物は，P3・P4の間の壁面より集中して検出された。遣物は主に，壷形土器片，杯形土器

片，高杯形土器片などで，床面に近い，覆土内で検出された。

51号住居址（古墳時代）（第222図）

本址は，C2C5eC2C6eC2d5・C2d6の小調査区より，確認する。

住居址の西側には，円墳5号の溝があり，床面，壁面を切り込んでいる。南側に位置して，溝

（M6号）44号住居址がある。

主軸方向は，N－52LEである。長径4m90cmで，短径4m50cm前後と思われる。住居址内の

堆積土は，黒褐色士，暗褐色土，褐色土などにより，構成される。住居址を，円墳5号の周港部

が切り込んでいる状態が，明確に表わされている。

壁は，ゆるい傾斜をなし，床面に至る。床面からの壁高は，10cm前後を呈する。平面は，ほぼ

平坦であるが，若干起伏もみられる。

床面には，P2・P3・P4のピットがあり，円墳5号の周溝部の傾斜面に，Pl・P5があ

る。これらのピットの中で，住居址の主柱穴と思われるのは，Pl・P5である。Plは，直径

35cme床面からの深さ90cm。P5は直径45cme深さ98cmである。P3・P2は，壁高によりすぎ，

Pl・P5と違い浅い。P5ほ，貯蔵穴と思われる。直径65cmの円形の平面形を呈す。深さは，

50cmである。2個所の主柱穴は，不明である。中央部には，焼土化した所と，炉址があり，Pl

の東側には，床面焼成部分が見られる。そこには，木炭が多量に検出された。中央部の炉址をセ
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クション図からみると，褐色土，暗褐色土により，構成されている。これらの土層は，火熱を受

けているものであり，炉址の床面は，非常に硬い。

出土遺物は，Plの壁面よりに木炭が多量に検出されたこと，貯蔵穴P4の周辺からは，壷形

土器片がタ　少量検出されたにすぎか、。

犯号住居址賭場時代）

本址は，B3C2eB3C3eB3d2の小調査区より確認される。

本址の北側には，円墳6号があり，東側に18号住居址蟄　南側に方墳1号周溝部に隣接してい

る。この住居址は言まとんど，璧軋　床面なども破壊されていて，正確にとらえることは困難で

ある。北側は，円墳6号の周溝により切り込まれている。方墳1号の層溝部の底部に向かい，傾
J

斜をなしている。

遣物は，壷形土乳壷形土器片，棒形土器片などを検出する。

閑号住居地賭場時代）　第畏属）

本址は，C2d36C2e3。C2e4の小調査区より，確認し，松延2号境の発掘中に検出する。

溝（M6号）の構作土作業を行ない言周登をした。

溝（M6号）により，東側の床面は資　壁面を切り込んでいる。

主軸方向，N…32LW，長径5mlOcme短径4m50cm前後（推定）で，方形の平面形を呈する。
首

住居址内の覆土は，褐色土，暗褐色土，黒褐色土層により構成される。

住居址の壁面は，床面から，垂直に近い状況で立ち上っているが，東側の壁面，および，床面

は，松延2号増の層落部，露呈作業のおり破壊する。

床面は，ロームの床面で，硬くしまっている。床面よりピットを8個検出した。その軋住居

址の柱穴と思われるのは，P「～P6，P8のグループとP2eP7のグループである。Plは，

直径25cm・深さ52cm。P6は，長径40cme短径26cm・深さ55cm。P8は，長径34cm・短径24cm・

深さ34cm。P2は，長径38cm・短径34cm・深さ45cm。P7ほ，長径45cme短径25cmバ采さ45cmで

ある。他のピットP3e P4・P5については，住居遺構とは関係ないと判断する。特に，P4

・P7の周辺には，住居址の柱に利用されたと思われる木炭が散布している。棒に，焼土で炭化

物が多い点で判断したい。

住居址内の遣物は，壷形土器片，杯形土器片などを検出する。

錮竜住居址（ま‘墳時代）（第22ム鞠）

本址は，C2i8e C2i9　e C2iO e C2j8・C2j9　e C2j Oの小調査区より，確認され

る。北側には，溝（M6号）が隣接している。
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主軸方向は，N－10LWで，長径4m70cme短径3m90cmの隅丸方形の平面形を呈する。住居

址内の覆土は，暗恕色土，黒褐色土，褐色土などにより，構成されている。壁の状況を見ると，

西北側e南側は，垂直に近い状況で床面から立ち上っているが，東側・西側は，ややゆるい傾斜

である。

床面は，平坦であり，しまっている○床面からほ，ピットが確認され，P］し・P2eP3・P4

ほ，住居址の主柱穴である。Plは，直径30cm・深さ25cm。P2は，直径30cme深さ25cm。P3

は，直径35cme深さ50cm。P4は，直径35cm・深さ50cmであるo P2の東側，壁面よりに焼土，

および，P3の東側に，焼土が検出した。P3の焼土は，長径50cm戌径34cmの楕円形で，厚さ

、は10cm前後である。P3にかかり言充れ込んでいる。

遣物は，P3の周辺，および，P4の南側より，壷形土諷意形土器片，器台形土器などを検

出する。

鍋号住居地　古墳時代）（第225図）

本址は，Blj O eB2jl OClaO。C2aOの小諷査区で確認する。

本坤来港　M6号）により，西側から南側にかけて壁面，床面が，掘り込まれ破壊されて

いる。

主軸方向は，N－32LW，長径3m7舶me短径3m25cmの方形の平面形を呈する。
塾

住居址内の覆土は，明褐色も暗褐色も褐色土により，構成される。壁高は，20。m前後であ

り，床面からの立ちあがりほ，ややゆるい傾斜をなしている。壁面直下には，璧溝がみられる。

壁溝の確認されたのはタ北側，東側の一部で，壁溝の幅は，20～30cm前後で，深さ7～15cm前後

である。床面は平坦になり，ロームは硬い。

東側の壁面に沿って，ピットが確認されたo P且は，長径50cm・短径30cm・深さ66cmである。

P2は，長径45cm。短径30cme深さ40cmである。南側の壁面にP3があり，直径40cme深さ38。m

である。これらのピットは，住居址の柱穴と判断することを避けたい。

遣物は，西側の溝（M6号）と壁面の接点で，器台形土器，P2の壁面との問で，壷形土器片

を少量検出する。

粥号住居址（弥生時代）（第226図）

本址は，C2b4・C2b5。C2b6eC2C4・C2C5eC2C6の小調査区より確認する。

本址の北側には，住居址46号，東側には，円墳5号の周溝，南側から，北側にかけ，溝（M

6号）が隣接している。

主軸方向は，N－20LW，長径5mlOcme短径3m90cmの隅丸方形の平面形を呈する。
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住居址内の覆土は，暗褐色土，黒色土，黒褐色ま，褐色土などにより構成されている。

壁面は，全体に渡りややゆるい傾斜をなしている○壁高は，20～25cm前後を呈する。

床面は平坦でしまっている。床面には，ピットが6個確認するo PleP2eP3eP4は主

柱穴と思われるが，P5eP6は，住居址とは関連性はないと判断する。Plは，長径45cm・短

径30cme深さ46cm。P2は長径40cm戌径28cm・深さ46cmで柱穴は，階段状になっている。P3

は直径35cme深さ55cm。P4ほ直径35cme深さ60cm。P5ほ直径20cme深さ35cm。P6ほ直径28

cmバ采さ30cmである。

床面の中央部には，炉址があり，炉址の上部に雲母片岩の石が置かれている。この炉址のセク

ション図をみると，多量の焼土粒子および塊があり，ロームが焼かれている。炉址の床面は非常

に硬い。炉址の焼土の厚さ20cm前後である。

遺物は，住居址内覆土から弥生式土器片を検出したが，P4の北西の壁面から弥生式土器の壷形

土乳　および壷形土器片を検出した。

住居址内から遺物は少量検出されたにすぎない。

野号住居址（第2野掴）

本址は，B2i2eB2i3。B2j2。B2j3の小調査区より確認する。本址の北側には土壌11号，

南側に住居址46号，溝（M5号）が隣接している。

主軸方向は，N－35LWで，長径5m80cme短径5m40cmの隅丸方形の平面形を呈する。

住居址内の覆土は，暗褐色も黒褐色土，褐色土，極暗褐色等により構成される。

壁高は15－25cm前後であり，床面から掘り込みまでの立ち上がりは，ややゆるい傾斜をなす。

壁の真下には壁溝がある。璧溝の幅は25～45cm前後で床面から深さは，7－25cm前後を呈する。

本址の西側に土壌が位置する。土壌は本址の壁面および床面を切り込んで造られている。

土壌の長径は2m64cme短径1m30cme深さ朝cmの長楕円形を呈している。床面は平坦で硬くし

まっている。床面から住居址床面の壁はゆるい傾斜をなす。

住居址内にはピットを5個確認した。Pl・P2・P3eP4ほ，柱穴と思われる。Pm長径

40cme短径31cm。深さ60cm。P2は長径45cm・短径38cme深さ25cmで浅い。P4は長径80cme短径50

cm・深さ60cmである。P3ほ床面の切り込みがが広すぎる○長径1m05cm・短径95cmの楕円形を

墨す。深さは，85cmである。

住居址の床面は平坦で，硬くしまっている。住居址の中央部には炉址がある。炉址の上には，

雲母片岩の石が置かれてある。炉址の長径は80cme短径55cmの楕円形を皇す○炉触ま，暗褐色土，

褐色土で構成されるがその土層内を分析すれば，焼土粒子，火熱を受けたことが判明される。

床面はロームで非常に硬い。炉址の堆積は20cmである。

一一155－



出土遣物は，土師式土器，柑形土器，器台形土器，壷形土器等を検出する。弥生式土器も少

量含まれる。

ま　藍　め

住居遺構について

住居遺構は次の様を時期に分類される。

〈縄文時代の住居地〉

地　 区 住 居址 番号 主軸 方向 長径 ×短径 （m ） 壁 高 （cm ） ピッ ト（個 ） 備　　　　　 考

A 3 12号住 址址 N － 20L W 7 ．20 ×5 ．00 40 12

縄 文時 代中期 ， 5 号住 居址 の下部 に位置 す る。

加 曽利式 土器　 加自利 E ）

B 3 17号住 居址 N －60L W 10．04 ×6 ．02 60 12

縄 文時 代中期， 5 号住 居址 の下部 に位置 す る。

加 自利式 土器 （加曽利 E ）。13 号住 居址 と複合 。

〈弥生時代の住居址〉

地　 区 圧居址 番 号
l 主軸 方向 長径 ×短 径 （m ） 壁 高 （cm ） ピッ ト（個） 備　　　　　 考

A 3 08 号住 居址 N …85L W 4 ．3 0 ×3 ．7 0 10 2

45 － 長 岡式B 2 22号住 居址 N －33L W 7 ．6 0 ×6 ．0 0

B 3 29号住 居址 N －60L E 5 ．4 0 ×4 ．0 0 20 4

B 2 ・B 3 37号住 居址 N … 4 L E 5 ．6 0 ×4 ．8 0 25 －

C 2 ・C 3 41号住 居址 N －74L E 4 ．9 5 ×4 ．4 0 10 4

C 2 43号住 居址 N －60L E 5 ．4 0 ×4 ．6 0 30 3

C 2 44号住 居址 N －32L E 5 ．4 0 ×4 ．4 0 25 4

C 2 56号住 居址 N －20L W 5 ．10 ×3 ．9 0 2 0～25 4

〈歯墳時代の住居地〉

地　 区 住居址 番 号 主軸 方向 長 径×短径 （m ） 壁 高 （cm ） ピッ ト（個 ） 備　　　　　 考

A 3 01号住 居址
i N －45L E

6 ．60 ×6 。10 19 6 五領 期

A 3 02号住 居址 N －50L E 6 ．60 ×5 ．50 4 5 5 五領 期

A 3 03号住 居址 － － －
周溝 によ り破壊

A 3 04号住 居址 N －40L E 4 ．70 ×3 ．50 2 0 4

A 3 05号住 居址 N －48L E 9 ．20 ×7 ．20 25～30 6
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地　 区 住居址番号 主軸方向 長径×短径（m ） 壁高（m ） ピッ ト（個） 備　　　　　 考
i

i

i

！

藩

十

、yノダ

∵

；ふ′‘；‥ニラ

〆：ノ雛

がJ′、ノ

A 3 ・A 4 06号住居址 － － 30 － 敷地外接点一部のみ発掘

A 3 －・A 4 07号住居址 － － 15 － ク　　　　　　　ケ

A 3 09号住居址 N －95と－W 6．26×5 。20 8 －

A 3 10号住居址 N －62と－W 4。50×4．30 15～25 2

A 3 11号住居址 N －95 L W 4 。10×3。50 45～50 4

13号住居址 N －38 L W 3．50×3．20 25 12

B 3 14号住居址 N －27 L E － 40～70 「J

B 3 15号住居址 N －23L W 7 ．40×7 ．00 15へ′30 7

B 3 16号住居址 N －40L W 7 ．40×－ 30 3

i B 3 ・C 3
18号住居址 N －57L W 6．20×6 ．20 30 7

i A 3 弓9浄住馳
N －48L W 7．60×7 ．60 64 6

j　 A 2 ㌔妙ダ
20号住居址 N －41と－W 4．80×4．64 20 －

i A 2
2 1号住居址 N －50と－W 5．44×－ 20 －

B l ・B 2
掛 居址

N －10 L W 4 ．80×4 ．10 4 5 5

B 2 24号住居址 N －15 L W 4 ．50×4 ．50 2 5 5

障 2 療 居址
N 鵬55。50－W 4 ．50×3 ．60 30 3 カマ ド有 り言塑畢聖 〆

障 2 十 年廿
N －40L W 6 。00×5 ．80 50 5

も7㌦♂㌦

i B 2
27号住居址 N －38と一一E 4．90×4 ．40 6 5

A 2 2 8号住居址 N －55L W － 18 － 敷地外接点，一部のみ発掘

B 2 3 0号住居址 N －4ぴL W 5．30×5．20 10 1

B 2 3 1号住居址 N －68．50W 5．20×5．10 40 4 カマ ド有 蝋〆′鬼高期

B 2 32号住居址 N －35 L E 3 ．50×3．08 20 4
ノ，〆ダー〆V

B 3 33号住居址 N －28L E 7 ．80×7 ．40 3 0 8

欠 34号住居址 － － － － 敷地外接点，一部のみ発掘

B 2 35号住居址 N －75L W 4 ．10×3 ．50 8 4

B 2 36号住居址 N － 1 L E 4．50×4 ．00 20 5

C 3 3 8号住居址 － － 30 － 敷地外接見　 一部のみ発掘

C 3 39号住居址
N －34 L E
N －50 L E 4．70×4。45 25～35 11

C 3 も40号住居址
ダ

N －16 L E 5。40×4 ．40 4 4 4

C 2 42号住居址 N －16L E 4 ．60×3 。60 2 0 2

C 2 45a号住居址 N －30竺－E 4 ．50×3 ．70 18～25 －

C 2 4 5b号住居址 N －65と－E 4 。50×3 ．80 30～40 －

B 2 ・C 2彦
妙 馳

N －70L W 8．60×6 ．70 40 3

C 2 47号住居址 － － 6 ～10 － 敷地外接見　 一部のみ発掘
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地　 区 住居址番号 主軸方向 長径×短径（m ） 璧高（伽） ピット（個） 備　　　　　 考

B 3 ・C 3 48・49号住居址 － － － － 敷地外接点，一部のみ発掘

C 3
鱒 蝕

N －20と－E 5．70×5．60 20～30 5

C 2
駕が
51号住居址 N －52L E 4 ．90×4 ．50 10 5

B 3 52号住居址 － － － －

C 2 53号住居址 N －30L E 5 ．10×4 ．50 － 8

C 2 54号住居址 N －10L W 4 ．70×3 ．90 － 4

B l ・B 2

［

C l ・C 2

55号住居址 N －32L W 3．74×3．25 20 －

C l 5猫 住居址
を
義謬

N －35 L－W 5．80×5。40 25～45 5

縄文時代から弥生時代，古墳時代に至る住居址の一覧表を記載したわけであるが，縄文時代の

住居址は9　2軒検出され，婆形土器の完形品を含む遣物を検出すると同時に，住居址の位置が恋

瀬川台地の東側傾斜面に近くに確認される。縄文時代の住居址は縄文時代中期（加曽利EI式）に

位置するものである。縄文時代の住居遺構は，溝遺構により一次・二次の破壊を受け，保存状態

はきわめて悪かった。しかし，調査により遣物，遺構を捉えることが出来たことは，一つの収穫

であった。

弥生時代の住居地ま，松延古墳2号の位置による場所から多く検出されている。

住居遺構からの遣物は少をく，底部，頚部，胴部，口縁部等の破片が少量検出しているにすぎ

ない。住居址の炉址には，廃土の土に石が置かれているのに特色がみられる。土器の時期的な構

成は，弥生時代の後期に位置される。十王台式土器と少し異なる長岡式土器に併行する土器が出

土している。恋瀬川流域に於ける弥生時代の解明資料となるだろう。

古墳時代の住居址遺構は，年代的には五領期からタ　鬼高期に位置する。

住居址は，東側に傾斜する地点から，松延古墳2号台状部にも確認されている。

五領期，和泉期，鬼高期に位置づけちれる住居址の中で，和泉期，鬼高期の住居址は，カマド

が存在していることである。カマドは，焚口部，燃焼部が確認されたが，煙道部等ほ明確に捉え

ることは出来ない。またタ　壁面から切り込まれて構築されている状況をっかむことは出来をかっ

た。住居址の壁に位置した中央部にあるのではなく，左右どちらかによっていることが特徴であ

る。この時期のカマドの発達して行く途上の前期に位置　けられると思う。

古墳時代の住居址により撃　松廷古墳2号境の成立期，および，円墳1号～6号，方墳1号～2

号の成立期の材料を提供してくれたと思う。
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豊　壌

土壌1号

円墳1号の主体部

－L競2号（晋g229配

本土壌は，B2C3の小調査区より確認する。

主軸方向は，N－32LE，長径2m90cme短径1m80cm・深さ30cm前後の長楕円形の平面形を

皇す。土境内の覆土は，上層部に擾乱の跡が，見られるが，黒褐色土，褐色土，極暗褐色土等からタ

構成されている。

床面は，起伏を呈するが，ロームで硬い，底面からの立ち上がりは，緩傾斜をなす。

覆土内から，縄文式土器片夕　土師式土器を少量検出する。

豊壌　考　第鐸　回）

本土壌は，B2aOeB2dOの小調査区より確認し長径且m40cm・短径且m30cme深さ15cmの楕円

形を呈す。床面は，平坦でやわらかい。壁面の立ち上がりほゆるい傾斜をなす。

出土遣物は，縄文式土器片を少量検出する。

丑腐　考　第霊園）

本土壌は，B2b9の小調査区より確認する。

主軸方向は，N－40LWであり，長径3m35cme短径lmO5cme深さ53cmで長方形の平面形を

皇す。覆土の堆積土は，黒褐色土，明褐色土，暗褐色土，褐色土により構成される。

床面は，起伏を呈してはいるが，ロームの硬いものである。

床面からの立ち上がり壁面は，ゆるい傾斜をなす。

覆土内から，縄文式土器片，土師式土器片（胴部）を少量検出する。

豊壌　号　第錮図）

本土壌は，B2a7eB2b7の小調査区より確認する。

主軸方向は，N－43LE。長径3m22cm。短径五m20cmバ采さ27cmで長方形の平面形を呈する○

床面は，平坦であり，硬いロームである。床面からの立ち上がりは9ゆるい傾斜をなす。

遣物として，縄文式土器，土師式土器片を少量検出する。
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土壌6号（第230図）

本土壌はタB2b8の小調査区より確認する。

主軸方向はN－20LEで，長径2m80cm・短径1m50cm・深さ20cmの長楕円形の平面形を呈する。

覆土は，第2層より切り込まれる。培褐色土，褐色土，明褐色土等から構成されるが一部撹乱し

ている。

床面は，ややしまりがあるが，起伏を墨す。床面からの立ち上りは，ゆるい傾斜をなす。

覆土内からほ，縄文式土器片を少量検出する。

土壊7号（第230図）

本土壌は，B2f3・B2f4の小調査区より検出される。

室軸方向は，N－8LEであり，長径2mlOcme短径1m80cme深さ50cmの楕円形の平面形を

呈する。

覆土は，暗褐色土，褐色土から構成される。床面には，二個のピットがある。

床面は，ロームでやわらかい。南側から底面に階段状の傾斜をなしている。

Plは，長径45cm・短径40cmの楕円形を呈する。床面は，スロープ状になる。

P2ほタ　直径35cm前後で楕円形を呈する。床面は，しまりが硬い。

出土遣物は縄文式土器片芦　土師式土器片を少量検出していたにすぎない。

羞磯＄考（靡朋服郡

本址はテ　B2d2の小調査区より確認する○

土壌は，住居址29号の北側にあり，円墳4号内に位置している。

主軸方向は，N－25LEである。長径3m30cm・短径1m36cm・深さ56cmで長方形の平面形を

墨する。

底部はタ　ほぼ平坦であり，硬くしまったロームである。底部からの壁面の傾斜は，内に攣曲し

ている部分がある。

土壌の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，褐色土から構成される。

出土遺物は，覆土内より縄文式土器片，土師式土器片等，少量検出する。

土壌9号

円墳4号主体部（別添）

－160－



土壌柑号（第黒川図）

本土境は，B2f4e B2f5の小調査区より確認する。

北側には，住居址25且　南側に住居址22号e26号が隣接する。

主軸方向は，N－2LWであり，長径2m50cm了毎径1m50cmバ采さ47cmで長方形の平面形を

呈す。

土壌西側コ一一ナ一に張り出し部が見られるが，発掘調査により掘り過ぎたものである。

土壌内の覆土は，黒褐色，極暗褐色，明暗褐色，褐色士により構成されている。

底面は，平根でかなり硬いしまりがある。床面からの立ち上がりは，75度前後の傾斜をなす。

遺物として雪　組文土器片，土師式土器片を少量検出する。

上境ti号（第232溺）

本土境は，B2h2eB2h30B2i2・B2i3の小調査区より確認する。

東側には9　住居址22号・26号，南側には，住居址57号が隣接する。

主軸方向は，N－15LWであり，長径2m85cme短径1m35cm・深さ90cmで長方形の平面形を

呈する。

土壌の覆土は，暗褐色土，極暗褐色土，褐色土から構成されている。

北，南軋　掘り込み面から床面までの傾斜は，垂直に近い状況を呈するが，東西の壁面の傾斜

は内側に轡曲している。壁面は，硬いロームであり，床面は平坦で硬い床となっている。

出土遺物として，縄文式土器片，土師式土器片を覆土から少量検出したにすぎない。

土壌の用途，目的は不明確である。

上境は号（第ブ3竜図）

本土壕は，B2j9の小調査区より確認する。

南側には，土壌17号が隣接する。主軸方向は，N－00であり長径2m85cme短径1m50cme深

さ2m55cmで長方形の平面形を呈する。

覆土は，黒褐色土，極暗褐色土，褐色士等により構成される。底部は平坦であり，硬くしまっ

ている。底部からの立ち上がりほ，垂直に近い状態である。

覆土，掘り込みから約40cm下の覆土より，土師式土器，壷形土器，柑形土器，および高杯片等

を検出する。土壌の掘られた時期との関係は不明であるが，偶然にこの上層覆土に入り込んだも

のと判断される。
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土壌13号

本土境は，B3a6eB3a7O B3b6・B3b7の小調査区に確認された。住居遺構16号住居址

と切り合った状況で確認されたものである。16号住居遺構の南側に位置する。

主軸方向は，N－23LWであり，長径2m90cmも短径90cmの長方形の平面形を呈する。深さは

50cmであり壁高はV字形を呈する。床面は平坦である。

土壌の長軸の両端には，ピットがある。

土壌の床面の状況は，南側は25cm円形を呈し言采さ30cmあり，また北側のピットは，直径37cm

の円形を呈し，土壌の壁から垂直に近い状態で入り込んでいる。

床面からの深さは，47cmを計測する。

土壌の覆土は，自然堆積であり，暗褐色土および褐色土層からなる。遺物としては，縄文式土

器片を少量検出したに過ぎない。

この土壌は，16号住居址を切断して築かれる点を考慮すれば，16号住居址より新しい時代に造ら

れたものであう。また特徴として長軸の商先端にピットがある点である。年代等も遺物等の検出

が少量であり，，土壌の性格，意味については，不明である。ただこのような形態をなし，特定

の地域で貯蔵用に利用されているものと同様に考えられるが定かではない。

土壌14号

本土壕は，住居址33号の東側中央部の壁面を切り込んで，位置している。

主軸方向は，N－13LE，長径2m30cme短径lmlOcmバ采さロームの切り込み面から約65cm

で長方形の平面形を呈する。

覆土は，暗褐色土，黒褐色土，褐色土でロームブロック，ローム粒子を，多量に含んでいる。

底部は平坦であるが，ロームでやわらかい。遺物として，土師式土器片を少量検出する。

土壌15号

本土境は，B3a40B3b3eB3b4に位置し，16号住居址の北西側に隣接している。

主軸方向は，N－23LEであり，土壌の長径2m58cm・短径90cmで長方形の平面形を呈する。

深さは，65cmあり，床面は平坦である。壁は長径の北側では垂直に近い状態であるが，南側では，

階段状を呈する。東西側の壁面は，垂直に近い状態である。

土境内の覆土堆積は，自然堆積であり，黒褐色土，褐色土により構成されている。覆土内遺物

としては，縄文式土器片，土師式土器片が，少量検出されたのみである。
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土壌16号

欠番。

土壌17号

本土躾は，C2a9の小調査区より確認される。　住居址42号が南に位置する。

主軸方向は，N－92LEで長径2m60cme短径1m26cme深さ55cmである。長方形の平面形を

呈す。

床面は平坦であり，ロームで硬くしまっている。

床面からの壁の立ち上がりは，75度前後の傾斜をなす。

土壌内の覆土は，黒褐色も　黒色土，暗褐色土等から構成され，遺物はこの覆土内からは縄文

土器片，土師式土器片等を少量検出した。

この土壌の時期，使用目的については不明。

土壌18号（第232回）
竃

本土躾は，C3hlの小調査区より確認する。東側は敷地外になる。土壌の北側には住居址41号，

土壌20号，住居址40号が位置し，南側には，土壌19号および溝（M6号）が隣接する。

主軸方向は，N－10LEで長径2m15cme短径98cm・深さ35cmで長方形の平面形を呈する。

土境内の覆土は，黒褐色土，暗褐色土，褐色土により構成されている。各層ともハードローム

ブロックを含有する。

床面は，起伏が見られる。北側の隅にピットが見られるが撹乱したものであり，木の根等によ

るものと判断する。遺物等は検出されなかった。成立期，および用途は不明。

土壌19号

本土境は，C2hOの小調査区より確認される。土壌の南側には，溝（M6号）があり，この溝

に切断されている。

主軸方向は，N－25LE。長径2m40cme短径2mバ采さ45cm前後の長楕円形を呈する。

覆土は，暗褐色ま，黒褐色土，褐色土等で構成されている。土層より判断すると溝（M6号）

土壌19号の堆積土を切り込んでいる。よって溝（M6号）の造られた以前に存在していたことが

言える。士境内からほ，少量の土師式土岩謹片，縄文式土器片等が検出されている。

土壌20号

本土境は，C3el eC3e2。C3fl eC3f2eC3f3eC3g2の小調査区より確認され
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た。住居址40号の西側に位置する。土壌の西側には住居址41号がある。

土壌は，円形の平面形を呈するもので，直径2m90cm・深さ40cmのもので住居址40号及び41号

の壁および床面を切り込んで造られたものである。床面は平坦であり，土壌の上層部は擬乱して

いる。が，褐色土層等で構成され，床面は褐色土でしまりがあることが判明した。造られた時期

は不明である。出土遺物として，土師式土器片および縄文式土器片等が少量検出される。

土壌21号

本土境は，住居址43号の東側に位置し，円墳5号の周溝部と隣接している。

主軸方向はN－62LE。長径2m40cm・短径1m34cme深さ1m65cmで長楕円形の平面形を呈

する。

土壌の覆土の上層部は資　黒色土，黒褐色土でその中にごく少量のY ePを含んで中層に入る。

中層は，褐色でY ePおよびハ…ドロームブロック等含む。底部は，褐色土，ハードロームブロ

ックになり，しまり粘着性をわびている。（自然堆積である）

土壌の特徴は，掘り込みは広いが，床面に下がるにしたがい狭くなる。床面から掘り込み面ま

での壁の状況を見ると，床面から外反しながら立ち上がる。

床面からの壁の傾斜は，北，南では60～80度前後であり，軋西では70～89度前後で立ち上がる。

床面は，東側から西側に向ってゆるい傾斜をなす。遺物は，縄文式土器片，土師式土器片等を少量

検出する。

この土壌は，志筑遺跡で1ヶ所のみである。Tピットとよばれるものである。

土壌22号

本土壌は9　C2b2・C2b3の小調査区より確認する。溝（M5号）の西側，最終地点に位置

する。（溝M5号）との関係もあると判断する。

直径2m50cmの円形で平面形を呈する。ロームの切り込み面からの深さは，約60cm前後である。

溝（M5号）からの落ち込みほ，18～20cm前後でゆるい傾斜を呈す。

土境内の覆土をみると，暗褐色土，褐色土等により構成する。

遣物は，縄文式土器片，土師式土器片等を少量検出した。

土壌23号

この土壌は，住居址46号の東側に位置する。

主軸方向は，N－7LWであり，長径2m60cm・短径1m80cme深さ40cmの楕円形の平面形を

呈する。
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土壌内の覆土は，暗褐色土，黒褐色土等により構成されている。この堆積土から判断すると，

住居址が先に造られていることが判明する。

土壌は東側で階段の様になるが，西側では，住居址46号の床面から切り込んでいる。

壁面は，ややゆるい傾斜をなす。床面は，ややまるみをおびている。ロームの床で硬い。

出土遺物として，土師式土器片を少量検出した。

この土壌の造られた時期などは，不明。使用日的不明。

土壌24号

欠番。

土壌25号（第232凶）

本址は，C2d8eC2d9・C2e8eC2e9の小調査区より確認する。円墳5号内に位置す

る。北東部には，住居址42号が位置し，また，西南には，住居址44号が位置している。

主軸方向は，N－34LWで，長径3m30cm・短径1m25cmバ采さ17cm前後であり，長方形の平

面形を呈する。

覆土は，暗褐色土，褐色士で構成される。それぞれの土層に，ハードロームブロック等が混合

している。

土壌の床面は平坦であり，壁面は床面からゆるい傾斜をなす。

出土遺物は，覆土より縄文式土器片を検出する。
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ま　磨　め

土壌，1号。9号は，古墳，円墳1号（円形周溝墓）主体部，円墳4号，主体部にあたる。

また，鼠6号◎24号夕　土壌は発掘精査した結鼠　土壌とはならず，変色した土層が残存していたに

すぎをい資　削乎されてしまった。

土壌一覧表を基に土壌の特性を考えたい。

土壌　 主軸 方 可 形 状　 長径 ×短径 （m ） 深 さ （m ）i　 備　　　 考

l　　　 i

2　 N －3 2L E　 長楕 円形　　 2．90 ×1 。80

－

0 ．30

3 長楕 円 形　 1．4 0 ×1 ．30 0 ．15

4　　 N －40 L E 長 方 形　　 3 。3 5 ×1。05 0 ．53

5
玩 4 3 L E　 長 方 形　 3 。2 2 ×1．20

0 。27

6　 N∴－20L E　 長楕 円形 ・ 2 。80 ×1ゆ5 0 。20

7　　 N － 8 L E　 楕 円 形　　 2 ．10 ×1 ．8 0 0 ．50

8　　 N －2 5L E　 長 方 形　　 3 ．30 ×1 ．36 0 。56

9 － －

10　 N － 2 L W　 長 方 形　　 2 ．50 ×1 ．50 0 ．47

11 N － 15 L W　 長 方 形　　 2 ．85 ×1．35 0 。90

12　 N － O L E　 長 方　 形　　 2 ．85 ×1．50 2 。5 5 遺物 ， 土師式 土器 （五領 期）

13 N … 23L 薫：「長∵方 形　　 2 。90 ×0 。9 0 。5 0　　 ピ ッ トが長軸 の先端 に 2 個 あ り。

14 N － 18L E　 長 方 形　　 2 ．30 ×1 ．10 0 。6 5　　 住 居 址 を切 り込 む。

15　　 N － 23L E 長 方 形 2 ．58 ×0 ．9 0 ．65

16

17　 N －92 L E　 長 方 形　　 2 ．60 ×1 ．26 0 ．55

18　 N －10 L E　 長 方　 形　　 2．15 ×0 ．98 0 。35

19　 N －25 L E　 長楕 円形　　 2 ．40 ×2 ．（泊 0 。4 5

20　　　　　　　　 円　　 形　　 2 ．90 0 。4 0　　 住 居址4 0，4 1号 に切 り合 う。

21　 N －62L E　 長楕 円形　　 2 ．4 0 ×1．34 1 ．6 5　　 T ピッ トとよば れ る。

2 2　　　　　　　　 円　　 形　　 2 ．5 0 0 ．6 0

23　 N － 7 L W　 長楕 円形　　 2 ．60 ×1 ．80 0 ．40 4 6号住 居址 と切 り合 う。

24 － －

25　 N －34 L E　 長 方 形　　 3 ．30 ×1 ．2 5 0 ．17　　 円墳 5 号 内。
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これらの土壌を，グループ的に編成すれば，次のグループに分けられる。まず，第一に円墳3

号（円形周溝墓）の南から南西にかけて位置する。土壌3号e4号・5号e6号。第二に円墳4

号の南側に位置した土壌，7号弓0号。n号。第三の円墳5号の周溝の南側に位置した土壌18号

0温9号e20号，東側に位置した12号◎17号，北側に21号823号，北西に22号，墳丘内の25号。

第四に，円墳6号（円形周溝墓）の東側に位置する土壌13号。15号。第五として方墳2号（方

形周溝墓）14号等に区分される。

第一のグループで，土壌3号は，小規模であり円形に楕円形を呈している。他の土壌は，長径

2。80m～3。35m e短径で1。05m～1。80m e深さ0。15～0。53mを示していて，ほぼ同一の形態を示す。

第二のグループ，長径2。10～3。80m。短径温。50～且。80m e深さ0。47～0。90mである。

第一グループより深い。グループの土壌としては同一形態を示す。

第三のグループ，①円形の土壌は20号822号，直径2。50～2。90m e深さ0。47”0。90mで，第一

のグループより深い。20号e22号とも同一形態を示す。

②　土壌21号は通称，Tピットと呼ばれるものであり，特殊な土壌である。

③　土壌12号は，N－OLEの主軸を示し，五領期の土器を含んでいたが，長楕円形，長方形

の土壌とは異なる。場合によれば，方墳2号（方形周溝墓）に関係があるかは不明である。

④　円墳内土壌25号は，異質のものと考えられる。浅い（不整形である壁，底皿等）。

⑨　その他長方形および楕円形を呈する。土壌は，長径2。40～2。60m e短径0。95～1。80m。深

さ0。65mである。

各グループは，円墳3号（円形周溝墓），円墳4号，円墳5号，円墳6号（円形周溝墓）方墳

2号（方形周溝墓）の周辺に存在しているが，古墳（周溝墓）等に関連性があり，殉葬土壌的役

割をもつ性格のものか，農耕作業より，食糧物の貯蔵穴のものかほ判断しがたい。しかし，地域

的にグループを形成を示すところが，土壌の特徴と言えるだろう。

溝

溝は，恋瀬川に接した台地の先端の傾斜地に位置したA地区より番号を付して溝（Ml～M6）

とする。

小調査区A3C2から，A3h6を通り曲折してA4守1に至る溝を溝（Ml号）了j、調査区A4i4

からA3gOに至り溝（Ml号）に接合する。溝を溝（M2号），小調査区B3bOから北西に向っ

て，A3h6の溝（Ml号）に接合する溝を溝（M3号）。小調査区A3b2から溝（Ml号）に接

合する溝（M4号）松延古墳2号填，前方部に隣接する小詞区C2b3から発掘調査地区の中央

部を縦断し，A3h6の溝（M且号）に接合する溝を溝（M5号）小調査区C且a9から南東に向

って横断し，C2jOに至る溝を溝（M6号）とする。
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溝1号（iV月号）（第233酔）

本址は，小調査A3h6を中心に曲折して，北西Å3clに直線に延びる。主軸方向は，N－53L

EでありA3h6から曲折し北東へ直線に延びる○主軸方向は，N－68LWである。曲折する角度

は11gである。

A3h6を軸として，長さは，北東側25m，北西側24m50cmを呈する。溝の幅は3－4m言采さ

1m50cm前後である。

掘り込み面から底面までは，ゆるい傾斜を呈す。傾斜の所々に小ピットがある。ピットは浅い。

溝との関係は，不明，床面は平坦であり，傾斜はみられない。壁面および底面は硬いロームであ

＼る。

溝の覆土は，第二層の黒色土より掘り込まれ，黒褐色土，暗褐色土，明褐色土，褐色土などに

ょり構成されている。堆積土は自然堆積を呈す。

遣物は特に黒色土の第二層に多く見られ，縄文式土器片が特に検出され，仕居址1号弓0号e

l1号周辺では土師式土器片が検出された○底面では，雲母片岩が少量とA4fl付近で馬の骨を

検出する。

溝2号（醐2号）（第233囲）

本址は，A3gO・A3hO・A4hl・A4jlの小調査区に位置する。

溝（Ml号）に切り込まれた状況を示す。しかし，東側には溝らしいものは射）。

溝1号は，幅が広くなる状況を示している。溝（M2号）は，切り込まれた地点でやや隅丸を

呈する。溝2号により住居址3号が切断される。

主軸方向は，N－23LWを示す○溝の幅は，3～4m前後である。溝は，西側はゆるく，東側

はやや急な傾斜をなしスロープ状で，深さは，30－70cm前後を呈す。

A4ilの小調査区は，A3gOの小調査区よりも深い，壁面，底面とも硬いロームである。

港内の覆土は，黒褐色暗褐色，褐色士等により構成されている。

遣物としては，住居址3号のものと思われる土師式土器が底面に近い覆土より検出する。

杯形土器片，壷形土器片等である。

この溝は，古墳の周溝と同様な形態を示すので，付近を分布調査した結果，エリヤ外側に石棺

があることが判明した，よって古墳の同港と考えられる○

邁3号（酔13号）（第235粥）

本址は，B3bOの小調査区より北西に直線に延びて小調査区A3h6の溝（Ml号）に至る。

溝は住居址5号e6号e12号，8e9号の壁面および床面を切り込む。溝（Ml号）により切

り込まれている。
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主軸方向は，N－45LE溝の長さ21m，幅1～1m30cme深さ30～55cm前後を計る。

溝の覆土は小調査区A3a9・A3i9付近では，黒色土，黒褐色土，暗褐色土，褐色土等で構

成された自然堆積を示し，U字形を呈する。

住居址8号e9号付近で，土師式土器片および縄文式土器片が出土。8・9号住居址付近では，

縄文式土器片，弥生式土器片，土師式土器片が出土。

溝4号（M4号）

本址は，A3d2の小調査区に位置する。溝（Ml号）に接触する。

主軸方向は，N…65LE。長さ4m50cme幅1m50cm前後で言采さ55cmである。

溝の底部は，平坦で硬いロームである。溝の覆土は芦　黒褐色士，暗褐色土，褐色土により構成

される。遺物は検出できなかった。

溝5号（M5号）（第236図）

溝5号は松延古墳2号填，前方部の小調査区C2b3より発し，A3h5の溝（Ml号）に接す

る。主軸方向は，N－42LE。溝は全長74m80cmを測り，幅は1mlOcm～2m50cme深さ70～1

m前後を呈する。底面は全般にわたり平坦で硬くしまっている。床面からの壁面の傾斜は，平均

して45度～60度の傾斜で外反しながら立ち上っている。

西側から東側に至る高低の差は，80cmほど傾斜し東側が低くなる。

溝の覆土は小調査区A3h5では，溝の上に積まれた土層に，ハードロームブロック，ローム粒

子を含む，暗褐色，褐色土であり，粘着性のある土層を含んでいる。

この堆積土は，人工的に積まれたものであり，溝（Ml号）の土か，溝（M5号）の東側の8

号e　9号住居址の小溝の掘り起しの土か不明である。

農道西側の溝の覆土は，黒褐色土，極暗褐色土，暗褐色土，明褐色土，褐色土により構成され，

自然堆積層を呈する。

この溝は，住居址19号・30号e33号036号646号，方墳2号。円墳6号が切り込んで小調査区

C2b3の土壌22号と接合する。

溝からの出土遺物は全搬的にみると，覆土からは，縄文式土器片，土師式土器片，低面からは，

雲母片岩，須恵器片（壷形）縄文土器片，陶器片（壷形）等である。

溝（M6号）（第237図）

この溝は，Cla9から南東に向って横断LC2jOに直線で至る溝である。

主軸方向は，N－52LE，長さ62m・幅2m80cm～3m20cme深さ1～1m20cm前後を呈する。
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底面は平坦であり硬い。底面からの壁面の立ち上りは場所により異なる。小調査区C2j9には，

土壌19号があるが，この土壌を切き込んで，垂直に近い状態で落ち込む。床面には4個のピット

があり，ピットは，対角線上に並び，溝にかかる橋脚があったと推定される。その柱穴と思われ

る。ピットは長径50～70cm前後で，床面から深さ45cm前後を呈している。

小調査区C2e4付近では，底面からの壁面の立ち上りほ，ゆるい傾斜をしているが，円墳5号

の屠溝を切り込み，C2h7の小調査区では，住居址46号および円墳5号の周溝を切り込んで底面

からの立ち上りは，外反してゆるい傾斜を呈する。

小調査区C2b2・C2clでは，溝（M5号）に隣接し，松延古墳2号境の属溝とつながり，

周溝の立ち上り部を切り込んでいる。またClj9・C2a9の小調査区では，松延1号住居址と

接し，住居址を切り込んでいる。

溝の底面の高低の差は，ほとんどみられない。

溝の覆土は，黒褐色，暗褐色，褐色，明褐色土等から構成されている。

出土遺物は，C2j9。C2j9の小調査区の底面から須恵器片，陶磁片等を検出する。

溝全体として，ところどころに雲母片岩，縄文式土器片，弥生式土器片少義，土師式土器片な

どを検出する。

溝は，前述した通りMl号。M2号eM3号eM4号。M5号eM6号である。

溝の状況は，次の表のようになる。

溝 M　号 主 軸 方 向 形　　　 状 幅 深　　　 さ

溝M l 号

を

溝M 2 号

N －68と－E

N － 53L E

N － 23L E

逆　 台　 形

「く」の字型
逆　 台　 形

スロープ状

3 m ～ 4 m

3 m ～ 4 m

1 m 50cm

30cm ～70 cm

溝M 3 号 N －45と一E U　 字　 形 1 m ～ 1 m 30cm 30cm ～55cm

溝M 4 号 N －65と－E U　 字　 形 1 m 50cm 55cm

溝M 5 号 N ニ42L E 逆　 台　 形 1 m 10cm ～ 2 m 50cm 7 0cm ～ 1 m

溝M 6 号 N －52L－E 逆　 台　 形 2 m 8 0cm ～ 3 m 20cm 1 m ～ 1 m 20cm

溝Ml号・溝M5号e溝M6号は形状で同じ構築法を示している。

溝Ml号と溝M5号の接点では，底面では段差がある。溝Ml号の底面の標高は，21890m，

M5号の底面の標高は，22．86mで，比高は96cmを示している。

溝Ml号と溝M5号の接点ではロームブロックと黒色土が混じり盛土となっている。また，溝

M3号の接点も同様である。このことは，溝Ml号が，溝M3号および9溝M5号より新しい遺構
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と判断される。

溝M2号は，溝Ml号により切断されている。溝M2号は，古墳の周溝であり，古墳の特性を

持っている。

溝M3号は，U字形の溝であり，直線に延び溝Ml号と接合するが性格は不明である。ただ，溝

M6号と同じ方向に走っている。

溝M4号は，円墳1号e　2号の同港と同じ形状を示す。性格は不明である。

溝M5号は，発掘敷地内の中央部を縦断して，形状は逆台形を呈する。溝底は，西高東底を示

している。西側の標高は，23。70m，東側では，23。86mであり比高は，84cmの傾斜を示している。

溝M6号は，遺跡の西端を縦断する。南側が高く標高23．08m，北側が23。34mで比高26cm前後

でやや北側が高い。

溝Ml号e溝M5号e溝M6号とも，構築の方法は同じ形態を示す。また，溝底から出土した

遣物も，陶器片，須恵器片，雲母片岩等で，同時期のものと判断される。

溝Ml号e溝M5号e溝M6号は後述する。その他の遺構（住居遺構）と関連性があると判断

される。
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ピット

地　 区 桓 構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　　　 要

B　2 C 8 P l 楕 円 形

長摩　 70cm

短径　　 47cm

東側は，階段状になり，底部に入る。

西側は，轡曲する。

深 さ　　 47cm 壁は，しまりがある。

B　2 d 7 P　2 円　　 形

長径　　 70cm 床面は，起伏があり，やわらかい。

短径　　 67cm

深 さ　　 25cm

木の根により撹乱されている。

B　3 d 7 P　3 楕 円 形

長径　　 72cm 木の根による撹乱。

短径　　 52cm

深 さ　　 30cm

床面は，階段状 をなしている。

B　2 d 7 P　4 円　　 形

長径　　 69cm 柱穴と思われる掘り込みは，床面までほぼ垂直である。

短径　　 68cm 床面は，起伏があるが，ロームで硬い。

深 さ　　 30cm 柱の内形の庄痕がある。

B　2 C 7 P　5 楕 円 形

長径　　 50cm 柱穴 と思われる。

短径　　 40cm 底部は，硬 くしまっている。

深さ　　 37cm 床面からの立ち上がりは，傾斜をなす。

B　2 d 7 P　6 楕 円 形

長径　　 62cm 木の根による撹乱。

短径　　 55cm

深 さ　　 42cm

やわらかいソフトロームのしまりである。

B 2 d 6 P　7 楕 円 形

長径 1 m 27cm 覆土内に縄文式土器片 e土師式土器片を検出する。

短径 1 m 13cm

深 さ　　 58cm

床面からの立ち上がりほ，700前後の傾斜を呈す。

床面は，ロームで硬い。

B　2 i 6 P 8 － 木の根が残存している。

B　2 d 6 P　9 不 整 形

長径 I m 47cm 木の根による撹乱。

短径 1 m 20cm

深 さ　 15cm

床面は，木の根の痕跡が見られる。

B 2 d 3 P lO 円　　 形

長径　　 65cm

短径　　 62cm

深 さ　　 27cm

木の根が残在している。
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i 地 区
遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　　　 要

B　2 e 8 P ll 円　　 形

！

長径　　 66cm 床面は，起伏があり柱の痕跡あり，樽にしまっている。

短径　　 61cm

‖深さ　　 30cm

床面からの立ち上がりほ，ゆるい傾斜をなす。

B　2 C 6 P 12 不 整 形

長径 1 m 90cm 床面は，平坦，ロームで硬い。

短径 1 m 42cm 床面からの立ち上がりほ，外反。

深さ　　 36cm 傾斜角度は，ゆるい。西側は，小ピットがある。

B　2 e 6

B　2 d 6

P 13 長楕円形

長径 1 m 90cm 床面は，平坦であり硬い。床面からの立ち上がりほ，

短径　　 64cm

深さ　　 21cm

ゆるい傾斜ををす。用途については，不明。

B　2 C 6 P 14

長径　　 73cm

B　2 a 4

B　2 b 5

P 15 円　　 形

長径　　 73cm

短径　　 73cm

深さ　　 20cm

木の根による撹乱であり，やわらかい。

B　2 b 4 P 16 楕 円 形

長径 1 m 02cm 底は，ロームで硬くしまっている。

短径　　 76cm

深 さ　　 56cm

柱穴と思われる。

B　2 b 4

B　2 b 5

P 17 楕 円 形

長径　　 90cm 床面は，平坦であり，ロームで硬くしまっている。

短径　　 82cm

深 さ　　 21cm

壁面は，ゆるい傾斜である。

B　2 f 8 P 18 楕「円 形 －

壁は，垂直に立ち上がり，床面は，ロームで硬 くし

まっている。

柱穴と思われる。

B　2 f 7 P 19 楕 円 形

長径　　 55cm 床面は，平坦であり，ロームで硬 くしまっている。

短径　　 50cm

深 さ　　 28cm

壁面は，ゆるい傾斜である。

B　2 e 7 P 20 楕 円 形

長径　　 69cm 床面は，平坦であり，ロームで硬くしまっている。

短径　　 63cm

深さ　　 22cm

壁面は，ゆるい傾斜である。
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地　 区 遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　　　 要

B　2 f 7 P 21 不 整 形

長径　　 66cm 床面は，平坦であり，ローム，硬 くしまっている。

短径　　 61cm

深 さ　　 19cm

壁面は，ゆるい傾斜である。

B　2 f 7 P 22 楕 円 形

長径　　 60cm 床面は，平坦であり，ローム。硬 くしまっている。

短径　　 56cm

深さ　　 27cm

′壁面は，ゆるい傾斜である。

B　2 f 6 P 23 －

B　2 f 6 P 24 楕∵円 形

長径　　 59cm 床面は，平坦であり，ロ…ム硬くしまっている。

短径　　 46cm

深さ　　 25cm

壁面は，ゆるい傾斜である。

B　2 f 6 P 25 円　　 形

長径　　 51cm 床面は，平坦であり，ローム硬 くしまっている。

短径　　 51cm

深さ　　 30cm

壁面は，ゆるい傾斜である。

B 2 g 7 P 26 楕 円 形

長径　　 83cm 床面は，硬 くしまっている。床面からの立ち上り

短径　　 80cm

深 さ　　 21cm

は，ややゆるい傾斜をなしている。

B　2 f 6

B 2 g 7

P 27 楕 円 形

長径 1 m 04cm 床面は，スロープ状であり硬 くしまっている。

短径　　 82cm

深さ　　 14cm

覆土より土師片を検出する。

B 2 g 6 P 28 円　　 形

長径　　 50cm

短径　　 46cm

深さ　　 19cm

木の根による撹乱である。

B 2 g 5

B　2 h 5

P 29 長楕円形

長径 1 m 07cm

短径　 ノ55cm

深 さ　　 17cm

木の根による擾乱である。

B 2 g 5 P 30 長楕円形

長径 1 m 12cm 床面は，起伏がある。床面からの立ち上がりほ，ゆ

短径　　 83cm

深さ　 17cm

るい傾斜をなす。
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地　 区 遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　　　 要

A　2 i 8 P 31 楕 円 形

長径　　 60cm 円墳 3 号周溝により切断される。床面は，平坦である。

短径 掘り込み面から床面までの傾斜は，ゆるく，なめら

深 さ　　 12cm かである。

B　2 i 3 P 32 不 整 形

長径　　 46cm 掘り込みからの傾斜は，70度前後皇す。

短径　　 45cm

深 さ　　 28cm

床面は，しまっている。

B　2 h 3

B　2 i 3

P 33 長楕円形

長径　　 86cm 掘り込み面からの傾斜は，ゆるやかである。床面は起

短径　　 64cm

深 さ　　 27cm

快がありやわらかい。木の根による撹乱である。

B　2 h 2 P 34 不 整 形

長径　　 68cm 西側の壁は，階段状ををす。床面から東側に向って

短径　　 56cm 傾斜 をなし，床面は，やわらかい。

深さ　　 19cm 木の根による撹乱である。

B　2 h l P 35 長楕円形

長径 1 m 36cm 主軸方向N －70L E 壁面は，ゆるい傾斜をなす。

短径　　 90cm 床面は，平坦である。

深さ　　 15cm ロームの硬い床で農業用の貯蔵穴と思われる。

B　2 h 2 P 36 長楕円形

長径 1 m 42cm 主軸方向N …65L E 。床面からの立ち上がりは，西

短径 1 m 20cm
側は垂直に近い。北南東は，ゆるい傾斜をなす。床

面は，ロ…ムの硬い床である。農業用の貯蔵穴と思

B　2 i 2 深さ　　 22cm われる。北側にピットがある。

B　2 i 2 P 37 楕 円 形

長径 1 m 70cm 握 り込み面から底面に商って，階段状になっている。

短径 1 m 36cm 壁面および底部は，やわらかいソフトロームで構成

深さ　　 26cm されている。木の根による撹乱である。

B 2 j　2 P 38 楕 円 形

長径　　 65cm 柱穴と思われるものである。

短径　　 62cm 壁面は，ロームでしまりがある。

深さ　　 53cm 底部からの立ち上がりの傾斜は，60度を皇す。

B 2 j　2 P 39 長楕円形

長径 1 m 40cm 床面は，平坦である。

短径　　 47cm 壁面の立ち上がりは，ゆるい。

深さ　　 13cm 木の根による撹乱。

Å　2 i 7 P 40 楕 円 形

長径　　 66cm

短径　　 58cm

深 さ　　 43cm

木の根による撹乱。
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i i、．ノカタノふん、ノ′ン
遺構番号 棒 状 ！ 規　 模

概　　　　　　　　　 要

A　2 h 7 P 41
－ 不　 明

A 2 i 7 P 42 楕 円 形

長径　　 54cm

短径　　 53cm

深さ　　 27cm

木の根による授乳。

A 2 ip8 P 43 円　　 形

長径　　 50cm

短径　　 50cm

深 さ　　 26cm

木の根による擾乱。

A　2 i 7 P 44 円　　 形

長径　　 40cm

短径　　 40cm

深さ　　 15cm

木の根による擾乱。

A 2 i 7 P 45 楕「円 形

長径　　 57cm

短径　　 48cm

深さ　　 20cm

木の根による撹乱。

A 2 i 7 P 46 楕 円 形

長径　　 48cm

短径　　 38cm

深さ　　 15cm

木の根による擾乱。

A 2 i 8 P 47 不 整 形

長径 1 m 40cm

短径　　 80cm

深 さ　　 25cm

木の根による撹乱。

A 2 h 7 P 48 円　　 形

長径　　 60cm

短径　　 57cm

深さ　 19cm

木の根による撹乱。

A 2 h 7 P 49 楕 円 形

長径　　 53cm

短径　　 45cm

深さ　　 19cm

木の根による撹乱。

・A　2 h 7 P 50

i

楕 円 形

長径　　 52cm

短径　　 47cm

深 さ　　 24cm

木の根による撹乱。
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地　 区 遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　 要

A 2 h 6 P 51 円　　 形

長径　　 2 m 円形の平面形を呈するものと思われる。

短径 敷地外に接 している。

A 2 i 6 深さ 遺物 として土師式土器を検出する。床面は，硬い。

A 2 g 7 P 52 楕 円 形

長径　　 65cm

短径

深 さ　　 14cm

木の根による撹乱。

A 2 g 7 P 53 楕 円 形

長径　　 72cm

短径

深さ　　 17cm

木の根による擾乱。

A 2 g 8 P 54 楕 円 形

長径　　 59cm

短径　　 52cm

深さ　　 20cm

木の根による撹乱。

A 2 j 5 P 55 楕 円 形

長径　　 60cm

短径　　 50cm

深さ　 14cm

木の根による擾乱。

A 2 j 6 P 56 楕 円 形

長径 1 m 16cm 床面は，起伏をなし，ロームで硬 くしまっている。

短径 1 m 14cm

深さ　 16cm

壁面の立ち上がりは，ゆるい傾斜 をなす。

A 2 j 5 P 57 円　　 形

長径　　 42cm

短径　　 42cm

深 さ　　 25cm

木の根による撹乱。

A　2 i 6 P 58

P 59

不 整 形

長径 1 m 13cm

短径

深さ

木の根による撹乱。

A　2 i 6 P 60 円　　 形

義径　 41。m

短径　　 41cm

深 さ　　 20cm

木の根による撹乱。

A 2 j 6 P 61 楕 円 形

長径　　 44cm

短径　　 40cm

深さ　 16cm

木の根による撹乱。
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睦 二重
遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　 要

A 2 j 6 P 62 円　　 形

長径　　 52cm

短径　　 52cm

深 さ　　 10cm

木の根による撹乱。

A 2 j 6 P 63 楕 円 形

長径　　 70cm

短径　　 58cm

深し　　 16cm

木の根による撹乱。

A 2 j。6 P 64 楕 円 形

長径　　 65cm

短径　　 48cm

深さ　　 18cm

木の根による撹乱。

A 2 j 6 P 65 楕 円 形

長径　　 88cm

短径　　 70cm

深さ　　 17cm

木の根による撹乱。

Å 2 j 6 P 66 楕 円 形

長径　　 60cm

短径　　 50cm

深さ　　 15cm

木の根による撹乱。

A 2 j 6 P 67 円　　 形

長径　　 45cm

短径　　 45cm

深 さ　 18cm

木の根による撹乱。

A 2 j 6 P 68 楕 円 形

’長径　　 60cm

短径　　 50cm

深さ　　 27cm

木の根による撹乱。

A 2 j 7 P 69 楕 円 形

長径　　 76cm

短径　　 60cm

深 さ　　 14cm

木の根による撹乱。

B　2 a 6 P 70 楕 円 形

長径　　 65cm

短径　　 53cm

深さ　　 14cm

木の根による撹乱。

B　2 a 7 P 71 楕 円 形

長径　　 55cm

短径　　 48cm

深さ　　 12cm

木の根による撹乱。
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地　 区 遺構番号 形　 状 規　　 模 概　　　　　　　　　 要

A 2 j 6

A 2 j 7

P 72 楕 円 形

l

長径　　 71cm

短径　　 57cm

深さ　　 12cm

木の根による撹乱。

B　2 a 6 P 73 不 整　 形

長径　　 90cm

短径　　 65rcm

深さ　　 19cm

木の根による撹乱。

B　2 a 6 P 74 楕 円 形

長径　　 50cm

短径　　 45cm

深 さ　　 33cm

木の根による撹乱。

B　2 a 5 P 75 楕 円 形

長径　　 85cm

短径　　 68cm

深さ　　 18cm

木の根による撹乱。

B　2 b 7 P 76 楕 円 形

長径　　 92cm 床面は，平坦でロームで硬い。

短径　　 77cm 立ち上がりは，ゆるい傾斜をなす。

深さ　　 10cm 用途は，不明である。

B　2 b 5

B　2 b 6

P 77 楕 円 形

長径　　 52cm 床面は，起伏があり，ロームで硬い。壁面の立ち上

短径　　 45cm

深 さ　　 28cm

がりほ，ややゆるい傾斜をなしている。

B　2 b 5 P 78 楕 円 形

長径　　 62cm

短径　　 61cm

深 さ　　 12cm

木の根幸二よる撹乱。

B　2 b 5 P 79 楕 円 形

長径　　 70cm

短径　　 69cm

深さ　　 14cm

木の根による撹乱。

B　2 a 5 P 80 楕 円 形

長径　　 58cm

短径　　 44cm

深さ　　 28cm

木の根による撹乱。
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蕊　と　め

ピットは，A2地区，B2地区に集中し検出されたものである。

ピットの種類をみると木の根による撹乱が最も多い。これは，A2地区，B2地区とも耕作土

を排除すると，25－35cm前後でローム層になる。耕作土が浅かったことが，植木の植える時，ま

たは，木の伐根の時に掘削されたものである。次に住居遺構に関係するものと思われるものは，

ピットの壁面，底面が硬くなっている。古墳時代の竪穴住居，弥生時代の竪穴住居の遺構は，判

断しかねる。しかし，住居遺構のものとすれば，掘削されて柱穴のみとなるが，周辺の堆積土を

みても，破壊された形跡はみられない。よって，後世の柱穴と考えたが，対角線上に結び合う性

格のものは検出されなかった。

志筑遺跡軋　宙墳および屑溺蕃

志筑遺跡内の住居跡遺構を想定し発掘調査を実施したが，方形の溝，円形の鼠　それに，主体

部と思われる土壌を検出した。これらを一括し，古墳として取扱う。

A2地区より，円墳1号e円墳2号e円墳3号，B2地区，円墳4号。方墳2号，B3地区，

円墳6号。方墳1号，C2地区，円墳6号とした。

円墳，方墳と名称をつけたが，属溝墓と推定されるものは，円墳1号e2号・3号e6号，方

墳1号02号であり，古墳として，とらえられるものは，円墳4号と5号である。
●

これらの古墳群，周溝墓群の地目は，畑地であり，植木が植えられ，平坦射犬況を皇し，あま

り起伏は，見られなかった。

F甘墳竃号（潤滑周溝蕃）

A2地区に位置する農道の西側で確認する。円墳1号，南側には円墳2号（円形周溝墓）北西

側には，円墳3号（円形周溝基）が位置している。

墳丘の構造

耕作で削平され墳丘は存在しない。平坦である。円形の周溝が囲綾するだけである。

法量は，東西南北ともほぼ同じで直径9m40cmを計る。周溝はU字形を皇し，幅0072～1m前後
汐

深さ20～55cm前後である。

周溝の断面を見ると第二層から掘り込まれ，黒褐色土，暗褐色土，明褐色土，褐色土等から，

構成され自然堆積士の状況を表わしている。
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埋葬施設

本属溝墓の主体部は土壌である。土壌は，主軸方向N－26LE，墳丘の中央部に位置し，長径

4m30cm・幅1m90cmの長楕円形を呈している。深さは40cmであり，底部はロームで硬くしまっ

ている。床面からの立ち上がりほ，やや緩い傾斜を呈している。

土境内の覆土は，暗褐色土，褐色土から構成され，ローム粒子，ロームブロック，黒色土が含

まれている。

出土遺物

主体部の覆土から，土師式土器片，縄文式土器片を少量検出する。

屠満都からは，土師式土器片，縄文式土器片を，覆土上層部より少量検出した。

周溝底部の覆土より雲母片岩の小石を検出したにすぎない。遺物がわずかなので円形周溝墓と

の関連については，判断しかねる。

開場2号　を閃形周溝葺）

本，円形周溝墓は，A2地区より確認する。円墳1号（円形周溝）が北側に位置し，北東側に

円墳3号（円形属港墓），東側に円墳6号（円形周溝墓）が隣接している。

墳丘の構造

円墳1号と同様，墳丘は存在せず円形の周溝が国縫するだけである。

法量は，長径14m08cm。短径13m60cmで，南北の長い楕円形の平面形を呈している。

周溝は幅1－1m20cmバ采さ40～50cm前後である。溝は，U字形を呈する。

溝の断面をみると，第二層より掘り込まれている。

覆土は，黒色土，暗褐色土等から構成される自然的な堆積状況を表わしている。

埋葬施設

主体部と思われる墳丘部の精査確認作業を進めた結果，古墳時代（五領期）の住居址20号が中

央部にあり，埋葬施設は，確認できなかった。住居址の発掘作業を進め，床面を露呈させ追求し

たが，確認できなかった。若干住居址の東側が傾斜していることが判明したにすぎか、。

出土遺物

墳丘部の住居址20号から，高杯土器片，壷形土器片，杯形土器片を検出した。
き

周溝部の覆土より，縄文土器片，土師式土器片を少量検出する。また，雲母片岩の小石を検出
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する。

Fj埴3着（円形感清華）

本壇は，北東側に円墳1号（円形属溝墓），東側に円墳2号（円形周溝墓）が隣接している。

西側は区域外となり，円周の与を露呈させたのにすぎか、。

墳丘の構造

墳丘は，勿論存在しない，円形の周溝が国縫するだけである。主軸方向は，N－67LWであり，

長径11m72cme短径7m20cmである。周溝の幅は，72cm～1m60cm前後でU字形を呈する。

深さは，場所により異なるが，樽に周溝の落ち込む所は，南東部であり20－70cm前後を呈する。

周港内の覆土は，黒褐色土，黒色二L　暗褐色土，褐色土などにより構成されて，自然的な堆積状

況をあらわしている。墳丘は平坦である。

埋葬施設

墳丘部内の精査作業を実施したが確認することは，出来なかった。木の根の跡がみられる。

出土遺物

東南の周港部SPB～SPB′付近で縄文式土器片を少量検出したにすぎない。

開場確号

本境は，B2地区で確認する。本墳の東側には住居址25号が周溝部を掘り込み，南側では土壌

7号が隣接している。北側から西側にかけては，敷地外となり約与を露呈させたにすぎない。墳

丘内には29号住居址および土壌8号が存在する。

墳丘の構造

墳丘は，耕作土だけで，削平され封土はなく平坦である。円形の屠溝が回線するだけである。

法量は，長径16m40cm，円形の平面形を呈するものと考えられる。

周溝は，緩い傾斜をなし，幅80～120cmバ采さ50cm前後である。層溝の断面を見ると，黒褐色も

暗褐色土，褐色土などから構成され，自然堆積の状況を表わしている。

埋葬施設

本境の埋葬施設は，土境内に埋設された。箱式石棺である。この北側に，土壌8号があるが，
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関連性があるかばうか判断しかねる。

土　壌

土壌は，箱式石棺を埋設するために掘削きれている0土壌の主軸方向は，N－37LEである。

長径2m50cm。短径1m05cmで長方形の平面形を呈する○深さは，ローム面から凹までの深さは，

鶴丸　西側でそれぞれ50cm前後である。敷石までの深さは，30cm前後である。

土壌の南北側では，ローム面から落ち込み凹みに妻石が増設されていたと思われるが，石を立

てるためゆるい傾斜に患っていることが明らかになった。また，東西の側石の同様である。

北側の一部は，栗の木によるピットがあり，掘り方は授乱され判然としをい。また，南側は，

住居址29号の床面から掘り込まれている状況を示し，非常に浅い。

石　棺

半封まで，半ロームを掘り込んで構築されたものである。

石棺の蓋石・両者石e側石は，取り除けられ，敷石は4枚残存するが，南側の敷石一枚が取

り除かれていた。

石棺の内法は，全長1m89cm。幅70cmであり，深さは，ロームからの撮り込みで15cm前後を表

わす。

出土遺物

周溝部から，土師式土器片，縄文式土器片を少量検出した。また主体部の上層の耕作土を取り

除いた，第1層から土師式土器の壷形土器片を確認し，雲母片岩を検出する。

摘墳5号

本境は，C2地区より確認する。

本境の内部には，住居址44号e45号さ47号051号，並びに土壌25号，屠溝の外側には接触し，

または周溝により切り込まれた住居軋41号e42号e43号などが位置する。溝（M6号）により

南から西側にかけて屠溝は，切断されている。

墳丘の構造

本境は，耕作土だけで，墳丘が存在せず，円形の周溝が囲榛するのみである。

法量は，直径23m70cmで円形の平面形を呈する。

周溝は，スロープ状で船底形を呈し，幅1～1m50cm・深さ18－墟cm前後である。周溝の断面
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をみると自然的な堆積状況を呈している。

埋葬施設

円墳5号墳の埋葬施設は，南側に位置している。

本境の埋葬施設は，土壌内に埋設された箱式石棺である。

土　壌

土壌は，箱式石棺を埋設するために掘削されている。

土壌の主軸方向は，N－70LE，長方形の平面形を呈する。長径6m・短径3m80cm・深さ

90cmである。土壌の覆土より，バラスの雲母片岩が多量に検出した。盗掘にあった石材は，搬出

された状況であり土境内は，撹乱している。床面は，雲母片岩のバラスが敷石であったと推定さ

れる。また，石棺の両妻石，両側石がぬかれているため，石棺の石材埋め込みに掘り込んだ跡か

ら計測すると，内法は，長径4m†短径2m前後，深さ40cmと推定される。

石棺のぬかれたために覆土内に，ウラゴメに利用した粘土が散乱していた。

出土。遺物

床面の下層部の覆土より，鉄鉄，刀剣のつば等が検出する。

住居址45号と切り合うため，覆土上層部では，住居址の土師式土器片が検出される。

開場6号（円形周満墓）

本境は，B3地区より確認する。

本壇の中央部には，土壌があり，この土壌が，主体部と考えられる。円墳の東側には住居址18

号がある。周溝部から，土壌が台状部に切り込み位置している。西側には溝（M5号）が，周溝

部を切り込む。北側には，住居址19号が隣接する。

墳丘の構造

耕作土のみで墳丘は存在しない。楕円形の周溝が国縫するのみである。

法量は，長径5m55cm・短径5mを計測する。

周溝はU字形を呈する。周溝の幅は80－90cm・深さ45cm前後である。よく整形されている。

円墳1号e2号e3号と同じ造りである。溝の断面をみると，黒褐色土，暗褐色土，褐色羊な

どから構成され，自然的な堆積の状況を呈している。
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埋葬施設

本境の埋葬施設は，中央部に位置する土壌と推定する。土壌は，長径2m且8cm。短径1me深

さ50cmの長方形の平面形を呈する○土壌の南側には，ピットがあり撹乱されている。

土壌内の断面を見ると，黒褐色土，暗褐色土，褐色等により構成される。

床面からの壁面の立ち上がりは，ややゆるい傾斜を呈する。また，床面は，西側から東側にか

けてみると，階段状を呈している。

その他の遺構

東側に位置する土壌は，長径1m50cm。短径70cmで長方形の平面形を呈する。

周構部を切り込み，外反して底面に至る，底面は平坦であり，ロームで硬い。

南側に位置して住居址52号があるが，床面，壁面が明確に把握されていないが住居址とした。

しかし，古墳との関連性も考えられる。

出土遺物

周溝部より土師式土器片，縄文式土器片を少量検出する。

主体部と思われる土壌（中央部）よりは，少量の土師式土器片を検出したにすぎか、。

東側の土壌より土師式土器片，縄文式土器片を少量検出する。

南軋住居址52号とした，周溝部付近では，土師式土器の壷形土器（前期）を検出している。

万填て号（方形廟満墓）

本境は，B3地区より確認する。

当初，小調査区の排土作業のおり農道の東側と同様に傾斜地であり，堆積が厚いと考えた。

黒色土の排土作業を続けた結果，周溝部を確認し，方墳であると判断した。また，小調査区B3

h3eB3掴eB3h5で黒色土の中にロームブロックが混入していることから，主体部と判断し

た。

墳丘の構造

耕作土は平坦であり，墳丘は存在しなかったが，耕作土の除去により，黒色土と平行して，主

体部があり，墳丘部が残存していたことになる○

周溝は方形を呈し国縫する。墳丘は，主軸をほぼ南北にもち，南北に長い方形を呈する。

墳丘の法量は，南北で24m。東西で24mである0周溝の幅は，3～4m e深さ70cm～1m50cm

前後である。
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周溝の断面をみると，黒色土，極暗褐色土，黒褐色暗褐色ま，褐色土等から構成され，自然

的な堆積の状況を呈している。周溝は，北側でスロープ状を呈し，南側では，逆台形を墨し，軋

西側でも逆台形状を呈する。

埋葬施設

主体部は，黒色土を切り込んで構築し，黒色土の中にロ㌻ムブロックが混入している。封土の

中央部である。主軸方向は，N－5LWである。

榔

櫛は長径9m80cme幅4甲50cmであり，暗褐色土，褐色土等で構成され，ハードロームブロッ

ク等を混入している。また，東側では一部粘土がみられた。

黒色土を切り込んだ樹は言葉さ70cmでロームの床面に至る。黒色土からの切り込みは，ゆるい

傾斜を呈していた。床面はハードロームで硬い。

床

多量のハードロームブロックを含有し，しまりのある土層で，粘土床の代りをしている。

暗褐色土，褐色士がある。床は，長径8m◎幅90cmを呈する。深さ15cm前後で船底形を呈して

いる。

出土遺物

主体部の榔および床からは，縄文式土器片，土師式土器片が，検出されたが，主体部の遣物で

直接関係のあるものでなく，周辺の住居遺構のものと判断される。

床からほ，埋葬した時の副葬品等ほ，検出されなかった。

周溝部からほ，全般にわたり，土師式土器片，縄文式土器片等を検出する。特にB3日巨B3i2

eB3j3eB3i4の南側に画した小調査区の周溝部より，壷形土器片，杯形土器，杯形土器片，

高棒形土器片，柑形土器片等を多量に検出する。土器については，鬼高，和泉期のものが多く出

土した。

霧囁錮薯は磯瀾瀞郵

本境は，B2地区に確認される。

方墳2号の北側には溝（M5号）が西側に向かって縦断し，周溝部を切断する。東側には，住

居址33号が位置する。方墳2号の周溝部がこの住居址の壁面および床面を切り込んでいる。
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ま　歴　め

志筑遺跡内番場および周満

墳丘について

古墳，周溝墓とも墳丘部の盛土がない，その理由として次の事が考えられる。

沌）鎌倉時代から室町時代にかけて集落があった。

家屋建設のための整地により破壊する。

（2）集落防備用の溝構築による破壊。

（3）近年の農耕作業による破壊（元地主の話，ブルトーザー利用して掘削，整地はしていない）

トラクターの利用。

（射　墳丘部の盛土を，周溝の土で構築されたとすれば，盛土の墳丘は低い。よって，自然的に

土は流れ平坦になる。

東側傾斜では，旧表土とされる黒色土の堆積は厚い，墳丘部の土が流れ堆積したものか。

以上，4つの理由が立つが定かではない。

主 体 部
台状径 （m ） ！溝 幅 （m ） 深　 さ （m ） 溝　　 形　　 状

円 1 号

円 2 号

円 3 号

円4 号

円 5 号

円 6 号

方 1 号

方 2 号

土　　　 壌

N －260－E

住　 居　 址

N －40と－W

不　　　 明

N －67L W

石　　　 棺

N －37と－E

石　　　 棺

N －63L E

土　　　 療

N －32と－E

土　　　 壌

N － 2 と－E

土　　　 壌

N －30L E

短7 ．45×長7 。80　　 0 。70×上00

12．0×16．0　　　 1 ．00－1 ．20

÷直径 9．0　　　 0 ．72～1 ．60

÷直径14．0　　　 0 ．8 －1 ．20

直径　 21．0　　 1．00－1 ．50

9 ．70 ×8 ．50　　　　 0 ．80〈－0 ．90

1 ．60×1 ．80　　　 3 ．00～4 ．00

9 080×13… 5－1 ・00 i

0 ．20 ～0 。50

0 。40～0 。50

0 ．20～0 ．70

0 ．20－0 。50

0 ．18～0 ．45

0 ．45～0 ．50

0．70－1 ．50

0 ．45－0 ．50

U　 字　 形

U　 字　 形

U　 字　 形

船底形 （スロトープ状を呈す）

船底形 （スロトープ状を呈す）

U　 字　 形

逆 台 形 状

U　 字　 形

〈古墳e周溝の性格〉
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また，方墳五号の周溝部が隣接する。本境の主体部には，住居址32号が位置する。

墳丘の構造

本増は，墳丘は存在しか）。方形の周溝が国縫するのみである○墳丘は，東西に長く，溝の外

側から長径15m40cme短形11m40cm前後の隅丸方形である。

周溝は，円墳1号02号と同様，U字形を呈し，幅85cm～1m e深さ50cm前後を呈する。

周港内の検積土は，黒褐色土謹書褐色土，褐色土等から構成され，自然的な堆積を呈していた。

埋葬施設

本境の埋葬施設は，土壌である。主軸方向は，N－60LWであり，墳丘のほぼ中央部に位置す

る。長径4m50cme幅75cm。深さ15cm前後を呈し，底面は平坦である。土壌の西側には，ピット

がある。土壌には，住居址32号があり，この住居址を切断し造られたと判断する。住居址の遣物

は，北側のコーナーに集中して出土している。

出土遺物

主体部からは，住居址32号の壷形土器片，ヤリカンナ等が検出した○しかし，主体部からほ，

埋葬に関係する遣物は，検出されなかった。

周溝部からは，縄文式土器，土師式土器片等を少量検出する。
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円墳（周溝墓）1号・2号・3号e6号は，U字形を呈し，溝幅言采さ等も同じ形状態であり，

また，方墳2号（方形周溝墓）も同じ形態を示している。

これらの内，円墳1号　凋溝墓）円墳　号　周溝墓上方墳1号（方形周溝墓）等が主体部と思

われる土壌を持ち，土壌内からの出土遺物は確認されていない。また，屠溝部からも確証なる遣

物は検出されていか、。よって，円形屠溝墓，方形周溝墓として判断を下せない現状である。

円墳2号潤溝墓）として，20号住居址で前述した通り，五領期の住居址が検出された。

住居址のプランは明確にとらえられたので調査を実施した。しかし，主体部らしき土壌跡は検

出されず，壁面等ほ破壊されていない点を考えると主体部は，住居遺構の覆土および，その土層

の土層に構築されたか？

住居遺構の覆土をみると，東西側の土層に変化が少量みられる。住居遺構の床面は，全体的

に褐色土で一部東側に傾斜を示す。住居址の床面はやわらかい。柱穴と思われる跡が確認出来な

い。よって，住居址が時代的に古く，後に円形周溝墓が構築されたと判断する。時期は6号境と

同時期と考えられる。

円墳6号（属溝墓）

19号住居遺構は，和泉期に位置すると，この円墳（円形屠溝墓）は，和泉期以降の鬼高期に位

置され構築されたものと判断される。しかし，屠溝部等から遺物はなく決定ずけることは出来な

い。また，属溝の南側に位置して，遺物が検出されたので，52号住居址として位置ずけてあるが，

住居址の壁面および，床面の柱穴は，確認されていか、ため仮称52号住居址とした。しかし，住

居遺構としての性格はなく，暗褐色土の車に，五領期の壷形土器があった。周溝との関係は，不

問とすべきであろう。

方墳頂号（方形用瀬墓）

小調査区，B3il eB3i2eB3i3を中心に全体にわたり，土師式土器（菱形土器片，柑形

土器片，瓶土器片，杯形土乳杯形土器片，聾形土器等）である。土師式土器の編年より時期的に

分けると，和泉期，鬼高期が多いが，特に鬼高期の遺物が多く出土している。これは葬送儀礼の

行為ではなかろうか。また，五領期の土器片，弥生式土器の壷形土乳　底部，縄文土器片等も混

入している。

13号住居址が東側に位置している。この住居址の時期は，和泉期の壷形土器片等を検出してい

る住居遺構であるからして，この和泉期の住居遺構を周溝は切断していることになる。よって，

方墳1号の成立期は，和泉期以降～鬼高期に成立したと言える。
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方墳2号

この方墳2号は，32号住居址および，33号住居址により，時期判断出来る。

方墳の主体部の土壌は，住居址の遺物を動かして構築されている。住居址は五領期のものであ

り，遺物は主体部の北側から東側に集積された状況を示している。また，33号住居址は，属溝に

より切断され，南側を縦断している。33号住居址は，和泉期のものである。溝（M5号）に接す

る周溝内より土師式土器，五領期の増形土器を検出しているが，住居址からの流れ込みと判断さ

れる。これらのことからこの方墳2号の構築期は，和泉期以降であり鬼高期に位置すると判断し

たい。

円墳4　号

円墳4号の台状部には，29号住居址が位置しているが，弥生時代後期の長岡式土器に併行する

ものである。また，周溝部を切り込んで25号住居址が，住居遺構は鬼高期に位置ずけられる，よ

って，古墳の成立期は鬼高期以降に構築された。

円墳5号

円墳の周溝部には，住居址が周溝により切断されている。

古墳時代，前期の五領期，和泉期に位置ずけられる。41号e45号。47号e51号住居址を切断し，

また，弥生時代後期，長岡式土器に併行の住居址を切断している。

古墳の成立は，和泉以降で鬼高期に成立した可能性がつよい。（円墳5号の主体部より検出した

土器により鬼高期である）

以上のことから判断すると，成立期は次の通りである。

円墳1号　和泉期以降鬼高期　円墳2号　和泉期以降鬼高期　円墳3号　和泉期以降鬼高期。

円墳4号　和泉期以降鬼高期　円墳5号　和泉期以降鬼高期　円墳6号　和泉期以降鬼高期。

方墳1号　和泉期以降鬼高期　方墳2号　和泉期以降鬼高期。

円墳1～3号は，和泉期以降鬼高期に位置されると思われる。6号も同じ形態を示す。

方墳1・2号および，円墳4～5号は，同時期に位置するだろう。

5号。6号境は円墳であり，これらを除いた，円墳1e2・3e6号は，円形周溝墓および，

小古墳群として捉えるべきものか，主体部の土壌があるか，性格等，明確にとらえられないので，

円形周溝にしておくべきか判断しかねる。また，方墳1号・2号同様であるが，1号は性格的に，

主体部をもった方形周溝として捉えるべきであろう。
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歯車時代の遺物
i仕組 土器こ

No．
器形 法　 量

（C甲）
器形 の 特徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

01 1

2

3

器台

器台

－
序 蟻 し目線

脚部に 3孔を有

ハケ目調整のあ パケ目調整のあ 外面一にぷい黄色

15．8

6．8

とナヂ

受部－へラミガキ

とヨコへラミガキ

頸部－へラケズ

リ

受部…へラミガキ

内面一にぷい橙色

スコリア（多）、軟弱

外面一橙色

8．4 す 脚部－ヨコへラ 脚部－へラナデ

ナ　 デ

内面一暗褐色

底径12．5ぐm ミガキ 砂粒（多）、普通

脚部に3 孔を有

す

タテへラミガキ にぷい橙色

砂粒（少）、普通

02

！

1

2

3

4

5 ！

6 ！

7

l
i
8 ！

9

二土ご竺E

高杯

高杯

高杯

高林

用

22．0 目線部－ナデ 目線部－パケ目 浅い橙色

18．9

16．4

胴部－ハケ目調 調整 砂礫（少）、砂粒（多）

整 普通

目線部－パケ自 口綾部一横ナデ 浅黄橙色

14．6 調整のあと横ナ 胴部－へラケズ 砂陛（少）、砂粒（多）

脚部に3孔を有

一一－ヽ、一丁／
リ 普通

底部－へラケズリ

パケ目調整 目線部－パケ目 橙色。砂礫（少）、砂

（17．3） 湘整 粒（少）、軟弱

－ ハケ自調整 外面一橙色
ユ

13．5 林部－へラミガキ

内面一にぷい黄橙色

砂粒（少）、軟弱

外面一にぷい褐色、

24．9 す　　　　　　　　 頸部－へラケズリ 内面一橙色、スコリア

底径14．7cm 脚部－へラミガキ （少）、砂礫（少）、普通

橙色

20．0

14．8

脚部に3 孔を有 i

す　　　　　　 ！

パケ目調整か（？）

へラミガキ

パケ昌調整のあ

と横ナデ　　　 ▲

へラナデ

i
！

砂粒（少主 普通

外面一にふい褐色、

内面一にぷい橙色、

砂粒 （少）良好

浅黄橙色

砂礫（少）、砂粒（多）

底径 9．7cm 軟弱

胴部－パケ目詞 頚部－パケ目調 外面一にぷい黄橙色

l
i
i

－ 磐のあとへラケ 整 内面一にふい橙色

ズリ スコリア（多）、普通
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住居址
土器

No．
器形’
法　 量

（C尋
器 形 の 特 徴

l
外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

02 10

11

12

13

紺

増

紺

杯

10 ．7

6 ．1

底径 3．7cm

パ ケ 昌調整のあ

とへ ラ ミガキ

ロ縁部上 一横ナ

横ナデ

目線部－へラ ミ

橙色

砂粒（多）、普通

橙色・

砂礫（多）、良好

外面一にぷい褐色

13 。0

3 ．2

デ 、口縁部下～

胴部…へ ラミガ

キ

底部－へラケズリ

へ ラナデ、横ナ

ガキ

へ ラナチ予

内面一橙色

砂粒（少）

普通

にぷい橙色

9 ．9 ヂ

底部－へラケズリ

横ナデ 砂礫（少）、砂粒（多）

普通

04

0 5

！

！

1

2

3

4

5

＝土ご
i 写E

㌢ニ土ご竺E

簡 杯

！

高杯

器台

0 6 ．0）

i

1　 8 ．4
i

7 ．7

底 径 5．0cm

脚 部 に 3 孔 を有

へ ラケズリ

口綾部一横ナデ

林部上－ ヨコへ

へ ラナデ

へ ラミガキ

脚部上－へラケ

外面一にふい褐色

内面一にぷい赤褐色

スコリア（多）

砂礫（多）、軟弱

外面一にふい褐色

内面 一にぷい赤褐色

スコリア（多）

砂礫（多）、軟弱

明赤褐色、スコリア

（少）、砂礫（少）、砂

粒（多）、軟弱

にぷい褐色

10 ．8 す ラミガキ ズ リ スコ リア（少）

底径 7 ．6cm 林 部 下－タテへ 脚部下－へラナ 砂粒（多）

ラミガキ

脚部上－タテへ

ラミガキ

脚部下－ヨコへ

ラミガキ

ロ綾部一棟ナデ

ヂ ？　　　 i

l

受 部－へラミガキ

普通

橙色

8 ．1
受 部上 －へラ ミ

ガキ

受部下 －へラケ

ズ リ

脚部一夕テへ ラ

ミガキ

脚部－へラナテて？） スコリア（少）

砂粒（多）

普通
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住屠址
薫 ‾義形 恒 ）

器形 の特 徴　　 外　　　　 面
内　 面 巨 薦　　 考

10 1　　 壷 折り返し目線　　 目線部…ハヶ月 パケ目調整のあ　 褐色

13 ．8

2　　 壷

調整のあと横ナ とへラミガキ　　 スコリア（少）

デ、頚部…パケ 砂礫（少主　砂粒（多ラ

＝調整のあと夕

テへラミグキ

ロ綾部…パケ打

普通

冒縁部－ハケ目　 外面…暗赤褐色

上2

I
i

調整のあと横ナ 調整のあと横ナ　 内面…明赤褐色

ヂ

i

デ　　　　　　　 スコリア（少）

胴部－へラナデ　 砂礫（少上　砂粒（多）

普通

3　　 壷 目線部一棟ナテ’、 日録部…横ナデ ，明赤褐色、スコリア
；

4

ユ7．2

壷　 15 ．4

胴部－パケ日羽 信 頼 砂礫沙 ラ

整 砂粒（多上　普通

目線部一棟ナテ、’ 目線部…構ナデ　 外面上司計色

0 7 ．0）

I　　　 l　　　 i

胴部一へラケでリ

i

農 諾 禁 、砂礫

i 踵

5 一二土ここご′箋E
21 ．0　　　　　　　　　　　 目線部 －ノしケ日

（少上　砂粒（多）

軟弱

口綾部 －パケ 目　 内面…暗赤褐色

調整のあ と横ナ　 内面…にぷ い褐色18 ．4 調 整のあと横ナ

デ、胴部…パケ デ　　　　　　　 砂粒（少上　砂礫（少）

6 ー＝土こご′笠Ev。

＝調整のあ とへ＼ 胴部－へラナデ　 良好 ＼

目線部－へラ ミ　 外面 一明赤褐色

ラケズリ、底部－

へ ラケズ リ

11 ．4　　　　　　　　　　　 目線部 …へラ ミ

1主 5 ガ キ ガキ 内面 一明黄褐色

胴部一ハケ ＝調 砂粒（多）

磐のあ とタテ′＼ 普通

炒
ラ ミガキ

l
i

11 1

2

てこ土ご雲E

婆

ロ綾部は「く」の　 パ ケ目調整のあ へ ラナデ　　　　 外面一にふい橙色

字 を、胴部は球　 とへ ラナデ 内面一明褐色

形を呈する　　　 底部－へラケズリ スコ リア絹 工 砂礫

底形 7．7cm 砂 粒 （多）、外面普

日綾部 …パケ 目

通、内面軟弱

22 ．3

20 ．5

外面 一暗赤褐色

調整　　　　　　 内面一朝赤褐色

スコリア（少工　軟弱
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住居址 土器
No．
器形 法　 量

（cm）
器 形 の 特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面　　 備　　　　　 考

11

隠　　　　　！

3

4

．5

6

7

8

9

i

婆

要

婆

窪

婆

婆

－＝土ご璽E

l

29．0

頸部は「く」の字

口綾部－パケ目 目線部一様ナヂ　 明褐色、砂礫（少）

21．5 調整のあと横ナ

デ’

胴部－パケ昌

底部－へラケズリ

目線部－パケ臼

砂粒（多上　普通

口綾部－パケ目　 にぷい黄色、

（20．0）

（18 消）

形を呈する

目線部は稜をな

す、底部は「く」

のあと横ナデ

胴部－パケ目

口線部－パケ目

のあと横ナデ

のあと横ナデ　　 砂礫（少）、普通

胴部－へラミガキ

ロ緑部…パケ昌　 明黄褐色、砂粒（多）

のあと横ナヂ ！軟弱

の字形である

頸部から垂直に

胴部－ハケ目調

整

日綾部－パケ目

胴部…へラナテ

ロ綾部－パケ目　 外面…橙色

13 ．0 のあと横ナヂ のあと横ナデ　　 内面…褐色

胴部－パケH 胴部－へラナデ　 砂粒（多）、良好

目線部－ハケ臼 目線部…パケ目　 にぷい褐色

14 ．7 のあと横ナヂ のあと横ナデ　　 スコリア（少主 砂粒

胴部…パケ目 胴部…へラナデ　 （多）、普通

へラケズリ

へラミガキ

i

へラナヂ　　　　 橙色

lL 0

l

立ち上がる目線 砂礫（多）、砂粒（多）

を有する 軟弱

朱色である

l

へテナデ　　　　 外面赤褐色、内面一

にぷい橙色

ー砂粒（少主　普通　　 踏

底部凹である へラケズリ

・」ニご

璽E

杯

鉢

底部凹を有する

胴部上－パケ目

へラケズリ

へラケズリ

へラミガキ

底部－へラケズリ
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へラナヂ

へラミガキ

へラミガキ

明′ホ褐色

スコリア（少）

砂粒（多上　普通

にぷい褐色

砂礫（少）、砂粒（多）

普通

外面一にふい楕色

内面一明赤褐色、ス

リア（少上　普通

赤褐色、スコリア、

砂礫（少）、砂粒（多）

普通



住居址
土器
No．
器形
法　 量
（cm）
器形 の 特徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

11 14

15

16

17

18

小型鉢

高林

高林

紺

紺

7．4

9 ．3

工上5

意図的に輪積

上位に 3孔有り

l

目線部粘土は り

つける時指オサ

エ

林部－パケ目の 林部－へラミガキ

外面一にぷい橙色

内面一明赤褐色

スコリア（少）、砂礫

良好

にぷい橙色

17 ．0 あとへラミガキ 脚部－へラナヂ 砂粒（少）、良好

－ 口綾部一横ナチ’林部－へラミガ 明赤褐色

10 ．9

4 ．2

8 ．3

l
i

へラミガキ

杯部下－へラケ

ズリ

へラミガキ

へラケズリ

キ

ナデ

へラナデ

スコリア（少）

砂粒（多）

普通

外面一褐色

内面一にぷい橙色

スコリア（少）、普通

にぷい褐色

砂礫（多）、砂粒（多）

普通

13 1

2

3

4

5

6

壷

婆

二まご雪E

壷

小型婆

ー＝土ご笠

】
18．9

16．8

16．1

12．2

14．0

23。2

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii　　 －

胴部最大径23．1

ハケ目調整の後 l

へラナデ
ヽ

へラケズリ

輪積痕あり

l
にぷい橙、焼成良好

へラミガキ 砂礫を微量含む

ナデ、へラケズ

リ

パケ目調整のあ

黒褐色、砂礫を含む

焼成良好

黒褐色、焼成普通

cm 、上位にあり

胴部径15 ．8cm

と、へラミガキ

ロ綾部－ナデ

砂粒スコリアを含む

暗灰黄、砂礫（少）

胴部最大径13 ．6

cm

胴部最大径28 ．8

パケ目調整

胴部上－パケ目

調整、胴部下－

へラミガキ

ロ縁部－へラナ

デ、パケ目調整

日綾部ナデ

へラナデ

へラナデ

へラミガキ

焼成やや軟弱

にぷい黄褐

砂粒（少）、焼成普通

にぷい黄橙

cm で中位 へラケズリ 摩滅ぎみ 砂粒を含む

ロ縁部「く」の字 l

形　　　　　　 i

li

外灰黄褐

焼成やや軟弱
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鯛 址 ㌔㌘ 器畢 法　 量
輔

器 形の特 徴 巨　 竃 重　 商
備　　　　　　 考

13　　　 7

8

9

10

は

12

13

高林

高林

器台

長頸

－
脚部に 3孔有す　 へラミガキ　　　 ヨコナヂ 橙、焼成やや軟弱

－ る 砂粒を少量含む

－ ／＼ラケズリ ヨコハケ＝ にぷい黄梶、焼成や

－
パケ目調整　　　 ナデ や軟弱、砂粒を含む

－ 底部径11cm へラミガキ へラナデ 灰褐

（10。4）

4 ．6

脚部に 3孔有 り 底部ナデ 焼成普通

中央部に貫通孔 へラミガキ 砂粒を少量含む

長頚部、目線部 頚部－…パケ自訴　 へラミガキ 明赤褐色

壷 ？ 20 ．5cm 整、へラミガキ 砂礫（少）

杯

杯

不明

底部よりラッパ　 へラナデ　　　　 へラナヂ 浅黄橙、橙

lL 6

5 。2

状に開く

底部より内湾し　 未調整の部分が　 ナデ

焼成やや軟弱

砂礫を含む

内画…にぷい黄橙

9．0

4．3

て立ち上がる　　 多い 砂礫、スコリア（少）

へラナヂ

目線部下に一対　 へラミガキ　　　 輪積痕あり

含む

外面一味薗褐

焼成良好

（′上製有孔壷形土器）

の孔がある ナデ 土器の外商は朱であ

る

砂礫を含む

胴部にはタテヨ

コの縄文とへラ

の刺突文がある 内面はにぷい橙

志筑では特殊な 焼成良好

」一史っ㌔土、乙
！ ！． 」」　ノロ汀一　㌧．（宗ノ‘Qノ

15　 1　 壷　 10．6

2　　 高杯　　 4．0
i

3　　 碗　　 13。4

頚部は「く」の字 縦パケ目調整 横パケ目調整 にぷい褐

形

底部径 8．8cm へラ整形 輪積痕あり

スコリア、砂礫を含

む

焼成良好

にぷい橙

脚部は底い

頚部…輪積あり

摩滅している

横へラナデ ヨコへラナデ

スコリア、砂礫を含

む

焼成良好

にぷい橙

砂粒を多義に含む

焼成粗
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住居址 土器
No．
器形
法　 量
（両
器 形の 特徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　 考や

18 1

2

3

l
l

4

5

6

婆

高林

器台

器台

18。3

FI

7 ．8

7．4

7 ．0

頚が く」の字形 j

Cm

底部径 9．6cm

脚台上位に 3 乳

有り

目線部一棟ナテい

胴部一摩滅する

縦ナヂ

縦ナヂ

林部ナデ

！慧忘孟‡‡、 ≡≡葦 禁 等ア

】軟弱

横ナヂ i酔 黄橙

禁芸孟－へラミi芸芸褐色

受部中央に賞適

孔

杯底部径主上35cm

貫通孔0．95cm

中央に賞適孔

ガキ　　　　　　 スコリア、砂礫（少）

i内面一にぷい黄橙

！

高林

i

脚部のみ、脚部

輪積を残 してい

る

脚部一夕テナテい

ト ラナヂ調整

l＋ ＋ ＋ 「㌍ ‾‾にぷい黄橙l　　LI　T ‾

輪積痕あり　　　 明赤褐色、良好

－
底部径12cm 砂粒

器台 － 脚部径13cm へラナヂ調整 横ナデ 浅黄橙

t
脚部上位 3 孔有

リ、中央部貴通孔

一部摩滅 輪積痕あり 砂粒、粗

二土ご雪E

柑

日綾部ナヂ へラナヂ 褐色、スコリア、砂19 1

2

I 16。2

18 ．6

頚部は「く」の字

形を呈する

目線部から胴部

ナデ

へラミガキ

！竿竿痕あり 礫を少量含む

焼成普通

内面一にぷい黄褐

12．4 中位までススが 頚部から胴部へ 砂礫を含む、外面－

付着 ラケズリ 灰褐、底面一明褐色

底へラケズIj 焼成良好

20

ぎ

1

2

・ここ土ごヨ芝

婆

22．5

20．9

日綾部はゆるや パケ目 へラミガキ 外面一にぷい橙

かな有段をなす

底部径 6．4cm

ハケ目の後ナデやl 内面一にぷい橙

砂粒（少）、やや軟弱

斜パケ目 ロ綾部はへラ整 にぷい褐色

16．5 へラミガキ 形、胴部一輪積痕 スコリア、砂礫（少）
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住岳址 土器
No．
器形 法　 量

伺
器形 の特 徴 ．外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

20

23

2

3

4

5

1

2

3

4

蛮

高林

杯

無

し

蛮

士雲E

士璽E

14

胴部径20．5cm

口縁部はやや垂

直ぎみ外反する

底部は凹む

底部径 5．3cm タテナデ

胴部下位パケ

横ナデ

杯部－ヘラミガ

砂粒あ l上　良好

外面一褐色

15．3

7．8

胴部径17．1cm ノ‘＼ケ目 砂粒（多）

頸部「く」の字形

底面径10 ．8cm

底部－へラケズ

リ

タテへラミガキ

内面一褐色、やや軟弱

にぷい橙

7．9

13．2

26．3

杯はやや傾斜を 杯部－へラミガ キ 砂粒（多）

なす

口縁部内攣する

中央部貫通孔

脚部上位 3孔有

底内面より内攣

しながら大きく

外方へ開 く

「く」の字形を

キ

へラナデ

口縁部－へラナ

輪積痕あり

脚部－へラナデ

へラミガキ

頸部に指圧痕が

良好

にぷい橙

早好

スコリア、砂粒

t
にぷい褐色

19．0

26．2

呈する デ みられる 砂礫含む

胴部径25cm

底部やや凹を有

する

「く」の字形を

胴部－へラ調整

口縁部－へラナ

へラ整形

へラ調整

良好

胴一橙、軟弱

18．5

28．3

16．0

15．6

呈する頸部 デ へラ痕

へラナデ

へラナデ

底一にぷい褐色土

‘胴部径24．5cm

中心にあり

底部凹である

口縁は外攣範味
に外反する
底部欠損

胴部－へラケズ

リ

スス付着

口綾部－ナデ

胴部－へラ調整

スス付着　　 l

ロ緑部－ナデ

砂礫を含む

内面一にぷい赤褐色

外面一黒褐色土

砂礫含、良好

褐色、普通

砂礫（少）
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住居址 土器
No．
器形
法　 量
（cm） 器形 の特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

23 5－

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 ‥

喪

蛮

壷

士∃互

・＝ヒ・苫E

七宝E

・＝ヒ・ヨ互

士∃互

士冨E

士璽E

・＝土＝・∃互

23．2

18．3

18．5

19．0

17．4

13．2

13．1

17．9

12．3

（16．0）

やや直線的な肩

口綾部－ナデ

口縁部－ナデ

へラナデ

へラナデ

口縁部一橙

砂礫（少）

胴部一にぷい黄橙

良好

にぷい橙

部をなす

口緑部外傾に外

胴部上－パケ目

調整

へラミガキ

ナデ後ちへラミ

輪積痕あり

ナテのあと

砂礫

普通　　　　　　 、

にぷい褐色

反する。 ガキ へラミガキ

へラナデ

砂粒、ス．コリア

口緑部複合口緑

をなす

胴部最大径25 ．6

頸部－へラミガ

キ

ロ綾部ナデ

良好

橙

cm

口緑部から頸部

よりゆるやかに

外反する

壷底径 8．2cm

l

ロ緑部は外反する

胴部径（16 ．8cm ）

へラ調整

口縁部ナデ

’輪積痕あり

ロ綾部ナデ

砂礫

良好

にぷい黄褐色

へラナデ調整 ． へラナデ 砂礫（含）、普通

口縁ナデ

底部へラケズリ

口綾部ナデ

肩部より下へラ

ケズリ

ロ綾部ナデ

輪積痕あり

へラナデ

へラナデ

へラナデ

内面一橙

外面一にぷい黄褐

砂礫（含）

粗

外面一褐色

内面一にぷい黄橙

砂粒を含む

やや軟弱

橙

砂礫、スコリア（少）

焼成やや軟弱

橙

へラナデ調整 輪積痕あり 砂粒を含む、軟弱

口縁部ナデ へラ整形 橙、普通

へラケズリ 輪積痕あり 砂礫（少）

口縁部ナデ 頸部指おさい 明褐色、‾普通

胴部－へラ調整

へラミガキ

へラナデ 砂礫を含む
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住馳 譜
器形

l
，Lやノ・

法　 量

（cm）
器 形 の 特 徴　　 外　　　　 面 内　　　　 面　　 備　　　　　 考

23 ． 16
I

㌢ニ土ご雪E

恵璽E

ごまご雪E

七宝E

コシキ

杯

杯

杯

碗

杯

杯

－
なで眉　　　　　 目綾部ナヂ

‾’．‾．－’¶°－ ．．．・．．．．．．．．．・．－．・．・．．．’
へ ラナデ　　　　 にぷい褐色

！

17

17．8

19．3

胴部最大径 17 ．1 胴部－へラケズリ

cm

底 部 4 ．9cm　　　 口綾部－へラナ

砂礫、普通

へ ラナデ　　　　 橙

18

19

20

21

22°

2 3

24

2 5

26

13。9

18 ．8

デ

胴部－へラケズリ

胴部一球形 を有　 目線ナデ

輪積の後あ り　　 砂礫、やや軟弱

日綾部へ ラナデ　 にぷい褐色、一部橙

13。4

15．7

す 、胴部最大径　 胴部－へラミガキ の後へ ラミガキ　 砂礫、良好

19．5cm 、頚部は

「く」．の字形

1
日綾部はほとん

ど垂直に立 ち上　 目綾部－へ ラナ

胴部へ ラナデ

へ ラナデ　　　　 内 ・外面一橙

12．6

27．0

52．4

5．7

が る　　　　　　　 デ

胴部は球状 を呈　 胴部下部－へラ

する　　　　　　 ケズリ

スス付着

底部径 8 ．5cm　　 へ ラミガキ

貫通孔径 7．2cm　 へ ラケズ リ

把手 2 ヶ所付

底部一丸味をもつ　 目線部ナデ

砂礫、良好

へ ラナヂ　　　　 橙、一部黒褐色

ナ砂粒 ・スコリア（微）

良好

へ ラ ミガキ　 忘 普通

13。〃1 口綾部径 15 ．9cm　 へ ラ ミガキ へ ラナヂ　　　　 砂礫

4 ．6 日経喜R一芸羊 肉 口経書にナテ小 へ ラ十テ小　　　　　 諸曹　 尊 1繭

15．9

15．4

14。9

6．0

攣 する　　　　　 へ ラケズリ

目線部ナデ

砂粒

へ ラミガキ　　　 橙

へラ ミガキ 砂礫、やや軟弱

目線部よ り内轡 目線部ナヂ へ ラ ミガキ　　　 にぷい赤褐色

する　　　　　　 へ ラ ミガキ 砂礫、スコリア

摩滅 ぎみ やや軟弱 も

ロ綾部一棟ナヂ ナデ　　　　　　 橙色

16 ．8 へ ラケズ リ 砂礫（多）、良好

5 ．8 ロ綾部は内湾す ロ緑部ナデ へ ラナデ　　　　 橙

15．3 る　　　　　　　　 ヘラケズ リ

底部一丸みある

砂礫、普通
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住恒 矩 形 極 悪） 器形の特徴 外　 面　 内　 面　 備　 考

23　　 27　　 杯　　 7．9　 日綾部は内轡し　 口綾部ナデ　　　 へラミガキ　　　 赤黒色

接 0　 ながら立ち上が　 へラミガキ　　　　　　　　　　　 やや軟弱

！る　　　　　　　　　　　　　 砂粒

底部 3。5cm

28　 杯　　 508　 日縁部は内攣し　 日録部ナデ　　　 へラケズリ　　　 橙、やや軟弱

－14。2 i‡警を有し外反 へラケズリ　 摩滅ぎみ　 砂粒、スコリア沙 ）

29 杯　　 6・9　 底部丸味を有す　 へラミガキ　　 へラナヂ（？）　 灰褐色、砂礫

3言 上 鳥 伽 を有す誓誓言、 へラナデ　 に霊 霊 や軟弱

14．0　 目線部は内攣し へラミガキ　　　　　　　　　　　 砂粒を含む

て稜を有し外反 普通

iする

3 1 杯　 6声 縁部は内轡し 瑚 ナデ　 へラげ　 にぷい黄褐

11．5　 て稜を有し外反　 へラケズリ　　　　　　　　　　　 砂粒

する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

底は丸味を示す

3 2　 杯　　 6・2　 底面丸味を里す　 日綾部ナチ　　 摩滅ぎみ　　　 橙

12e日　　　　　　 へラケズリ　　 へラミガキ　　 砂礫、やや軟弱

33　 杯　　 5，3　 底部丸味を里す　 日録部ナデ　　 へラミガキ　　　 明赤褐色

10。6　 内轡して立ち上　 へラケズリ　　　 へラナデ　　　 砂礫

がる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

3 4　 杯　　 5・9　 内轡して目線部　 へラケズ ij　　　 へラミガキ　　　 明褐色

14。4　 に至る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂礫

普通
！

35　 杯　　 4．8　 内轡して日録部　 口綾部ナデ　　　 ナヂ　　　　　 橙

14．4　 に至る　　　　　 へラケズリ 砂礫を含む

も　　　　　　　 タ　　　 へラケズリ 焼成普通

36　 杯　　 4・9　 内轡して立ち上　 目綾部ナデ　　 へラミガキ　　　 にぷい橙

14．6　 が－り日綾部に至　 へラケズリ　　　　　　　　　　　 砂礫を少量含む

る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 焼成普通

i　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿l＿＿
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住馳 譜 器形 法 慧） 器形 の特徴　 外　　 面
内　　　　 面　　 備　　　　　 考

23　　 37　　 杯　　　 5．9 へラナデ
l

へラミガキ　　　 黒褐色、やや軟弱

16・3　　　　　　　　　 へラミガキ 砂礫を少量含む

38　　 杯 5．2　 底部に木葉痕あ　 へラナヂ へラミガキ　　　 橙、一部にぷい褐

り　　　　　　　　 へラミガキ

39　　 杯　　 6．5　 底部丸味を持つ　 ロ綾部へラナヂ

砂礫を含む、やや軟弱

スコリアを含む

へラケズリ　　　 褐色、やや軟弱

15．9　　　　　　　　　　 へラケズリ 砂礫を含む

へラナデ　　　　 外面にぷい赤褐色

■m■寡題寡■寡■S S 〇m ススが付着
40　　 杯　　 6．6　 日綾部不整であ 口綾部ナデ

15。0　　る　　　　　　　　 へラケズリ

41　 杯　　 4．2　　　　　　　　　　 日綾部ナデ

砂粒、砂礫を含む

内面にぷい黄橙

焼成良好

へラミガキ　　　 にぷい黄褐

l 14．4　　　　　　　　　 へラミガキのあ 砂粒を含む

とラフなへラミ 焼成普通

へラナヂ　　　　 明黄褐色

ガキ

42　　 杯　　 5．5　 底面からゆるい　 日綾部ナデ

14誹 「傾斜をなし内轡 1へラケズリ 砂礫を多くふ くむ

l　　　　　　　　 しなから立ち上 焼成やや軟弱

；がる

43　　 柑　　　　　　 胴部は球状を豊　 へラミガキ

！

へラナチ　　　　 外面－楕

する、底部は丸 内面…にぷい黄褐色

味をおぴている 砂礫を含む、焼成普通 ‘

44

45

粗

相

12．6 胴部最大径15．3　へラミガキ へラナヂ噛 部日 にぷい黄褐色

8．1 i、。m　　　 へラナデ（軸 ）

底部は丸味をお　 胴部へラケズリ

びている

砂礫を含む

焼成やや軟弱

にぷい赤褐色

砂礫スコリアを含む

胴部は最大径 焼成良好

16 ．5cm

25　　 1

2

褒

林

20．4

4 ．5

頚部は 「く」の lロ縁部横ナヂ

字形

底面より内轡 L　 へラケズリ

へラナデ　　　　 橙

目線部、横パケ　 スコリア砂礫を含む

焼成良好

へラナデ　　　　 橙

て外方へひろが　 ナデ 砂礫を含む

る 焼成良好
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往醜 悪 器形 法 漂　 器形 の特 徴
外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

26　　 1　　 壷　　 25．0　 底部径 6．8cm ！口縁部横ナデ 輪積痕あり 外面一にぷい橙

（16。5） 胴部径22．0cm ナヂ 内面一灰褐色

目線部 「く」の

字形

目線部ナデ

胴部へラケズリ

へラケズリ

へラケズリ

タテへラ整形

へラミガキ

ロ縁部横ナデ

ロ綾部横ナデ

へラナデ

ナデ

ナデ

タテへラ整形

へラミガキ

ロ縁部横ナデ

砂粒、砂礫（多）

明褐色

砂粒

2　　 碗　　 9．0　 底面より内攣し

15．2　 て目線部で外反

する 焼成良好

3　　 杯　　 4．5　 底面より内轡す

14．8　　る

4　　 杯　　 5．1　 底面より内轡す

15．4　　 る

5　　 林　　 5．5　 底面は凹になる

外面一褐色

砂礫（少）

内面一にふい楕

普通

赤褐色

砂礫（少）

良好

外面にぷい褐色、内

1 10．6 薗黒褐色、砂礫、普通

橙

砂礫少量、良好

6　 杯（？）　 7．4　 頚部は 「く」の

11．2　 字形

31　 1　 壷　　　　　　 頚部つなぎめ痕 へラナデ、 へラナデ にぷい橙

あり 胴部ラフなへラ 輪横痕あり

輪構痕あり

焼成普通

底部径 7．0cm

2　　 杯　　 5．4　 底部径 4．5cm

ミガキ、胴部下

位へラミガキ

底部へラケズリ

目線部ナヂ

スコリア砂礫少量

砂粒多く含む

外面一にふい楕

13。8 へラケズリ ナデ

i

内面一明赤禍

i

3 i紡垂
車 ！

焼成普通
スコリア砂礫を含む

32　 1　 楽　 18．3　 頚部 「く」の字 ハケ目 輪積痕あり 外面一褐色

形を呈する へラ整形 内面一にふい橙色

目線部径15 ．3ぐm

目線部一横ナデ

パケ目整形

横ナデ

へラナヂ　 ［

輪積痕あり

砂粒（少）焼成

底部欠損 普通

2　　 婆　　 22．4　 頚部「く」の宇彬

i

外面一暗赤灰、焼成

やや軟弱
内面一赤褐色
砂粒多量に含む

－203－



！住馳
土器
No．
器形 法　 壷

（cm
） 器 形 の特徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

32 3

l
l

4

5

6 ＿

7

8

9

10

婆

婆

楽

器台

器台

器台

器台

台付

碗

（20．5） 胴部径（24．6cm ） パケ目調整 横ナデ…目線部

へラナヂ

外面一圧褐色

頚部は 「く」の へラケズリ 内面一にぷい黄橙

17。7

字形

胴部径（20．8cm ）

ロ縁部 ヨコナデ

へラナヂ

スコリア砂礫（多）

外面一庄褐色

「く」の字形の へラ整形 輪積痕あり 内面一にふい楕

16．7

頚部

パケ目ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

スコリア、砂粒

焼成粗

外面一にふい黄楕

6。8

8．5

脚部に 3 孔あり

中央部貴通孔

へラケズリ へラナデ

へラミガキ

受部

内面一にぷい黄橙

頚部「く」の字形

胴部径17 ．9cm

受部…へラナデ

砂礫多量、焼成粗

明褐色、焼成普通

へラミガキ スコリア砂礫を含む

一口縁部横ナデ にぷい褐色

脚部に 3 孔有り へラミガキ へラミグキ 焼成良好

へラケズリ へラケズリ

横ナデ

砂粒（少）

－
脚部径 9．2cm へラミガキ にぷい黄橙

脚部上位 3孔有 焼成良好

り 砂粒（少）

脚部底径 9．5cm へラ整形 にぷい黄橙、

10．0

9．0

台付部

パケ目へラナデ

調整

タテへラナデ 斜へラナデ

焼成良好、砂粒（多）

33 1

2

3

4

杯

土上

土玉

土玉

！（11．4） ナデ、 へラナデ にぷい橙

37 1 壷 33．7 底部径 8。Ocm 口綾部一横ナヂ 口綾部一横ナデ 外面一にぷい褐色

（14 ．2） 口綾部に稜を有 ハケ冒調整 内密主」膣色

する へラナ・デ スコリア、砂礫（少）

摩滅ぎみ 砂粒（多）、普通
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住屠址
土器

N私
器形 法　 巌

（cm）

器 形 の 特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

37 2

3

壷

壷

－
底部に凹を有す 胴部上 －パケ＝

へ ラナデ、

外面一赤橙色

27 ．5

20 ．2

る 調整のあとへ ラ

ミガキ

胴部下－へ ラケ

ズ リ。底径 6．7

cm、底部 凹む

目線部ハケ目調

整のあと横ナヂ

胴部下－へラケ

ズリ

内面…暗赤褐色

砂礫（少）、砂粒（多）

良好

橙色

スコリア、砂粒（多）

良好

3 9 1
I

婆 ！ 23 ．0 「く」の字形 パケ目調整 輪積 にぷい赤禍

2 婆

19。6

22．9

胴部径 25 ．0 cm

目線部ナデ

へ ラ目調整

輪積痕あ り

スコ リア、砂粒 を少

底部凹をなす

頚部は 「く」の

量含む

浅黄橙

3 婆

16．5

20 ．1

字 形 胴部上位パケ 目 目線部 ヨコナデ 砂粒、スコリア（少）

肺憶情話ヰ凄折り ／自

cm

頚部「く」の字形

藷1軽
トγ’1日」ご」

胴部下位へラナ

デ

底部へラケズ リ

目線部ナヂ

へう」∴デ
／　　　／　　　／

口綾部パケ目調

焼成、やや軟弱

にぷい橙

4 婆

18．5

2上8

胴部径 22 ．0cm パ ケ 目調整 撃 砂粒 、＼スコリア を含

頚部「く」の字形

胴部パケ目調整

底部へ ラケズ リ

へ ラナデ’

胴部へ ラナデ

へ ラナデ

む

にぷい橙

5

6

7

壷

褒 ・

婆

18．6

18．5

（19．3）

17．7

底部凹、目線部 へ ラケズリ 輪積痕あ り

輪積痕あ F）

へ ラケズ リ調整

へ ラナデ

砂粒、スコリア（少）

径 18．6cm

胴 部径 22．9cm

底 部欠損

「く」の字形 を

ロ綾部ナヂ

目線部へ ラナデ

焼成普通

目線にぷい橙

胴部へ ラケズリ 灰黄褐色、焼成良好

ミガキ スコ リア砂粒 を含む

へラケズ リ 内面一にふい赤禍

里す

「く」の字形

l

ロ綾部ヨコナデ

へ ラケズ リ

外面一暗褐色

焼成粗悪

砂粒、スコリア（少）

褐灰、にぷい橙、砂

15．1 胴部径 18 ．3cm 目線 部 ヨコナデ 粒 を含む、焼成普通
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障 ㌍‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾爾 簿 の特徴　外　 面　内　 面　備　 考

39　　　 8 窺 1 16。6 ！胴部径　　　 日録…パケ自訴　 目線部ヨコナデ　 スコリア、砂粒沙 ）

整のへラナヂ　　　　　　　　　　 内面一灰白

胴部上パケ自訴　　　　　　　　 外面主弓軋灰

整、胴部下パケ 焼成柚．悪

目調整の後へラ

li■ 寡題 寡 題 寡 ■ S l題 8 8 8 m
ケズリ

灰褐色9　　　　 17・2　 「〈」の字形 目線パケ昌調整　 輪積あとあり

頚部からやや肩　 あとナデ パケ目調整　　　 砂粒を少量含む

が落ちる 胴部パケ目調整　 ナデ 焼成やや軟弱

10　 婆　 17。0　 日綾部ヨコナヂ　 パケ目調整の後　 へラナデ　　　 内面…浅黄橙

ナデ　　　　　　　　　　　　　　 砂拉スコリアを含む

パケ目調整　　　　　　　　　　　 外直上∴黒褐色

焼成やや軟弱

11　 窪　 12。6　 日緑部が胴部と　 パケ自調整　　 輪積のあとあり　 外面…窯褐色

同じ　　　　　　　　　　　　　 日録部ハケ調整　 内面一浅黄色

焼成やや軟弱

砂粒スコリア（少）

12　 凄　 14。6　 胴部径ユ6．0cm　　 日綾部パケ目の　 ヨコナデ　　　 内面…－浅黄橙

■－ ■SSSS SSS 〇〇〇〇寡■888 888 8－ ■8888 888 － ■SSS SSS SSS SSS SS 腋題ちナヂ　　　　　　　　　　　　　 外面…灰褐

パケ目調整　　　　　　　　　　 焼成やや軟弱

へラケズリ　　　　　　　　　　　 砂粒スコリア含む

13　 婆　 16．8　 「く・」の字形　　 日録部パケ自調　 へラミガキ　　 にぷい黄橙

磐のちナデ　　　　　　　　　　　 焼成普通

目線部のみ

JL二

号E

・lニーー土ご

ヨE

胴部径28．3cm

底部径（5．2cm）

胴部径（18．8cm）

底部凹である

日録部欠損

パケ昌調整

ナデ

ナデた後パケ目

調整

パケ目調整

へラナテ、、

へラミガキ

へラ十デ

輪横痕あり

輪積痕あり

へラナデ
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砂粒スコリア（少）

砂粒スコリア含む

焼成普通

内面一橙

砂粒スコリアを含む

外面一灰黄褐

やや軟弱

橙

焼成やや軟弱

砂粒を含む



i鯛 鵜 ㌘‾‾！器形
法 悪 器形 の特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

39　 17　　 壷

18　　 紺

19　　 壷

20　　 壷

21　 壷

胴部径（19．4cm ） パケ目のあとへ まめつが激しい

へラナデ、

輪積痕あり

橙

－ 底部径 5．8cm ラミガキ、へラ スコリアを含む

底部均を示す ケズリ 焼成やや軟弱

胴部径（12．8cm） へラミガキ 外面一黄橙

底部径（3．8cm）

底部やや凹む

目線部欠損

へラケズリ

へラミガキ

へラケズリ

パケ目調整のあ

内面一橙

焼成やや軟弱

砂粒を含む

橙、焼成普通、砂粒

－ へラナデ スコリアを少量含む

胴部径（12 ．5ぐm ）

底部のみ

摩滅のため不明

へラナデ

にぷい黄橙

焼成軟弱

砂粒を含む

褐色、焼成普通

－ とへラナデ パケメ調整 砂粒スコリア含む

22　　 壷

！ 23 義

視　　 壷

25　　 慈

26　 高杯

27　 高林

－ 底部のみ へラケズリ へラナデ、 にぷい褐色

！

底部のみ

底部径 5．3cm

9 ・2　 胴部は内轡ぎみ

パケメ調整

へラケズリ

へラミガキ

パケ目

摩滅ぎみ

へラナデ’

摩滅がはげしい

ナデ

へラケズリ（上）

焼歳軟弱

砂粒を含む

にぷい黄橙

焼成やや軟弱

砂粒を含む

にぷい褐色

焼成軟弱

砂礫を含む

橙

農 もって外反

脚部径 8．8cm　　 ハケ目調整

砂礫スコリアを少量

含む

焼成粗腰

にぷい橙、焼成普通

！脚部径曲 7cm ）
ハゲ目調整の後

パケ目調整（下）

パケ目調整

砂粒、スコリア含む

橙

脚部は開きの少　 へラケズリ

ないラッパ状を

呈する

砂粒、スコリア含む

やや軟弱
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住馳 譜 器形辛 悪 器形の特徴 外　 面巨　 面　 備　 考

39
！ 28

29

30

i

31

高杯　 11 。1　 内轡して大きく　 パケ目調整　　　 杯部横ナデ　　　 スコリア砂礫を含む

16 ．0 外方に開く、林 杯、脚部パケ昌 脚部ナデ　　　　 にぷい黄橙

底部径 部と′トさなラッ　 ナデ ー　　　　　　　　 焼成良

9・0　パ状を呈する

脚部、杯部 と脚

で接合している

状況を示している

台付　　　　　 台部のみである　‾パケ目調整　　　 パケ目調整　　　 にぷい黄橙

婆 焼成やや軟弱

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒を少量含む

器台　　 8。5　 杯部は底でわず　 へラミガキ　　　 台部へラケズリ　 内面…赤

かに内轡し日経　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面一橙

部に至る 砂粒を含み焼成普通

碗　 11．9 内轡する下位か　 ハケ目調整の後 パケ目調整 橙

らやや内傾気味　 へラケズリ 砂粒スコリア（少）

に外反する　　　 へラナデ 焼成普通

ロ綾部、輪積痕

を残す

32 コシキー！摘。8　 日綾部は折り返　 へラケズリ へラ調整 橙

20。8　 し目線を示す　　 ロ綾部ナヂ 砂礫スコリア含む

頸部には輪餞が
／

焼成良好

残る

杯

胴部の最大径

15．9cm

底部から内轡し

頸部から稜を有

して「く」の字

形に外反する

底面より内攣し

ながら立ち上がる

ロ縁部ナヂ

胴部タテ向のへ

ラナデ

下へラケズリ

ナヂ

目線部、頚部タ

テへラミガキ

朱ぬり

ロ綾部ナデ

底部へラケズリ
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へラミガキ

ナデ

にぷい黄橙

砂粒スコリアを少量

含む

にぷい黄橙

焼成粗悪

砂粒を少量含む



住居址 土器
No．
器形 法　 量

（cm）
器 形 の特徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

39 36 杯 5 ．4 底面より内攣し 胴部へラミガキ へラミガキ 外面一にぷい赤褐色

14。0 ながら立ち上が

る、目線部内側

に内反する

ロ綾部ナデ J撃滅ぎみ

l

内面一にぷい赤褐色

焼成粗．

砂粒スコリアを含む

40 1 婆 19．3 胴部径18．4em 胴部位、ハ目調 ／ヽラナデ 外面一灰褐

14．7 頚部は 「く」の 整 内面一にぷい橙

2′ 婆

字形

頚部は 「く」の

目線部へラナデ

ナデ ナデ

焼成普通、砂粒（少）

にぷい橙

（20．0） 字形、接合の痕 ：
’亨！あり 腰 部にみ i

i

焼成普通

砂粒を含む

にぷい黄橙、焼成良

l られる） i i

3 婆 肩が落る状態を
l
へラケズリ へラナデ

20．6 i示す パケ目調整

日綾部ナデ

輪積痕あり 好、砂粒を少量含む

内面一橙

4 ーニ土ごヨ芝 － ナデ ナデ、 外面…にぷい褐

5 恵竺E

16．0

排除部は 「く」　 口綾部ナデ へラケズリ

砂礫を含む、焼成普

通、スコリア含む

にぷい橙

高林

杯

（20．0）’の字形　　　　　 へラケズリ 焼成普通

6

7

I 十10・h十

（1義。8）

4．8

脚部上位に 3孔　 ナデ、パケ昌へ

あり　　　　　　 ラミガキ

底面丸味をもつ　 へラケズリ

漂 芸二言霊

へラナデ

＼砂礫、スコリアを含

にぷい橙

焼成普通

砂粒（少）

暗赤褐色

8 ． 土玉

15。5 砂粒、スコリア（少）

焼成普通

44 1

2

i

高林

有孔

円盤

脚部、杯部欠損 ナデ ナデ にぷい黄橙、砂礫を含む

焼成良好

45

1

1 ＝土ご竺E

16．0

折 り返し日録 i二 目調整 l輪積痕あり

横ナデ

砂粒、にぷい褐色

焼成…軟弱
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障司薫 器形　法　量
（C頑器形の特徴　　外　　　　面　　内　　　　面　　備　　　　　考

45 ！ 2

l

3

！

4

5

6

7

8

9

10

二こ土ご二亘E 頸部は 「く」の　 へ ラミガキ　　　 へ ラ ミガキ　　　 内…黄褐色、砂粒含

恵写E

喪

（20。7）

ニ土ごヨ互

字形　　　　　　　　　　　　　 へ ラケズリ　　　 外一明黄褐色

胴部径 34 ．8 cm　　　　　　　　　　 輪積痕あ り　　　 焼成一軟弱

底部径 7．0cm　　 パケ自調整のあ　 へ ラナデ　　　 内面一暗褐色

底部よ りゆるい　 とへ ラケズ リ　　　　　　　　　　 砂粒含

傾斜 で立ち上が　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面一にぷい橙

る

ナデのあ とパケ　　　　　　　　　 橙、普通

目調整　　　　　　　　　　　　　 砂粒 を含む

底部径 8．2 cm　　 へ ラケズ リ　　　　　　　　　　　 明黄色

壷

凹を有する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 焼成軟弱

底部径 。6．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　 内一橙色、外…褐色

やや凹 を有す る　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒（少）

焼成やや軟弱

一二とご竺E 底部径 7 ．1cm　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色、普通

てこ土ご璽E

やや凹を有する　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒（少）

橙 、焼成軟弱

－ 砂粒（少工　 スコリア

小婆　 12．1

器 台　　 8 ．8

底部欠損　　　 口綾部ナデ　　 へ ラナデ　　　 外…にぷい黄褐

胴部か ら内轡 し　 パケ メ調整のあ　　　　　　　　 砂粒

孟㌶ 苛 とへラミガキ　　　 霊 霊橙

脚台3孔 ！。綾部ナデ　　　 芸空にぷい黄楕
j ！ 10

11

春台 8．8 脚台 3 孔 口綾部ナデ 内一にぷい黄楕

杯

9．0

4 ．4

受部中央に貫通 杯へラミガキ 外…黄、灰、黄褐

孔

底部は丸味を持

脚へラミガキ

ナデ ！へラミガキ

砂粒、スコリア（少）

焼成、普通

橙、普通

12。7 つ へラケズリ 砂粒（少）

46 1

2

てこ土ご竺E

高杯 5．5

胴部径26 ．7cm

底部、頸部、なし

ロ綾部なし

胴部のみ

杯部のみ残存

タテへラケズリ

口綾部へラナヂ

横へラナデ

輪積痕あり

タテへラミガキ

橙

砂粒

良好

黄橙

（17。4） ゆるい傾斜で外 中間計＼ラミガキ 砂粒（多）

堅＿至る 頸部へラケズリ 良好
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住居址
土器

N o．
器形
i

法　 量

（C甲）
器 形 の 特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

46 3

‡
4

5

6

杯

杯

林

林

5 ．4 底面 より内轡す へ ラケズ リ へラナデ

へ ラナデ

へ ラナデ’

上 ミガキ

内面一灰黄橙

13．0

6 ．1

る

底面 より内攣す

日録部ナデ、

へ ラケズリ

スコリア

t
外面一橙

普通、砂粒（少）

にぷい橙

13。5

5．8

る

底面よ り内轡す

ロ綾部ナデ

日綾部ナデ、

普通

砂礫

明赤褐色、普通

5．4

る

底面 より内轡 す

へ ラケズ リ

口綾部ナデ

砂粒 、砂礫

橙

15．5

lli

る へ ラケズ リ 普通

砂粒

4 7 1 器台

l i　　 i

脚 台、裾はやや

開 く、底径 8．4cm

脚部 に 3 孔杯中

央に貫通孔

タテへラ ミガキ

l

杯 、へ ラミガキ 赤禍

ス コリア砂粒（多）含

む、

焼成普通

50 1

2

3

4

5

6

7

8

i 壷

壷

二土ご雪E

婆

26 ．1

底径 6 ．9cm

l

底径 5 ．9cm

底径 5 ．7 cm

ロ綾 部一棟ナデ 口綾部一横ナデ にぷい橙色

19 ．5

2 5 ．9

へ ラケズ リ

目線部 一横ナデ．

へ ラケズ リ

目線部一横ナデ

スコ リア、砂礫（少）

普通

黄橙色

2 0．3

9 ．3

へ ラケズ リ

目線部 一棟ナデ

へ ラケズリ

底部－へラケズ

リ

へ ラケズリ

へ ラケズ リ

へ ラケズ リ

ヘ ラケズリ

ロ綾部一横ナデ、

へ ラナデ

へ ラナデ

へラナデ

へラナデ

スコ リア（少）

砂粒（少）、普通

にぷい橙色

砂礫（少）、やや軟弱

橙色、スコリア（少）

砂粒（少）、普通

明赤褐色

砂礫（少）、普通

外面一にぷ い赤褐色

内面一灰褐色

砂礫（少）、普通

にぷい橙色

砂粒、やや軟弱

外面一にぷい赤褐色

内面一灰褐 色

砂粒 、普通
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住馳 竃㌘ 器形 法　 量
（C甲） 器 形の特 徴 外　　　 面　 内　　　 面　　 備　　　　 考

50　　　 9

10

11

12

13

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高林

17 ．7

16 ．0

目線部一棟ナデ　 横ナデ　　　　 外面一赤色

へラケズリ　　　　　　　　　　 内面一にぷい黄色

砂礫を含む

やや軟弱

底径13．9cm

底径14 ．9cm

底径 14 ．9cm

底径13 ．9cm

底径11．6cm

林部－目線一横　 林部一口縁一棟　 橙色

17．3

12 ．2

ナデへラケズリ　 ナデ　　　　　 砂礫（少）

底辺端部…横ナ　 底辺端部一横ナ　 軟弱

丁 デ

林部一口緑一棟ナ　 林部一口縁一横　 橙色

19．1

14 ．3

デ、へラケズ ij　ナデへラミガキ　 砂礫（少）

底部端部一横ナ　 底辺端部一棟ナ　 普通

デ、脚部－へラ　 デ、脚部－へラ

ミガキ　　　　　 ケズリ

杯部一棟ナデ　 杯部一棟ナデ　 橙色

19 ．4

13 ．0

底辺端部一棟ナ　 脚部－ヘラケズ　 スコリア（少）

デ　　　　　　 リ、底辺端部一　 砂粒（少）

横ナデ　　　　　 良好

林部一口縁一棟　 林部一横ナヂ　　 橙色

14

17 ．5

12 ．4

18 ．0

ナデケズリのあ　 脚部－ナデ　　 砂礫

とタテへラミガキ　　　　　　　　 普通

脚部－へラミガキ

杯部一口緑一棟　 杯部…横ナデ　 にぷい褐色

ナデへラミガキ　 脚部－ナデ　　 スコリア（少）

脚部－へラミガキ　 底辺撼湖上瀾打つ 有減封′損

杯

杯

杯

杯

杯

底径4．2cm

底径5．6cm

底辺端部一棟ナ

デ、

日綾部一横ナデ

へラミガキ（？）

目線部一棟ナデ

へラケズリ

ロ緑部一横ナデ

へラケズリ

ロ緑部一横ナデ

へラケズリ

ロ綾部一横ナデ

へラケズリ
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目線部一横ナデ

へラミガキ

ナデ

横ナヂ

横ナデ

横ナデ

橙色

砂粒（少）、やや軟弱

にぷい橙色、砂礫

やや軟弱

橙色

砂礫、やや軟弱

にぷい黄褐色、スコリ

ア（少）砂粒（少）普通

明赤褐色

砂礫

やや軟弱



仕組 譜
器形
法　 量

（cm）
器 形 の 特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

50　　　 2 1 杯

杯

林

6 ．4

i

底 径 4 ．6cm

目線 部一棟ナヂ 目線部一横ナヂ

横ナデ

目線部一横ナデ

にぷい橙色

17 ．8 へ ラケズ リ 砂礫 （少）、やや軟弱

6 ．9 口縁部一棟ナデ 橙色

15 ．3 へ ラケズ リ 砂粒 、軟弱

22 6 ．2 臼練部 一横ナデ 橙色

23 杯

杯

15 ．7

6．7

へ ラケズリ

H 緑部一横ナデ

目線部一横ナデ

放射状暗文 （へ

ラミガキ）

ロ綾部 一横ナヂ

砂礫、普通

橙色

15．1 へ ラ ミガキ 砂礫、軟弱

24 5．9 ロ綾部 一横ナデ 橙色、スコリア（少）

15 ．4 へ ラケズ リ へ ラ ミガキ 砂粒（少）、普通

2 5 杯 6 ．3 日録部一棟ナデ 日録部 一棟ナデ 外面一にぷい黄橙色

26 杯

16 ．2

6 ．4

へ ラケズ リ

目線部一横ナデ

放射状へラ ミガ

キ

ロ縁部一棟ナデ

内面一明赤褐色

良好

にぷい橙色

27 林

（12 ．4 ） へラケズ リ

日録部一棟ナデ

へラナデ

横 ナデ

えコ リア（少）

砂粒（少 ）、普通

にぷ い橙色

28 林

16 ．0 へ ラケズ リ

口縁部 一横ナデ

日録部一横ナデ

へ ラ ミガキ

ロ縁部一棟ナデ、

ス コリア（少）

砂粒（少）、普通

にぷい褐色

14 ．0 へ ラケズリ へ ラ ミガキ 砂粒、普通

29 鉢 －
目線部 一横ナデ 口縁部 一横ナヂ 橙色

2 1．7 へ ラケズリ へ ラナヂ 砂粒、軟弱

30 椀

椀

小形

8 ．2 口緑部一横ナデ へ ラナヂ

口縁部一横ナデ

口縁部一棟ナデ

橙色、スコリア

13 ．1 へ ラケズリ 砂礫、やや軟弱

3 1

32 5 ．4

へ ラケズ リ

口縁部一棟ナデ

橙色

砂粒 、普通

にぷい橙色

婆 6 ．3 ナ ヂ（？） 砂礫 、良好

5 1　　 1

i

柑 9．5 口縁部一横ナヂ 口縁部一横ナデ 橙色

11．7 へ ラ ミガキ

底部－へラケズリ

へラナデ 普通

5 2 ！ l

iI

li

l　　　　　　　　l

恵雪E

！

暮

（15．0 ）

ロ綾部のみ l ロ綾部ナデ

パ ケ‖調整、横

ナデ、頭部 タテ

パケメ調整　 i

へ ラ ミガキ 橙 、砂粒（少）

良好
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住居址 土器
No．
器形 法 悪 器 形 の特徴 外　　　 面　　 内　　　 面　　 備　　　　 考

52 2

3

4

5

6

7

ニ土ご竺E

＝土ご雲E

てこ土ご宣E

一こことご雪芝

こ土ご竺E

支脚

底部から胴部に へラケズリ　　　　　　　　　　　　 にぷい橙

かけて％残存 砂粒、スコリア

i　　 底部径 5 cm

胴部のみ胴部の

最大径16．9cm

胴部最大径28cm

良好

パケ目調整のあ　 へラナデ　　　 砂粒（含）

とへラミガキ　　 輪積痕あり　　　 普通

底部よりへラケ

ズリ

へラケズリ　　　 横へラナデ　　 砂粒を含む、褐色

底部 6 cm 輪積痕あり　　　 スコリア（少）、普通

口緑部 「く」の パケ目調整　　　　　　　　　　 砂粒（少）

12。0　 字形 横ナデ　　　　　 橙、普通

底部欠損 ロ綾部は横ナヂ　 目線部横ナデ 内面橙、焼成粗

12。8 胴部パケ目調整　 へラナデ　　　 外面褐灰色、砂粒

11 ．3　 底面径10 ．9cm 砂粒（含）、黄橙、良

高さ11．3cm 良好、

54 1

2

・こと＝・竺E

☆竺E

16 ．2　 底部中央に、焼 目線部－パケ目　 口綾部…ハケ自　 赤褐色

15 ．3　 成後外側から穿 調整のあと横ナ　 調整のあと横ナ　 砂礫（少）

乱し、研磨して デ、胴部一上－　 デ　　　　　　　 普通

いる パケ目調整

底径 4．2cm 胴部一下－へラ

ケズリ

底部中央に焼成 へラナデ　　　　 にふい褐色

－ 後外側から穿孔 砂粒

し、研磨してい

る、底径6．6cm

口緑部－パケ目

調整のあと横ナ

デ、胴部一上－

パケ目調整、胴

部一下－へラナ

デ、底部－へラ

ケズリ
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口縁部－パケ目

調整のあと横ナ

デへラナデ

明赤褐色

スコリア、砂礫

普通



障 1‾‾‾‾‾‾罰
器形 法　 呈

（cm）
器 形 の特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

54　　　 4

i i

器台

i

ll

8 ．5 脚部に 3 孔を有 杯部一日緑一横 林部一口緑一横 砂粒

8．1 す ナデ

へラケズリのあ

とへラミガキ

脚部－へラミガキ

底辺端部一横ナデ

ナデへラミガキ

脚部－へラナギ

底辺端部一横ナ

デ

普通

55 i l

i

器台 8．0 底径 （12 ．0cm ） 目線部一棟ナデ’ 口緑部一横ナデ 橙色

（8∴8） 脚部－へラミガキ 脚部一、＼ラナデ 砂礫沙上 スコリア沙）

底辺端部一横ナデ、 底辺端部一棟ナデ、砂礫 （多）、普通

57　 1 ！壷 15．0

底径 5．9cm

底径 7．4cm

底径 6．3cm

底径 5．4cm

底径 5．5cm

底径 3．6cm

底径 7．1cm

底径 4．2cm

底径 5．0cm

口緑部一棟ナデ 口縁部一横ナデ 橙色、スコリア（少）

（17．4） パケ自調整 へラナデ

へラナデ

へラナナ’

へラナデ

へラナデ

へラナデ

口縁部一棟ナデ

砂礫、軟弱

2

3

4

5

と

6
i

7

8

I　9j

当 憎 壷

－ パケ目調整 橙色

－ 底部－へラケズリ 砂粒（少）、普通

7．9

へラケズリ

へラケズリ

へラケズリ

パケ目調整

へラケズリ

へラミガキ

ロ縁部一棟ナヂ

外面一にぷい黄褐色

内面一にぷい黄橙色

砂粒（少）、普通

外面一橙色

内面一にぷい黄橙色

砂粒、普通

橙色

砂粒（少）、普通

外面一にぷい黄橙色

内面一橙色

スコリア（少）、砂粒

やや軟弱

にぷい黄橙色

砂粒（少）、普通

浅黄橙色

砂粒（少）、普通

にぷい橙色

スコリア（少）、砂粒

普通

にぷい黄橙色、スコ

8．4 ナデ リア（少、砂粒（少、普通

！
11 小型壷

i　　　　　　l

7．7 胴部－パケ目調 ロ綾部一横ナデ 橙色

10 ．8 整（？）のあとへラ スコリア（少）

ケズリ 砂粒（少）、普通
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住居址 土器
No．
器形 法　 量

（cm）
器 形の特 徴 外　　　　 面 内　　　　 面 備　　　　　 考

57

方墳

12 7 ．3

（11．4）

t ロ綾部一棟ナデ 日録部一棟ナデ 灰黄褐色

スコリア（少上 砂粒

軟弱

1

2

3

4

5

6

7

婆

無

婆

婆

高杯

器台

紺

I 「く」の字形を 口綾部ナデ 外面一にぷい赤褐色

1号 0 8 ．3）

9 ．0

呈する

「く」の字形を

へラケズリのあ

へラナデ

内面一にふい橙

と粗つなへラミ 砂礫、砂粒（多）

ガキ 良好

日綾部－ナデ 外面一にぷい橙

19 ．0 呈する

頸部外反する

へラナヂ

口綾部ナデ へラナデ

内面一にふい橙

砂礫（多）、スコリア

良好

橙、砂粒（多）

20 ．3 へラナデ スコリア、砂礫（少）

普通

－

底部はラッパ状

へラミガキ パケ目調整 外面一赤褐色

－ 底部－へラケズ 内面一橙、砂礫

－

リ

へラミガキ

ロ綾部ナデ

砂粒（少）、普通

明赤褐色

に開く

脚部に 3 孔有す

砂礫ウンモを少量

砂粒（多）、普通

明赤褐色

7．5

15．1

中央部貫通孔有

り

底部凹を有す

へラケズリ

へラミガキ

ロ縁部ナデ　　 ーナデ’

砂礫（少）、砂粒（多）

普通

外面一明赤褐色

底径5．8cm へラミガキ

底部－へラケズリ

杯

杯

6．4

（14．4）

（5．8）

（15．7）

5．3

14．0

底部から内轡し

ながら立ち上が

る

底径5．6cm

底部から内轡し

ながら立ち上が

る

へラケズリ

ロ綾部ナデ

へラケズリ

（へラミガキ）

へラケズリ

未調整の部分が

残る
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へラミガキ

放射状のへラミ

ガキ

ナデ

内面…灰褐

砂粒、砂礫（多）

普通

外面一明赤褐色

内面一にぷい黄橙

砂礫、砂粒（多）

スコリア（多）、普通

明赤褐色

砂粒（多）、軟弱

赤褐色、砂粒（多）

良好



住屠址 土器
Nは

器形 の特 徴 巨　 面　 内　 面
備　　　　　 考

方 1

i

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

杯′　　 4．1　 底径 6．0cm　　　 日綾部ナデ　　　 ′＼ラナデ 橙

14 ．4　　　　　　　　　　　 へラケズリ 砂礫（少）、砂粒（多）

普通

橙

杯　 6．6 底部から内攣L i 。綾部ナデ　 マメツ ナデ

14 ．6 ながら立ち上が　 へラケズリ

ナデ’

スコリア、砂礫（少）

明赤褐色

る

杯　　 5．7　 日綾部は外反す　 ロ綾部ナヂ

15 ．0　　 る　　　　　　　　　 へラケズリ 砂礫（多）、良好

杯 5．55　目線部は内轡す　 へラケズリ 放射状のへラミ 外面一暗赤褐色

15．1 る　　　　　　　　 日録部ナヂ ガキ 内面一に、ぷい赤褐色

底径 6．5cm

林　　 4．2　 底径 4．8cm　　　 目線ナデ　　　　 ナヂ

砂礫（少）、砂粒（多）

良好

橙

14 ．9　　　　　　　　　　　 へラケズリ

林　　 6．15　底部から内攣 し　 底径 5．7cm

砂礫（少）、砂粒（多）

軍道

明褐色
摘さ6 i芸 ‡ 底部丸 i　 …

スコリア砂粒（多）

普通

赤杯 5・0　 底部から内轡しト ラケズリ　 へラケズリ

16 ．0　 ながら立ち上が　 朱色
I
スコリア（多）

る　　　　　　　　 目線部ナデ 普通

底部丸味をもつ 砂礫、砂粒（多）

杯 4．5　　　　　　　　　　　 へラケズリ 「ラナデ 外面一明赤褐色

13．6　　　　　　　　　　　 日綾部ナデ

l杯　　　　　　　　　　　　　　　 へラミガキ　　　 へラミガキ

内面一赤色、軟弱

砂礫、スコリア（多）

褐色、普通

！
14 ．0 スコリア（少）

砂粒（多）

外面一明赤褐色

内面一赤色

杯！。1：：：）票‡霊慧芸一票禁　 マメツギミ

しながら立ち上　 底部一木の葉庄 砂礫（多）

が り日録部は、　 痕 軟弱

外反する

（注）　法量は、上一器高、下－口径を、（）内は推定置を示す。

備考は、色調、胎土、焼成を示す。

縄文、弥生時代の遺物については、拓影・実測のみである。
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その他の遺構

住居遺構

小調査区B3d8e B3e7eB3e8・B3f7。B3f8e B3g7・B3g8　で13号614号・

17号住居址に確認された遺構である。

雲母片岩の石が間隔をおいて検出される。縄文時代，古墳時代の住居址とは異なるものと判断

し，石の配置されている状況を調査した結果，次の様なことが明らかになった。

S1－S2－S5，S2－S3，S3－S7，S11－S14－S16，S4－S5－－PS6，S7－

S8－S9－SlO，Sll～S12－S13，S14－S15，S6－S8－S12qS13等が線上で結ばれ

る。特に東西S7－S8，Sll－S12，S14－S15の各々の長さは3m42cm前後を示し，また，

南北L／r）S7－Sll，S11－S14，S14－S16，S8－S12，S12－S15の長さは，2m14cm前後

を示している。

S7qS8－S12－S11－S7を結んだ結果，長方形となる。〕また，S11－S12－S15－S14

－Sllで結んだ所は長方形となり同じ面積で7。31滴を示す。

石の高低を測ると次の様を表を示す。

石 標　　 高 高 低 差 石 標　　 高 高低 差

S l 23 ．084 m － 0 ．5 S lO 23 。920m ＋ 0 。33 5

S　2 23 。596m － 0 ．0 11 S ll 23 。393m － 0 。192

S　3 23．4 60m － 0 。12 5 S 12 23 。223m － 0 ．362

S　4 23．4 85m － 0 ．10 0 S 13 24 ．44 7m ＋ 0 。862

S　5 23。4 67m － 0 ．118 S 14 23，6 37m ＋ 0 ．04 7

23。686m

23。560m

23。515m

23。496m

＋0。101

－0．025

－0．07

－0．089

24。074m

23句474m

23や324m

23．690m

（標高　23，585mを基準とする）

ー0。489

－（工111

－0．261

－0．105

S7－Sll～S14－S16の南北関係，S7（高）－Sll（低）－S14（高）－S16（低）

S4－S5pS6の東西関係，S4－S5－S6は，水平に近い。

Sll－S12～S13，東西関係，Sll（高）－S12（低）－S12（低）－S13（高，非常に高い）

住居址の礎石とした場合，黒色土層及び暗褐色士層の車にピットを掘り，ピットの車に雲母片
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岩を入れ，柱の安定をはかる言采く言克くという，たがいちがいにピットを構えたと推察する。

礎石の検出は一部であり，また，撹乱等により粉失している部分もあるが，住居遺構として捕

えられる。

ま　藍　め

鎌倉時代から室町時代にかけて志筑遺跡には松延集落が存在したと言われている。

地籍図によると，学名として，愛宕下，愛毘　雷楓　松延，鹿島窪，鹿島久保，十三塚，永久

保，要害等があり，これらの内字松延は広い地域をしめる。雷楓　愛宕，要害等の学名は，城塞

館址，城跡等に存在する。特に要害の字名は，城塞，城跡に多くある。要害の字は，大塚10号墳

の傾斜面の谷津付近に位置する。土塁，堀等はみられない。

今般発掘調査した志筑遺跡から，縄文時代，弥生時代，古墳時代の遺構とは異なる。雲母片岩

で構成された住居遺構は松廷集落の遺存と判断した。その結果，松延集落を取り囲み，防備の目

的で溝（Ml号・M3号eM5号eM6号）を構築したと判断される。溝からは，古墳の石棺に

も利用されているが，住居遺構の礎石にも利用されている雲母片岩を底面から検出する。また鎌

倉時代頃，生活用具として使用されている婆形および壷形の陶器片，須恵器片等も少量検出して

いる。

これらの事からも，住居址遺構と，藩（Ml号。M3号。M5号のM6号）は同時期の遺構と

判断される。しかし，溝と住居遺構を結びつける確証はない。
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第帽章　ま　と　め

今回調査した松延古墳群，志筑遺跡の住居址群，円墳，方墳，溝などについては，以上述べた

通りである。

松延古墳群は，太塚古墳の一部であり前方後円墳の2号境の北側には円墳が2基ほど点在して

いる。また，周辺の畑地には小さい隆起状の古墳があり掘削，削平された姿がみられる。志筑台

地にあっては松延古墳1号e　2号の墳丘が残存していたのは稀をことである。

発掘調査の結果，松延古墳群の松延1号境から埋葬施設の検出ができなかったのは残念である。

周溝確認により円墳であることが判明した。屠溝部から鬼高期に位置する土器片を検出し，また，

須恵器片などを検出した。

松延2号境の調査の結果，前方後円墳で半封土，半ローム面に掘り込み，構築された埋葬施設

を確認し，周溝部からは埴輪片を検出した。その他，台状部には五領期の住居遺構を確認したこ

とが発掘調査の収穫であろう。

志筑遺跡

発掘調査により，縄文時代の住居址2基，弥生時代住居址8基，古墳時代の住居址48基，方墳

2基，円墳6基，溝6基，歴史時代の住居址1基，その他の土壌，ピット群を検出した。

縄文時代の住居址は縄文時代中期であるが，発掘敷地外の広範囲にわたり土器の破片が散布し

ている。特に中期から後期のものである。

弥生時代の住居址であるが，弥生後期の長岡式に併行すると思われるものであり，恋瀬川，南

岸で確認されたのは最初である。また，常磐高速自動車道敷地の西原地区で確認され，恋瀬川の

支流，天の川流域にも存在することが明らかになった。

古墳時代の住居址は，五領期，和泉期，鬼高期を中心と1しており，これらの住居址集落と古墳

群の構築期との関連性を追究する資料となるであろう。また，円墳1号～6号，方墳1号～2号

が検出されている。特に注目すべき点は，和泉期の住居址を破壊し構築されている点であろう。

円墳1号e2号は，埋葬施設は確認されず，円墳3号・6号は土壌を検出し，円墳4号85号

からは石棺の埋葬施設を確認する。方墳1号は，黒色士を切り込み，土壌を造り埋葬施設として

いる。この周溝からほ和泉期，鬼高期の土師式土器を検出している。周溝および埋葬施設などか

ら考え方形周溝墓の可能性を秘している。方墳2号も埋葬施設の土壌を持つ。

円墳1号・2号・3号・6号，方墳2号は，同じ形状のU字形の溝が構築している点が特色と

みられる。そして，これらの古墳は円形周溝，方形周溝としておくべきものか，円，方形周溝墓
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とすべきか，解明しがたい問題を残している。

その他，溝，土壌などが存在する。

溝の構築期については，．周溝底より検出した遺物から判断される程度である。土壌については

成立期，用途など不明な点が多い。

今回発掘調査した古墳群および，住居址群などについて述べてきたが，詳細な研究は後にゆず

るとして，古墳および，住居址群の構成性格をつかむことができた。

恋瀬川南岸の志筑台地に縄文時代から今日に至るまでの永年に渡る生活が営まれてきたと言え

る。
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第1図　　位　置　図

番号 遺　 跡　 名 番号 遺　 跡　 名 番号 遺　 跡　 名

1 上稲吉西原古墳 8 大塚古墳群 2024 四万騎古墳群

2 上稲吉西原A 遺跡 9 松延 ト 2 号古墳 2025 御手洗古墳群

3 上稲吉西原B 遺跡 10 志筑遺跡 2033 芥崎古墳群

4 上稲吾西原C 遺跡 2010 千代田中学校付近遺跡 2868 市川遺跡

5 中佐谷十百遺跡 2014 根崎遺跡 2873 根崎遺跡

6 中佐谷A 遺跡 2016 志筑遺跡 l

7 中佐谷B 遺跡 2023 西田古墳群
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第　5　図　J K N墳丘実測図
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第　6　図　JKNトレンチ配置図
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第　8　図　』KN一風の著号住居地実測図

JKN－AO1号住居址土層解説
上　Hue lOYR％　暗褐色　耕作土しまりをし，ローム

粒子含む。

2．Hue lOYRタを　黒褐色　しまりあるも粘性なし，ロ

ーム粒子及び数mmのブロック多く含

3．Hue lOYR％

4．Hue lOYR％

4aHue lOYR％

5．hue　7．5YR％

炉∴軌e　7．5YR％
e．．日．

e

°。．′°′

む。焼土，炭化物混

暗褐色　かたくしまる，粘性なし，

ローム粒子，炭化物含む。

黒褐色　粘性あり，ローム，ローム

粒子，焼土ブロック，炭化物少々含む

黒褐色　4層に同じ，特に粘土ブロ

ック含む。

褐色　　しまり，粘性あり，ローム

多く含む。

黒色土　炭化物，焼土大量に含む。

：焼土ブロック
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第　9　駅　JKN一一A併号住居址寛刑函

JKN－AO2号住居址土層解説
上Hue lOYR％　暗褐色　耕作土，ローム粒子多く含む

2．Hue lOYRタ，I　黒色　　しまりなしポロポロ，ロー

ーム粒子含む。

3．Hue lOYR％　黒褐色　2層よりはしまる，多少水

分あり，ローム粒子及び焼土含む。

3aHue lOYR％　黒褐色　3層に同じ＋炭化物，焼土e

焼土ブロック（数mm）含む。

4．Hue lOYR％　暗褐色　粘性あり，ローム粒子，ブ
ロック含む。

5．Hue lOYR％　褐色　　よくしまり粘性あり，粘土
ブロック含む。ローム質。

炉1．Hue　7．5YR％黒色土　炭化物・焼土多く含む。
2．Hue　　5YR％　赤褐色・焼土のみ。
虚空葦：石
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第層の図　　測椚虹欄儲勒削酎姻摘瀾

JKN－AO3号住居址土層解説

1．Hue lOlrR％　暗褐色　耕作士，しまり粘性なし。

2・Hue lOYR．％　黒褐色　しまり粘性なし，焼土ロー

ム含む。

3．Hue lOYR％　黒褐色　しまりなし，ローム粒子・

ブロック・焼土含む。

4．Hue lOYR％　暗褐色　粘性少々，焼土・黒色土粒

子含む。

5．Hue lOYR、％　褐色　　しまり，粘性あV）．ローム

ブロック，焼土少々含む。

6・Hue lOYR％　褐色　粘性あり，粘土ブロック含

む，ローム質。

7・Hu？101rR％　褐色，しまり粘性ありやわらかい。，

ロームブロック多く含む，ローム

質。

8．Hue lOYR％　褐色，ローーム。
l

炉　Hue　7．5YRタ有　　明褐色（焼土粒子含）

廣：焼土ブロック
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JKN－AO4号住居地上層解説

1．Hue lOYRJ・1褐色　　耕作土，よくしまる。一部農道にな

っていたためカナンカナンにしまる。ローム

粒子多く含む。

2．Hue lOYR％　黒褐色　部分的にかたくしまる。ローム粒子

含む。住居址中央部においては焼土も含む。

3．Hue　7．5YRケi　褐色　　しまりなし。焼土，ロームブロック

含む。

3a Hue　7．5YR％　褐色　　3層に同じ＋焼土ブロック及び粒子

多く含む。

4．Hue lOYRチ1褐色　　しまり粘性あり，粘土ブロック含む，

ローム質。
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②

第12図　　J KN－AO5号住居址実測図

JKN－A O5号住居壮士層解説

1．Hue lOYRタ1褐色　耕作土○　しまり，粘性なし，ローム粒子e炭

化物含む。

2．Hue lOYR％　黒褐色　かたくしまる。焼土，ローム粒子多く含む。

3．Hue lOYR％　暗褐色　しまりなし。ローム粒子，小レキ含む。部分

的に黒色土，ブロック混入する。

4．Hue lOYR％　癖色　　よくしまる。径5mmの粘土ブロック含む，ロ

ーム質。

5。Hue　7．5YR％　褐色　　粘性。しまりなし，かたいロームブロック含

む，ローム質。

炉1．Hue　7．5YR％　暗褐色　しまりなし。炭化物・焼も焼けたローム粒

子含む。

2．Hue　7．5YR％　褐色　　ハードロームブロック。

3．Hue lOYR％　明黄褐色　粘性あり，焼土少量含む。
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第　相国　　JKN一一AO6号住居址実測図
I

JKN－AO6号住居址土層解説

1．H。e lOYR％　黒褐色　耕作土，しまり粘性なし，
ローム粒子，炭化物含。

2．H。e lOYR％　暗褐色　よくしまる，炭化物，ロー
ーム粒子，焼土含む。

3．Hue　7．5YR％　褐色　よくしまり，粘性あり，ロ
ーム質，炭化物少々含む。

炉上Hue　5YR％　明赤褐色しまりなくポロポロ，焼土

ブロック・粒子多く含む。

2．H。e lOYR％　暗褐色　しまり，粘性なし，ローム
ブロック含む。

査3：焼土ブロック（赤色）ヽ　°
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呵

第摘聞　』K悶一風紺◎鵬号住居址実測図

JKN－AO8朋主居址土層解説

上腕e lOYR％　黒褐色　耕作土，しまり賂性なし，
ローム粒子，砂含む。

2・Hue lOYR％　暗褐色　しまる，粘性なし，炭化掛
粘土ブロック，ローム粒子含む。

2aHue lOYR％　暗褐色　2層に同じ＋焼土粒子含む。

3・Hue　5YR％　暗赤褐色　しまりをくポロポロ，焼
土ブロック・粒子，炭代物多く含む。

4・Hue lOYR％　暗褐色　しまりなし，けずるとくず
れる，。…ム・炭化物含む。

5・Hue lOYR％　褐色　かたくしまる，炭化物，ロ
…ムブロック含む。

Ej・Hue lOYRJi　褐色　粘性あり，2cm前後のロー
ムブロック含む，ローム質。

一

し

「

」

了。。三。
」
叫

JKN－AO7号住居址士層解説
1・Hue l錐R労　暗褐色　耕作ま軌　しまり粘性なし

炭化物，砂含む。
2・Hue lOYR％　黒褐色　しまりなくざくざく，焼土の

ローム粒子含む。

3・Hue lOYR％　暗褐色　かたくしまる，焼士，炭化
物多く含む。

生Hue lOYR％　褐色　しまり∴粘性ともにあり一，
ローム粒子，ブロック含む，焼士わ
ずかに含む。

5・Hue lOYR％　褐色　かたくしまり，部分的にポ
ロポロ，ローム質。
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JKN－A　休日貰属址上層解説

ie Hue　7の5YRタg　褐色　耕作二L　しまり・粘性をし，
ローム粒子，焼土含む。

2－　日曜・7・5YRタi′　黒色　　粘性なくもしまり良い。ロー

ム粒子及び径数mmのブロック含む。

30　Hue　7の5YR％　黒褐色　よくしまる，ローム粒子及び

数mmのブロック，炭化物含む。

4ポ　Hue　7・5YR％　よくしまる。ワームブロック，炭化物
含む。部分的（まだら模様）にローム質
となる。

5せ　Hue　7e5YR％　暗褐色　よくしまる。1～5mmのロー

ムブロック多量に含む。

6e Hue　7・5YR％　暗褐色　粘性少々あり，ロームブロッ
ク含むが5層のヰ程度。

7の　Hue mYR％　暗褐色　粘性少々○ロームブロック炭
化物含む。

－237－

8・を了ue lOYR％　黄褐色　かたく粘性あり，ローム及び
数cmのブロック含む。

9・Hue　7・5YR％　黒褐色　粘性あり。炭化物多量に含む。

JKNqA IO号住居祉土層解説

1・HuelOYR％　黒褐色　しまり，賂性なし。砂，ロー
ム粒子，焼土含む。

28HuelOYRタ妄　褐色　しまりなし。炭化物，スコリ
ア含む。

3・HuelOYR・％　褐色　　粘性あり，ハードローームブロ
ック含む，ローム質。

4・Hue　ユOYR％　黒褐色　しまりなし。炭化物，焼土全
面に含む。

5・HuelOYR％　褐色　ロームブロック及びローム。



第16円　JKN一一一A仕掛賢愚址実測図
I

JKN－A l1号住居址土層解説

1．Hue lOYR9i　暗褐色　耕作土，しまり・粘性なし。ローム粒子・炭化物・砂含む。

2．Hue lOYR％　黒褐色　しまり，粘性なし。ローム粒子及び径数mmブロック含む。

2a．Hue lOYR％　翠色　　2層に同じ。

3．Hue lOYR％　黒褐色　ローム粒子及びブロック・炭化物含む。粘土粒子わずかに混入。

4．Hue lOYRタ右　褐色　　しまりあり，焼土・炭化物，粘土ブロック含む。

4a。Hue lOYRタ左　4層に同じ。炭化物より多く含む。

5．Hue lOYR％　褐色　　粘り少々感じる。炭化物・ロームブロック多く含む。

5a。Hue lOYR％　5層に同じ。焼土粒子多く含む。

6．Hue lOYR％　黄褐色　しまり，粘性あり，ローム質，かたいロームブロック含む。

炉1。Hue lOYR％　黒褐色　しまりなし，炭化物，ロームブロック，焼土粒子含む。

2．Hue　　5YR％　赤褐色　焼けてかたい
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第17図　　J KN－A12号住居址実測図

JKN－A12住居祉土層解説
1．Hue lOYR％
2．Hue lOYR％

3．Hue lOYR％

4．Hue lOYR％

5．Hue lOYR3i

6．Hue lOYR％
7．Hue lOYR％

炉1・HuelOYR％
2．Hue lOYR％

黒褐色　しまりなし。ローム，砂，焼土各粒子多く含む。
黒褐色　しまりなし。ローム炭化物，焼土粒子含む。ところによ

り黒色土をブロックで含む。’

黒褐色　しまりあり。ローム粒子，ブロック炭化物，焼土含む。

小レキ含む。

暗褐色　しまりなし。0．1～1cmの粘土ブロック含む。ローム粒

子混入，焼土混入。

暗褐色　しまりあり。ローム及び粘土ブロック多く含む。焼土，
スコリアあり。床面付近では粘土ブロックが目立つ。

黒褐色　しまりあり。スコリア，ローム粒子含む。

黒褐色　全体にもろくポロポロ。スコリア含む，ローム質。

黒褐色　しまりなし。焼土粒子及び同ブロック含む。
黄褐色　焼けてかたくしまる，ブロック状のハードローム上部は

焼けて赤色を示す。
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JKN－A　1号土壌土層解説
1．Hue　7．5YR％　暗褐色　耕作土。しまり・

粘性なし，砂少々含む。

2．Hue　7．5YR％　暗褐色　しまりあり，炭化

物，ローム粒子，径1cm以

下のブロック含む。

3．Hue　7．5YR％　黒褐色　しまりあり，径1

～2cmのロームブロック含

む。

4．Hue lOYR％　黄褐色　しまりなくポロポ

ロ。黒褐色土をブロックで

含む，ローム及びロームブ

ロック層。

4a Hue　7．5YR％　褐色　　4層に同じ。

5．Hue　7．5YR％　褐色　径5cm及び数mmの

ロームブロックだけを含む。

6．Hue7．5YR％　黒褐色　径1cm前後のロー

ムブロックを大量に含む。

7．Hue lOYR％　黄褐色　ローム。

JKN－A　3号土壌土層解説
1．Hue lOYR％　褐色　　かたくしまる。炭

化物わずかに含む。

2．Hue　7．5YR％　褐色　粘性あり，5mm程

度のロームブロック散在。

ローム粒子，炭化物含む。

3．Hue lOYR％　褐色　　よくしまる。粘土

ブロック（径数mm）ローム含

む。

4む　Hue lOYR％　褐色　　しまりあり。炭化

物，ローム粒子含む。

5．日ue lOYR％　褐色　粘性あり。ローム

及び粘土ブロック含む。

．Hue lOYRガ　褐色　　粘性あり。ローム

粒子，粘土ブロック含むロ

ーム質。

JKN－Å　4号土壌土層解説
1．Hue lOYR％　暗褐色　耕作土，しまりな

し。ローム粒子，砂含む。

2．Hue lOYR％　黒褐色　部分的にしまる。

砂，ローム炭化物含む。

3．Hue lOYR％　黒褐色　焼土砂，ローム

粒子含む。

4．Hue lOYR％　黒褐色　よくしまる。径数

mmの粘土ブロックを多く含

む。

5．Hue lOYR％　暗褐色　しまりあり。小さ

な粘土ブロック及び粒子多

く含む。

6．Hue lOYIえ％　暗褐色　粘性あり，ローム

ブロックを含む，ローム質

土層。

JKN－A　5号土壌土層解説
1．Hue10YR％　黒褐色　しまりなし，ロー

ム粒子，炭化物含む。

2．Hue lOYR％　暗褐色　しまり，粘性をし，

ロ…ム粒子及びソフトブロ

ック含む。

3．Hue lOYR％　暗褐色　しまりなくも粘性

あり，ローム粒子の目立つ

ローム質土層。

4．Hue lOYRタイ　褐色　粘性あり，ハード

ロームブロックを大量に含

む。

ヒ二二二空二二ヨ

第　相即　　JKi＼上！細083し掴095号土原票語順
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第20回　　JKrト15別号住居址芙測畢

JKN－BOl封主居址土層解説
1．Hue　7．5YR％　耕作覆土層
2．Hue　7．5YR％　覆土
3．Hue　　5YR％　覆土

－242－

4．Hue lOYRタ1覆土
5．Hue lOYR　％　覆土
6．Hue　7．5YR％　覆土
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韓21岡　JKN一隅02号住居址実測図

JKN－BO2号住居址土層解説
1．Hue　7．5YR％　耕作表土層

2．Hue　7．5YR％　黒褐色　ローム粒混

3．Hue　7．5YR％　黒褐色
4∴　Hue　7．5YR％　茶褐色　粘性あり
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策；？豊子　　bKF＼ご一一803号住居もエー毒測図

月KN－BO3号住居址土層解説
上　HtIe　7．5YRチノi　褐色
2．Hue　7．5YR％　黒褐色
3ゆ　Hue lOYR

4．Hue lOYR
％　にぷい黄褐色
％　にぷい黄褐色
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舞23銅　　JKN一一B掴号住居址実測馳

JKN－BO4号住居址土層解説
1．Hue　7．5YRタオ　褐色　　耕作表土層
2．Hue　7．5YR％　黒褐色　1覆土層，弱粘性

4．Huel。YR％黒色含褐色危蒜岩諸層
3．Hlle lOYR％　暗褐色

5．Hue lOYR％　黄褐色　1
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JKN－BO5号住居址土層解説

上　Hue。7．5YR　％　褐色

2．Hue　7．5YR　％　黒褐色

3．Hue l OYR　％　明黄褐色
4．Hue l OYR　労　にぷい黄褐色

5。Hue l OYR　％　にぷい黄褐色

lll‾lll＝…㍉l　＿二l　＿＿＿＿＿∵㍉∴二

第24図　　』KN－Bの5号住居址実測図
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第25匹JKN－BO6号住居址096号住居址内土壌実測国

JKN－B6号住居址土層解説
C．1：焼土
D．1・2：焼土
A～A′　土壌土層解説
上　Hue　2．5YR％1は2よりやや暗い黄褐色（細かい

炭化物を含）
2．Hue　2．5YR％　2は3よりやや暗い黄褐色（スコリ

アを含）
3．Hue　2．5YR％　黄褐色（ブロックが多い）
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第26図　　JKN－BO7号住居址実測図
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第27図　　J KN－BO8号住居址実測図
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JKN－B O8号住居址土層解説

1．Hue　7．r5YR％　表土層

2．Hue　7．5YR％　黒色

3．Hue　7．5YR％　暗褐色

4．Hue　7．5YR％　褐色
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JKN－BO9号住居址土層解説
1．Hue　7．5YR％　黒褐色
2．Hue　7．5YR％　暗褐色　3層の方が強い
3．Hue　7．5YR％　暗褐色
4．Hue　7．5YR％　褐色

第28摺　　JKNllBO9号住居址実測図
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② 11号住居址

∈
。
「
胃
」
叫

風音郊　常夜塵
旦L＝25．9。m

JKN－B

l。Hue

2。Hue

3．Hue

4．Hue

5．Hue

21一

旦L。25．9。m

第29図　JKN一一酎噌住居軋　203号土讃実測図

11号住居址土層解説

7．5YR％　褐色

7．5YR％　暗褐色

7．5YR％　褐色

7．5YR％　褐色

10YR％　にぷい黄褐色

－251－

JKN－B　土壌2号土層解説

1．Hue　7．5YR％　ローム粒子含

2．Hue　7．5YR％　ロームブロック含

JKN－B　土壌3号土層解説

1．Hue　7．5YR％　ローム粒子含

2．Hue　7．5YR％　ローム粒子多



JKN－B　12号住居址土層解説
A・C・1．Hue

l a Hue

2．Hue

3．Hue

4．Hue

5．Hue

B　土壌土層解説

1．Hue

2．Hue

3．Hue

7．5YR％
10YR％
7．5YR％
7．5YRタi
7．5YR％
10YR％

7．5YR％
7．5YR％
7．5YR％

E一一…‥………‥焼土のたい積

褐色
褐色
暗褐色
褐色
褐色
にぷい黄褐色

暗褐色　黒褐色スコリア
暗褐色（Ⅲより暗い）
暗褐色

1＋

第30図　　JKN－B12号住居址・1号土壌実測図
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第31図　　JNS－A遺跡遺構配置図
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第3霊園　』NS一風鋸号住居址実測図

JNS－AO1号　住居址土層解説
Al．Hue　7．5YR′％　暗褐色　しまり，粘性あり，男色ブロ

ック含，粘土ブロックあり。
2．Hue　7．5YR％’褐色　ロームブロック多量に含む，粘

土ブロック点在，しまり粘性あり。
3．Huel OYR％　褐色　しまり，粘性あり，ロームブロ

ック含む，炭化物混入。
4．Hue7．5YRタ左　褐色　黒色ブロック含，粘土ブロック

まり・粘性あり。
5．Hue　7．5YR％

6．Hue　7．5YR．％

7．Huel OYR％

8．Huel OYR％

9．Hue　7．5YRノ％

Bl．Hue　7．5YR％

2．Hue　7．5YRタf

点在
褐色
量に含

L
L
新
色
‰
焼
娠
し
ロ
色

、
ヽ

し
ク

暗褐
じ

　

ぁ

　

フ

　

○

　

ッ

ま
色
性
色
土
褐
む
色
ロ

ム
裾
粘
褐
粘
暗
合
褐
ブ

焼土含む。
しまりなし，粘性あり，ロー

まり，粘性あり，良質の砂多
し止　し　ノた＼＋、

た
　
り
ク

再
○
ま
ツ
は

土器粒子を含，しまり・

・粘性あり，ローム及び
多量に含む。
り粘性ありロ∵ムブロック

まりなし，粘性あり，粘土′J、

含む
褐色しまり，粘性あり，ロームプロ
・ソク多量に含む。幽

3．Hue　7．5YRタg　褐色

ロ
含
褐
含
褐
量
褐
ム
暗
合

4．Hue　7．5YR％

5．Huel OYR％

6．Hue　7．5YR％

7．Hue　7．5YR％

旦し。243。【　旦’

－／伊し

しまり粘性あり，灰白色粘土ブ

呂霊草豊言を焼けた土器粒子
玩
色
玩
色
に
色
合
褐
む

．

1

　

1

　

　

∩

しまりなし粘性強い，焼土粒子

しまりなし粘性強い，ローム多
む。
しまり・粘性あり，焼土・ロー
○

しまり粘性あり，炭化物多量

粘性強い，ロームまじり。

含
　
む
色
口U0

8．Hue　7．5YR％　褐色

F～F′　かまど土層解説
1・3　Hue7．5YR労。暗褐色ざくざくしまりなし，焼土，

砂含む“。
2．Hue7．5YR％　暗褐色　しまりなし，焼けた土器片含。
4．Hue　7．5YR晃　黄褐色　しまり粘性あり，ロームまじ

り。

－254－
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5　／〆　　　　1二r　2

舞34潤　　もJNS！Ⅶ3－て粋0持竜住居址実測壇（2）

JNS－A3・4・17号住居址土層解説
A（04。17住）
1．Huel OYRタ右　褐色　耕作土，しまり粘性なし。
2．Huel OYR％　黒褐色　かたくしまる，さらさら炭化物，砂，

ローム含。
3．Huel OYR％　暗褐色　しまりあるも粘性なし，ローム含む。
4．Huel OYR％　暗褐色　粘性あるもしまりなし，ロ｝－ム含む。
5．Huel OYR％　暗褐色　かたくしまる，土器片（焼けたもの）粘

土ブロック，黒色土（ブロックとして）含む。
6．Huel OYR％　黒褐色　しまりなし，粘性あり，ロームブロッ

ク含む。
B（03住）
1．Huel OYR％　暗褐色　耕作土・しまりなし，炭化物・粘土ブ

ロックを含むb
2．Hue7．5YR％　暗褐色　粘性あり，粘土ブロック炭化物砂含むも
3．Huel OYRタイ　暗褐色　しまり粘性なし，良質の砂を含む。
4．Huel OYR．％　暗褐色　しまり粘性なし，赤茶色土器粒子含む。
5．Hue7．5YR％　暗褐色　しまり粘性あり，炭化物・灰白色・砂

を含むも
6．Hue7．5YR％　暗褐色　しまりなし，粘土ブロック多く含む。
7．Huel OYR％　褐色　しまりなし，ポロポロ・粘性なし，かた

い，粘土ブロック多量に含むも
8．Huel OYR％　褐色　かたくしまり粘性あり，炭化物ローム含む。

C（03・17住）
1。Huel OYR％　褐色　耕作土・しまり，粘性なし
2．Huel OYR％　黒褐色　かたくしまる，さらさら炭化物・砂・

ローム含む
3．Huel OYR％　暗褐色　しまりあるも粘性祭し，ローム含む

，ローム含む
《（焼けたもの）粕
として）含む

し
摘
ク

な
器
靂

り
士

しま4．Huel OYR労　暗褐色　粘性
5．Huel OYR％暗褐色　かたく

土ブロック
5a Huel OYR％　暗褐色　5
6．Huel OYR％　黒褐色　し

，
層
ま

も
ま
土
じ

る
し
色
同

あ
　
黒
と

説
け
ロ

多少 色がかる
りなし，粘性あり，ロ…ムプロッ

ク含む
7．HuelOYR％暗褐色　しまり，粘性ともにあり，ローム・雲

母粒子含む
8．Huel OYRタ‘褐色　　ローム
D（03・04住）
1。Huel OYR％　暗褐色　耕作土・しまりなし，炭化物・粘土プ

！コ　ッ

1a Huel OYR％　暗褐
2．Hue　7．5YR．％　噌・袖

プロ
3．Huel OYR％　暗褐
4．Huel OYR％　黄褐

し
な
む
，
粘

な
り
含
り
り

性
ま
砂
ま
ま

む
精
し
，
L
L

含
　
　
ク

ク
色
色
ッ
色
色

256

雲母含む，粘土ブロック含む
し．，粘性あり，炭化物・粘土

粘性
′性な
なし，砂含む
し，ロト－ムブロック含む
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JNS－AO7・05・号住居i止上層解説

A（07住）

上　Hue　7．5YR％　褐色　　しまり粘性なし，炭化物含

2．Hue　7．5YR％　褐色　　しまりなし，焼土含

3．Hue　7．5YR％　黄褐色　粘性あり，ローム含

B（05住）

1．Hue　7．5YRタ左　裾色　　粘性なし，ローム粒子含

2．Hue　7．5YR％　褐色　　粘性あり，ローム含

Aし25．30汀－

‾堪＿＿＿l－＿l＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿、

第鏑囲　　J軸5－－A眠く、0甥・住居址実測囲
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第3　甑　J軋S－Am。柑号佳辰址実測囲
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暗
む。
粘
む∩

JNS－AO8・19号住居址土層解説
1．Hue　7．5YR％　暗褐色耕作土しまって
いる。ロノーム粒子，炭化物，粘土小ブロッ
ク含む
2．Hue lOYR％　にぷい黄褐色　非常にか
たく　しまる。ローム粒子，スコリア含む。
3．Hue　7．5YR％　褐色　　粘性しまりあり
ローム粒子及び小ブロック含む。
4．Hue lOYR％　黄褐色　かたく　しまる，

ローム質。
5．Hue lOYR％　褐色　　　しまり粘性あり
炭化物，ローム′トレキかたい粘土ブロック
含む。
6．Hue　7．5YR％　褐色　　　しまり，粘性あ
り，粘土ブロック，焼土，炭化物含む。
7．Hue lOYR％　暗褐色　粘性あり，焼土
炭化物，粘土ブロック含む。
8．Hue lOYR．％ 褐色
炭化物ロームブロック含
9．Hue　7．5YR％　日普褐色

性あり，焼土

まLもるあ性上＝
吏
T

りなし，炭化物，焼土含む。
10．Hue　7．5YR％　黒褐色　粘性なし，炭化
物，黒色のかたいブロック含む。

11．Hue lOYRタ盲　褐色　かたく　しまる，炭
化物，粘土ブロックローム含む。

賢「監㌧認管鳩岩層禦。＿ム，
ブロック含む。覆土しまりなし
2．Hue　7．5YR％　褐色　　　しまりなし
砂含む。
3．Hue　7．5YR％　褐色　砂・ロームプ

しまる。
にぷい褐色　かたく
含む。

5．Hu占　7．5YR％　暗褐色　非常にかた

ロック含む。よく
4．Hue　7．5YR％
しまる，焼土多く

い，
6．Hue
に含

焼土の
5Y
む。よ

み。
R昇　粘性なし
く　しまる。

砂を大量
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第3　蜘i JNS－AO号住居址実測抱
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JNS－AO9号住居址土層解説
1．Hue　7．5YR一％　暗褐色　耕
作土しまっている，ローム粒
子，炭化物，粘土小ブロック
含む
1aHuel層に同じ，径数cmの粘
土／J、ブロック含む
4．Hue lOYR％　黄褐色　か
たく　しまる，ローム質
5．Hue lOYRタg　褐色　しま
り，粘性あり，炭化物，ロー
ム小レキ，かたい粘土ブロッ
ク含む
7．Hue lOYR％　暗褐色，粘
性あり，焼土，炭化物，粘土
ブロック含む
8．Hue lOYRタイ　暗褐色　粘
性あり，焼土，炭化物，ロー
ムブロック含む

10．Hue　7．5YR．％　黒褐色　粘
性なし，炭化物，黒色のかた
いブロック含む

11．Hue　7．5YR％　暗褐色　し
まり，粘性あり，炭化物，粘
土ブロック含む
12．Hue lOYRタ右　褐色　粘性
強くしまる，粘土ブロック，ロ
ーム含む
14．HuelOYR％　黄褐色　ハー
ドロームブロック

E二E′・F～F′09号住かまど上層解説
1．Hue　　7．5YR　タオ　褐色　ローム質
ム質，よく　しまる。砂・粘土プロ
ブロック含む。

2．Hue　　7．5YR　％　褐色　よく
しま　り，砂多量に含む。

3．Hue　　7．5YR　％　褐褐色　し
まりをくザラザラし，焼土・砂
含む。
4．Hue l OYR．％　鴫赤褐色
焼土・砂・粘土ブロック・等分
含む。

5．　　　　ローム，地山。



第　38図　　J NS－Al1号住居址実測図

JNS－Al1号住居址土層解説
上　rhe lOYR％　褐色　耕作土，しまり，粘性なし，

炭化物，スコリアを含む
2．Hue　10YR％　暗褐色　1層と同じ，非常にかたく

しまる
2aHue　2層に同じ，ロームブロック多く含む
3．Hue lOYR％　にぷい黄褐色　粘性なし，炭化物，

ロームブロック，ローム含む
4．Hue　7．5YR％　褐色　よくしまり，粘性あり，炭化

物，粘土ブロック，ローム含む
5．Hue　7．5YR％　褐色　かたく粘性あり。ローム炭化

物，粘土ブロック多く含む
6．Hue lOYR％　褐色　しまり，粘性あり，ローム多

く含む
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第39図　、JNS一針甘軒且詠址実測封

JNS－A　12号住居址土層解説

1．Hue　7．51’R％

2．Huel OYR％

3．Huel OYIi％

4．Hue7．5YR％

5．Huel O17R％

6．Huel OYR％

7．Huel（）YR％

8．Hue7．5YR％

9．Huel OYR％

10．Huel OYR％

11．Huel OYR％

12．Huel．5YR％

13。Hue7．7YR％

褐色かたくしまる，ローム粒子含む

褐色1層よりしまりなし，粘性なし，粘土小ブロック含む

褐色しまりあるも粘性なし，粘土ブロック，炭化物，雲母片含む

褐色粘性あり，ローム粒子，粘土ブロック含む

褐色かたくしまっている，粘土ブロック及びローム含む

褐色ざくざくしている，ロ…ムまじる，粘性あり

褐色しまり，粘性あり，ローム含む

褐色しまりをし粘性ありローム含む

褐色しまりあり砂，小レキ含む

褐色しまりあり砂，小レキ，粘土ブロック含む

褐色しまりあり粘性なし，ロームを含む砂質層

暗褐色砂及びローム含む

褐色しまり粘性あり，ロームまじり

ー261－



第40図　JNS－A柑号住居址真潮田

JNS－A16号住居址土層解説
1．Hue　7．5YR％　黒褐色　かたまるが粘性なし，

焼土ロームブロックを多く含む。

2．Hue　7．5YR％　褐色　　しまり，粘性あり，ローム
ブロック多く含む。

2aHue　7．5YR％　褐色　2層に同じ，炭化物を多く含む。

3．Hue lOYR％　黄褐色　しまり，粘性あり，ローム質。

4．Hue lOYR％　黄褐色　しまり，粘性あり，ローム及
び数cmの粘土ブロックを含む。

5．Hue　7．5YR％　暗褐色　しまり，粘性あり，ローム
粒子含む。

6．Hue　7．5YR％　赤褐色　よくしまる，焼土多量に含む。

7．Hue lOYR労　にぷい黄褐色　ローム質砂少々含む。

－262－
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第射　陶　、jRIS－A20号住居址実測図

JNS－Å20号住居址土層解説

1．Hue　7．5YR％　褐色　砂含しまり，粘性なし

2．Hue　7・．5YR％　褐色　粘性あり，ローム含

3．Hue　7．5YR％　褐色　ローム，ロームブラック含，ロ

しまり粘性あり。
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第超霊園　』悶＄一風柑号健屠址実測図

JNS－A13号住居址土層解説
1．Hue lOYR％

2．Hue lOYR％

3．HtlP　10uR％

4．Hue lOYR％

5．Hue lOYR％

6．Hue lOYR％

7．Hue lOYR％

8．Hue　7．5YR％
9．Hue　7．5YR％

10．Hue lOYR％

1L Hue　7．5YR′％

暗褐色　非常にかたくしまる，ロー
ーム粒子，スコリア含む。

暗褐色　しまり粘性なし，小レキ粒
千含む、．

黒褐色　はり，粘性をし，小レキ粘
土ブロック炭化物粒子含む。

暗褐色　しまりあるも粘性なし，粘
土ブロック，炭化物粒子含む。

褐色　　しまり，粘性ともにあり，
焼けた土器片，炭化物粒子含む。

褐色　　かたくしまる，ローム質，
炭化物，青灰色粒子を含む。

暗褐色　2層に同じ，さらにはりが
なくザクザク。

褐色　　粘性あり，粘土ブロック含む。

褐色　　粘性あり，ローム含む。

黒褐色　かたくしまる，木炭，焼け
た土器片多く含む。

暗褐色　非常にかたい，粘土ブロッ
ク含む。
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第ヰ3抱　、jNS一一A相等仁盛址芸剖図

JNS－A　14号住居壮士層解説
1。Hue7．5YRタ首　暗褐色耕作：土，しまりなし小レキ含む
2．Hue7．5YR％　暗褐色非常にかたくしまる，炭化物，

砂，粘土ブロック含む
3．Hue7．5YR％　黒褐色しまりあり，粘土ブロック，焼

土含む
3a Hue　7．5YRタ妄　暗褐色土相・質3層に同じ

4．Hue7．5YR％　暗褐色　粘性あり，粘土ブロック，ロ
ーム・焼j二含む

5．Hue　7．5YR％褐色かたい部分とザクザクの部分があ
ある，全体的にしまっている，ローム
粒子，焼土含む．

6．Hue7．5YR％　暗褐色しまり粘性なし，焼土，ローム
ブロック含む

7．Huel OYR％褐色（床面のはりすぎ）粘性しまりあり，
かたい粘土ブロック，ローム質層

8．Hue　7．5YR％　褐色しまりなく　くずれやすい焼土含む
9．Hue　7．5YRタi　褐色粘性あり，焼土，ローム，炭化物

含む

－265－

10．Hue7。5YR％　褐色しまり粘性あり，焼土，粘土ブロック
ソク含む，ローム質

11。Hue7．5YR％　褐色しまりなし，粘性強い，ローム質
12。Hue7．5YR％　褐色しまりあり，焼土，スコリア，砂

多く含む
13。Hue　5YR．％　暗赤褐色焼土，砂，多く含む
14．Hue7．5YR％　褐色しまりあり炭化物砂焼土含む
15。Hue7．5YRタ首　暗褐色しまりあり，炭化物，焼土多く

含む

C～C′　かまど士層解説
1・Hue　5YR晃　暗赤褐色砂，焼土ブロック，粘土ブロ

ック含む
2．Hue　5YR宛　褐色かたくしまる，砂多く含む
3．Hue7．5YR％　褐色かたくしまる，砂，ローム含む
4。Hue7．5YR％　褐色非常にかたい，ローム含む
5。Hue7．5YR％　明褐色砂・焼土ブロック・粘土ブロ

ック含む

6．Hue　5YR％　赤褐色かたくしまる，焼土のみ赤色



第　44図　　J NS－A15号住居址実測図

JNS－A15号住居址土層解説
1．Hue lOYR％　黄褐色　ローム，ブロック含む，

しまり粘性あり
2．Hue　7．5YR％　黒褐色　粘性なし，焼土，炭化物含む
3．Hue　7．5YR％　暗褐色　はりなし，焼士含む
4＿　Hue　7．5YR％　褐色　　粘性あり，焼土砂含む

一266－

一山I



第45図　　JNS－A18・1号土塀実測図
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45図　　18号住居址　　01号土壌

JNS－A l号土壌土層解説
1・Hue7・5YRガ黒褐色　細砂含，しまり，

粘性なし。

2・Hue7・5YR％褐色　部分的に焼土が混
入する。粘性あり。砂・

ローム粒子含む。
2a Hue7．5YR％焼土を2より多量に含む。

JNS－A　18号住居址土層解説

1・Huel OYR％褐色　耕作土。しまり粘

性なし，炭化物，スコリ
ア含む。

2・Hue7．5YR％暗褐色1層と同じ。非
常にかたくしまる。

2a Huel OYR％暗褐色　2層に同じ，ロ
ームブロック多く含む。

3・HuelOYR晃にぷい黄褐色　粘性なし
炭化物，ロームブロック
ローム含む。

4・Hue7・5YR％褐色　よくしまり粘性あ
り。炭化物，粘土ブロッ
ク，ローム含む。

4a Hue7・5YR％褐色　4層に同じ。炭化
物，砂多く含む。

5・Hue7・5YR％褐色　かたく粘性あり，
ローム，炭化物，粘土ブ

ロック多く含む。

6・Huel OYR％褐色　しまり粘性あり，
ローム多く含む。

7．

8。Huel OYR％暗褐色　粘性なししまり

あり，黄白色砂，焼土含
む。
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第46図　　J NS－B遺跡遺構配置図
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1号土壌

JNS－B l号土墳土層解説
1．Hue7．5YRタ左　褐色粘性少しあり，ロー

ム粒子含

2．Hue7．5YR％　褐色ローム含，粘性あり

JNS－B　　2号土壌土層解説
Hue7．5YR％　黒色しまり，粘性ともになし，

径・数cmのロームブロック含

l診　◎

二∴〒二
ALこ272。m　　　　事

頂γ
旦

＼⊥一′

第47図　　もJNS－一誌¢増住居軋　盲　02号土度実測囲

JNS－B O1号住居祉土層解説
1．Hue7．5YR％
2．Hue7．5YR31

3．Hue7．5YR％

3a Hue7．5YR一％

褐色黒色土粒子含，耕作土しまりなし

黒色軟らかいロームブロック含，しま

り粘性なし

粘性あり，小さな粘土ブロックローム

含，ややしまる

土層質3に同じ，やや明るくなる

－269－

2号土壌

勢彪多
旦臓20の　　腐

Tr
B

二＿＿＿＿／

4．Hue7．5YRタ1褐色ローム，粘土ブロック，小レキ含，

しまり粘性あり

5．Huel OYR％　黄褐色ローム質，炭化物含，しまり粘
性あり

5a Huel OYR％　黄褐色土層質は5に同じ

6．Hue7．5YR％　褐色ざくざくしている，焼土・炭化物・

紳砂粒子含，しまり粘性をし
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第48回　　J KN－AO1号住居址出土遺物

第49図　　JKN－AO3号住居址出土遺物
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第50図　　JKN－AO2号住居址出土遺物
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第51図　JKN－AO4号住居址出土遺物

、
い
．
　
、
、
、
＼

…
甘
㍉
、
灯
で

i
っ

第52図

調
JKN－AO5号住居址出土遺物

第53図　　JKN－AO6号住居址出土遺物
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第54図　JKN－AO9号住居址出土遺物

第55図　JKN－A－2号住居址出土遺物
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第57図　JKN－BOl号住居址出土遣物
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第58図　JKN－BO2号住居址出土遺物
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第59図　JKN－BO3号住居址出土遺物

］

第60図　JKN－BO4号住居址出土遺物

第61図　JKN－BO6号住居址出土遺物
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第62図　JKN－BO5号住居址出土遺物
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第63回　　JKN－BO7号住居址出土遺物
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第64図　JKN－BO8号住居址出土遺物
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第65図　　JKN－BO8号住居址出土遺物

ー277－



ト一一一一一」聖聖†一一一こ∃

第66図　　JKN－BO9号住居址出土遺物

第67図　JKN－Bl一号住居址出土遺物
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第69図　JKN－Bグリッド出土遣物
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第70図　　JKN　出　土　遺　物
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第71図　JNS－AOl号住居址出土遺物
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第72図　JNS－AO3号住居址出土遺物
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第74図JNS‾AO4号住居址出遺物「ノ
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第75図　　JNS－AO5号住居址出土遺物
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第76図　JNS－AO7号住居址出土遺物

第77号　JNS－AO8号住居址出土遺物
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第78図　JNS－All号住居址出土造物
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第79　図　　JNS－AO9号住居址出土遺物
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第60園 JNS－A12号住居址出土遺物

第81図　JNS－A－5号住居址出土遺物
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第82　図　JNS－A13号住居址出土遺物
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第83図　JNS－A14号住居址出土遺物
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第84函　JNS－A16号住居址出土遺物
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第85図　　JNS－A16号住居址出土遺物

第86図　JNS－A18号住居址出土遺物
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第87図　JNS－A17号住居址出土遺物
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第88図　JNS－A19号住居址出土遺物
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第89図　JNS－A19号住居址出土遺物
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第90図　JNS－A20号住居址出土遺物

第91図　　J NS－BOl号住居址出土遺物

第92図　JNSグリッド出土遺物
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第93図　JKN－AO1号住居址出土遺物拓影図
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第94図　JKN－AO2号住居址出土遺物拓影図
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第95図　JKN－AO3号住居址出土遺物拓影図

第96図　JKN－AO4号住居址出土遺物拓影図
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第97図　JKN－AO5号住居址出土遺物拓影図
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第98図　JKN－AO9号住居址出土遺物拓影図
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第99図　JKN－A‖号住居址出土遺物拓影図
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第100図　JKN－A12号住居址出土遺物拓影図
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第101図　JKN－A土塘出土遺物拓影図
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第102図　JKN－BOl号住居址出土遺物妬影図
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第103図　　J KN－BO3号住居址出土遺物妬影図
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第104図　JKN－BO6号住居址出土遺物拓影図

一302－



l

第105図　JKN－BO5号住居址出土遺物拓影図
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第107図　　JKN－BO9号住居址出土遺物拓影図
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第川9図　　JKN－B12号住居址出土遺物拓影図
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第110図　JKN－B土壌出土遺物拓影図
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A，

B，

第111図　　JKN古墳墳丘・周溝断面図

JKN地山・墳丘・溝中覆土土層解説
1．H。。10YR％褐色　現表土層（撹乱）

2．H。elOYR％　褐色　盛土

2：Hu。1OYR％　褐色　盛土

3．H。e7．5YR％　黒褐色　旧表土層

4．Hue　5YR％明赤褐色　旧表土層

5．Hue7．5YR％　褐色

6．Hue　　　　　現表土層

7．Huel OYR31黒色

8．H。e7．5YR％　黒褐色

9．HuelOYR％褐色　ロームブロック混

10．Huel OYR54　褐色
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第112図　　大塚古墳群・松延1・2号墳・志筑遺跡地形図
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第日国連　JO【主－1月。2。．1絹古墳トレンチ配置封
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JOT－1　墳丘トレンチ土層解説
Al．Hue7．5YR34　暗褐色
la　　　7．5YR％　ローム混
1b　　　7．5YR％　ロームブロック混
2．Hue7．5YR％　暗褐色
2a　　　7．5YR労　ローム混
3．Hue7．5YR％　黒色
4．Hue7．5YRタを　黒褐色
5．Hue7．5YR％　極暗褐色
6．Hue7．5YR％　褐色ローム混
6a　　　7．5YR％　ロームブロック混
7．Hue7。5YR％　明褐色ロームブロック
8．Hue7．5YR％　褐色ロームブロック混
8a　　　7．5YR％　ローム混
Bl．Hue7．5YR％　暗褐色
1a　　　7．5YR％　ローム細粒混
2．Hue7．5YR％　褐色ローム混
3．Hue7．5YR％　褐色ローム混
3a　　　7．5YR％’黒色混
4．Hue7．5YR労．黒色
5．Hue7。5YR％　暗褐色
5a　　　7．5YR％　ローム混
6．Hue7．5YR％　極暗褐色ローム粒混
6a　　　7．5YR％
7．Hue7．5YR％　黒褐色
7a　　　7．5YR％　ローム粒混固い

旦睦24．8。m
東トレンチ

8．Hue7．5YR牙　黒色
Cl．Hue7．5YR％　褐色
2．Hue7．5YRタ∫　褐色
2a　　　7．5YR％・黒色混
3．Hue7．5YR％　暗褐色黒色混
3a　　　7．5YR％　しまっている
4．Hue7．5YRタr　黒色固くしまっている

5．Hue7．5YR％　黒褐色しまっている
5a　　　7．5YR％　ローム粒混

6．Hue7．5YR％　褐色ほぼローム
Dl．Hue7．5YR％　褐色

2．Hue7．5YR％　黒褐色しまっているローム粒混
2a Hue7．5YR％　柔かい

2b Hue7．5YR％　ローム粒混
3．Hue7．5YR％　暗褐色粗粒子，ロームブロック多量に

に含む

4．Hue7．5YRタr　黒色固くしまっている
5．Hue7．5YR％　黒褐色固くしまっている，粗粒子，

ロームブロック多量に含む

6．Hue7．5YR％　極暗褐色ローム粒混
6a　　　7．5YR％

7．Hue7．5YR％　褐色
8．Hue7．5YR％　暗褐色ローム混，やわらかい

9．Hue7．5YR％・褐色ほぼローム

10。Hue7．5YR％　明褐色

ヒ二二二一撃捏二二二」

第115図　　JOT－1・2号古墳墳丘・周構断面図

JOT－2　墳丘トレンチ土層解説
Al．Hue7．5YR34

1a Hue7．5YR％
2．Hue7．5YR％
2a Hue7．5YR％
2b Hue7．5YR％
3．Hue7．5YR％
4．Hue7．5YR％

褐色

ローム粗粒混
褐色固い

柔かい

ローム粗粒混
暗褐色ローム粗粒混

黒色固い，細ローム混
4a Hue7．5YR％
5．Hue7．5YR％　褐色ローム粗粒混
6．Hue7．5YRタを　黒褐色ローム粗粒混
6a Hue7．5YR％
7．Hue7．5YR％　極暗褐色ローム混
7a Hue7．5YR％
8．Hue7．5YR％　褐色ローム混

9．Hue　ローム

10．Hue7．5YR％　暗褐色ローム混

B f．Hue7。5YR％　褐色
1a Hue7．5YR％　ローム混

2．Hue7．5YRタ左　暗褐色
3．Hue7．5YR％　黒褐色かたくしまっている

4。Hue7．5YR％　極暗褐色しまっている
5．Hue　ローム

Cl．Hue7．5YR％　暗褐色
2．Hue7．5YR％　極暗褐色
3．Hue7．5YR労．黒褐色
4．Hue7．5YR％　黒褐色ローム粒混
5．Hue7．5YR％　褐色ロームブロック粒混
6．Hue7．5YR％　暗褐色ローム混
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住居址　　l∞

2　M

第日目ぎ　JC－「ブ毒古墳0注射巨巨上境実測艶

JOT－2住居址士層解説
Al・Hue　7．5YR％　暗褐色　ユaHue　7．5YR％焼土

粒，ローム粒混
2．Hue lOYR％　褐色　　ロームブロック
3．Hue　7．5YR％　暗褐色　3a Hue　7．5YR％異色混
4．Hue　7．5YRタを　黒褐色　焼土炭化物混
5．Hue　7．5YR％　黒褐色　ローム粒混，5aHue　7．5

YR％ローム粒混，焼土粒
6．Hue　7．5YR％　黒色
7．Hue　7．5YR，％　黒褐色　炭化物混，粒士焼，ロー

ム粒混
8．Hue　7．5YR′％　暗褐色
9．Hue　7せ5YR％　褐色

JOT－2土壌土層解説
Al．Hue　7．5YR％　褐色
1aHue　7．5YR％　暗褐色
2．Hue　7．5YR％　褐色
3．Hue　7．5YR％　褐色
3aHue　7．5YR％　褐色　　やわらかい
4．Hue　7．5YRタ妄　褐色
5．Hue　7．5YR′％　暗褐色
6．Hue lOYR％　褐色　　固い
7．Hue　7．5YR．％
8．Hue lOYR％
9．Hue lOYR一％

10．Hue lOYR％
11．Hue lOYR％
H aHue lOYR％
12。Hue lOYR％
13＿

明褐色　はぽローム
褐色　　固い
暗褐色　粘土ローム，石片混，同い
灰黄褐色　粘土ブロック混
にぷい黄褐色　白色粘土及び石片混
褐色　　石片混
暗褐色　石片多混

ローム

Bl．Hue　7．5YR％　暗褐色　植根混
l aHue　7．5YR％　暗褐色
2．Hue　7．5YRノ塞　褐色　　ローム混
2aHue　7．5YR％　褐色　　ロームブロック，石片共

に混
3．Hue　7．5YR％　褐色
4．Hue　7．5YR％　にぷい黄褐色　ローム石片言1色粘土混
5．Hue　7．5YR％　鴫褐色　ローム粒子混
8．Hue lOYR％　褐色　　石片，多
11　Hue lOYR％　にぷい黄褐色　白色粘土及び石片混
13．　　　　　　　　　　　　ローム

14．Hue lOYR％　俵黄褐色　粘土ブロック
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第119図　　JOT－3・4・・15号古墳トレンチ配置図
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β，　　旦L＝23．7。m南東周溝東壁　　　　匠　　　旦しこ23．10m北西周溝

JOT－3　墳丘土層解説
Al．Hue　7．5YR％　暗褐色ローム粒多い
2．Hue　7．5YRタを　黒褐色
3．Hue　7．5YR％　極暗褐色ローム混

4．Hue　7．5YR％　褐色ほぼローム

4a Hue　7．5YR％　ローム混
5．Hue　7．5YR．％　極暗褐色

6．Hue　7．5YR．％　暗褐色ローム粒少混
7．Hue　7．5YRタr　黒色

8．Hue　7．5YR％　褐色ロームブロック黒色混
9．Hue　7．5YR％　黒色柔らかい

10．Hue　7．5YR′％　明褐色ロームブロック
Bl．Hue　7．5YRノ％　暗褐色ローム粒多い

1a Hue　7．5YR94　黒色混
2．Hue　7．5YR労．黒い褐色柔かい

2a Hue　7．5YR．％

3．Hue　7．5YR一％

3a Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR％
4a Hue　7．5YR31

5。Hue　7．5YR％
6．Hue　7．5YR％

4

ロームブロック黒色混

黒褐色黒色きめ荒く固い
黒色ややしまりある

黒色黒色きめ細かく固い
黒色旧表

褐色ロームブロック混
褐色ロームブロック黒色混

7．Hue　7．5YRタオ　褐色ローム黒色混

8．Hue　7．5YR．％　暗褐色ローム黒色混固い
Cl．Hue　7．5YR％　暗褐色

2．Hue　7．5YRタ首　褐色ローム黒色混
3．Hue　7．5YR％　褐色ローム混

4．Hue　7．5YR％　褐色ローム混
4a Hue　7．5YRタ左

5．Hue　7．5YR％　黒色
6．Hue　7．5YR％　暗褐色

6a Hue　7．5YR％　ローム粒混

Dl．Hue　7．5YR％　暗褐色ローム粒含み固い
1a Hue　7．5YRノ％　黒色混

2．Hue　7．5YRタを　黒褐色黒色ローム粒含み固い
3．Hue　7．5YR％　極暗褐色ロームを含む，柔かい

3。Hu。7．占YR％　黒色ローム混しまりあり
4．Hue　7．5YR％　褐色ロームブロックを含む

5．Hue7．5YR％　暗褐色黒色，ローム共に混
El．Hue　7．5YR％　暗褐色

2．Hue　7．5YRタイ　黒色
3．Hue　7．5YR％　黒褐色

4．Hue　7．5YR労．極暗褐色ローム混
5．Hue　7．5YR％　褐色ほぼローム

第128回　　JClド　30ム号古墳墳一丘0周構断面到

JOT－4　墳丘士層解説
Al．Hue7．5YR．％　暗褐色

2．Hue7．5YR％　黒褐色
2a Hue7．5YR％　ローム粒混

3。H。。7．5YR％　黒褐色ローム戚混
4．Hue　7．5YR％　褐色ローム粒混

5．Hue7．5YR％　褐色ほぼローム，

5a Hue7．5YR％　ローム黒色混
6．Hue　7．5YR労　褐色ローム粒混
Bl．Hue　7．5YR％　褐色

2．Hue7．5YR34　暗褐色ローム混

3．Hue7．5YR％　褐色
3a Hue7．5YR％．ローム粒混

4．Hue7．5YR％　極暗褐色
5．Hue7．5YRR％異色固い

6．Hue　7．5YR％
7．Hue　7．5YR％
Cl．Hue　7．5YR．％
1a Hue　7．5YR．％
2．Hue　7．5YR％
3．Hue　7。5YR％
3a Hue　7．5YR31

4．Hue　7．5YR％

黒褐色

暗褐色
暗褐色大きめをローム粒を含み固い

黒色ロームブロック混
黒褐色ローム粒黒色を含み固い

黒色ローム粒多く固い黒色
柔らかい

暗褐色黒色混柔らかい

5．Hue　7．5YR％
6．Hue　7．5YR％
6a Hue　7．5YR％
Dl．Hue　7．5YR％
2．Hue　7．5YRガ
3．Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR′％

4a Hue　7．5YR％

褐色ロームブロック混
褐色黒色ロームブロック混

褐色黒色ローム混柔らかい

暗褐色
黒褐色

黒褐色
暗褐色

ローム粒混
5．Hue　7．5YR％　褐色ローム混

El．Hue　7．5YR％　極暗褐色ローム粒，黒色混固い

2．Hue　7．5YR％　黒褐色
3．Hue　7．5YR％　暗褐色黒色ローム混
4．Hue　7．5YRタ‘褐色ローム混

Fl．Hue　7．5YR％　暗褐色少量ローム粒含む

2．Hue　7．5YR％　黒褐色きめ細かい
2a Hue　7．5yR％　黒色ローム粒含む
3．Hue　7．5YRタで　黒色固い

4．Hue7．5YR％　褐色ローム
Gl。Hue　7．5YR％　褐色ロームブロックを含む

1a Hue　7．5YR％　ローム
2．Hue　7．5YR％　暗褐色ローム粒黒色ともに含み柔かい

3．Hue　7．5YR労．黒褐色柔らかい

4．Hue　7．5YR％　極暗褐色ロームを含み固い
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第122図　　JOT－5・6・13号古墳トレンチ配置図
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旦Lこ25．1。m南北トレンチ
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旦』24．的椚　南北断面

竪　　　　　旦しこ25．，。m西トレンチ

些　　　　旦L＝25．。m周溝南壁

墜　　　　　　旦東西周満

5　　　　　JOT－6号古墳

B，　　　　旦西トレンチ

第盲23胡　J◎T一一506号古墳墳臣0周騰断面凶

JOT－5トレンチ土層解説
Al．Hue7．5YR％　褐色
1a Hue7．5YR％　褐色　ローム粒子，黒色混
2．Hue7．5YRタを　黒褐色
3．Hue7．5YR％㍉黒褐色
4．Hue7．5YR％　暗褐色　ローム混
4a Hue7。5YR％．暗褐色　ローム黒色混4b
5．Hue7．5YR％　黒色
6．Hue7．5YR％　褐色　ローム黒色混
6a Hue7．5YR％　褐色
7．Hue7．5YRタ盲　褐色
Bl．Hue7．5YR％∴暗褐色
2．Hue7．5YR％　暗褐色
2a Hue7．5YR％　暗褐色　ローム混
3．Hue7．5YR％　黒色
4．Hue7．5YR％’黒褐色　ローム粒子混

5。Hue7．5YR％　暗褐色ローム粒子混

Cl．Hue7．5YR34　暗褐色
1a Hue7．5YR％　暗褐色ローム黒色混

堅　　　上し湖．7帥　南東トレンチ周満断面西壁

匠’　　　旦細50m

ヒ二二彗些ここヨ

2．Hue7．5YRタr　黒色
3．Hue7．5YR％　暗褐色　ロMム粒子黒色混入
4．Hue7．5YR％　黒褐色
5．Hue7．5YR％　暗褐色　ローム
Dl．Huel OYR％．黒褐色
2．Huel OYR堺黒色しまっている
3．Huel OYRタを　黒褐色　ローム粒子混，しまっている
4．Hu。10YR％　黒褐色　特にローム粒子多混きめが粗い
5．HuelOYRタ左褐色　ローム多混，きめが粗い
6．HuelOYR％褐色　ほぼローム，ロームブロック多混
El。Hue7．5YR％　暗褐色
2．Hue7．5YR％　褐色
3㌧Hue7．5YR％　黒色
4．Hue7．5YR％　黒褐色
5．Hue7．5YR％　褐色　ローム多混
F上　Hue7．5YR％　褐色
2．Hue7．5YR％　暗褐色　ローム多混特にきめが粗い
3．H。e7．5YRタf黒色　固くしまっている
4．Hue7．5YR労．黒褐色　しまっている
5．Hue7．5YR％　褐色　ほぼローム，やわらかい

JOT－6　墳丘周藩士層解説
Al．Hue7．5YR％　褐色
1a Hue7．5YR％　褐色　固い
1b Hue7．5YR尭　ほぼローム
2．Hue7．5YR34　暗褐色
2a Hue7．5YR％　柔かい，ローム混
3．Hue7．5YR％　黒褐色　しまる
4．Hue　ローム
5・Hue7．5YRタfロームブロック混
6．Hue7．5YR％ローム粒混
7・Hue7・5YR％　柔かい，ローム粒混
Bl。Hue7。5YR％′　褐色
2・Hue7．5YR労　にぷい黄褐色
3．Hue　7．5YR告　　ローム混
3a Hue7．5YR％
4．Hue7．5YR％　ほぼローム
5．Hue　7．5YR財
Cl．Hue7．5YRガ　にぷい黄褐色

1a Hue7．5YR％　黒色混

2・Hue7・5YR％　黒褐色　しまりがある，ローム粒子少
3．Hue7。5YR％
4。Hue7．5YR％　柔かい，ローム粒混
5．Hue7．5YR％　ローム粒混
5a Hue7。5YR％
6．Hue7．5YR％　ほぼローム

Dl・Hue7・5YR％　暗褐色　極小ローム粒子を少量含む

2・Hue7・5Ⅵl％　褐色　ローム粒子を多量に含み硬い

3・Hue7・5YR％極暗褐色　ローム粒子を多量に含む，
黒色混，きめがあらい

4・Hue7．5YR労′　黒色　きめ細かくしまりあり

5・Hue7・5YR％褐色　ロームブロックを含みやわらかい
El・Hue7・5YR％　暗褐色　極小ローム粒子を含む
2・Hue7・5YR％　暗褐色　少量ローム粒子を含む
3・Hue7・5YR％　黒褐色　黒色やわらかい

4・Hue7・5YRタg褐色　ロームブロックを含む

Fl・Hue7・51R％暗褐色　極小ローム粒子を含む
2・Hue7・5YR％褐色　極小ローム粒子温やわらかい

3・Hue7・5YR％暗褐色　極小ローム粒子混，黒色温

4・Hue7・訂R％黒褐色　ローム粒子を多く含み硬い，黒
色混

5・Hue7・5YR％㍉黒色　ローム粒子を多量に含みやわらか
い

6・Hue7・5YR％褐色　ロームブロック混
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1細

JOT－5号墳　土層解説
1．Hue7．5YR％黒褐色（ローム粒子含む）
2．Hue　7．5YR％褐色律占土・ローム混）
3a Hue　7．5YR％褐色（ロームブロック

含む，しまっている）
3b Hue　7．5YR％褐色（こ1－－ム粒子含む

もろい）
3c Hue　7．5YR％褐色（しまりのをいロ

ーム・含む）
3d Hue　7．5YR％褐色（粘土とローム混）
3e Hue　7．5YR％褐色（しまりがない）
3f Hue　7．5YR％褐色（細石片，しまっ

ている）

第層25回　』の苛－5号音増量休部掘り方実測図語呂：：‡：≡‡琵芸禁忌鉱害豊孟盗
む）

5．Hue　7．5YR　褐色（粘土，細石片）
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JOT－8墳丘周藩士層解説
Al．Hlje　7．5YR％　褐色 1’7．5YR

％固い
2．Hlle　7．5YR％　暗褐色　ローム粒混
3．Hlje　7．5YR％　褐色　　ローム粒混
3aHue　7．5YR％　ローム多混
4．Hue lOYR％　褐色　　ローム多混
4a lOYRタg　ロームブロック多混

7．5YRタ首　褐色
5YR％　褐色　　ロームプロ

ック黒色混，2′7
3．Hue　7．5YR％
3a Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR34
4a Hue　7．5YR3i
Cl．Hue　7．5YR％
2．Hue　7．5YR％
3．Hue　7．5YR％
Dl．Hue　7．5YR％
2．Hue　7．5YR31
3．Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR％
かい，

5YR％ローム混
暗褐色
ローム黒色混
黒褐色ローム粒混，

褐色
暗褐色
褐色
褐色
黒褐色
黒褐色　ローム混
褐色　　ローム混柔

E上　Hue　7．5YR％　暗褐色
2．Hue　7．5YR3i　黒褐色　ローム粒子混

Fl・Hue　7．芋YR％　褐色
2．Hue　7．5YR％　暗褐色
3．Hue　7．5YR％　黒褐色

JOT－7墳丘周溝トレンチ土層解説
Al．Hue　7．5YR％　褐色
1aHue　7．5YR％　褐色　　ロpム粒＋

混
1bHue　7．5YR％　褐色　　ロームブロ
ック混
ue　7．5YR％　暗褐色　ローム粒子混
ue lOYR％　褐色
e

 

e

u

 

u

H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H

a

　

．

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

5YR％　黒褐色　固い
5YR％　暗褐色赤　ローム粒子

ue　7．5YR％　褐色　　ローム粒子混
ue　　5YR％　赤褐色
ue lOYR％　暗褐色
ue　7．5YR％　褐色　　ロームプロ

9　a Hue

lO．Hue

ll．Hue
12．Hue

13．Hue

Bl．Hue
2．Hue

3．王もe

ック混
7．5YR％　褐色　　ローム粒子

混子
7．5YR％　明褐色　ロームブロ

ック混
7．5YR％　褐色　　やわらかい
7．5YR％　黒褐色　ローム粒子

混，固い
5YR％　にぷい褐赤色
7，5YR％　暗褐色
5YR％　黒褐色
5YR％　黒褐色　細かいロヰ

ム粒子を含む
4．Hue　　5YR％　暗赤褐色　ローム粒
子を多く含む，きめがあらい
5．Hue　7．5YR％　褐色
5aHue　7．5YR％　褐色　　ローム粒子
を多く含む，きめがあらい
5bHue　7．5YR％　褐色　　ロームプロ

、ノク混入
6．Hue　7．5YR％　褐色

6aHue　7．5YR％　褐色　　ロームブロ
ック混入

7．Hue　7．5YR％　明褐色　ローム土
8．Hue　7．5YR％　暗褐色　ローム粒子

を含む
9．Hue　7．5YR％　褐色

10．Hue　7．
Cl．Hue　7．

1aHue　7．

2．Hue　7．

％
％
％
％

R
 
R
 
R
 
R

Y
 
Y
 
Y
 
Y

5
　
5
　
5
　
5

褐
褐
褐

色
色
色

ローム粒子
を含む

黒色土混入
暗褐色　ローム粒子

を多く含む
3．Hue　7．5YR％　褐色　　ローム粒子
を多く含み，やわらかい
4．Hue　7．5YR％　黒褐色　固い
5．Hue　　5YR％　黒褐色
6．Hue　　5YR％　暗赤褐色
7．Hue　7．5YR％　明褐色　ちかいロームま

8．Hue　7．5YR
9．Hue lOYR
9　a Hue lOYR
ック多混，極 ヽ

j
I
V

色
色
色
ろ

褐
褐
褐
もて

％
％
％
め

ロームプロ

10．Hue lOYR％　黄褐色
10aHue lOYR％　黄褐色　細い，固く

しまっている
11．Hue lOYR％　褐色

l一一327－328－・－



第129図　　JOT－8号古墳主体部掘り方実測図
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8号墳土層解説

1．H－JP　7．5YR％　灰褐色

（砂，ロームブロック含む）

2．HlJe　7．5YR％　褐色

3．HlJe　7．5YR％　褐色
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第133図　J OT－9号古墳実測図
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大塚9・10号　セクション土層解説
K　9qL　9－m9　－　n　9

1層　　　　　耕作土
2層　黒色土　耕作土が含まれる。
3層　黒色二と　黒色：土，ブロックがありかたい。
4層　黒色土　ローム砂が混入。
5層　黒色土　黒色土十秒＋褐色土　砂が多く含まれる。

6層　黒色土　3層より，灰色に近く，黒色のブロックが混
入，かたい，土層になっている。

7層　黒色土　ローム粒子を含む。かたい。
8層　黒色土　ローム粒子を含む。7層よりやや多く含む。
9層　黄褐色　（暗）ローム粒子及びロームブロックを含む。
砂が多く含まれている。

10層　黒色土　砂を多く含む。ローム粒子混入。きめはこま
かてゝある。

11層　褐色　　黒色土が混入している。ローム粒子あり。
12層　褐色　　黒色土を含む。11層よりやや黄褐色の量は少

ない。

1声層　褐色　　ロームブロック混入
14層　ローム粒子を混入　所々に砂黒色土が混じる。
15層　褐色
16層　黄褐色土　ロームブロック及びローム粒子が混入する
＋砂砂

17層　褐色　　　ロームブロック混入
18層　褐色

P　9－q　9－

1層　耕作土
2層　黒色土
3層　黒褐色
4層　黄褐色
5層　暗褐色
6層　暗褐色
7層　黒色土
8層　暗褐色
9層　褐色
10層　黒色土
11層　黒色土
人＋砂

12層　黒色二と

9

耕作土混入

ローム粒子及び黒色土混入
ローム粒子混入＋砂＋小石が混じる。
ロームブロック及びローム粒がまじる。
ロームブロック及びローム粒子が混入。
ローム粒子混入，3層より柔かい。
ローム粒子混入十秒　3層よりかたい。
砂及びローム粒子が混入する。

黒色土のかたいものである。ローム粒子が混

ローム粒十秒　11層より茶褐色土の色を皇す

る。砂を含みゆるい。
13層　黒色土　11層と同様であるが，ややブロック粒子の量
が多い。

14層　黒色土　黒色土の中に，ロームブロックが混入。
15層　黒色二土　（黄褐色）黒色土＋ローム＋砂　ローム粒子が
多量に含まれている。

16層　茶褐色　ロームブロック混入。
17層　　　　　　10層より砂及び耕作土が混入している。
18層　黒褐色　ローム粒子が多く含まれている。砂も多い。

19層　黒色土　黒色土のブロックがある。ローム粒子が少量
であるが含まれる。

20層　　　　　　黒色土＋ローム粒子混入　19層よりやや黄褐
色土である

21層　　　　　　茶褐色土十秒。
22層　暗褐色　ロームブロック混入。
23層　暗褐色　砂も多い。

24層　　　　　　撹乱層
25層　暗褐色土　砂が多く含まれる。水分が少ない。
26層　暗褐色　ロームブロックが含まれる。少量，こまかい
27層　暗褐色　大きいロームブロックが混入する。床面たた
いてある。

28層　褐色　　　ロームブロックが混入。

n　2－n　3

1層　耕作土
2層　耕作三土十ロームブロック＋黒色土（撹乱）
3層　黒色土
4層　ローム

n　3－n　4

1層　耕作土
2層　耕作：j二＋ロームブロック

n　4－n　5
1層　耕作土
2層　耕作土＋ロームブロック＋黒色土　黒色土の中に耕作
土及びロームブロックが混入している。

3層　n　5・n　6の2層と同様である。
4層　黒色二と　黒色土＋ロームブロック　粒子が多量に含ま
れている。

5層　黒褐色　ローム

n　5－n　6

1層　耕作土
2層　黒色土＋耕作土十秒
3層　黒色土
4層　黒色土＋ローム粒子　少量であるが含まれている。
5層　黒色土十ローム粒子十秒
6層　黒色土＋ローム粒子十秒5層より水分が含まれている。
7層　黒色土＋ロームブロック，粒子が多量に含まれている。
8層　黒褐色　ローム
9層　暗褐色　ローム
10層　　　　　　ブロックによる床ぼり。

n　6－n　7

1層　耕作土
2層　n　5－n　6の黒色土よりやや黒色土は暗い色であらわ
される。

n　7－n　8
12層　耕作土十黒色土　ロームの中に焼土が含まれる。
13層　黒色土の車にロームブロックが混入している。

14層　暗褐色　ローム十黒色土＋砂
15層　黒色土＋砂＋ローム粒子＋ロームブロックを含む。と
ころどころに黒色二とのブロックJ状のものがある。

16層　14層と同様。
17層　ハードローム

n　8－n　9
1層　耕作土

2層　ローム

n　9－nlO

l層　耕作土
2層　ローム
3層　ロームに粘土が混じる。

nlO－nll－n12
1層　耕作二と
2層　黒色土＋耕作土混入＋砂
3層　黒色土（砂が混る）
4層　黒色土に黒色土のブロック混入
5層　黒色土にローム粒子が混入

6層　黒色土＋ローム粒子が多く含まれ，黒褐色を呈す。
7層　黒色土＋ローム粒子が混り，黒色土のブロックの凝ま
りがある。

8層　茶褐色土であり，黒色土が少量混入する。ローム粒子
が多く含まれる　砂あり

9層　黒色土＋ロームが混入し8層と同じ。
10層　暗褐色土十秒

11層　暗褐色土十秒＋ロームブロック　少量であるが混入。
12層　暗褐色＋ロームブロックが多量に混入，十秒。
13層　褐色十秒＋ロームブロック
14層　褐色＋砂＋ロームブロック　13層よりややロームブロ
ックが少ない。

15層　褐色十秒＋ロームブロック
16層　褐色土の中に黒色土及びローム粒子が含まれる。
17層　耕作土＋黒色土の混入
18層　褐色土であるが，ところどころに木の根の撹乱層がみ
られる。

19層　黒色土　ローム粒子が混入，砂，小さいつぶのノj、石が
混入，7層よりやや砂，ローム粒子が多い。

20層　褐色土＋黒色土＋ローム粒子＋小石。
21層　褐色土

i　5－j　5－k　5

1層　耕作：土
2層　黒色土
3層　黒色土＋黒色土のブロック状のものが多量にある（凝

い）
4層　黒色土＋黒色土のブロックあり，ローム粒子が含まれ
ていて3層よりやや灰色をおびている，十秒

5層　黒色土＋黒色土のブロックあり，ローム粒子が含まれ
ていて，3層よりやや灰色をおびている，＋砂

6層　黒色土であり，ロームブロックが混入している。
7層　茶褐色　ハードローム
8層　茶褐色　ロームブロック　粒子。
9層　ロームブロック
10層　撹舌L
ll層　茶褐色（ローム）

r15－0　5

1層　耕作土
2層　黒色土

3層　黒色土　ローム粒子が混じる。
4層　黒色土＋ローム粒子　黒色土のブロック状のものが混

る。

5層　黒色土・根により撹乱をしている0
6層　黒色土＋ロームブロック，粒子混入0
7層　茶褐色土　ロームブロック混入。
8層　茶褐色土　ロームブロック混入であるが，やや黄褐色
に近い。

9層　黄褐色　ロームブロック状のもの及び，ハードローム

が含まれている。
10層　ローム（ハードローム）
11層　耕作土＋黒色土の混ったものである0
12層　黒色土

0　5－p　5

1層　耕作土
2層　黒色土
3層　黒色土であるが表土が含まれている0

4層　黒色土であるが，黒色のブロックを含むものである。
色も耕作土の下のとは違い2層よりも黒い。

5層　黒色土であるが，ローム粒子を多量に含んでいる。
6層　黒色土であるが，ローム粒子及びロームブロックを含
んでいる。

7層　茶褐色土
8層　黒色土＋耕作土
9層　黒色土の中にロームブロック及びローム粒子を含んで
いるが，やや6層より色は暗い。

10層　ロームブロックを含む　茶褐色土のソフトロームであ
る。

p　5－q　5
11層　黒色土＋ロームブロック＋耕作土　黒色土＋ロームブ
ロック

q　5－r　5
1層　耕作土

n　3－0　3

1層　耕作土

2層　ローム
3層　新作土＋ローム粒子＋黒色土＋砂（茶褐色土）
4層　ローム

p　3－q　3
1層　耕作土（撹乱層）
2層　黒色土＋耕作土

3層　根による撹乱層
4層　黒色土　耕作土及び砂を含む。
5層　黒色土　黒色ブロック状のものが含まれている。
6層　黒色土　黒色ブロック状のものが含まれている。
7層　黒色土＋耕作土＋ローム　黒褐色土
8層　茶褐色であり，茶褐色のブロック状のものが多量に含
まれでいる。

9層　黒褐色であり，8層と同様に茶褐色のブロック状のも
のが多量に含まれている。

10層　黒色土十ローム粒子＋ロームブロックが半分位づつ含
まれている。

11層　黒色土の中にローム粒子が含まれている。
12層　ハードローム
13層　ソフトローム
14層　茶褐色　ロームブロックが含まれている。
15層　ソフトローム
16層　黒色土であり，ロームブロックおよび粒子が含まれて

いる。
17層　ハードローム

q　3－r　3
1層　耕作土

15－16

1層　耕作土
2層　ローム

16－17

1層　耕作土
2層　黒色土十秒＋ローム粒子を含む
3層　ローム＋黒色土＋砂　茶褐色土
4層　黒褐色土　黒色＋ローム＋砂
5層　黒色土＋ローム粒子＋ロームブロック　黒褐色土
6層　ロームブロック十黒色土＋砂　黄褐色
7層　ロームブロック＋ハードローム　茶褐色　やや明るい
8層　耕作土＋ローム粒子＋砂　黒色土
9層　黒色土＋ブロック（黒色土）＋砂

10層　黒色土（かたいもの）＋黄色土（ローム粒子）混入。
11層　撹乱（黒褐色土）ローム＋黒色土
12層a　茶褐色　黒色土十ローム粒子を多く含む。
12層b12層a　よりやや明るい。
13層　黒色土＋砂十ローム粒子を含む。
14層　一部撹乱あり　黒色土＋ロームブロック混入。
15層　黒色土＋耕作土＋砂　黒色土

16層　黒色土＋砂＋ローム粒子を含む。
17層　ロームブロック＋黄褐色土

17－18
1層　耕作土
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第135図　JOT－10号古墳北・南側主体部断面図

導　　②

大塚10号増　J OT－10土層解説

A－A′　りと側†休部）

1桝　　払i色1　　ローム小プロ　ノク漏り

2層a　　里裾色上　部分的にロームフロ　ノク　粘十混り

2桝b　　即栂色†一　部分的にロームフロック含む，しまり即一件あり

2桝C　　里槻色十　部分的にロームフロ　ノク，粘土フロ　ノク含む．2桝b　よりしまり射一件なく

ポロポロと　し　た感じ。

3層　　　　　　　　　2層C　と置け単で4らるが．；上烈日ニロームフロ　ノク、症部に縮　ムフロ　ノク，

緑i尼片封片を含む。

骨虹　　4層　11，†栂色1　口…ム多敬に混入，卒一日洋芭り。

5層　　　　　　　　　ロームフロ　ノク．しまりなし，へ

（う層　　　　　　　　　　　′、一一　トtトIlノ、

A－A′（南側主体部）

1即　　時払1色ナ　しまりの悪い，擬乱。

2層　　　　　　　　　ロームプロ　ソク、撥乱

3屑　　暗視色十　やわらかい。

4屑　　槻色1　　ロームプロ　ソク混入，ロームプロ　ソクの粒はかたい，しまっている

5桝　　　　　　　　　ロームプロ　ノク混入，　しまっている。

6申亨　　裾色1．　　2層よりやや哺いものであり，ロームフロ　ノクが多く含まれるへ

B－B′　　　〈東側〉

1層　　　　　　　　　拇乱ポソポソ。

2屑　　　　　　　　　しまりのよわい。

3屑　　　　　　　　　ロームブロックと石片を含む．しまりつよいハ

4屑　　　　　　　　　しまりややつよい。

5屑　　　　　　　　　ロームプロ　ソクを多く含む。

6回　　　　　　　　　ソフトローム，ロームプロ　ノク混入。

層
研
削
桝
桝
桝
層

〈西側〉
ねぼりのある，ややあかるい。

非常にしまりのつよい，かたい。

しま　りややつよい。

色がやや略いかんじでしまりは，ややつよい。

しま　りややつよい。

しまりつよい．ロームブロックと石片を含む。

ロームフロ　ノク（3cm～5cm）やわらかい。

！　　γ　　童

第で36迦　JO‾F一博号古墳北側主体蔀喪測避
ノ．　　＿L　‾－　ニ＿．．．‾　＿．．＿　　‾ここ‾‾‾　1．－－　－▼・1Jt．
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旦しこ25．50m墳丘北トレンチ

｝‾‘′V帆‾‾、つCこ　　〉　ノ　レ

随　墳丘西トレンチ

旦しこ25．2。m周溝トレンチ

‾‾ム‾、、ム一　、

－1こて－ル・、一・・一・‾‾一㌧一ノ　へ　‾Jヽへ－

J O T t1号古墳

旦L＝2。．。。m南北トレンチ西壁

∴≡　こ‾ll二；二一一　　二：主二二二l三

C　北西トレンチ

二∴二Illll　‾l

D　北東トレンチ

J 〇十13号古墳第139図

JOT－11　墳丘周溝トレンチ土層解説
Al．Hue　7．5YR3i　極暗褐色
2．Hue　7。5YR％　黒褐色ローム粒混

3．Hue7．5YRタ左　裾色ローム混，しまりあり

3a Hue7。5YR％　褐色しまりない

4．Hue7．5YR．％　明褐色ローム層

5．Hue7．5YR％　黒褐色かたくもろい，
ローム少混

6．Hue7。5YR％　暗褐色ローム混，しまりあり

Bl．Hue　7．5YR％　褐色ロームブロック少混

2．Hue　7．5YR％　褐色しまっている

3．Hue7．5YR．％　暗褐色旧表土層しまりある

4．Hue　7．5YR％　褐色しまりない

5．Hue7．5YR％　黒褐色かたくもろい
6．Hue　7。5YR％　黒褐色しまっている

ローム粒多棍

Cl．Hue7．5YR％　褐色‾

2．Hue　7．5YR％　黒色かたく　しまっている
3．Hue　7．5YR％　黒褐色しまっている

4．Hue　7．5YR．％　褐色はぼローム

4a Hue　7．5YR％　ローム粒混

5．Htle　7．5YR％　裾色ローム

6。Hue　7．5YR％　自書褐色ローム粒混
6a Hue7．5YR′％　しまりない黒色混

7．］Hue　7．5YRタ∫　極暗褐色かたく　もろい

ローム粒少混

4M

D，

JOT－1「13号古墳墳丘・周溝断面図

JOT－13　周溝トレンチ土層解説
Al。Hue　7．5YR％　暗褐色
2．Hue7．5YR舛　固くてもろい　2aタr柔かい
3．Hue　7．5YR％　黒褐色きめ細い
4．］Hue　7．5YR％　極暗褐色ローム粒混
5．Hue7．5YR％　暗褐色ローム粒混　5a％柔かいローム粒混
6．Hue7．5YRタ受　褐色ローム混　6aタfローム多混
7．Hue　7．5　　　　　ローム
8．Hue　7．5YR％　褐色ローム混　9a％ローム多混
9．Hue　7．5YR％　褐色ほぼローム
10．Hue　7．5YR％　黒褐色柔かい
Bl．Hue　7．5YR．％　褐色
2．Hue　7．5YR％　黒色固くてしまりがある
3．Hue7．5YRタ盲　暗褐色柔かい3a　7．5YR％ローム粒多混
4．Hue　7．5YR％　黒褐色　4a　7．5YRタをしまりがある
5．Hue　7。5YR％　暗褐色ローム多混
6．Hue　7．5YR％　褐色ほぼローム

8．Hue　7．5YR％　黒褐色
9．Hue　7．5YRタ家　褐色ローム多混
Cl．Hue　7．5YR％　暗褐色
2．Hue　7．5YR％　黒色固く　しまりがある
3．Hue　7．5YR％　黒褐色ローム寮立少混
4．Hue　7．5YR％　極暗褐色ローム粒混
5．Hue　7．5YR％　褐色ローム粒混
6．Hue　7．5　　％　ほぼローム
Dl．Hue　7．5YR′％　暗褐色，1a　7．5YR％特に柔かい
2．］Hue　7．5YR％　暗褐色ローム多混
3．Hue　7．5YR％　褐色ローム多混
4．Hue　7．5YRタg　褐色ほぼローム
5．Hue　7．5YR一％　日普褐色
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1囲

第140図　J OT－11号古墳主体部掘り方実測図
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第11号埴土層解説
laHue lOYR％　褐色（やや暗く赤味をおび，しまりがない）
1bHue lOYR％　褐色（やや赤味をおびている）
l cHue lOYR％　褐色　（しまりがない）
l dHue lOYR％　褐色　（やや暗い）

；霊豊㍑票霊緩二霊器を票雲料‡芸票，る島明るい）



6

旦L＝2由。m　西トレンチ周満

旦し24．7。m　　周満Bトレンチ
、‾一　一一一一1－－…l1－、、一一一一ll一　一一一1－－

張勃伽南北トレンチ周溝

JO11－－12　墳丘周構
Al。Hue　7．5YRガ　視

を

ト
色
お

2．Hue　7。5YR％　黒視
り　を

3．Hue　7．5YR％　日渡視
をお

F　　周溝Fトレンチ

掴　周満目トレンチ

旦し24．5。m東西周涌Jトレンチ

第　射温　、QTl叩号古墳墳丘0倍横断証泡

レンチ，土層解党
少達疫のロー叫ム粒子含，しま　り

⊥
l
一
一
し

少
てび
色
お
色
び

る

少意のローム粒子含，しま
びている。
多盤のローム粒子含，しまり
寒占啓三弓虫い

4・Hue7・5YR％明褐色　しまりをおび粘性強い，ロー
ム主f奉てもある

5・Hue　7・5YR光　軸色　多盤のローム粒子含，しまり
をおびている

6・Hue　7・5YR鬼　褐色少盛のロームブロック含み，さら
さ　ら　している
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1
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5

6

7

8

1

2

B

 

C

栂色
累
極
暗
暗
視
や
鳥
簑

色　担lく　しまっている
暗褐色　ローム粒子少混
章毎色　ロ…ム粒ま昆
褐色　ローム捷邑
色　は（ぎローム
やまばらな旧衷黒色
色　粘土砂礫混りロームブロック温
色　少二重疫のローム粒イー含
褐色　少j疫のローム粒子含，しま　り
をおびている。粘性は弱い

2a Hue　7・5YR％　禁を袖垣　多魔のローーム粒子含，しまり
をおび粘性も強い
明施与色　多意のローム粒子含，しまり
をおび粘性強い
褐色　少盤のローム粒子含，粘性強い
ローム層
祖を色　多ま疫のローム粒子含，しまりを
おびている
黒槻色　ローム粒子含しまりをわびて
いる
黒褐色　多盤のローム粒子含㌧しまり
をおび挙占′性弓由い
暗褐色　多選のローム粒子含，しまり

3．Hse　7．5YR％

4．Hue　7．5YR九
5．　Hue
t）1．Hue　7．5YRタ盲

2．Hue　7．5YRタ盲

3．Hue　7．5YR％

4．Hue　7．5YR労
をおび粘性強い

5・Htle　7．5YRj喀　明弘～色　しまりをおび粍性強い
El・Hue　7．5YRガ　褐色　少盤のローム粒子炭化物を含む
2．Hue　7．5YR％　黒褐色　多意のローム粒子しまりをお

3．Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR j埠

5．Hue T．5YR喜

て
色
槻
び
硯
ま

び
黒
黒
お
略
し

6。Hue　7．5YR％　奉お色
しま

る
し
　
い
　
を
少
を

い
　
色
て
色
り
　
り

を
の紺
碧

おびている粘性弱い
ローム粒子，　しま　りを

少盤のローム粒二子焼土粒子含
おぴている
盤のロームブロック含有し，
おびている

7．Hue　7．5YR鬼　明拳出色　ローム主体と　している
8・Hue7・5YR％　褐色　表面に近い方に多原の粘土粒を

含有している
Fl・Hue　7・5YR％　暗褐色　ローム粒子e炭化物を含み比

車交自勺さらさら　している
2・Hue　7・5YR％　黒色　少東のローム粒子を含む，しま

りをおびている，粘性弱い
3・Hue　7・5YR％　累触色　多盛のロ∵ヰ粒子含，しまり

をわびている，粘性強い
暗褐色　少巌のローム粒子含，しまり
をおぴている
施l
お

11－（　　－

偲
ぶ
浬
溜
り
漕
胤
膚
お
色
て
慧
槻
豊
体
色
に
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ぼ
色
色
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3
一
泊
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胴
順
鍔
嘲
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髭
紆
整
数

4t Hue7．5YRガ

5．Hue　7．5YR労

6．Hue　7．5YRタ宅
Gl．Hue　7．5YR．ラi

2．Hue　7．5YR51
3．Hue　7．5YR％

4．Hue　7．5YR％

※木の根により
Hl．Hue　7．5YRタ5′

2．Hue　7．5YR％

3．Hue　7．5YR％

4．Hue7．5YR％
5．Hue　7．5YR j轄
5a Hue　7．5YR％

6．Hue　7．5YRタ右
※全体自勺に木の

11．Hue　7．5YRガ
2．Hue　7．5YRタ1’

3．Hue　7．5YR％
4．Hue　7．5YR％
5．Hue　7．5YRタi
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多盤のローム粒子含，しまりを
て．いる
色　＊副生強い
色　少二汝のローム粒子・炭化物・
粒子含
少j疫のローム粒子含，粘性強い
少量のローム層ブロック含，L
をおびている
色　多東のロームブロック含，
をおぴている
れて‾いる
多革の一ローム粒子を含，しまり
びている
少盤のローム粒子含，しまりを
る

少盤のローム粒子含，しまり

る
臓
糾
鵠
誓
霊
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窮摘　図　』の苗一帽号音墳石棺展開図
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1M

第摘　図　』◎苛一帽考宙墳主体部掘相方実測図

B，

12号古墳土層解説
1a Hue　7．5YR％褐色（ロームブロック混）

1b Hue　7．5YR％褐色（石片混）
1c Hue　7．5YR％褐色（黒色，混，しまりなし）
2a Hue　7．5YRタ首褐色（ロームブロック，混）
2b Hue　7．5YR％褐色（しまりなし）
2c Hue　7．5YR％褐色（石片混）
2d Hue　7．5YR％褐色（石片混）
3a Hue　7．5YR％褐色（石片混，しまりある）
3b Hue　7．5YR％褐色（しまりなし）
3c Hue　7．5YR％褐色（しまっている）
3d Hue　7．5YRタ‘褐色
4a Hue7．5YR％明褐色（ロームブロック，しまりある）

4b Hue　7．5YR．％明褐色
5．］Hue　7．5YR％褐色
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第144図　JOT－13号古墳石棺展開図
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4，
＼

瑠　細

第欄　間　』◎苛…柑号音堵童体部掘相方実測図

13号古墳土層解説
1a Hue7。5YR％　褐色（ロームブロック，混）
1b‰e7。5YR％　褐色（ロ・－ム粒子やや多し，石片，

黒色，混）
1c Hue7．5YR鯖　褐色（しまりなく，石片，粘土，混）
1d Hue7．5YR％．褐色（しまりな叫
2a Hue7。5YR％　褐色（黒色，混，しまっている）
2b Hue7．5YR％　褐色
2c Hue7．5YR％　褐色（しまりなし）
3a Hue7．5YR3i　暗褐（粘土，黒色，石混）
3b Hue7．5YR％　暗褐色
4a Hue7．5YR％　褐色（しまりある）
4b Hue7．5YR．％　褐色（黒色，ローム粒，混，柔かい）
5．Hue7．5YR％　暗褐色
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B　棄トレンチ周満

D 墳丘セクション

2　　　　　　　　　　　　　4

D，　　　　　　　E墳丘セクション

第摘　閑　　適◎管…摘号音墳堵盈◎周横断面図

JOT－14　墳丘周溝トレンチ土層解説
Al．Hue7．51rR％
2．Hue　7．5YR％
3．Hue7．5YR％‘

4．Hue7．5Y軋％
5．Hue7．5YR宥
6．Hue7．5YR％
7．Hue7．5YR％
8．Hue7。5YR％

910111213

°

1

4

1

2

B

3．

褐色

褐色ローム多混土盛
極暗褐色
極暗褐色　ローム

褐色

黒褐色　固くしまっている
黒褐色

暗褐色　ローム混粗粒子で特に粒子が多い
Hue7・5YR％　黒褐色　ローム粒混
Hue7．5YR％　極暗褐色固い

E

Hue7・5YR％　黒褐色　ローーム粒混

Hue7・5YR％極暗褐色ローム混粗粒子で特に粒子が多い
Hue7・5YR寓A　褐色　ローム多混

7　7　7　7

e

 

e

 

e

 

e

u

 

u

 

u

 

u

H
 
H
 
H
 
H

5YR％　褐色　ほぼローム
5YR％　褐色
5YR％　黒褐色黒色混
5YR％㍉黒色　固くしまっている

4．Hue7．5YR％　極暗褐色
4a Hue7。5YR％　極暗褐色　やわらかい
5・Hue7．5YR％　黒褐色　粒子藻
5a Hue7．5YR％　黒褐色
6・Hue7．5YR％㍉黒色　ローム粒混
7・Hue7・5YR％　極暗褐色　粒子多混
8・Hue7・5YR％　暗褐色　ローム多混
9・Hue7・5YR％　黒褐色　ローム多混
10．Hue

ll．Hue

12．Hue

13．Hue

14．Hue

Cl．Hue

2．Hue

3．Hue

4．Hue

7・5YR％　暗褐色　ローム多混

7・5YR％　褐色　ワーム多混
7．5YR％　褐色　ほぼローム

7・5YR％　褐色　ローム多混しまって乙ゝる
7。5YR％　極暗褐色
7。5YR％　褐色

7・5YR％　褐色　ローム多混

7・5YR％　黒褐色　固くしまっている
7・5YR％　極暗褐色　ローム粒混

4a Hue7・5YR％黒褐色　ローム粒混柔かい

一一347－

F

5・Hue7．5YR％‘褐色　固い

6・Hue7．5YR％　暗褐色　固い
7・Hue7．5YR31暗褐色　固い
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Hue7・5YR名．褐色　ローム混
lIue7・5YR％　褐色　ほぼローム混
HuelOYR％　黒褐色　柔かい，表土および撹乱
Huel OYR％　黒褐色　旧表固くしまっている
Huel OYR％　暗褐色　焼土粒混
Huel OYR％　褐色　ローム

はuelOYR％　黒褐色　表土層および擾乱柔かい
ほuel OYR％　暗褐色　しまっている
Huel OYR％　暗褐色
はuelOYR％黒褐色旧表土しまっている
1uel OYR％　褐色　ローム

1uelOYR％褐色　1′％ローム粒子多混
OYR％　黒色固　くしまっている

10YR％　にぷい黄褐色　固い
10YR％　暗褐色　ローム粒子多混
OYR％　黒褐色　ローム粒子多混
OYR％　黒褐色　しまっている
OYR％　暗褐色　ローム粒多混
017Rチ・i’

9・Huel OYR労　にぷい黄褐色　ローム粒混

10・HuelOYR％‘暗褐色　ローム粒混
11．Huel OYR％　褐色　ほぼローム

Gl∴軋把玖5YR％暗褐色　ローム粒混柔かい
2・Hue7．5YR31黒色　黒色固い

3・独e7。5YR％黒褐色　ローム粒温　黒色
3a Hue7・5YRタ盲．黒褐色　ローム粒混，固い黒色

4・H㍑e7・5YR昇黒色　ロームを含みしまっている
5・Hue7・5YR欠′　ローム粒多くきめ荒い
6・Hue7。5YR％　ローム粒黒色混

7・Hue7・51rR′％　ローム粒黒色混
8・Hue7・5YR％　きめこまかく，しまっている

9・Hue7．5YR％　ローム混しまっている
10．Hue∴5YR塞．ローム



旦しこ2。、5。m墳丘周溝トレンチ

∈上屋豪嘉芸レエ二二二二二二薫蒸を三三三三二
乱

B’　　　　　　　　C　周溝断面北壁

旦睦24．5。m東トレンチ周溝南壁
一一一一　一　　　．　一一　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　一一一　一　　一　‾‾‾　　1－、－、、I l

旦L2．．70m 周溝トレンチ　　　　　　匠，

l－＼llニー→二二三二一一一一Jl

仁rrr叫臥「二二∃

第1舶国　　JOT一　路茸古墳墳丘0周構断蔑凶

C，

A’

JOT－15　墳丘周溝トレンチ土層解説　　　　　　5・Hue7・5YR％褐色　ロームブロック，黒色混

A　上　Hue7．5YRタを　黒褐色

2．Hue7．5YR％　窯褐色

3。Hue7．5YR％　極暗褐色　ローム粒混

4．Hue7．5YR％　褐色

5．Hue7．5YR％　褐色

6．Hue7．5YR舛　黒色

1㌦　Hue7．5YRタを　褐色

8．Hue7．5YR％　褐色

9．Hue7．5YR％　褐色

10．Hue7．5YR％　暗褐色

11．Hue7．5YR％　暗褐色

12。Hue7．5YR％　暗褐色

B上　Hue7．5YR％　暗褐色

2．Hue7．5YR％　黒色

3．Hue7．5YR％　黒色

4．Hue7．5YR％　褐色

ローム混

ローム多混

固くしまっている旧表

表土層

固くしまっている

ローム黒色混

ローム混

ローム混

固く　しまっている

固い

やや柔かいローム粒混

ローム多混

C上　Hue7．5YR％　褐色

2．Hue7．5YR％　黒褐色　固くしまっている

3．Hue7．5YR％　極暗褐色

4．Hue7．5YR％　暗褐色

Dl。Hue7．5YR％　褐色

2．Hue7．5YR％　暗褐色

3．Hue7．5YR％　黒褐色　固くしまっている

4．Hue7．5YR％　極暗褐色　ローム粒混

5．Hue7．5YR％　暗褐色　ローム粒混

6．Hue7．5YR％．褐色　ほぼローム

El．Hue7．5YR％　極暗褐色　旧表

2．Hue7．5YR敦′　黒褐色　やや固い

3．Hue7．5YR％　暗褐色　固くしまっている

4．Hue7．5YR労．黒褐色

5．Hue7．5YR％　暗褐色　ローム粒混

6．Hue7．5YR％　褐色　しまり多L

Fl．Hue7．5YR％．黒褐色

2．Hue7．5YR％　黒褐色

3．Hue7．5YR％　暗褐色　しまっている

4．Hue7．5YR％　極暗褐色

5．Hue7．5YR％　黒褐色　しまっている

6．Hue7．5YR％　黒褐色　固くしまっている

7．Hue7．5YR％　黒色

8．Hue7．5YR労．黒褐色　ローム粒混

9．Hue7。5YR％　褐色　ローム多混

10。Hue7．5YR％　褐色　ほぼローム
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J O T一日号古墳

第148図　　JOT－5・11号古墳石棺内出土遺物
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第149図　JOT－13号古墳石棺内出土遺物
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JOT－5号古墳出土遺物（3）
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第154図　JOT－5号古墳出土遺物（4）
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第155図　JOT－5号古墳出土遺物（5）
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第157図　JOT－11号古墳出土遺物
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第158図　JOT－5号古墳出土遺物
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第162図　　JOT－13号古墳出土遺物
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第163回　JOT－2号古墳出土遺物拓彰図
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第164図　大塚古墳群航空写真測量図（1）
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第165図　　大塚古墳群航空写真測量図（2）
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第柑　図　　枚延　号音墳地形図
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第168図　　松延2号古墳地形図
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B
L　　　　　二

「≡還±千二
松延1号　A・Bトレンチ土層解説

Hue7．5YR使用

1層　％　暗褐色土　表土ロームブロック十ローム粒子　ひじょうにやわらかい

2層　％　暗褐色土　ローム粒子やわらかい表土

3層　％　褐色土　　やわらかい　ロームブロック（3cm前後）
4層　％　明褐色土

5層　％　暗褐色土　少量の暗褐色土含む＋砂粒　やわらかい

6層　％　暗褐色土　ロトームブロック少量

7層　彪　黒褐色土　しまってきる　ローム粒子少量
8層　％　暗褐色土　しまっている

9層　％　黒褐色土　ローム粒子少量　しまっている

ユ0層　％　暗褐色土　ローム粒子　しまっている。

11層　％％黒褐色土　黒色土（昇）がブロック状にはいっている　しまっている

12層　％　極暗褐色土　ローム粒子しまっている，砂粒含む
13層　％　黒褐色土　ローム粒子少量　やわらかい

14層　％　暗褐色土　ローム粒子少量・しまっている

15層％　黒褐色土　ロ…ム粒子少量　しまっている

16層　％　暗褐色土　ローム粒子多量　やわらかい
17層　％　明褐色土　ソフトローム

18層　％　褐色土　　ローム粒子少量　ややしまっている

19層　％　褐色土　　ローム粒子多量　やわらかい

20層　％　暗褐色土　ロームブロック（3cm前後）少
21層　％　黒褐色土　ローム粒子＋砂粒　しまっている

22層　％　黒褐色土　ロームブロック（3cm前後）＋黒褐色土（％）少量

23層　％　褐色土　　ロ…ムブロック＋少量の黒褐色ま（％）しまっている
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褐色ト　　ロ…ノ、プロ　ノク帯状

暗褐色上　ローム粒J’・十個府少量しま」ている

褐色i二　　「ト－！、プロ　ノク（5cm前後ラ

暗褐色！二　日…ノ、粒j′一　しま1ていろ

暗褐色ト　ロ…一ノ、プロ　ノク混入＋rト∵ム粒イ・

褐色I lトー∴ソロ　ノウ混入

暗褐色土　ロームプロノク（3cm前後）＋極暗褐色土（％）少蒐

暗褐色ヒ　ロームプロノク（3cm前後）＋ローム粒r＋黒褐色土（％）

褐色土　　ロームプロ　ノク少量＋表土＋砂粒少宣

暗褐色　　ロームプロ　ノク＋ローム粒子十表土

暗褐色　　ロームプロノク（3cm前後）＋極暗褐色（％）がプロ　ノク状に含まれる

暗褐色　　ローム粒子少櫨＋砂粒しまっている

黒褐色　　ローム粒r－少鳩十砂粒し　まノノている

褐色」二　　ロームプロ　ノク

暗褐色　　ローム粒fA＋黒褐色（％）の粒しまノ）ている，ねぼり気がある

黒褐色　　ローム粒r混入　しまりがある

黒褐色　　　しまりがある。。

暗褐色　　ローム粒イ・＋黒褐色J二の粒混入

黒褐色　　旧表1二非常にかたい

褐色　　　　しまっている

擬舌L　　ロームプロ　ノク　表」二　やわらかい

る
　
ム

い
一

て
　
ロ

つ
　
卜

ま
　
フ

し
　
ソ

土
土
色
色
褐
褐

48a層　　撹乱

49層　％　暗褐色土

50層　％　暗褐色

51層．％　暗褐色
52層　ノ％　暗褐色

53層．％　暗褐色

54層．％　暗褐色

55層　％　褐色

56層　％　褐色

ローム粒子混本
ローム粒J’・＋褐色土、（％）少蒐＋砂粒しまっている

ローフブロック（4cm前御＋暗視争＋（％）しまっている
＼

ロームプロノク（3cm前後）＋ロー∴粒r中々：二撹乱ありやわらかし

ローム粒「＋砂粒　やわらかい

ローム粒「＋ロームプロ　ノク（3cm前後）やわらかい
ローム粒子混入　やわらかい

炭化物（少量）＋焼士＋ローム粒「　やわらかい

57層　％　暗褐色　　ローム粒子少量＋小石

58層　％　褐色　　　ローム粒r　しまっている

59層　％　褐色　　　　ソフトローム

60層　％　黒褐色」二．ロ…ム粒r一混入　しまりがある
61層　％　極暗褐色土　少晃のローム

62層　％　褐色土　　ロ…∵ム粒f一＋ロームプロノク（3cm前後）

63層　％　褐色土　　ハ…ドローム（ロームブロック，3cm前後　帯状）

64層＋タイ　黒褐色土　少量のローム粒子　しまっている

65層　％　褐色ト　　ロ一一∴粒r十暗褐色土（％）少量　しまっている

66層　％　褐色土　　ローム粒r十ロームブロック（3cm前後）

67層　％　暗褐色土　ローム粒子（少凝）十黒褐色土（％）少量
68層　％　暗褐色　　ローム粒子＋黒褐色土（％）67層より黒褐色土が多し

69層　タオ　褐色　　　ロ…ム粒子混入　やわらかい
7哺尋　％　褐色　　　　しまりがある

二三億二＿千葦　　「　　二二
＿＿＿＿Jk空包

ー369－370－

第柑　図　枚延　号音墳断面図

松延1号　　C e Dトレンチ土層解説

Hue7．5YR使用

1層　％　褐色土　表土＋ローム粒子＋砂粒，しまりはやわらかい

2層　％　褐色土　ロームブロック（3cm前後）＋暗褐色土（％＋ローム粒子）

3層　％　褐色土　ロームブロック＋ローム粒子＋暗褐色土（％）一部含む，しまりはかたい

4層　％　褐色土　ロームブロック（2cm前後）＋ローム粒子＋暗褐色土（％）

5層　％　褐色士　ロームブロック（5cm前後）＋ローム粒子＋暗褐色土（％）少量含む
しまりはかたい

6層　％　暗褐色土　ローム粒子混入，若干しまっている

7層　％　暗褐色土　ローム粒子

8層　％　褐色土　少量のローム粒子＋暗褐色土（％）少量，しまっている

9層　％　暗褐色土　ロームブロック（3cm前後）＋ローム粒子＋表土，やわらかい

10層　％　暗褐色土　ロームブロック（2cm前後）＋ローム粒子＋窯難褐色土（％）少量

11層　％　褐色土　ロームブロック（2cm前後）少量＋ローム粒子，しまっている。
12層　％　褐色土　黒褐色土（％）含十ローム粒子少量

13層　％　暗褐色土　ロームプロっク（3cm前後）少量

14層　％　褐色土　　ロームブロック（3cm）＋ローム粒子＋暗褐色土（％）

15層　％　こ黒褐色土　ローム粒子少量含む，しまっている

16層　％　褐色土　ロームブロック（5cm前後）少量含

17層　％　暗褐色土　ローム粒子少量

18層　％　褐色土　ロームブロックのかたまり＋少量の暗褐色土（％）
19層　％　褐色土　ロームプロノク（3cm前後）のかたまり＋黒褐色土（％）が1cm前後のブ

ロックに在り入りこむ

20層　％　暗褐色土　ロームブロック（3ぐm前後）＋ローム粒子＋黒褐色土（％）
21層　夕を　黒褐色土　旧表土＋砂粒，しまっている。

22層　夕を　暗褐色土　ローム

23層　％　暗褐色土　ロームブロック少量（3cm前後）＋黒褐色土（％）しまりは普通

24層．％　暗褐色土　ロームプロソク＋ローム粒子，やわらかい

25層　％　褐色土　　ロームブロック，しまっている。

26層　タg　褐色土　　暗褐色土（％）のプロノクがところどころに含まれる

27層　％　褐色土　　暗褐色土（％）のブロックがところどころに含まれる，26層より黒色土

が多い

28層　％　暗褐色土　ロームブロック（3cm前後）少量＋黒褐色土（％）のブロック＋少量の

炭化物

29層　一％　暗褐色土　少量のロームブロック＋ローム粒子＋黒褐色土，しま→ている

30層　％　褐色土　　ロームブロック帯状になっている

31層　％　褐色土　　ロームプロノクのかたまり
32層　％　暗褐色土　ローム粒子十ロームブロック

33層　％　暗褐色土　ロームブロック（3cm前後）＋粘土少量ふくむ

34層　％　暗褐色土　ロームブロック（1cm前後）＋焼土粒色＋黒褐色ま（％）

35層　％　褐色土　　ロームブロック（2cm前後）＋ローム粒子＋黒褐色土（％）少量

36層　％　黒褐色土　ローム粒子少量＋砂粒，ひじょうにかたい

37層　％　褐色土　　ロームプロノク（3cm前後）＋暗褐色土（％）しまりは普通
38層　％　褐色土　　ロームブロック（2cm前後）＋多量のローム粒子＋表土，一部捜乱あり

39層　％　褐色土　　ロームブロック（3cm前後）＋ローム粒子

40層　％　褐色土　　ローム粒子十ロームブロック（1cm前後）＋少量の暗褐色土（％）しま

っている

41層　％　褐色土　　ロームブロック＋ローム粒子＋暗褐色土（％）少量含，しまりは普通
42層　％　黒褐色土　ローム粒子＋砂粒，しまっている
43層　％　褐色土

44層　％　褐色土
45層　％　褐色土

46層　％　暗褐色土

47層　％　暗褐色ま

48層　％　褐色土

49層　％　暗褐色土
50層　％　黒褐色土

51層　％　褐色土

52層　％　褐色土

53層　％　褐色土

54層　′％　暗褐色
55層　晃　明褐色土

56層．％　明褐色土

57層　％　明褐色土

58層　％　褐色土

a　　　　　撹乱

ロームゾロック（3cm前後）＋ローム粒子＋暗褐色土

ローム粒子＋黒褐色（％）の粒子混入　しまっている

ローム（ソフトローム）

砂粒

ロームブロック（4cm前後）少量

砂粒

しまっている，旧表土砂粒

ロームプロ　ク＋ローム粒子＋暗褐色土（％）

ロームプロノク（3cm前後）少量＋ローム粒子，やわらかい

ソフトローム

やわらかい

ソフトローム

やわらかい
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松延2号　主体部　　　　　A Bトレンチ土層解説Hue7．5YR使用
1層　昇　黒色　　少量のハードローム粒子（1mm前後）を含む。
2層　　　　　耕作土
3層　％　黒褐色　極少蛍のY Pハードローム粒子（1mm前後）を含む。ノ

4層　％　黒褐色　極少嶺のY P及び炭化粒子
5層　％　黒褐色　極少量のハードローム粒（1mm前後）およびY Pを含むし
6層　％　暗褐色　少量のハードローーム粒（1mm前後）および極少竜の炭化粒子を含む〕
7層　％　黒褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含む㌧

8層　％　暗褐色　少蛍のハードロ…ムプロ　ノク　日cm前後）およびY Pを含む、。〕
9層　％　褐色　　少嶺のハードロ∴…ム粒（1mm前後）および極少一迫のY Pを含む）
10層　％　噌褐色　極少境のハpドローム粒（1mm前後）およびY Pを含む、

11層　％　褐色　　少嶺のハードローム粒J’12mm前後）を合も、しノ
12層　％　褐色　　所謂，褐色土である（地山）
13層　％　暗褐色　少量のハードロームプロ　ノク（5mm～1cm前後）を含む
14層　　　　撹乱
14a層％　褐色　　多量のハードロームブロック（5cm前後）を含む。
15層　％　暗褐色　比較的多旗のハードロームプロ　ソク（2cm前後）を含むu
16層　％　褐色　　比較的多嶺のハードロームブロック（1mm前後）を含む。〕

17層　％　褐色　　少嶺のハードロームプロ　ノク（5mm～3cm）を含む。
18層　％　暗褐色　少量のハードロームプロ　ノク（5mm～5cm）および極少遠の炭化物

（木炭）を含む。
19層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1～・5cm）を含む。
20層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（3cm前後）を含む。
21屑　％　明褐色　少量のハードロrぺムブロック（5mm～6cm）を含む。
22層　％　異色　　少量の白色ス　ユリアおよびY Pを含む。
23層　％　暗褐色　少嶺のハードロームプロ　ノク（1cm前後）を含む。

24層　％　褐色　　比較的多選のハードローームプロ　ソク（1～4cm）を含む。
25層　％　暗褐色　比較的多量のハードロームプロ　ノク（1～3cm）を含む。
26層　％　褐色　　少量のハードロ…ムブロック（5mm～2cm）を含む。
27層　％　暗褐色　極少量のハードロームブロック（1cm前後）を含む。
28層　％　暗褐色　少量のハードロームプロ　ソク（1～5cm）および黒色土のミキシング

層であり，若干しま　り　をわびている。

29層　％　褐色　　多嶺のハードロームプロ　ノクハードローム粒及び少量の（1cm～3cm）
を含む。）

30層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5mm～3cm）を含む。
31層　％　暗褐色　ロームブロック，およびローム粒子が多量に含まれる，しまりは普通
32層　％　暗褐色　ロームブロック（3cm前後）＋ローム粒子表土層も含まれる。
33層　％　暗褐色　ロームプロ　ノク（3cm前後）＋ローム粒子＋黒色土（％）少量含まれる。

る，しまりは硬い。炭′ヒ物，砂粒を含む。
34層　％　褐色　　多量のハードロームブロック（1cm前後）を主体とし若干しまりをお

びている。）

35層　％　黒褐色　比較的多量のハードロ∴…ムプロ　ノク（3mm～2cm前後）を含む∩
35a層％　暗褐色　黒色（昇）がある，ロームプロ　ノク（2cm前後）が含まれローム粒子

がある。しま　りは硬い。

36層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（2～3cm前後）を含む。
36a層％　窯　　　少ま達のハードロームブロック（5mm前後）を含有し，少量の炭化物を

含む。
37層　　　　撹乱
38層　％　暗褐色　比較的多義のハードロームプロ　ノク（5mm～2cm）を含有し，しまり

をわびている，1部木の椴による撹乱あり。
39層　％　　ローム粒「十ロームプロ　ノク（3cm前後）十％黒色土が少量

40層　％　黒褐色　ローム粒子十少蔓の砂粒　やわらかい。木の根による撹乱あり

第170図

41屑　％　黒褐色　ローム粒子W一一部撹乱があって砂粒が含まれ，40層よりややしまりが
ある。）

42層　　　　擾乱

43層　％　暗褐色　全体的にはしまっているが所々に，本の根による撹乱屑がある。
44層　タイ　黒色　　少喜連の砂粒および極少迫のY Pを含む。
45層　％　黒褐色　極少吾達のY Pを含む。
46層　8％　黒褐色　極少量のY Pハードロームブロック（5mm前後）を含む。

47屑　％　暗褐色　少ま達のハードロームプロ　ノク（5mm～1cm）を含む。
4鋤尋　％　暗褐色　少寺達のハードロームプロ　ノク（5mm前後）を含む。
49層　％　鴫褐色　極少ハ櫨の砂粒Y Pを含む。
50層　％　褐色　　ロ㌧…ムブロック粒上　やわらかいr
51層　％　暗褐色　少ぷい乃ハードローム粒（l～5mm）および，極少蝮の砂粒を含む。
52層　％　暗褐色　少旗の砂粒および極少畳のハードローム粒　0mm前後）を含む。〕

53層　％　暗褐色　極小を達のハード11－ム粒（lmm前後）および少量の砂粒を含む。
54層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（2mm前後）および極少量の砂粒を含む0
55屑　％　暗褐色　少圭達のハードロームブロック（5mm前後）及び極少嶺の砂粒，含む。
56層　％　暗褐色　比較的多量の黒色ハードプロノク（2cm前後）および極少晃のハード

ロームプロ　ノク（5mm前後）を含む。
57層　％　鴫褐色　少＿星の砂粒及びハードローム粒（3mm前後）を含有し，ぎらぎらして

いる。

58層　％　褐色　　少量のハードローム粒（1mm前後）を含む。
59層　％　褐色　　極少量のハ…ドロームプロ　ノク（1cm前後）を含む。）
60層　％　褐色　　砂粒を主体とし，少量のハードローム粒（1mm前後）を含む。
59層　％　褐色　　極少嶺のハードロームプロ　ソク（1cm前後）を含む。
60層　％　褐色　　砂粒を主体とし，少j護のハードローム粒（1mm前後）を含む。
61層　％　褐色　　砂粒を封本とし，極少墨のハードロームブロック（5mm～1cm）を含む

62層　％　鴫褐色　　少晃のハードローム粒（1mm前後）を含む。
63層　％　哺褐色　少！－との′、－ドローム粒（1mm前後）及び極少量のハードロームゾロッ

ク（5mm～1cm）を含む。

64層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1～5mm）および極少量の砂粒を含むC
65層　％　褐色　　ハ一一ドロームプロソク（1cm前後）を主体とし，ごつごつしている。
66層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5mm～2cm）を含む㌧
67層　％　暗褐色　少Ilとの黒色ハードローム，プロ　ノク粒（1mm前後）および極少

遍の炭化粒子を含む。
68層　％　暗褐色　少量の小石（指頭大）およびごく少量のハードローム粒（1mm前後）

炭化杓子を含む。

69層　％　褐色　　比較的多量のハードローム（1mm～1cm）を含む。
70層　％　褐色　　ハードロームブロック（5mm～5cm）を含む。

松延2号　C・Dトレンチ土層解説　Hue　7．5YR使用

1層　　　　耕作土
2層　％　褐色　　表土＋ロームプロ　ノク（2cm前後）やわらかい。
3層　％　黒褐色　少＿至達のロ…ム粒子を含み，しまっている。砂粒も含むb
4屑　％　褐色　　ロームプロ　ノク（3cm前後）＋ローム粒子，木の根により撹乱あり。
5層　％　褐色　　ソフトローム＋硬いロームブロック（3cm前後）しまっている。
6屑　％　黒褐色　表土＋砂粒＋窯色土（％）
7層　ノ％　暗褐色　ローム粒子，ややしまりがある，砂粒を含む。
8層　％　男色　　若干のロ‥ム粒子，しまっている。

9層　％　暗褐色　ローム粒子＋炭化物十少量のロームプロ　ノク，しまっている。
10層　％　褐色　　ローム粒子を日本とし，しまりがある。ねぼりもある。
11層　％　褐色　　表土＋ロームプロ　ノク（2cm前後）やわらかい。
12層　％　黒褐色　ローム粒子，しまっている。

舷延2号古墳墳丘断面図
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13層　′％　暗褐色　ローム粒子，12層より硬い。
14層　％　暗褐色　ロームブロック（3　～5cm前後）＋ローム粒f一十極暗褐色．「％）少

量の炭化物が含まれる。
15層　％　暗褐色　ローム粒子＋炭化物（少量）＋砂粒（少量）
16層　％　暗褐色　表土＋ロームプロっク（2cm前後）さらさらしている。
17層　％　褐色　　ロームブロック（1～5cm前後）十ローム粒子十黒色土（％）しま

りがある。ごく少量の炭化物が含まれている。

18層　％　褐色　　表土十ロームプロ　ノク（3cm前後）＋ローム粒子＋砂粒，さらさら　し
ている。

19層　％　褐色　　ロームプロ　ノク（2cm前後）十異色土＋暗褐色（％）＋　ロ…ム粒上
やわらかい。

20層　夕左　褐色　　褐色土の中にロームブロック（3cm前後）が含まれている。。表土が混入
している。

21層　．％　暗褐色　明褐色土＋ロームプロ　ソク＋（％黒色土）が含まれている－　＋ロー！、
粒子，しま　りがある。

22層　％　褐色　黒色土＋ロームブロック（5cm前後）＋ロ「ム粒戸，尉ヒ物が含まれている。
23層　％　褐色　黒色土＋ロームプロノク（3cm前後）＋ローム粒子一，所々に炭化物混入
24層　％　褐色　　　ローム粒子＋黒色土少嶺含む。
25層　晃　明褐色　ロームプロ　ノク
26層　％　鴫褐色　黒色＋ローム粒子．しまっていて炭化物を含む㌧
27層　％　褐色　　表土＋ロームプロ　ソク混入，砂が多い，所々に黒色土が含まれている
28層　％　褐色　　ロームブロック（5cm前後）＋黒色土が含まれている，しまりがある、

ローム粒子も含まれる。

29層　％　暗褐色　黒色土＋ローム粒子＋少量のロームプロ　ノク十炭化物を含む㌧
30層．％　褐色　　表土＋ロームブロック混入，砂が多い，所々に男色」二を含む、
31層　％　褐色　　　大きいロームプロ　ノクであり，黒色土が含まれており，28層よりやや多し
32層　％　暗褐色　ローム粒子が含まれ，ところどころに炭化物が含まれている、
33層　％　褐色　　　ロームプロ　ノク及びローノ、粒チ
34層　．％lりJ褐色　ロームブロック．少量だが黒色土がある。
35層　％　褐色　　大きいロームブロックであり，黒色土が含まれる，

36層　％　暗褐色　黒色土であり，その中にローム粒子が含まれる。所々に少烏麦だがロー

ムブロックがある。　1
37層・％′　褐色　　ロームプロノク（5cm前後）が帯状になっている，小さいロームがあ

る。（2cm前後）黒色土（％）がある。

38層　％　褐色　　ロームプロノク（3cm前後）＋ローム粒子混入、しま一ノている　黒色
土を少量含む。

39層　％　暗褐色　ロームプロソク（3cm前後）が含まれている，38層よりやや哺褐色
（％）が多く含まれる。＋ローム粒J’・しまりがある。

40層　％　暗褐色　ロームブロック（3cm前後）が帯状につながる，所々に黒色土がブロ
ック的にみられる。

41層　％　褐色　　ロームブロック（2cm前後）砂粒が含まれる，表土がまU　ている。＞
42層　％　暗褐色　砂粒と表土が混入

43屑　％　暗褐色　用色土（労のゾロ、′ク的をもの（3cm前後）が含まれる。

44層　％　褐色　　2持主より，黒色土を多く含む，ロームプロノクは少量であり，ローム
粒子がやや多い。

45層　％　黒褐色　旧表土

46層　木の根によ／ニ槻乱
47層　％　褐色

－371－372－
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JMN－2　Fトレンチ土層解説　7。5YR使用
1層　％　褐色ユニ　　表土
2層　％　褐色ユニ　　こ1－…ム粒子＋砂粒混入，やわらかい。
3層．％　暗褐色　　ロ…ム粒子＋桝立混入，しまっている。
4層　％　暗褐色　　ロ仙…ム粒子混入，褐色土（％）がまじ

っている，砂粒もまじっている。
5層　％　極暗褐色　ローム粒子＋砂粒，帯状でしまっている
6層．％　暗褐色土　ローム粒子混入
7層　％　褐色土　　所・々にロームブロック（3cm前後）が

含まれる，ローム粒子が多く含まれる。
8層　夕盲　褐色土　　ソフトロ…ム

9層　％　暗褐色土　ロームブロック少意含まれる，やわらかい
10層　％　黒褐色土　しまっている，ロームブロック（2cm

前後）がはいっている，ローム粒子少量含まれる。
11層　％　褐色土　　ロームブロック（少量3cm前後）ロー

ム粒子が多い。

12層　％　暗褐色　　やわらかい土層である，ローム粒子収入
13層　％　褐色土　　ロームブロック混入
14層　％　褐色土　　ローム粒子が少魔ふくまれている。
ユ5層　％　暗褐色　　ローム粒子＋表土＋砂粒，しまりはかたい
16層　夕首　褐色土　　しまりはかたい，ローム粒子＋表土＋砂粒

17層　夕富　褐色土　　ソフトローム
JMN－2　Gトレンチ土層解説
南璧　セクショ　ン
1’層　ノ％　　　　　　　所・謂　耕作土である。
2層　％　暗褐色　極少意のハ一一テパロ㌧…ムブロック（5mm前

後）を含有し，比較的やわらかい。

3層．％　暗褐色　　少量のハードブロック（5mm～1cm）
を含有し，若干しまりをおびている。

4層a％　褐色　　　極少量のハードロームブロック（3mm
～1cm）を含有し，若干しまりをおびている。

4層b％　暗褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前
後）を含有し，若干しまりをおびている。

5層　％　黒褐色　　極少意のYP，ハードローム粒子（1
m前後）を含有し，若干しまりをおぴている。

6層a％　黒褐色　　少量のハードローム粒（1mm前後）を
含有し，しまりをおびている。

6層bタを　黒褐色　　少畳のハードロームブロック（5mm前
後）を含有し，若干しまりをおびている。

7層a労　暗褐色　　少最のYP，′、－　ロームブロック
（1cm前後所を含有し，若干しまりをおびている）

7層も％　暗褐色　　極少慶のハード甘露一ムブロック（5mm
前後）及び少意のYPを含有し，若干しまりをお
びている。

8層aタ左　裾色　　　少量のハードロームブロック（1cm前
後）を含有し，若干しまりを帯びている。

8層も　　％暗褐色　少畳のYP，ハードロームブロック
（5mm～3cm）を含有し，若干しまりを帯びている

9層a％　褐色　　　少量のYP，ハードロ…ムブロック

（1cm前後）を含有し，若干しまりをおびている。
9層も％　暗褐色　　少塵のYP，ハードロームブロック

（1～3cm）を含有し，若干しまりをおびている。
10層a％　褐色　　　比較的多量のハードロームブロック

0cm前後）及び少量のYPを含有し若干しまり
をおびている。

10層b％　褐色　　　少量のYP，ハードこ了随一ムブロック

（1～3cm）を含有し，若干しまりをおびている。
10層Cタ妄　褐色　　　少量のYP，ハードロームブロック

（1－5cm）を含有し，若干しまりをおびている。
11層　％　褐色　　　極少量のYP，ハードロームブロック

（1cm前後）を含有し，砂質をおびている。
12層　タg　褐色　　　比較的多量のハードロームブロック

（1－5cm）及び少量のYPを含有し，若干しま
りをおびている。

13層　多言　褐色　　　少量のハードロームブロック（3cm前
後）を含有し，しまりをおびている。

14層　夕妄　褐色　　　少量のハードロームブロック（1～5
cm）を含有し，しまりをおびている。

15層　夕者　褐色　　　所謂，褐色土層である。
16層　％　褐色　　　所1謂，ローム層であると思われる。

JMN－2　Hトレンチj二層解説
南壁　セクション
1層　％　　　　　　　所謂，褐色土である。

2層　％　黒色　　少量のハードローム粒子（1mm前後）を
含有し，若干しまりをおびている。

3層　％　黒褐色　極少量のYP，ハードロー－ム粒子（1mm
ノ　前後）を含有し，若干しまりをおびている。

4層　％　黒褐色　極少最のYP，及び炭化粒子を含有し，
若干しまりを帯びている。

5層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含
有し，若干しまりを帯ている。

6層a一％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1～3cm）
を含有し，若干しまりをおびている。

6層b．％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～2
cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

7層　％　噌瀾色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
及び極少量のYPを含有し，若干しまりをおびて
いる。

8層　％　褐色　　少量のハードロームプロっク（1－3cm）
YPを含有し．若干しまりをおびている。

9層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～2
cm）を含有し，若干しまりをおびている。

10層　％　暗褐色　極少畳のハードロームブロック（1cm前
後）YPを含有し，若干しまりをおびている。

11層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）
及び極少塵のYPを含有し，若干しまりをおびて
いるn

12層　タf　褐色
を含有し

13層　％　暗褐色
を含有し

14層　％　褐色
を含有し

15層．％　暗褐色

及び，極少畳のYPを含有し，若干しまりを帯て
いる。

16層　％　黒褐色　極少意のハードロームブロック（5汀m～
1cm）YPを含有し比較的やわらかい。

17層　％　噌褐色　少量のハートロームブロック（1cm前後）
YPを含有ち，若干しまりを帯ている。

18層　％　褐色　極少量のハードロームブロック（1cm前
後）を含有し，若干砂質を帯ている。

19層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1～5cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

20層　％　黒褐色　極少量のハードロームブロック（1mm前
後）を含有し，比較的やわらかくさらさらしている

21層　鬼　暗褐色　極少魔のハードロームブロック（1mm前
後）Y∵Pを含有し，若干しまりをおびている。

22層　％　褐色　　少意のハードロームブロック（1～3cm）
を含有し，若干砂質を帯ている。

23層　夕右　褐色　　所膏胃，褐色土層である。

ー374－

少量のハードロームブロック（3cm前後）
，若干しまりを帯ている。

少量のハードロームブロック（1～3。m）
，若干しまりをおびている。

少量のハードロlムブロック（1～5。m）
，しまりを帯ている。

少量のハードロ…ムブロック（1cm前後）
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JMN…2

Cla9　－Cld9ま層解説　7．5YR使用

1層．％　暗褐色　少量のハードロ…ムプロ　ノク（5mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

2層　％　褐色　　所謂，う喝色土
3層　昇　黒色　　少量のハードロ…ム粒子　0mm前後）を

含有し．若干しまりをおぴている。
4堪．％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含

有し，しまりをおびている。
5層　％　黒褐色　極少蛍のハードローム粒（1mm前後）Y

Pを含絆し，若干しまりをおびている。
6層　ラ首　暗褐色　少量のハ…ドロー…ムブロック（1cm前後）

及びY Pを含有し，しまり粘性ともに帯ている。〕

7層　％　暗褐色　少量のハ∴ドロームブロック（5mm～3
cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

8層　％　暗褐色　極少量のハ…1ヾロームブロック（1mm前
後）を含有し，若干しまりを帯ている。

9層　％　黒褐色　少巌のハードローム粒（l～3mm）を含
有し，若干しまりおこびている。

10層　％　暗褐色　少蛍のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，若干しまりを帯てきる。

11層　労　黒褐色　少量のハ…ドローム粒（1－2mm）を含

有し，若干しまりを帯ている。
12層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）

及び，YPを含有し，比較的やわらかい。
13層　′％　暗褐色　極少魔のハードEドームブロック（1cm前

後）を含有Lを若干しまりを帯ている。
14層．％　暗褐色　少量のハードロームブロック（l～3cm）

を含有し，若干しまり　滞ている。
15層　夕首　褐色　　少量のハードロームブロック（1－5cm）

を含有し，若干しまりを帯ている。

16層　一％　暗褐色　極少量のハードローム粒（1mm前後）を
含有し，若干しまりを帯ている。

17層　％　暗褐色　少量の炭化粒子を含有し，若干しまりを
′欝ている。

18層a％　褐色　　少量のハードローム粒（1mm～5mm）及
び極少量の焼土粒子を含有し，若干しまりを帯て
いる。

18層b％　暗褐色　少量のハードローム粒（2mm前後）及び
極少量の焼土粒子を含有し，若干しまりを帯ている

18層Cタ首　褐色　　少量のハードEl一一ム粒（3mm前後）を含
有し，若干しまりを帯ている。

19層aタg　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前後）
及び極少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，若干
しまりを帯ている。

19層b％　褐色　　少量のハードローム粒（1mm前後）及び
極少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，若干しま
りを帯ている。

19層C％　褐色　　少量のハードロームプり㌧ノク（5mm～2
cm）を含有し，しまり粘性ともに帯ている。

20層a％　褐色　　少量のハードロームブロック（2cm前後）
を含有し，しまり粘性ともに若干帯ている。

20層bタ首　褐色　　少量のハードロームブロック（1－3
cm）を含有し，しまり粘性ともに強い。

91屋　　号イ　樹宙　　　　素十　「蔑丑イ乍三十1
．－　．　　l t lJ l　．1ソl　ヽ・・．・．・．一′

22層　％　褐色　　極少意のハードローム粒子を含有し，非
常にかたい。

23層a％　褐色　　極少意のハードローム粒子，砂粒含有
し，木の根による腐飾土を混入している。若干し
まりを帯ている。

23層b％　褐色　　極少量のハードローム粒子，砂粒を含有
し，木の根による擾乱あり，若干しまりを帯てい
る。

24層a％　暗褐色　極少量のハードローム粒子，YPを含有
し，しまりを帯ている。木の根による擾乱あり。

24層b％　褐色　　極少義のハードしトーム粒子（1～5mm）
を含有し，若干しまりを帯ている。木の根による
才覚舌Lあり。

24層e％　褐色　　極少量のハードローム粒子を含有し，し
まっている。木の根による擾乱あり。

25層a％′　褐色　　少量のハードローム粒子（1－5mm）極少
量の砂粒を含有し，しまっている。

25層b％　暗褐色　少量のハードローム粒子（1～5mm）Y
Pおよび極少蛍の砂粒を含有し，若干しまりを帯
ている。

26層a％　暗褐色　少量のYP及び，極少量の焼土を含有し
しまっている〇

26層b％　暗褐色　極少量のYPを含有し，さらさらしてい
る。木の根による撹乱あり，。

26層C％　暗褐色　極少量のY Pを含有し，しまっている。
26層dタ右　裾色　　少量のハ…ドローム粒子（1～5mm及

び極少量の砂粒を含有し，さらさらしている。

27層a％　暗褐色　少量のハードローム粒子を含有し，若干
しまりを帯ている〔

27層b％　褐色　　少量の砂粒を含有し，粒の形をしてさら
さらしている。

27層Cタ右　褐色　　極少量のハードローム粒子（2mm前後）
少壇の砂粒を含有し，粒の形をしていて，さらさ
らしている。

28層　％　暗褐色　極少鷺の砂粒を含有し，さらさらしてい
る。

A層　　　　　　　　　撹乱
B層　　　　　　　　　地IiJ

JMN－2
Cla9－Cld9　土層解説　7．5YR Hue　使用

1層．％　黒色　　少巌のハードローム粒子（1mm前後）を
含有し，若干しまりを帯ている。
2層　％　褐色　　少塩のハードローム粒（1mm前後）及び

極少鷺のYPを含有し，しまりを帯ている。
3層　％　黒褐色　極少壕のYP及び炭化粒戸を含有し，若

干しまりを帯ている。

4層　％　黒褐色　少嶺のハードローム粒（1mm前後）を含
有し，しまりを帯ている。

5層．％　暗褐色　極少篭のハードロームプロ　ノク　0cm前
後）を含有し，若干しまりを帯ている『

6層　％　褐色　　少稜のハードロームプロ　ノク（1～3cm）
を含有し，しまりを帯ているr－

7層　％　暗褐色　少積のハードロームプロ、ノク（1cm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

8層　′％　暗褐色　少量のハードロームプロヤク（5mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

9層　夕才　褐色　　少賢達のハードロームプロ　ノク（5mm～1
cm）を含有し，若戸しまりを帯ている守

10層　％　暗褐色　少量のハードローム粒イー　0mm前後）を
含有し，若Fしまりを帯ている。

11層　％　黒褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後所：
及び，極少鷺のYPを含有し，若干しまりを帯て
いるn

12層　タ省　略褐色　少竪達のハードロームプロ　ノク（5mm～2

cm）を含有し，若干しまりを帯ている。
13層　％　鴫褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）

Y R含有し，若干しまりをおびている。j
14層．％　黒褐色　極少最のYP，ハ…ドローム粒（1－3

mm）を含有し，若干しまりを帯ている。
15層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（2cm前後）

を含有し，若干しまりを帯ている。〕
16層　％　褐色　　所謂　褐色士である。

松廷2号　Eトレンチ土層解説
1層　夕　黒褐色　極少量のY Pを含有し，サラサラしている。＞

2層　％　暗褐色　極少量のY P，ハードロームブロック
0cm前後）を含有し，若干しまりを勝ている。

3層　％　褐色　　少嶺のハードロームブロック（1～3cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

4層a％　黒色　．少畳のYP及び極少量の砂粒を含有し，
若戸しまりを帯ている。

4層b％　暗褐色　少量のハ…ドロームブロック（1cm前後）
含有し，若干しまりをおびている。

4層C％　暗褐色　少蛍のハードロームプロ　ソク（5mm～2
cm）及び極少量のYPを含有し若干しまりを帯て
いる。

5層　％　暗褐色　少鷺のハードロームブヨっク（5mm前後）
ロッを含有し，若Fしまりを帯ている。）

6層　％　褐色　　少塗の砂粒及び極少最のハードローム粒
（1mm前後）を含有し，サラサラしている、〕

7層　％　褐色　　極少嶺のハードロームプロ　ノク（1cm前
後）を含有し，若干しまりを帯ている。

8層　ノ％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～3
cm）及び極少魔のY Pを含有し，若干しまりを帯
ている。

9層　％　暗褐色　少量のハードロームプロ　ノク（5mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

10層　％　褐色　　所謂　褐色土である。
11層　′％　暗褐色　　少量のハードロームブロック（1～3

cm）を含有し，サラサラしている。
12層　％　褐色　　比較的多量のノ、－ドロームブロック（5

mm～5cm）を含有し，ザラザラしている。
13層a％　暗褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し，若干しまりを帯ている。
13層bタ左　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1

cm～3cm所を含有し，しまりを帯ている。
14層　ノ％　暗褐色　少量のハードローム（2－3cm前後）を

含有し，若干しまりを帯ている。
15層　％　日普褐色　少量のハードロームブロック（1－5cm）

を含有し，しまりを帯ている。

16層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック
しまりをおびている。

17層　％　褐色　　比較的多義のハードこ了h－ムブロック（2
cm前後）を含有し，若干しまりを帯ている。

18層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
－5cm）を含有し，しまりを帯ている。
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第175図　松延2号古墳主体部土墳断面図
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4層　％　警禦望，璽攣．ノ二二ド書二子アアック（1cm前後）9層　％　褐色　極少蛍のハードロームブロック（5。。前
を含有し，若干しまりを帯でいる
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後）を含有し，しまり粘性ともに若干帯ている

後）を含有し，若干しまりを帯ている



10層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（3cm前後）

を含有し，しまり粘性ともに若干帯ている。
11層　％　褐色　　少量のハードロームブロック　0cm前後）

を含有し，若干しまりを帯ている。
12層　夕才　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（3

cm前後）を含有ししまりを帯ている。
13層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1～3

cm前後）を含有し，若干しまりを帯ている。

14層a　　　粘土塊（青色粘土）
14層b　　　灰白色を呈する粘土塊であり少量の山砂を混入し

ている。
15層　％　褐色　少量のハードロームブロック（5cm前後）

及び14層a　の粘土ブロック（1cm前後）を含有し，
ポロポロしている。

16層　％　褐色　　少量の14層a　寒占土ブロック（5mm～2cm）
及びハードロームブロック（2cm前後）を含有し，
しまりを帯ている。

17層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5
mm～4cm）を含有し，しまりを帯ている。

18層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5
mm～2cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

19層・タg　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

20層　％　黒色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有した黒色土であり，しまりを帯ている。

21層　％　褐色　　比埠的多意のハードロームブロック（1
－2cm）を含有し，しまりを帯ている。

22層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1～2cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

23層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm～1
cm）を含有し，しまりを帯ている。

24層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
－2cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

25層　％　褐色　　少量のハードロームブロック　し1cm前後）
を含有し，しまりを帯ている。

26層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（3cm前後）
を含有し，しまりを帯ている。

27層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1～2cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

28層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（2cm前後）
を含有し，しまり粘性ともに帯ている。

29層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
及び極少量の20層を含有し，しまり粘性ともに帯
ている。

30層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
－3cm）を含有し，しまり粘性ともに帯ている。

31層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
mm～1cm）を含有し，しまりを帯ている。

32層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，しまり粘土ともに帯ている。

33層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1－3cm）
を含有し，しまりを帯ている。

34層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
及び極少量の呼占土粒を含有し，若干しまりを帯て
いる。

35腐　％　褐色　　鞄少豊のハードロームブロック（5mm～
2cm）を含有し，しまりを帯ている。

36層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1－5cm）
を含有し，しまり粘性ともに帯ている。

37層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，しまりを帯ている。

38層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1－3cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

B－B′

1層　夕首　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（2
cm前後）を含有し，若干しまりを帯ている。

2層．％　黒褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

3層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～2
cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

4層．％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

5層％褐色　少量のハ‾ドロ‾ムブロック（1cm前後）雲雷）地山を含有し，しまりを帯ている。

6層　タイ　褐色　比較的多量のハードロームブロック（5mm
～2cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

7層　％　明褐色　ハードロームブロック（1cm前後）を主
体とし，しまりを帯ている。

8層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
及び少量の黒色土を含有し若干しまりを帯ている。

9層　％　褐色　　ハードロームブロック　0－3cm）を主
体とし，ゴツゴツしている○

10層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
cm前後）を含有し，若干しまりを帯ている。

11層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）
及び少量の黒色土を混在し若干しまりを帯ている。

12層　％　暗褐色　比較的多量のハードロームブロック（5
mm～3cm）及び部分的に黒色土のブロック（10。m）
が見られる。若干しまりを帯ている。

13層　％　褐色　　ハードロームブロック（2mm～3。m）を
主体とし，ごく少意の黒色土を混在し，非常にし
まりを帯ている。

14層　％　黒褐色　比較的多畳のハードロームブロック（2
mm～1cm）を含有し，しまりを帯ているし。

15層　％　褐色　　ハードロームブロック（5mm～2。m）及
び黒色土の混在土層であり若干しまりを帯ている。

16層　％　褐色　　ハードロームブロック（1～3cm）を主
体とし若干しまりを帯ている。

17層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前後）
を含有ししまりを帯ている。

18層　％　褐色　　少量のハードロームプロ．ック（1。m前後）
及び黒色土の混在土層であり若干しまりを帯てい
る。

19層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1－3cm）
を含有し，若干しまりを帯ている。

20層　％　褐色　　比較的多量のハードローム粒（2mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

21層　％　黒褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）
を含有し，若干しまりを帯ている。

22層　％　褐色　　少畳のハードロームブロック（1－5。m）
を含有し，若干しまりを帯ている。

23層　％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
を含有し，しまり粘性ともに帯ている。

24層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前後）
及び少意の粘土塊を混在ししまりを帯ている。

25層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（3
mm～2cm）を含有し，しまりを帯ている。

26層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（2
mm～1cm）を含有し，若干しまりを帯ている。

27層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
cm～5cm）を含有し，しまりを帯ている。

28層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5
mm前後）及び少量の黒色土及びごく少量の粘土ブ
ロック（5mm前後）を含有し，若干しまりを帯て
いる。

29層　％　明褐色　ハードローム粒（1－5mm）を主体とし
若干しまりを帯ている。

30層　％　褐色　ハードロームブ占ック（5mm前後）を主
体とし，しまりを帯びている。

31層　％　褐色　　ハードロームブロック（5mm～1。m）を
主体とし，非常にしまりを帯びている。

32層　％　褐色　　ハードロームブロック（1cm前後）を主
体とし，若干しまりを帯びている。

33層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5
mm前後）及び少量の黒色土を混在し若干しまりを
帯びている。

34層　夕忌　褐色　　ハードロームブロック　Hmmへ｝11．m竹＼右
）　－‘－－‘ノ　　し⊥．

主体とし非常にしまりを帯びている。
35層　％　褐色　　ハードロームブロック　0－2cm）を主

体とし，非常にしまりを帯ている。

36層　％　褐色　　ハードロームブロック（5mm～3。m）を
主体とし，しまりを帯びている。

37層　％　褐色　　ハードロームブロック（2cm前後）を主
体とし，非常にしまりを帯びている。

38層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（5
mm～3cm）及び少量の黒色土を混在し若干しまり
を帯びている。

39層　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（1
cm前後）を含有し，若干しまりを帯びている。

40層　％　褐色　　比較的多量のバードームブロック（5mm
～3cm）を含有し，若干しまりを帯びている。

41層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）
を含有し，しまりを帯びている。

42層　％　黒褐色　少畳の褐色土を混在ししまりを帯ている。
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松延2号　墳丘下住居址　セクション土層解説

孟＝孟：Hue7・5YR服用
1層　一％　暗褐色　少量のハ

前後）を
を帯びて

2層a％　黒褐色　極少量の

（
し
　
粒

粒
干
　
ム

ム

若

一

一
，
　
ロ

ロ
し
い
ド

ド
有
る
一

二
号
っ
ハ

mm前後）YP及び少量の炭化物（木炭）
有し若干しまりを帯びている。
2層b．宵　暗褐色　少量のハードロームブロック
（1mm～1cm）及び極少量の炭化婆立子を含有
若干しまりを帯びている
rl斗ヰEl一∠二乙　　　　＝∵ま六ノー／1ノケ　＿鼠／TヽC％　暗褐色　比較的多量のナードロームブノ

ロック（5mm前後）を含有し，若干しまりを
帯びている。
3層a労．黒褐色　少量のハードロームブロックjJ　　　　　　　ハ　ヽヽ　l　㍗　し．

1cm前後）
へ　ナ　廿ナビ　ー

及び炭化粒子を含有し，若干し
まりを帯びせいる。　て
3層b％　暗褐色　少量のハードローフブロック
（1cm前後）を含有し，若干しまりを帯びている。

4層aノ％　暗褐色　極少量のYR及び焼土粒子を
含有し，若干しまりを帯びている。
4層b％　褐色　　極少量のハードロームブロッ
ク（1cm前後）を含有し，若干しまりを帯びている。
5層　％　褐色　　ハードロームブロック（2cm
前後を主体とした，所謂第一次埋土である。
6層a％　暗褐色　比較的多量の焼土ブロック
（5m前後）及び少量のハードローム粒を含有し，
若干しまりを帯びている。
6層C労．黒褐色　極少量のハードローム粒（1
m壷年後）及び炭化粒子，焼土粒子を含有し，若干
しまりを帯びている。

払
い

＼

＼

つ

窮膵図　枚延　号音墳一土壌◎住居址実測図
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松延3号　松延住居址炉セクション土層解説
A－A

l層　％　暗褐色　多量の焼土塊（1cm前後）

を含有し，しまりをおびている。

2層　％　暗褐色　少量の焼土粒子および極

少量の炭化粒子を含有し，若干し

まりをおびている。

3層　％　褐色　　所謂褐色土であり，部分

的に加熱をおびている。

4層　　　褐色　　所謂褐色まであり，部分

的に加熱を受けている。焼土かたい。

1

1

、

＼

1

1

、

㌦

嘩地
餅執

Lヱ25184

＼工且SE遠ヨ二二二：ア

第180図　　松延2・3号古墳住居址実測図
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第181回　　志筑遺跡＋遺構位置図
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HO1号　セクション土層解説
A A

1層　黒色土　ローム粒子少

第182図　　志筑遺跡01号住居址実測図

－389－
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れ
　
多
ーム粒子1

しまりがある。

ローム粒子及
7やロックを含有ハびロームブロックを含有。

6層　黒褐色　ローム粒子が
含まれている。しまっ
ている。

7層　　　　　床面の一部で
ひじょうに固い。

8層　暗褐色　炭化物が含ま
れ，ローム粒子が多量
でやわらかい。
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粒子，

粒子含
いる。
ムプロッ

ローム粒子が含
ト　非常に固い。

a－a′焼土セクション土層解説
1
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層
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層
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黒色土混入
焼土

黒色土混入
焼土
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第183図　　志筑遺跡02号住居址実測図

＼
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HO2号　セクション土層解説

A－A′

1層　黒色土の中にローム粒子を多く含んでいる。木の根により擬乱している所がある。

2層　黒褐色の車にローム粒子，及びロームブロックをふくみ，砂が多く含まれ，やわらかである。

3層　黒褐色であり，ローム粒子を含む。しまりのある層である。

4層　暗褐色土である。ところどころにロームブロックが含まれる。

5層　暗褐色土であり，ロームブロックが混入する。

6層　暗褐色土であり，ローム粒子がふくまれる。しまりがある。

7層　暗褐色土であり，ロームブロック・ローム粒子が含まれる。5層よりしまりがある。

8層　黒褐色であり，ローム粒子が入りこんでいるが，木の根により，やわらかい。

9層　黒色土の車にローム粒子及びロームブロックがある。全体的にはかたい。
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第184図　　志筑遺跡04号住居址内フラスコ形土壌実測図

第相　国　　志筑遺跡鵬号住居址実測図
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第186図　　志筑遺跡04・05号住居址実測図
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第で酢図　　志筑遺跡0　0肘号住居址実測凪

HO6・07号　セクション土層解説

A－A′

1層Hue7．5YR労　耕作土

2層　　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒少量を含み，しまり‥
弱く，粒子はやや粗い。

3層　　7．5YR％　黒色土　　ローム粒子は全く含まない。し
まりはやや強い，粒子は細かい，ややねぼ
りがある。

4層　　7．5YR％　黒褐色土　2層よりロームやや多い。しま
りはやや強い，粒子は細かい。

5層　　7．5YR％　極暗褐色　細微なロームを少量含む，しま
りは弱い，粒子は細かい。

6層　　7．5YR労　黒褐色土　ロームは極く少量，しまりは弱
い，粒子は細かい。

7層　　　　　％　　木の根による撹乱。

8層　　7．5YR％　極暗褐色土　細微をロームを少量含む。し
まりはふつう，粒子はやや粗い。

17層　7．5YRタを　黒褐色土　　ローム粒を含む○　しまりはふ
つう。粒子は細かい。

18層　7．5YR％　暗褐色土　　ロ陶－ム粒含む。しまりはつよ
い。ねぼりがある。

19層　7．5YR％　明褐色土　　黒色粒少量を含み，しまりは

18層よりやや弱い。

20層　7．5YR％　極暗褐色土　ローム少量を含む。しまりは

つよく，ねぼりがある。
21層　7．5YR％　極暗褐色土　ローム粒少量を含む。しまり

はよわい。粒子はやや粗い。

21層　7．5YR％　暗褐色土　　微細なローム粒を含む。しま

りはやや強い。ややねぼりがある。

22層　7．5YR％　極暗褐色土　微細なローム粒とともに，オ
レンジ色の粒子も少量含む。ロームは22層

より多い。しまりはふつう。粒子は細かく

ややねぼりがある。

9層　　7．5YR％　暗褐色土　　ローム粒は8層より多く，10　23層　7．5YR％・％　ロームブロックの崩壊したものらしい。
層より少ない。しまりはふつう，粒子は細

かい。

0層　　　7．5YR％　＋　7．5　％　ローム質土が多い，しまりは
ふつう。ねぼりがある。

1層　　7．5YR％　暗褐色土　　9層よりロームは少ない。し
まりはややつよい。

2層　　7．5YR％　極暗褐色土　細微なロームを少量含み，し
まりは強い，粒子は細かい。

3層　　7．5YR％　黒褐色土　　細微なロームを少量含む。し
まりは強い，粒子は細かい。

4層　　7．5YR％　暗褐色土　　細微なロームは12・13層より
やや多く，しまりは強い，粒子は細かい。

15層　　7．5YR％

16層　　　7．5YR％

極目普褐色土　細微なロームは12・13層より

やや多く，しまりは強い。粒子は細かい。

極暗褐色土　ロームブロックを含む（2

cm），しまりは強い，粒子は細かい，ねぼ

り強い。

－393－

もろくバラバラである。

24層　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒は少ない。しまりは強い。

粒子は細かく，ねぼりがある。

25層　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒は少ない。しまりは強い。
粒子は細かくねぼりがある。

26層　7．5YR％　極暗褐色土　25層よりロームは多い。しまり

は強い。かたい。粒子が細かくねぼりがある。

27層　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒は少ない。しまりはや
や弱い。粒子は細かく，ねぼりがある。

28層　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒は28層よりかなり多い。

しまりは強い。粒子は細かくねぼりがある。

29層　7．5YR％　黒褐色土　ローム粒はほとんど含まない。
しまりは弱い。粒子はやや粗い。

30層　7．5YR％　明褐色　　ロームブロック

31層7．5YRタ首・％明褐色・黒褐色　ロームは少ない。しまり
は強い。粒子は細かく，ねぼりがある。



HO8・09　セクション土層解説
A－A′

1層　酎ヒ物を含み赤褐色までやわらかい。

2層　ロームブロックであり焼土である。

赤褐色でありがたい。

JL

B－B′

1層　炭化物を含み赤褐色土でやわらかい。

2層　炭化物を含み少量黒色土が含まれる。ややかたい。
3層　2層と同じ。

＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿．＿＿＿‘＿＿，▼＿＿至と＿｛、＿＿＿＿．、＿＿＿＿‥＿

第相　国　　志筑遺跡鵬e0号住居址実測図
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第柑図　志筑遺跡柑号住居址実測図
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第相　聞　　志筑遺跡‖号住居址実測図

Hll　セクション土層解説
A－A′

1層
2層　暗褐色　ローム粒少量含む。

3層

4層　暗褐色　ロームをし，耕作土のつづき。
5層

6層　暗褐色　ローム粒含む，しまりがややつよい0
7層　暗褐色　ロームなし。
8層　にぷい暗褐色　ロームを含む。

9層　暗褐色　ローム粒子を含む。
10層　黒褐色　ローム粒子を含む。

11層　暗褐色　ロームブロックを多く含む，しまりつよい。
12層　黒褐色　ローム粒子を含む。

13層　暗褐色　ロームブロックを多く含む，しまりつよい。
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第191図　　志筑遺跡12号住居址実測図

H12　（炉を含む）セクション土層解説

A－A′

1層Hue7．5YR5i　灰褐色

2層　　7．5YRタ首　褐色

3層　　7．5YR％　暗褐色

4層　　7．5YR％　褐色

5層　　7．5YR％　暗褐色

6層　　7．5YR％　暗褐色

7層　　7．5YR％　褐色

8層　　7．5YR％　明褐色

9層　　7．5YR％　ローム粒混　褐色

10層　　7．5YR％　褐色

11層　　　ロームブロック

12層　　7．5YR％　褐色

13層　　7．5YR％　ローム多い　褐色

14層　　7．5YR％　明褐色

15層　　7．5YRタ‘　褐色

しまりは全体につよくかたい。

ー397一

B－B′

1層

2層

3層　　かくらん

4層

5層Hue7．5YR％

6層

7層Hue7．5YRタ左

8層Hue7．5YR％

9層Hue7．5YR％

10層Hue7．5YR％

11層Hue7．5YR％

12啓　　かくらん

13層　　かくらん

14層Hue

15層Hue

16層Hue

17層Hue

18層Hue

R

 

R

 

R
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Y
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19層Hue　7．5YR

褐色

ローム粒混　褐色

明褐色

褐色

褐色

褐色

色
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色
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色
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ローム少ない。

ローム多い。

ローム多い。

左よりローム少ない。
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H14　セクション土層解説
A－A′

B－B′Hue　7．5YR使用

l層　％　極暗褐色　少意のYP及びごく少意の焼土

粒子を含有し，若干しまりをおびている。

2層　％・極暗褐色　少量のYP及びごく少量のハー

ドロームブロック（2～5mm）焼土粒子を

含有し，しまりをおびている。

3層　％　暗褐色　　少量のYP及びごく少意のハー

ドローム粒（2mm前後）焼土粒子を含有し

比較的しまりを帯びている。

4層　％　暗褐色　　少量のYP及びごく少量のハ…

ドローム小ブロック（2～5mm）を含有し

比較的しまりをおびている。

5膚a％　暗褐色　　ごく少量のYP及びごく少量の

焼土粒子，含有し，比較的しまりを帯ている

5層b％　褐色　　　ごく少量のYP及びごくごく少

塵のハードローム粒（2m前後）炭化粒子

を含有し，しまりを帯でいる。

6層　％　暗褐色　　ごく少量のYQ及びごく微量の

のハードローム粒を含有し比較的しまりを

帯ている。

虚　7層　％　褐色　　　ごく少塵のYP及び微意の焼土

粒子を含有し比較的しまりをおびている。

8層　％　暗褐色　ごく少量のYP及び微量焼土粒
子を含有，炭化粒子比較的しまりを帯てい

る。

9撃　％　褐色　　少量のYP及び微量のハードロ
ーム粒（2mm前後）を含有し，しまりを帯
ている。、

10層　％　褐色　　　少量のYP及びごくごく少量の

ハードローム粒（2mm前後），炭化粒子を含

有し，しまりをおぴている。

11層　％　褐色　　　少量のYP及びごくごく少量の

ハードローム′トブロック（2～5mm）炭化

粒子を含有し，比較的しまりを帯ている。

12層　％　褐色　　　少量のYP及びごく少量のハー

ドローム小ブロック（2～5mm）を含有し

しまりを帯ている。

窮柑囲　志筑遺跡柑◎膵考健腰址実測図日日
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窮相　国　　志筑遺跡柑◎膵考住居地実測図　摘）

H13・17号　セクション土層解説

Hue7．5YR使用
1層　％　暗褐色　少量のYP，及びごくごく少量のハードローム粒（2mm前

後）を含有し，サラサラしている。

2層　％　黒褐色　少量のYP，及び極少量のハードローム粒（2mm前後）を
含有し，若干しまりをおびている。

3層　％　黒褐色　少量のYP，及び極少量のハードローム小ブロック（2－

5mm），ごくごく少量の焼土粒子，比較的しまりを帯ている。

4層　％　黒褐色　少量のYP，及びごく少量のハードローム粒（2mm前後）

焼土粒子，炭化粒子を含有し，しまりを帯ている。

5層a％　褐色　少量のYP，ハードローム粒（2mm前後）及びごく′少慶の焼
土粒子，炭化粒子を含有し，若干しまりをおびている。

5層b％　暗褐色　少量のYP，ハードローム小ブロック（3cm前後）及びご

く少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，若干しまりを帯ている。

5層。％　暗褐色　少量のYP，ハードローム粒（2mm前後）及びごく少量

の焼土粒子，炭化粒子を含有し，しまりをおびている。

5層d％　褐色　比較的多量のハードローム小ブロック（2－5mm）及び少量の
YP，極少量の炭化粒子を含有し，ザラザラしている0

6層　％　褐色　比較的多量のハードローム粒（2mm前後）及び少意のYP，

極々少量の焼土粒子を含有し，ザラザラしている。

7層　％　褐色　比較的多量のハードローム小ブロック（2～5mm）及び少量
のYP，極々少量の焼土粒子，炭化粒子，比較的しまりをおびてい

る。

8層　％　褐色　少量のYP，ハードローム′j、ブロック（5mm前後）及び極少

量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，粘性をおびている。

－399－

9層　　　掘りすぎ

10層a％　褐色　ごく少量のYP，炭化粒子を含有し，
サラサラしている。

10層bタ右　褐色　ごく少量のYP及びごくごく少量

のハードローム粒（2mm前後）炭化粒子を

含有し，比較的しまりをおびている。

10層e％・暗褐色　少魔のYP，及び極少畳のハード
ローム粒（2mm前後）を含有し，サラサラ

している。

10層d％　暗褐色　少量のYP及び極少量のハードロ

ーム粒（2汀Im前後），焼土粒子を含有し，サ

ラサラしている。

11層a尭　褐色　少畳のYP及び，極少量のハードロ

ーム小ブロック（2～5mm）を含有し，し
まりを帯ている。

11層bタ音∴褐色　少量のYP及び，極少量のハードロ

ーム小ブロック（2～5rnm）焼土粒子を含

有し，比較的しまりをおびている。

11層C％　褐色　少量のYP及び極少慶のハードロー
ム粒（2～5mm）ごくごく少慶の焼土粒子

を含有し，しまりをおびている。

12層a勿「二褐色　少畳のYP及びごくごく少畳のハ一

一ドローム粒（2mm前後）を含有し，比較

的しまりをおぴている。

12層bタg　褐色　少量のYP及び極少量のハードロー
ム小ブロック（5mm前後）極々少量の炭化粒

子を含有し　比蚊的しまりを帯ている。

12層C％　褐色　少葦のYP及び極少魔のハードロー
ム粒（2m汀l前後）極々少量の焼土粒子を含有

し，若干しまりを帯ている。

12層d％　褐色　少量のYP及び極少畳のハードロトー
ム粒（2mm前後）炭化粒子を含有し，比較

的しまりをおびている。

13層a％　褐色　ごく少慶のYP及びごくごく少意

の炭化粒子を含有し，しまりを帯ている。
13層b％　褐色　少量のYP及びごくごく少意のハー

ドローム小ブロック（5汀Im前後）を含有し，
粘性を帯ている。

14層　％　暗褐色　少量のYP及びごく少量のハード

ローム粒（2m血前後）焼土粒子を含有し・
サラサラしている。

15層a％　暗褐色　少量のYP及びごく少量のハード

ローム粒（2mm前後）ごくごく少量の炭

化粒子を含有し，若干しまりを帯ている。

15層b％　褐色　少量のハードローム小ブロック（2

～5mm）及びごく少意のYPを含有し，若

干しまりをおびているQ
16層　％　暗褐色　少量のYP，及びごくごく少量の

ハードロームブロック（2～5mm）焼土粒

子を含有し，しまりを帯ている。

17層　％　褐色　ソフトロームを主体とし，壁面の崩

壊によるものと思われる。
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H15　セクション土層解説

A－A′　・B－B′

甲ue7．5YR使用
1層　％　暗褐色　ごく少量のYP，焼土粒子，炭化粒子を含有し，

さらさらしている。
2層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～1cm）およ

びごく少量のYPを含有し，しまりをわびている。

3層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前後）を含
有し，しまりをおびている。

4層　％　暗褐色　ごく少量のYP，ハードロームブロック（5mm
前後）を含有し，しまりをわびている。

5層　％　褐色　　ハードロームブロックを主体とし，しまりをお
びている。（第1次埋土である）

6層　％　暗褐色　ごく少量のYP，焼土粒子を含有し，若干しま
りをおびている。

7層　％　暗褐色　ごく少量のYP，炭化粒子を含有し，非常にし
まりをおびている。

8層　％　暗褐色　ごく少量のYPを含有し，しまりをおびている0

9層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～3cm）を

含有し，しまりをおびている。

10層a％　暗褐色　ごく少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，しま

りをおびている。

10層aタイ　褐色

有し，

11層　夕を　黒褐色

12層a二妬　褐色

有し，

12層a′プ1　褐色
しま　り

12層a′′％　褐色

少量のハードロームブロック（1cm前後）を含

しまりをおびている。

ごく少量のYPを含有し，さらさらしている。

少量のハードロームブロック（5mm前後）を含

しまりをおびている。

ハードロームブロック（5mm前後）を含有し，

をおびている。

焼土粒子を多量に含有した土層であり，しまり

をおびている

13層　　　　焼土石鬼

14層　　　　撹乱

－400－
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第相国　志筑遺跡柑号住居址土壌柑◎柑号実測図

土壌15号上層解説

A－A′Hue7．5YR使用

1層　％　暗褐色　少量のYP，お
よびごく少量の炭化粒子を

含有し，若干しまりをわび
ている。

2層　％　極暗褐色　少量のYPを含

有し，若干しまりをおびて

いる。

3層　％　暗褐色　ごく少量のYP，
ハードロームブロック（5

mm～3cm）を含有し，若干

しまりをおびている。

4層　％　褐色　　少量のハードロー

ムブロック（5mm前後）を

含有し，若干粘性をおびて
いる。

土壌13号土層解説

B－B′Hue7．5YR使用

1層　％　黒褐色　ごく少量のYPお

よび部分的にハードロー

ムブロック（5cm前後）を

含有し，若干しまりをおび

ている。

2層　％　黒褐色　ごく少量のYP，

ハードロームブロック（5

cm前後）を含有し，若干粘
性をおびている。

3層aタ1黒褐色　少量のハードロー

ムブロック（3cm前後）を

3層b％　含有し，若干粘性をおびて
いる。

褐色　　少量のハードロー

ムブロック（2cm前後）を

含有し，若干粘性をおびて

いる。

4層　％　褐色　少量のハードロー

ムブロック（5cm前後）を
含有し，粘性をおびている。

一401－
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H18号セクション土層解説

孟＝孟　mue7・5YR使用
1層　．％　暗褐色　少

ノ会、．
rヨ

2層　　％　暗褐色　少
3層　　％　黒褐色　少

量
有
量
量

の
し
が
慧

P

さ

P

一

Y

 

Y

‥
～2 お

含有し，さ
4層　．％　暗褐色　少量の ノ

～2cm）
いる。

一
を

く

ら

有

一

ら

一

し

ご
さ
合
口
び
さ
ロ
有

，
ら
を
ド
よ
ら
ド
含

2M

第相　国　　志筑遺跡柑号住居址実測図

8層　　％　褐色　　少量のハードロームブロック（2～

少量の炭化粒子を
している
し，さらさらしている
ムブロック（5mm
ごく少量のYPを
している
ムプロ
まし 猥

′
し
お

ク
を
ノ
の
ノ

5層　　％　暗褐色　少量のYP，ごく少量のハードロー
ムブロック（5mm前後）を含有しし
まりをおびている

6層a．％　黒褐色　少量のYP，ごく少量の焼土粒子を

6層b％褐色　含憲法，Y苦言呈雛㌍㌫需ま
りをおびている

7層　　％　暗褐色　少量のYP，ハードロームブロック
（5mm前後）を含有し，しまりをお
びている。

H

％
　
％
　
％

5mm）を含有し，しまりをおぴて
いる

黒褐色　ごく少量のYPを含有し，しまりを
おびている

黒色　　ごく少量の
りをおび

黒褐色　少量 のノ
～1cm）

て

一

Y

P
る
ロ
を

Y
い
ド
P

を含有し，若干しま

ームブロック（5
含有し，若干しま

mm

をおびている
18号　炉址＿　セクシ草と土層解説
C－C′　Hue　7．5YR使用
1層　　％　暗褐色　少量の焼土粒子を含有し，さらさら

している
2層　　　　　　　　　焼土塊を主体とし，焼けておりかたし
3層　　％　褐色　　ハードロームブロックを主体として

おり，全体的に火焼を受けており，
ガ、リガリしている

4層　　％　暗褐色　ハードロームプロ
部分的に火焼を受
ている

－402－
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第柑　図　志筑遺跡別号住居址実測図

H21セクション土層解説
A－A′

1層　表土及び撹乱層。

2層　褐色土（焼土粒を含む）

3層　茶褐色土（焼土粒を含む）

4層　茶褐色土（焼土粒を含む）
5層　樟色土　しまり弱い。

6層　ロームを多く含む。にぷい橙色土。
7層　暗褐色土。

8層　黒色土。

9層　極暗褐色士。

10層　ロームブロック。

11層　黒色土。

12層　ロームブロックを多く含む。明褐色‖／まりつよい）

13層　ロームブロックを多く含む。明褐色（しまりつよい）

14層　橙色土（しまり弱い）

15層　茶褐色土　日ノまり弱い）

16層　暗褐色土日／まり弱い）

17層　ローム。

18層　茶褐色土日ノまり弱い）

19層　暗褐色土日／まり弓針、）

20層　ローム。



第瑠99図　　志筑遺跡2　◎舗号住居址実測図

m22・26　セクション土層解説
A
B
1
2
3
4
5
6

7
8910111213141516171819202122232425

A
B
〓
層
層
層
屏
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

黒
黒
窯
暗

褐
色
暗
褐

（耕作土）

ローム粒子を含む。
ローム（ソフトローム）

褐色　にぷい褐色
色
色
色

褐
褐
褐

黒
黒
茶

ローム粒子混入（少量）
ローム粒子を多く含む。
ソフトローム

褐色　ローム粒子を多量に含む（やわらかい）
擾乱

暗褐色　ロームブロック少量
木の根による撹乱
耕作土

暗褐色　ローム粒子を含む（少量）
褐色　多量のローム粒子を含む（やわらかい）
ソフトローム
炭化物
炭化物
にぷい褐色でロームブロック

炭化物
褐色　ローム粒子を含む

層
層
層
層
層
層
層

6
7
8
9
0
1
2

2
2
2
2
3
3
3

1

－

1

　

三

＝

．

∵

　

l

H
H
H
H
U
l

強
靭

茶褐色　ローム粒子
暗茶褐色　ロームブロックを多量に含む

耕作土
色
　
色
色

褐
　
褐
褐

暗
　
黒
茶

色

色
色
色
　
色
色
　
色
色
褐
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褐
褐
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褐
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褐
褐
茶
褐

暗
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黒
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茶
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暗
暗
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層
層
層
層
層
層
層
層
層
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ム
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1．－　　1　　・・－・・－・・・　．．、・

（しまりがある）

及びロームブロックを多量に含
らかい）
るやか。
ム粒子を含む。

りがよい。
りがよい。
ロームが多い。
りがやわらかい

りがわるい。

しまりがよい，ロームを多量に含む（ロー
ム粒子）

44層　　　　　　ソフトローム
45層　暗褐色　固い，ローム粒子が少量含まれる。
46層　暗褐色　ローム粒子を含む。しまりがよい。
47層　暗茶褐色　しまりが弱い。
48層　茶褐色　ロームブロック及びローム粒子を含む（や

わらかい）
49層　　　　　　ソフトローム



盛漣禦誌
S＝1：10

（暗褐色）

Ⅲ23　セクション土層解説
a‾a

l層7・5YR　％焼士を含み，かたくしまっている。

m
m
m
湖
　
m
m
m
…

t
′

7
．
7
．
7
．
7
A
　
7
．
7
・
7
・
7
・

層
層
層
層
一
層
層
層
層
．

2
3
3
4
Å
1
2
3
4
5

6層　7．5YR
7層　7．5YR

8層　7．5YR

9層　7．5YR

lO．7．5YR
ll層10YR
12層　7．5YR

13層　7．5YR

l生　層　5YR

15層

層
層
層
層

l

 

l

　

1

2

％
％
％
％ よより焼土少をい。暗褐色）

より焼ま多い。（暗褐色）
より焼土多い。（暗褐色）
り焼士少怠け。（褐色）

耕作まつづき
ロ
ロ
ロ
捧

％
％
％
％

ム
ム
ム

一

一

一

粒なし。（褐色）
ブロックを含む。（暗褐色）
粒なし。僕褐色）

！．ニケきく、圭まっている。（暗褐色）
炭化物及び焼士粒子を含むH

％　ローム少か、。（極暗褐色）
％　ローム粒（1mm～2mmを含む）
（噌褐色）

％宗論警ざ富加、C）慄褐色）
％　ローム粒は～2mm）を含む
（褐色）炭化物及び魔王痩≠ねむ
少
粒
粒 れ
テ
r
l
物
な
粒

言極暗褐色）炭化物

をけ。（灰褐色）
多い，しまりつよい。（褐色）
ノ公＼寸，　／ふて二㌧HJレ．ち昔1∴ノッ．＼　L⊥J　′し．r′

も含まれる
～2mm）を

％
％
％
　
芳
　
井

ロ

1コ

iコ

ム
ム
ム

一

一

一 【ヨ

及び焼土粒

一
色
一
及
わ

ロ
褐
口
物
や
拇乱

（
化
少
土

粒
炭
粒
焼

ム
）
ム
び
らかい

い赤褐色）

粒
裾
に

土
黒
壷

焼
（
多

び
，
を

及
い
子

オ
U

窯
含
化

豆
を
炭
．

飢
璃
乳

16層　5YR　％　ロ「と嘩0m淑下を含む川こぶ

17層　7．5YR

18層　5YR

R
R
R
R

Y
Y
Y
Y

5
5
5
5
7
7

層
層
層
．

9

0

1

9

乙

1

⊥

2

2

2

RY57層
層
3
4

2

C

乙
必

B

層
層
層
層
層
51TR％
7．5YRタイ

％
　
％
　
％
％
％
％

ソ
と
ロ
赤
（
（
開
口

（噌赤褐色）
（にぷい赤褐色）

フトローム　湖褐色）であり，
ころどころに赤褐色の焼士をみる。
－ム粒O～2mm）を含む。僻
褐色）炭化物及び焼土粒子等を含む

くしまったロ…ム　僻褐色）
－ム粒及び炭化物を含む言褐色）

％篭論い。
ソフトローム

」こ

ヒここ＝』竺二二二二ヨ

6層

7層　暗褐色
8層　黒褐色
9層　5YR勤′

10層　7．5YR％
11層7．5YR％
12層7．5yR％
13層
14層
15層7．51rR％
16層　5YR％

17層7．5YR％

第2の因　志筑遺跡調号住居地実測図

－1406－

耕作土つづき
ローム
明褐色　粒子が細かい
にぷい赤褐色
ローム粒（1～2mm）を含む。暗
褐色土，炭化物，焼土粒子等が含まれる
ローム粒（1～2mm）を含む。に
ぷい赤褐色
ローム粒（1～2mm）を含む。
ローム粒の比較的少ない
ローム粒が少ない（黒褐色）炭化
物，焼土粒子等が含まれる
ローム粒（1～2mm）を含む。（褐色）
ローム粒（lm山下）を含む。（褐色）
ローム粒（1～2mm）を含む。（褐色）
擾乱
ソフトロームに黒褐粒を多く含む
（極暗褐色）
粒子こまかい言赤褐色）炭
焼土　　がある，やわらか
ソフトローム，（明褐色）と
ころに赤褐色の焼土塊があ

，
塊
ど

物
　
ろ

化
い
そ
る
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等至芸転義芸霊夢ア

第201図

H24号　セクション土層解説

A－A′

1層Hue7。5YR％黒褐色

2層Hue7．5YR％褐色

3層Hue7．5YR％褐色

4層Hue7．5YR％暗褐色

5層Hue7．5YR％明褐色

冒雲　画し
8層　　7．5YR％明褐色

9層　　7．5YR労にぷい褐色
10層　　　撹乱

11層　　7．5yR％明褐色

12層　　7．5YR％褐色

13層　　7．5YR％灰潤色

14層　　7．5YR％　褐色

15層　　7．5YRタg橙色

16層　　　撹乱

17層　　7・5YR％灰褐色

18層　　7・5YR％明褐色

19層　　7・5YR％暗褐色

20層　　7・5YR％　ローム

・く

、

l

l

、

　

　

　

．

巨

富

簑

竿

可

C′

‾‾二l∴1－1－　＿l

L二二二∵彗聖二ここヨ

志筑遺跡24号住居址実測図

B－B′

1層Hue7．5YR％　ローム含有，暗褐色

2層

謂i
5層　撹乱
6層　　　　　　ローム

7層

8層　擾乱

焼土セクション
a‾a

l層　黒色土を含み，炭化物が多く含まれ

やわらかい。

2層　ローム焼土

3層　ローム赤褐色であり，かたい。

4層　赤褐色土　炭化物含む，ロ二ムブロック

5層　赤褐色土　3層と同じ，かたい。

6層　3層と同じ

7層　2層と、同じ

－407－



箆2¢針邸　志筑遺跡25射幸居址カマド哀別別

H25　カマド　セクション土層解説

A－A

l層Hue7．5YR％　焼土粒子を含む＋ローム＋砂　褐色

2層Hue7．5YR％　焼土粒子を含む＋粘土＋砂＋炭化物を

含む　褐色

3層　　7．5YR％　焼土の粒子を含む＋粘土＋砂＋炭化物

を含む　やわらかい　褐色

4層　　7．5YR％　焼土の粒子を含む＋粘土＋砂＋炭化物

を含む　やわらかである　暗褐色

5層　　7．5YR％　砂＋焼土粒子を含む　暗褐色

6層　　7．5YR％　褐色土，焼土塊あり　（赤褐色）

7層　　7．5YR％　褐色土　焼土粒子を含む＋炭化物少量

含まれる。やわらかい十秒

8層　　7．5YR％　褐色土（ソフトローム）

9層　　7．5YR％　8よりやや黒色をおびている。

10層　　　　　　　　8と同様

ー∠108－

A25　セクション土層解説

A～A′B～B′

1層～7層

1層　　耕作土つづき

2層　　暗褐色　しまりやや弱い

3層　　極暗褐色

4層　　にぷい橙（黒色粒含）

5層　　暗褐色　しまりやや強い

6層　　茶褐色

7層　　暗褐色　しまりふつう

8層　　褐色

9層　　褐色

10層　　明褐色

11層　　ロームブロック

12層　　褐色

13層　　明褐色

14層　　茶褐色　しま、ハり弱い

15層　　明褐色　ローム含む
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第203図　　志筑遺跡28号住居址実測図

H28号セクション土層解説

A－A′

1層　黒色土　ローム粒子混入。

2層　ソフトローム。

3層　暗褐色土　ローム粒子及びロームブロック（2cm～3cm）混入し，しまりがある。

4層　撹乱層

5層　黒色土　ローム粒子混入。

6層　暗褐色土　ローム粒子，ロームブロックを含む（2cm～3cm）前後，黒色土が少量ふくまれている。

7層　暗褐色土　ローム粒子を含む。しまりがある。

8層　暗褐色土　ローム粒子及び，ロームブロック（2cm～3cm）混入し，しまりがある。

9層　ソフトロームの中に黒色土がふくまれる。

10層　ソフトローム。

－409－
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第2個函　　志筑遺跡27号住居址実測隋

H27　セクション

A－A′　　　8－B′

1層Hue7．5YR％
2層Hue7．5YR％
3層
4層
5層Hue7．5YR％
6層
7層Hue7．5YR％
8層Hue7．5YR％
9層Hue7．5YR％
10層Hue7．5YR％
11層Hue7．5YR％
12層Hue7．5YR％
13層

粒子細かくしまり弱い

ねぼりの強いソフトロームに若干の暗褐色土を含む
ロームブロック

撹乱

ねぼりの強いソフトロームに若干の暗褐色土を含む
ロームブロック

ねぼりの強いソフ

和ごりの強いソフ
組子細かくしまり
ねぼりの強いソフ

ねぼりの強いソフ
ねぼりの強いソフ
撹乱

トロームに若干の暗褐色土を含む

トロームに若干の暗褐色土を含む
弱い

トロームに若干の暗褐色土を含む
トロームに若干の暗褐色土を含む

トロームに若干の暗褐色土を含む

－410－



1細

第細　腰　　志筑遺跡30母性尾址実測耳

H30　セクション
SPa－a

多
色
色
色

土
褐
褐
褐
　
乱
土

焼
暗
暗
黒
　
撹
焼

％
％
％
％

R
R
R
R

Y
Y
Y
Y

5
5
5
5

7
7
7

e

 

e

 

e

 

e

u

 

u

 

u

 

u

H
H
H
H

層
層
層
層
層
層
層

1
2
3
4
5
6
7

一
フサラ

ム
サ
一

土
い
い
く
ロ

色
強
強
な
な

褐
り
り
り
ド

赤
ば
ば
ば
一

時
ね
ね
ね
ハ

く

ところどころに赤褐色あるがし
まっている

1層Hue7．5YR％　明褐色
2層Hue7．5YR％　黒褐色
3層Hue7．5YR％　褐色

4層Hue7．5YR％　明褐色
5層H。。7．5YR％　極暗轟色

6層Hue7．5YR％　褐色

ね
ラ
く
サ
欄
州
や
細
子
子
粒
粒
粒子細かくやや

い
あ

い
て
が

な
し
り

り
ラ
ゼ
か

ば
サ
加

ローム粒子含む
ねぼり強い，黒色土も含む
粒子細かくサラサラしている
ローム粒子を少量含む
粒子細かきややねぼりがある
ローム粒子含む

撹乱
撹乱

9層
10層Hue7．5YR％　暗褐色

d

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

U

O

‡

、

寸

N

」

笥

臥
口
の
r
巨
的
r
d
寸
P
P
P
l
b
㍉
ト
巨
漣
－
君
。
‥
～
‖
－
－

∈
0
竺
二
品
一
意

4層に同じ
粒子やや粗くサラサラして
いる，ローム粒を含む

11層　　　　　　　　撹乱
12層Hue7．5YR％　暗褐色　　粒子細かくサラサラしてい

る，しまりは弱い
13層　　　　　　　　ロームブロック
14層Hue7．5YRタオ　粒子細かくサラサラしている，しまり

は弱い　　褐色
15層　　　　　　　　　ロームブロック
16層Hue7．5YR％　粒子細かくサラサラしている，しまり

は弱い　　黒褐色
17層Hue7。5YR％16層

層
層
7

1

6

1

7

ソ

l
　
い
し
じ
　
l

ロ
同
同
ロ

二
　
二
　
二
ト

ム粒を含む

ム＋黒色

－411－



第鋼　図　　志筑遺跡別号住居址実測図

H31セクション土層解説
A－A′

1層

2層Hue7．5YR％

3層

4層Hue7．5YR％

5層Hue7．5YR％

6層Hue7，5YR％

7層

8層

9層Hue7．5YR％

10層

11層Hue7．5YR％

13層Hue7．5YR％

14層

15層Hue7．5YR％

16層Hue7．5YR％

17層Hue7．5YR％

撹乱

極暗褐色　粗粒，つよい

撹乱

黒褐色　ローム粒混

暗褐色　しまり弱くさらさら，細粒

褐色　ローム粒多くかたくしまってい

る

撹乱

褐色

撹乱

極暗褐色　ローム粒子混（少量）

極暗褐色

褐色　ローム多い

暗褐色　しまりつよい

黒褐色　さらさらしまりつよい

ー412－

」
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と
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叫
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強
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」
一
「
し
了

B－B′

1層Hue7．5YR期つ暗褐色　さらさら

2層Hue7．5YR％暗褐色　かたくしまっている。

3層　　　　　　　撹乱

4層Hue7．5YR労つ暗褐色　しまり弱い，さらさら

5層Hue7・5YR％暗褐色　しまり弱くさらさら，粒子細

かい

6層Hue7．5YR％暗褐色　ローム粒混　　％

7層　　　　　　　撹乱

8層Hue7．5YR労㍉黒褐色　ローム粒子を含む

9層Hue7・5YRタ∫極暗褐色　ローム粒少量混，しまりや

や強い

10層　　　　　　　ロームブロック

12層Hue7．5YR％　褐色　　ローム多い．

13層Hue7。5YR労㍉黒褐色　ローム粒少，しまり強い

14層Hue7．5YR％　褐色　　ローム多い

16層

17層Hue7．5YR％　褐色

18層Hue7．5YR晃　明褐色　ロームブロック，中に黒色ま

じり



H33号　セクション土層解説
A－A′

1層　　　　　　　　撹乱
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
　
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
 
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

箆
蒜
料
慧
蒜
料
讐
詣
乱
騨
騨
騨
汀
騨
騨
汀
騨
騨
騨

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
　
　
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

誓
誓
眠
一
眠
一
u
e
誓
撹
誓
u
e
胱
鵬
鵬
鵬
u
e
u
e
u
e

廿
廿
仕
廿
仕
廿
H
H
H
H
H
 
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
頓
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

暗褐色
暗褐色　ロームブロック
褐色　ロームブロック
黒褐警　黒色土，ローム
暗褐色
極暗褐色
褐色
暗褐色　サラサラ
暗褐色　ローム
暗褐色　ローム混（車）
暗褐色　ローム少
撹乱
暗褐色　ローム多い
極暗褐色　炭化物混
噌褐色　ローム多い
暗褐色　ローム混入
黒色
極暗褐色
暗褐色　しまりつよい
にぷい褐色　黒色
暗褐色
暗褐色　粒子粗，粘弱，
ローム粒弱

24層Hue7．5YR％　暗褐色　粒子やや粗
25層　　　　　　　　　ソフトローム
26層　　　　　　　　掘りすぎ
27層Hue7．5YR％　黒褐色　粒子細，粘弱，

しまりやや弱い
28層Hue7．5YRタで　黒色　粒子細，粘中，し

まり強い

B－B′

1層

二㍉二二十・∵！1
4層　　　　　　　暗褐色　しまり強いロー
5層Hue7．5YR％ムブロック混入

6層　　撹　乱
7層
8層H。e7．5YR％極暗褐色　さらさらして

いる

9層
10層　Hue　7．5YR
ll層　Hue　7．5YR
12層　Hue　7．5YR
13層　Hue　7。5YR

l

一

ム

た

ム

ロ

ロ

一

か

一

口
　
　
ロ

色
色
　
色
．

褐
褐
色
褐
る

暗
暗
褐
暗
い

％
％
％
％

色
色
褐
褐

立
日
立
臼

日

　

日

％
％
R
 
R

Y
 
Y

5
　
5

7
　
7

e

 

e

u
 
u

H

 

H

層
層
層

4
　
5
6

1　1　1
弱

ム
ム
粒
ノ
＼

多

てつ

し
入
い
ま

な
混
多
し
い

ローム粒混入
さらさらしまり

17層

』18層　　　　　　　ロームブロック
19層Hue7．5YR％極暗褐色
20層Hue7．5YR％褐色　ロームブロック少

い

21層
22層Hue7．5YR％暗褐色　さらさらしまり

やや弱い
23層Hue7．5YR％褐色　ねぼり中
24層Hue7．5YR％極暗褐色　さらさらしま

り弱い
25層H。。7．5YR％黒褐色　しまり強い
26層Hu。7．5YR％暗褐色　しまり強い

F＿＿＿＿一一一一　一一‘州　＿二＿＿」

第錮回　志筑遺跡鋼号住居址実測図
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第祁　閉　　志筑遺跡35号柱居址実測腫

H35　セクション土層解説

A～A′

1層　7．5YR　タg　褐色

2層　7．5YR　％　　明褐色

3層　7．5YR．％　褐色

4層　　　　かくら　撹乱

5層　7．5YR　％　明褐色

6層　7．5YR　％　褐色

1層 色裾％RY57

2腐

3層　7・5YR　％　橙　粘性強

4層　　　　　　　　授乳

5層　7・5YR　％　橙　粘性強

6層　7・5YR　％　明褐色

7層　7・5YR　％　褐色



ヒ二二二望是二二二二∃

窮錮　図　志筑遺跡鴫住居址実測図
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第割　固　志筑遺跡甜号健屠址実測図

Ⅲ37　セクションま層解説
A－A‾　B－B‾

HLIe　7．5YR

l層　％　黒褐色　少量のYPおよびごく少量の焼土粒子

を含有し若干しまりをおびている。

2層　％　黒褐色　ごく少量のYPハードロームブロック

（5mm前後）を含有し若干しまりをお

びている。

3層　％　暗褐色　ごく少量のYPハードブロック（5mm

前後）を含有し，しまりをわびている。

4層　％　褐色　ハードロームブロック（3cm前後）を主

体とし第1次埋まである。

5層　％　黒褐色　比較的多量の焼土粒子を含有し若干し

まりをおびている。

6層　ガ　褐色　少量のハ…ドロームブロック（1cm前後）

を含有し，しまりをおびている。

7層　％　黒褐色　少量のYPを含有ししまりをわびている。

8層　％　暗褐色　ごく少量のYPを含有し非常にしまり

をおびている。

9層　％　暗褐色　ごく少量のYPハードロームブロック

（5mm前後）を含有し，若干しまりを

おびている。

10層　％　褐色　　ハr仙ドロームブロック（2cm前後）を

含有し，しまりをわびている。

－416－

a‾a

l層　競土塊を主体とした土層である。

2層　％　黒褐色　少量の焼土粒子を含有し，若干しまり
をおびている。

3層　％　褐色　ハードロームブロック（2cm前後）を

主体とし，ごつごつしてうる。　い

4a　％　明褐色　少量のハードロームブロック（1cm前

後）および極少量の炭化粒子を含有し

しまりをおびている。

4b層％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前

後）および焼土粒子を含有し，加熱を

受けている。

4C層％　明褐色　少量のハードロームブロック（1cm

前後）を含有し，しまりをおびている。



二
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第2日溺　　志筑遺跡39号住居址実測図

H39　セクション土層解説
A－A－　B－B’

Hue　7．5YR

l層　％　黒褐色　少量のYP及び極少量のハードローム
ブロック（5mm弱）を含む。

2層　％　黒色　　少量のYPを含む。
3層　％　黒褐色　少量のYP及び極少量のハードローム

粒（3mm前後）焼土粒子を含む。
4層　％　黒褐色　極少量のYP，焼土粒子及び少量の炭

化物（木炭）を含む。
5層　％　里色　極少量のYPを含む。
6a廟％　暗褐色　極少量のハードロームブロック（5mm

前後）YPを含む。、

6b層％　黒褐色　少量のYP，ハードロームブロック
（5mm前後）及びごく少量の炭化粒子，
焼土粒子を含む

6C層％　暗褐色　極少量のYP，焼土粒子を含む。
7層　％　褐色　少量のハードロームブロック（5mm～

2cm）を含む。
8層　％　黒褐色　少量のYP，及び極少量のハードロー

ムブロック（1cm前後）を含む。
9層　％　黒褐色　極少量のYPを含む。
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11b層％　黒褐色　極少量のYPを含む。
12層　％　黒褐色　少量の炭化物（木炭）及び極少量のY

Pを含む。
13a層％　暗褐色　少量のYPを含む。
13b層％　褐色　　ハードロームブロック（1cm前後）を

主体としている。
14a層％　暗褐色　少量のハードロームプロ、ソク（1cm前

後）を含む。　（第1次埋土）
14b層％　暗褐色　少量のYP及び，極少量の炭化粒子を

含む。
15a層％　黒褐色　少量のYP及び極少量のハードローム

ブロック（5mm前後）を含む。
15b層％　黒褐色　極少量のYPを含む。
16層　％　黒色　　多量の炭化物，及び焼土粒子，極少量

のハードロームブロック（1cm前後）
を含む。（当住居址で確認されている
大型木炭は当土層中に含有されるもの
と思われる。）

17a層％　黒褐色　少量のYPを含む。
17b層％　黒褐色　極少量のYP，及び焼土粒子を含む。
18a層％　褐色　　ハードロームブロック（1cm前後）を

主体としている。

高遠％暗褐色芸晋蒜ロ‾ムブロック（5mm前　18b層％暗褐色欝完；鏡謡やロック（5mm前
11a層％　黒褐色　少量のYP及びごく少量のハードロー

ムブロック（5mm前後）焼土粒子を含む○

－417－
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第割　掬　志筑遺跡舶考住居址実測図
C…C‾

1層　11秒を　体とし少wi達の壌土粒子を含有　　鍋尋　il砂を号俸と　極少櫨の焼七校仁を含
Lざらさらしている。

2柄　11秒をま三体とし極少櫨の焼七粒r・を含
有Lさらさらしている1

3層　　山紗を†三体としさらさらしている。

射頗　　多櫨の嬢と塊　含有　た山紗層で

ありぎらぎらしているん

しさらさらしている」粒イーがあらいき

6層　　加熱　せけたバー鵬トロームであり非常
にかたい

7層　　山紗を号三体とL少櫨の焼上総　一　含有

しさらさらしている（粒イ・が密であ射
8年尋　　山砂をL体とし皆校的多能の焼七粒i’・

を含有しさらさらしている　練け・が密である2

－418－

偽

H40　セクション土層解説

A－A‾　　B－B′

l a層　％　極暗褐色　少量のYPおよび砂粒

を含有しさらさらしている。

2a層　％　黒褐色　ごく少魔のYPハ…ドロ

ームブロック（2～3mm）を含有

しさらさらしている。

2b層　％　黒褐色　少鬼のYPごく少鬼のハ

ードロームフロソク（5mm前後）

砂粒を含有し若干しまりをわびて

いる。

3a層　％　暗褐色　少f達のYPこく少壕のハ

ードローームフロ　ノク（2～3mm）

を含有しさらさらしているし

3b層　％　黒褐色　少櫨のYPこく少晃のハ

ードロームプロ　ノク（5mm前後）

を含有しさらさらしている。

3C層　％　暗褐色　少量のハードロームフロ

ノク（2～3mm）およびこく少嶺

のYPを含有ししまりをわびてい

る。

3d層　％　黒褐色　少量のYPを含有し若干
しまりをわびている。

4a層　％　暗褐色　少鷺のハ…トロ…ムフロ

ノク　＝ト～3mm）を含有し若干し

まりをわびている。

4b層　％　暗褐色　ハートロ…ムプロノク
（1cm前後享　を主体とし若干しま

りをおびている、′

5a層　％　暗褐色　少嶺のYPおよびこく少

量のハ…－ドロームフロック（5mm

酢後）を含有し若干しまりをわび
ている。

5b層　％　褐色　少蛍のlrPごく少境のバー棚

ドロ…ムフロノク（5mm前後）を

含有ししまりをわびている、、
6層　　％　褐色　ハードロトームプロノク主体

とした第1次埋土である。

7a層　％　鴫褐色　少量の焼土粒子ハードロ
ームプロ　ノク　持mm前後）を含有

し若干しまりをおびている。、

7b層　タゴ　暗褐色　少量の砂粒ハ…ドロ…ム
プロノク（2mm前後）を含有しさ

らさらしている。

8層　　％　鴫褐色　少鬼のハ…ドロ…ムプロ

ノク（2～5mm）を含有し若干し
まりをわびている。

9層　％　　褐色　こ　少量のYPおよび少魔

のハードロ…ムブロック（1cm前
後）を含有し若干しまりをわびて

いる。

10層　　％　褐色　少鬼のYPごく少＿鷺のハー
ドロームプロノク（5mm前後）を

含有ししまりをかびている。

1油層　％　褐色　少堰のハードロ…ムプロノ
ク（5rnm～3cm）を含有ししまり

をねびている。

11層　　％　褐色　少蛍のハ…ドロームプロソ
ク（5mm～2cm）を含有し若干の

しまりをおびている。

12層　　％　褐色　こく少塗のハ…ドロームフ

ロノア　持film前後）YPを含有し
しまり粘性ともにわびている。

13層　　％　褐色　ハ…ドロームプロノクを巨

体としな第1次埋土で凍り苦守粘
しまり性おぴているハ

14層a　％　褐色　少嶺のハードロW－ムプロノ

ク（lmm前後）を含有しさらさら
している

14b層　％　黒褐色　少量のハードロームプロ

ノク（1mm前後）を含有し若干し
まりをわびている。

15層　　％　暗褐色　少量のハ…」ドロー…ムプロ

ソク（1mm前接）を含有しさらさ

らしている。
16a層　％　褐色　褐色土を巨体としノ若戸しま

りをおぴている。

ユ6b層　％　暗褐色　ごく少魔のハードローム
ブロック（2～3mm）を含有し若

干しまりをねびている。

16C層　％　暗褐色　ごく少鬼のYPを含有し
若干しまりをおぴている。

ユ7層　　％　暗褐色　ごく少量のハードロ…ム

プロソ7　日～3mm）および少魔

の砂粒を含有Lさらさらしている。、
18a層　％　暗褐色　少盛のYPハードローム

プロノク　く2～3mm）を含有し若
干しまりをおぴている。

18b埠尋　％　褐色　ごく少量のバーードロームプ

ロノク（5mm前後）を含有し若干
しまりをおぴているハ

19層　　％　暗褐色　少嶺のハートロームプロ

ノク　はmm～1cmラ　を含有し若‾†二
しまりをわびているハ

20層　　　　撹乱
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第別　図　志筑遺跡射号住居址実測図
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6層
A－A
B－B

8’

ガ　褐色　　ごく少量
－ム粒（
し，若干

％　鴫褐色　少量の焼士粒子を含有する
焼土塊
焼けたローム
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Hue　7．5YR

l層　彪　黒褐色　ごく少量のYPを含有し，

2層％黒色　賀長よ誓紙＿ムブ
ロック（3mm前後）焼土粒
子を含有し，若干しまりを
おびている。

3層　％　暗褐色　少量のYPを含有し，しま

4層％褐色　畿翳普漂誓莞㌍

5層　者　暗褐色　ごく
ロック砦
酎
譜
投
票
鵠

びている。
のハードローム フ
3mm前後）を含有
しまりをわびていい
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6層　％　黒褐色

7層　％　暗褐色

8層　％　暗褐色

9層　％　暗褐色
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第214図　　志筑遺跡42号住居址実測図

ま瀾組7号　セクション土層解説
A－A′

Hue7。5YR

3月　∠、－1－－－！　畑′、1．1∴・∴年∵・†∴’∴∴∴のYRおよびごく少量の炭化粒
含む。
のYPハードロームブロック

m
m
P
一
P
後
の
弱
の
；
膏
P

㌶
鎧
舶
盈
禁
㍑
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．
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量
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5
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（
く
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後
量

2a層　％　黒色　　少二
子
少
（
少
少
少
（
ご
ク
ご
少
前
少

2b層　％　黒色

3層
4　a層
4b層

色
　
色

褐
色
褐

窯
褐
黒

％
％
％

5層　　％　黒色

6層　　％　黒褐色
7層　　％　暗褐色

8層　　％　黒褐色
摘　簸　蒔海喜　多東のノ

を
合
口
一
を
P
を
P
ロ
　
0
合
口

）
を
ド
ハ
）
Y
）
Y
ド
む
を
ド

且　　　　　　　　　　　前後を含む。

円墳5号セクション土層解説
Å－A′

Hue　7．5YR

量
童
1
く
昆

少
少
（
㌦

色
色
　
血

褐
褐
　
娼

一し　　’‾I r t　　　　　　　／J乙　　　　　′llヽI　㍗　し一

l b層　一％　暗褐色

2層　　％　暗褐色

1a層　夕を　窯 の
の
c
m
少

層　　労　暗褐色　少量の

4層　　％　褐色

P
P
後
の
一

Y
Y
前
量
ハ

～2cm）を
ハードロー

合
一
を
P
ロ
む
プ

を
ハ
）
Y
ド
含
ム

を主体とする

○
さ
フ
一
〇
卜
　
○
粘
フ

む
し
ム
ロ
む
一
む
化
ム

含
有
一
ド
含
ハ
含
炭
一

む
ド
合
を
一

らさらしている
ブロックを含む。
－ムブロック
C）

ドロームプロッ
○

粒子を含む。
ブロック（1cm

ブロック（1cm

ロームブロック

クツ
○
ロ

○
む
ブ

む
含
ム （5mm

琳

B－B′

Hue　7．5YR

l層　　％　黒褐色　ごく少量のYPを含む。
2a層　％　暗褐色　ごく少量のYPを含む。
2b層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm

前後）を含む。
3a層　％　明褐色　ハードロームブロックを主体とした

第1次埋まである。
3b層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm

前後）を含む。
3C層　％　褐色　　ハードロームブロック（5mm～2cm）

を主体とする。

m42　セクション土層解説
A－A‾Ij－B－

Hlle　7．5YR

1層　　露　黒褐色　ごく
2層
3層

4層

5層
6層

7層

8層

昌ック（1。m～3。m）　9層

10層

－420－

％　黒色　　ごく
％　暗褐色　少量
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mm前後）を含む。
‾ドロームブロック（1cm

前後）及び炭化物を含む。
少量のハードロームブロック（5mm
前後

暗褐色　少量
含
ハ
を
の
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第2盲5超　　志筑追跡43号住脛址実測泡

H43　セクション土層解説
A－A B－BJ
Hue　7．5YR
l層　％　極暗褐色　極少量

ク（5mm前後）を
Y
有
の
含

2層　％　暗褐色　少量のYP，

ハ
サ
ド

，

，

一

P
L
ハ

一
ラ

ロ

ロ
ラ
ム

ド
サ
一

ムプロッ
している
ブロック

（5mm前後）を含有し，蒸干しまりを帯びている
3層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し，若干しまりを帯びている。
4層　％　暗褐色　少量のYPを含有し，サラサラしている。
5層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前

後）を含有し，若干しまりを帯びている。
所謂第一次埋土である。

a層　％　暗褐色　少量のハードヨームブロック（1－4
m）を含有した耕作土的を土層であり。サラサ
ラしている。

b層　％　暗褐色　極少量のハヰドロームブロック（2－
5mm）を含有し，サラサラしている。

C層　％　暗褐色　少量のYP，及び極少量のハードロー
ムブロック（1～3mm）を含有し，サラサラし
ている。

4d層％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック
（1mm～2cm）を含有し，ザラザラしている。

e層　％　褐色　　ハードローム粒（1mm前後）を主体と
し，ザラザ る

ヽ
一
I
Vてしラ

H43　炉址土層解説
D－D′

Hue　7．5YR
a層　％　暗褐色　焼土粒子及び焼土ブロック（5mm前後）

を含有し，しまりをおびている。
b層　％　褐色　　いわゆる褐色土層であり，当層上面が

当住居址床面と思われる。二＝∃丁＝E増と山」／4＼L量1」C＿ノじヽべノ4　レ
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H44　セクション土層解説
A－A‾　　B－B－

Hue　7．5YR

l層　　％　黒褐色　比較的多 ごびよおPYの量
畳のハードロームプ ロ ック
m前後）を含有しさらさらし

2層　　％　‥黒褐色　　少量のYPハードロームプロ
ク（3mm前後）を含有しさ
している。

3層　　％　黒褐色　比較的多量のYP
量の炭化粒子を含
りをおびている。

○
る

少

5

い

く

（
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b

ク
さ
ツ
や

少
ま
く
し
ご
干
び
若
よ
し
お
有

4層　　％　極暗褐　少量のYP，炭化粒子を含有し
若干しまりをおびている。

5層　　％　黒褐色　少量のYP，および極少量の炭
化粒子を含有し若干しまりをお

％
　
％

層
　
層

6
　
　
7

びている。
黒褐色　少量のYPを含有しさらさらし

色黒
ている。
ごく少量のYPおよび少量の炭
化粒子，焼土粒子を含有し若干
しまりをおびている。

8層　　％　極暗褐色比較的多量の焼土粒子および少
量の炭化物（どんぐり？）を含
有し若干しまりをおびている。

9層　　彪　黒褐色　少量のYPおよびごく少量の炭
化粒子を含有し若干しまりをお
びている。

10層　　％　暗褐色　少量のハードロームブロック
（1cm前後）を含有し比較的し
まりをおびている。

11層　　％　褐色　　ハードロームブロック（1cm～
5cm）を主体としごつごつして
い

色黒％層21

13a層　％　黒褐色

13b層　％　黒褐色
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をおびている。
暗褐色　少量のYP，炭化粒子を

若干・しまりをおびている
C－C‾

Hue　7．5YR

a層　　％　褐色　　所謂褐色
b　層　　％　暗褐色　少量の焼

まりをお
C　層

＆　d層

S

第別　図　　志筑遺跡姻号住居址実測図
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焼土塊
％　明褐色　全面的に火熟を受けており非常

にかたい。
石
※　当炉址上部に雲母変岩をのせてある。



窮別　図　志筑遺跡舶号健腰址実測図

H45　セクション土層解説
円墳5号層溝．A－Å′
1層　％　暗褐色　少量のハードローム粒子

（1mm前後）を含む。
2a層％　暗褐色　比較的多量のハードローム

ブロック（1～2cm）を含む。
2b層％　暗褐色　少量のハードロームブロッ

ク（1mm～1cm）を含む。
3層　％　褐色　　少畳のハード百一ムブロッ

ク（5m汀】～3cm）を含む。
円墳5号　M6号　セクション土層解説
1層　％　暗褐色　少量のハードロームブロッ

ク（5mm～1cm）及び極少量と焼土
粒子を含む。

2層　％　暗褐色　比較的多量のハードローム
ブロック（5mm～1cm）を含む。

3層　％　暗褐色　少量のハードロームブロッ
ク（5mm～1cm）及び極少量の砂粒
粘土ブロック（1cm前後）を含む。

4層　％　黒褐色　極少量のハードローム粒（

を含む。
6層　％　褐色　　少量のハードロームブロッ

ク（1mm～3mm）及び，極少量の粘
土プロソク（5mm串後）を含む。

7層　％　黒褐色　比較的多量のハードローム
ブロック（1mm～1cm）及び極少量
の炭化粒子を含む。

ブロック（5mm～3cm）及び極少
量の焼土粒子を含む。

12層　％　褐色　　少量のハードロームブロ
ック（5mm前後）を含有し，しま
りをわびていん。る

13層　％　暗褐色　多量のハードロームブロ
ック（2mm～2cm）及び，比較的
多畳の焼土（1mm～1cm）及び，
炭化物（炭）を含む。

14層　％　暗褐色　比較的多量のハードロー
ム粒子（2mm前後）及び，梅小量
の焼土，及び極少量の炭化物（木
炭所を含む。）

15層　％　褐色　比較的多量のハードローム
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少量のハードロームプロッ
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極少量のハードロームプロ
mm前後）を含む。

円墳5号主体部　セクション土層解説
日mm前後）粘土ブロック（3mm前　Å層　％
後）を含む。
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H46　セクション（土壌23）土層解説
A－A′　　　　B－B′

Hue　7．5YR

1　層　％　黒褐色
2　層　％　暗褐色
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芸C岩美　蓮篭孟土管表具鷺忘孟撃雷管？土層である。
6　層．％　暗褐色　少量のYP及び極少量の焼土粒子を含

む。
7a層％　暗褐
7b極上％　暗視
8a橿「％　暗裾

プロ
9a層％　暗視

cm）

9b層％　褐色

10　層夕右
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ロック（2mm～1

ドロームブロック（2mm～

ードロームブロック（1cm前後）
る第1次埋土である。
．丁ヽ　ヽr TI J・　／さ、　十、栖少量のY Pを含む

少量のY Pを含む。12　層夕右　褐色　極少量のY Pを含む。
13　層タオ　褐色　極少量のハードロームブロック（5mm前後

後）を含む。
14　層　タg　褐色　極少量のY Pを含む。
14a層％　褐色　少量のハードロームブロック　はcm前後）

を含む。
15　層∴％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm前

後）及びYPを含有した砂質の土層である。
16　層　％　黒褐色　少量のYP及び極少量の炭化粒子を含

有した砂質の土層である
－424－

志筑遺跡購号住居地実測図
17a層．％　日音褐色　極少蛍のY Pを含む砂質の土層である。
17b層％　黒褐色　少量のY P及びハードな黒色ブロック

を含む。
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5層Hue7．

6層　％
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ーB′

褐色
褐色
暗褐
褐色
褐色
†二し

暗褐色　極少量のYPを含む。
黒褐色　少量のY Pを含む。
自書褐色　比較的多量のYPを含む。
ヰ∴セクション土層解説
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第鐙　図　　志筑遺跡鯛号住居址実測図

H50　セクション土層解説

Hue7．5YR使用
A－A′

1層　％　暗褐色　少量のYP炭化物（木炭）焼土塊（1

cm前後）を含有し，しまりをおびている。

2層　　　焼土塊（しまりをおびている）

3層　　　多量の焼土塊　0cm前後）および比較的多二義の

炭化粒子を含有し，しまりをおびている。

4層　　　焼土塊（非常にかたい）

5層　　　焼土塊を主体とし少量のハ…ドロームブロック

を含有し，しまりをおびている。

6層　％　褐色　　比較的多量の焼土粒子を含有し若干し

まりをおびている。

7層　％　褐色　　極少量の焼士粒子を含有し若干しまり
をおびている。

8層　％　暗褐色　極少量の炭化粒子，焼士粒子を含有し

若干しまりをおびている豊

B…B′

1層　％　褐色　　比較的多選の焼土粒子および少遠のハ

ードロームブロック（2cm前後）を含有し若干

しまりをわびている。

2層　％　褐色　　少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し若

干しまりをおびている㌶

3層　％　暗褐色　少量と焼土粒子，炭化粒子を含有L若
干しまりをおびている。

4層　％　暗褐色　少量の焼土粒子，ハードロームプロッ

r
」監

ク　H cm前後）を含有し若干しまりをわびている㌶

5層　％　褐色　　多量の焼土粒子を含有ししまりをおび

ている。

6層　％　暗褐色　少量の焼土粒子および極少量の炭化粒

子を含有し若干しまりをおびている。

7層　％　黒褐色　少量のハードロ…ムブロック（5mm前

後）炭化粒子を含有しさらさらしている。

8層　％　暗褐色　極少量のハードロームブロック（1cm

前後）を含有し若干しまりをおびている。

9層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し若干しまりをおびている。

10層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック　0cm前

後）および極少量の焼土粒子を含有し若干しま

りをおびている。

11層　％　明褐色

12層　％　褐色　　少量の焼土粒子を含有し，若干しまり

をおびている。

13層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し若干しまりをおびている。

14層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前

後）を含有しまりを若干おびている。

15層　％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）

を含有ししまり粘性ともにおびている。

※　　A。B土壌とも覆土L部および覆土中に多量の焼土

および炭化粒子を含有している。
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第222図　　志筑遺跡51号住居址実測図

H51　セクション土層解説
A…A′

Hue　7．5YR

l層　％　暗褐色　少量のYPを含有し，サラサラしてい
プ
㌔Jo

2層　％　暗褐色　少量のYP及び極少量のハードローム
ブロック（5mm前後）を含有し，サラサラしてい

る。

3層　％　褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）
及び焼土粒子を含有し，若干しまりをわびてい
る。

4層　％　褐色　極少量の焼土粒子及び少量のハードロー
ムブロック（2－3mm）を含有し，若干しまりを

おびている。

5層よ％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
含有し若干しまりをおびている。

6層　％　褐色　褐色土を主とした，第…一次埋土である。
B－B′

1層　％　極暗褐色　極少量のYPを含有し，サラサラして
ている。

2層　％　黒褐色　少量のYP及び，極少室のハードロー
ム粒（1mm前後）を含有し，サラサラしている。

3層　％　暗褐色　少量のYP及び，極少室のハードロー
ムブロック（2mm～5mm）を含有し，若干しまり

を帯びている。

－428－

4層　％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）
－を含有し，若干しまりを帯びている。

5層　％　褐色　ハードロームブロック（5mm～2cm）を主

体とし，ゴツゴツしている。
6層　％　暗褐色　少量のYPを含有しサラサラしている

7層　％　褐色　少量のノトドロームブロック（1cm前後）
を含有し，若干しまりを帯びている。所謂，第
一一次埋土である。

H51炉址セクション土層解説
a　－a　′

Hue　7．5YR

l層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（5mm前後）を含
有し，若干しまりを帯びている。

2層　　　焼土塊
3層　％　褐色　少量の焼土塊を含有し，しまりを帯びて

いる。

4層　　　焼土粒子を多量に含有した層。

5層　％　褐色　所々，火熱を受けてい．る。
6層　　　焼土塊

7層　　　赤褐色　火熱を受けたローム
8層　　　擾乱

9層　％　褐色　極少量のYPを含有し，若干しまりを帯
びている。



第223図　志筑遺跡53号住居址実測図

H53　溝6号セクション土層解説
A－A
Hue　7．5YR
l層　ガ　褐色　多生のYP，ハードローム粒子を含有し・若干

しまりをおびている。

2層　％　暗褐色　極少量のYP，ノ、－ドローム粒子を含有し・
やわらかい

3a層％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm～10cm）を
含有し，サラサラしている0

3b層％　黒褐色　多畳のハードローム粒子を含有し，若干しま
りをおびている。

4a層％　暗褐色　多量のYP・ノ、－ドローム粒子（1mm～5mm）
及び極少量の砂粒を含有し，しまりをおぴている。

4b層％　暗褐色　多量のハードローム粒子を含有し，しまりを
ぉぴている。（一部に木の根の挽乱がある。）

4C層％　暗褐色　多量のYP，ハードローム粒子（卜5mm）を
含有し，若干しまりをおぴている0

5a層％　暗褐色　少宜のYP・及び極少量のハードロームブロ
ック（2。。前後）及び極少量の炭化物を含有し・若干し
まりをおぴている。

5b層％豊量謂協詣）盲
5C層％　黒褐色　多量のYP，ノ．二

一

．

一

ロ
し
ロ

ド
有
ド

ニ
己
一

まりをおびている。（一部に撹乱あ

ム
非
ム
り

粗
静
粒
）
及

及
る
し

．柵一．、軋

り
L
を

子
に
ヰ

5d層％　暗褐色　少量のハードロ‾－ム粒子・及び極少畳の砂粒
を含有し，サラサラしている0（一部に木の根による撹
乱あり）

6a層％　暗褐色　少生のハードロームブロック（3cm前後）を含
有し，若干しまりをおびている0

6b層％　暗褐色　多量のハードローム粒子（1mm－1cm）及び極
少量の焼土を含有し，しまりをおびている0

6C層％　暗褐色　少量のハードローム粒子を含有し，若干しま
りをおぴている。
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第2錮図　　志筑遺跡5鴫住居址実測図
H54　セクション土層解説

A－A′　　　　B－・B′

T T　　　　　′‘「　　「ヽrT‾ヽ

nue／．0ヱn

la層　％　暗褐色　ごく少量のハードロームブロック（5mm前後）を含有した

砂質の土層であり，ぎらぎらしている。

1b層　％　暗褐色　極少量のハードロームブロック（5mm前後）を含有し若干

しまりをおびている。

2a層．％　黒褐色　少量の炭化物（木炭）および極少量のYPを含有し，しま

りをおびている。

2b層　％　暗褐色　少量のYPおよび極少量の炭化粒子を含有し，しまりをお

びている。

3a．層　％　黒褐色　少量のYPを含有し若干しまりをおびている。

3b層．％　暗褐色　極少量のYPおよび炭化粒子を含有し若干しまりをおびて

いる。

4層　　％　黒褐色　少量のYP及び炭化粒子を含有し，しまりをおびている。

5層　　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有し，若干

しまりをおびている。

6層　　　　　撹　乱

C－C′　　焼土セクション土層解！覚

Hue　7．5YR

l層　　タで　黒色　少量の焼土粒子を含有し，しまり粘性共に若干おびている。

2層　　　　　比較的多量の焼土塊を含有した土層。

3層　　％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有し，若干し

まりをおびている。

4層　　　　　少量の焼土塊を含有した加熱を受けたハードローム層。
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第225凶　　志筑遺跡35号住居址実測図

H55　セクション土層解説
Hue　7．5YR

l層　％　暗褐色　少量のYP，及び極少量のハードロー

ムブロック（5mm前後）を含有し，サラサラし
ている。

2層　％　暗褐色　極少量のYP，及びハードロームブロ

ック（5mm前後）を含有し，若干しまりを帯び

ている。

3層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm～

1cm）及び，極少量のYPを含有し，しまりを帯

びている。

4層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～

1cm）及び，YPを含有し，若干しまりをおび

ている。

5a層％　明褐色　少量のハードロームブロック（5mm～

1cm）を含有し，若干しまりをおびている。

5b層％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し，若干しまりをおびている。

6層　　　掘りすぎ
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第226図　　志筑遺跡56号住居址実測図

Ⅲ56　セクション土層解説
A－A′　　　　B－B’

Hue　7．5YR

l層　％　暗褐色　極少塵のYPを含有し，若干しまりをわびている。
2a層％　暗褐色　極少量のYPハードロームブロック（5mm前後）を含有し若干しまりをおびて

いる。

2a′層％　黒褐色　少量のYP及び極少量のハードロームブロック（5mm前後）を含有ししまりを
ねびている。

2a〝層潔　暗褐色　少量のYPを含有し若干しまりをおびている。
3層　％　暗褐色　極少量のYPハードロームブロック（5mm前後）を含有ししまりをおびている
4屑　％　暗褐色　極々少意のYP焼土粒子を含有し，しまりをおびている。
5a層％　暗褐色　少量のYPを含有し，さらさらしている。
5a′層％　暗褐色　少量のYPを含有し，しまりをおびている。

5a〝層％　暗褐色　比較的多量のYPを含有し，若干しまりをおびている。
6層　％　褐色　ハードロームブロック（1cm前後）を主体とし若干しまりをおびている。
7a層％　黒褐色　少量のYP及び極少量のハードロームブロック（5mm前後）炭化粒子を含有

し．しまりをおびている。
7a′層％
8層　％
9a　層％

9a′層％

9a〝層ノ％
10a層％
10a′層％

黒褐色　比較的多量のYP及び少量の炭化粒子を含有し若干しまりをおびている。
黒色　比較的多量の焼土粒子及び極少量のYPを含有し，若干しまりをおびている。
褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有し若干しまりをおびている。
暗褐色　極少量のハードロームブロック（5mm前後）を含有し非常にしんまりをおびて
いる。
暗褐色　少量のYPを含有ししまり粘性ともに強い。

黒褐色　少量のYP及び極少量の炭化物（木炭）を含有し若干しまりをおびている。
暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有ししまり粘性ともに強い。

C－C′

Hue　7．5YR

l層　％　暗褐色　少量のハ…ドロームブロック（5mm前後）及び焼土粒子を含有し若干しまり
をおびている。

2a　層　　多量の焼土塊を含有した土層
2a′層　　加熱を受けたハードロームブロック
2層．％　暗褐色　多量のハードロームブロック（5mm前後）を含有し若干しまりをおびている
4層　タオ　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有し若干しまりをおびている。
5層　　　地山
S層　　　　石
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附1層　％　暗褐色　少量のYPを
2層　％　暗褐色　少量のYP及

Pを含有し，サラサラしてい
P及び極少量のハードローム
含有し，若干しまりを帯びて

し．サラサラしている。

いる。
3層　％　暗褐色　少量のYP及び極少量の焼土粒子，炭

化粒子を含有し，若干しまりを帯びている。
4a層％　暗褐色　少量のYP及び極少量のハードローム

粒（5mm前後）焼土粒子を含有し若干しまりを
帯びている。

4b層％　黒褐色　少量のハードロームブロック（5mm～
3cm）及び極少農の炭化粒子を含有し，しまり
を帯びている。

4C層％　褐色　　少量のYP及び極少量のハードローム
ブロック（5mm～1cm）を含有し，若干しまり
を帯びてきいる。ぜ

5層　％　黒褐色　少量のYPを含有し，若干しまりを帯
びている。

6a層％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～
1cm）及び極少量のYPを含有し，しまりを帯
びている。

6b層％　褐色　　ハードロームプロノク（5mm～1cm）を
主体とし，しまりを帯びている。

7層　％　黒褐色　極少量のYP及びハードロームプロノ
ク（5mm）前後を含有し，若干しまりを帯びて

粒（3mm前後）を
いる。

3層　％　暗褐色　少量のY
化粒子を含有し，

4a層％　暗褐色　少量のY

8a層％

8b層％

9a層％
9b層％

10a層％

10b層％

11層　％

12a層％

％層b21

る
量
し
色
し
暗
褐
後
色
ら
色
後
褐
有
褐
し
裾
を

い
少
有
褐
有
極
黒
前
褐
さ
褐
前
明
含
黒
有
晴
子

のハードロームブロック（1cm前後）を含
．しまり粘性ともに帯びている。
少量のYP及び極少量の焼土粒子を含

．しまり粘性ともに若干帯びている。
色
　
合
　
ら
　
合
　
　
　
し
　
有

褐
色
を
　
さ
　
を
色
し
色
，
色
合

極
有
少
し
少
有
ハ
し
少
ま
少
し

極少
少量
し．

の
Y
干

量
の
若

YP

P
L

有合を
ハードローム粒（1mm
まり

量のYP，ノ

ド
り
ム
性
及
て
及
ま

〇
一
ま
一
粘
P
び
P
L

る
ハ
し
ロ
，
Y
帯
Y
干

い
の
，
ド
り
の
を
の
若

て
量
し
一
ま
量
り
量
，

一
粘
ロ
も
極
る

ロ
．
ブ
と
び
い

を
ド
　
ム
性

帯びている。
ローム粒を含有し，

ブロック（5mm
ともに帯びている。
ノク（5mm前後　を

帯
量
に
少

びている。
の焼土粒子を含

び極少量の粒子，炭化粒
りを帯びている。

13a層％　暗褐色　少量のハードローム粒（3mm前後，）
極少黒の焼土粒子を含有し，若干しまりをわび
ている。

13b層％　黒褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）

及び極少量の焼土粒子，炭化粒子
干しまりをおびている。

14層a％　褐色　　極少量のハードローム粒

窮鐸　図　志筑遺跡野号住居址実測図

及び極少量の焼土粒子，炭化粒子を含有し，若

（1mm～5mm）
ニしまりを帯及び，少量の焼土，塊，含有し若干しまりを帯

びている。
14層b％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm～5mm）

及び，炭化物（木炭を含有）し，しまりを帯び
ている。

15層a％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm）前後及
び，炭化粒子，焼土粒子を含有し，しまりを帯
びている。

15層b％　褐色　　′ハードロームブロック（1mm）前後を
主体し，しまり粘性，ともに，しまりを帯びて
いる。

16層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm）前後及
び極少量の
欝びている

ードローム，1mm前後，しまりを
帯びている。

17層　％　黒褐色　比較的多量のハードローム粒（1mm）
前後を含有し，若干しまりをわびている。

18層　％　黒褐色　少量のハードローム粒（1mm）前後を
含有Lを若干しまりを帯びている。

19層　％　黒褐色　少量のハードローム粒（1mm～5mm）
を含有し，若干しまりをおびている。

20層a％　暗褐色　極少量のハードローム粒（1m）前後
を含有し，しまりをおびている。

20層b％　黒褐色　少量のハードローム粒（1～3mm）及
び極少量の焼土粒子を含有し，しまりヂ帯びて
いる。

20層C％　黒褐色　少量のハードローム粒（1mm）ト前後を
含有し，若干しまりをおびている。

21層a％　暗褐色　極少量のハードローム粒　0mm前後）
を含有し，若干しまりをわびている。

21層bタ1褐色　　少量のハードロームブロック（5mm～

H57炉葺m措誓言霜晶をおびている。
C－C′

1層　％　暗褐色　少量の焼土粒子を含有し，若干しまり
を帯びている。

2層　％　褐色　　火熱を受けたハードローム（極少量の
焼土粒子を含有）

3層　％　褐色　　少量の加熱を受けたハードロームブロ
ック（1cm前後）を含有し，若干しまりを帯び
ている。

4層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（加熱を
受けていない）（1cm～3cm）を含有し，若干
しまりを帯びている。

－433－



H22　t　26カマト

A L－24．45m

Ⅲ220　26カマド

A－A′

1層Hue　7．5YR％

ご層Hup　7．51’Rヰ・i

3層Hue　7．5YRタ妄

4層Hue　7。5YR．％

5層Hue　7．5YR％

6層Hue　7。5YR％

7層蝕騰　7．5YRタ妄

8層Hue　7．5YR．％

9層Hue　7．5YR％

10層Hue　7．5YR％

11層Hue　∴51’Iミ4′i

セクション土層解説

褐色　　ローム床面（ブロック）

裾灰色　粘土十秒十一焼土粒を含み，や

わらかい。

褐色　　ロー－ム＋焼土（ブロック，粒

子）　化物を含む。

褐色　　ローム＋秒＋焼土（ブロック，

粒子）炭化物を含む＋小石有＋粘土

暗褐色　ローム十秒＋焼土十粒子を含

む＋炭化物混入

褐色　　ローム十秒十焼土粒子を含む

しまりあり。

褐色　　ローム＋砂＋焼土粒子を含む。

炭化物あり＋粘土少意含む。（特に砂

多い）

暗褐色　ロームブロック＋粘土少量含

まれる（砂＋粒子）

褐色　　　ローム，、ノフトローム

褐色　　ローム，ソフトローム　9層

よりややく　らい。

褐色　　　ローム，、ノフトロ一一一ム

B，

志筑遺跡2　◎錆◎別号住居址カマ軒実測図

H31　カマド　セクション土層解説

A…－A′　B－B′

1層Hue　7．5YRタを　灰褐色　粘土＋砂＋焼土＋炭化物（特

に砂目のものが多い）

2層　Hue7．5YRタ右裾色　　粘土を含む＋焼土粒が含まれ
る。ところどころにロームブロック混

入。

3層　Hue7．5YR％灰褐色　粘土＋砂＋焼土の粒が含まれ

る。やわらかい。土師片が入り，含ん
で、いた。

4層　Hue7．5YRタを灰褐色　粘土＋砂＋焼土の粒が含まれ
る（黒色土，炭化物が含まれる），砂

が多い，やわらかい。

5昌層Hue7・5YR％灰褐色　粘土＋砂＋焼土の粒子が含ま
れる（黒色土，炭化物が含まれる上

砂が多い，やわらかい。
6層　Hue　7．5YR％暗褐色　粘j二十秒＋焼土の粒子が含ま

れる（黒色土，炭化物が含まれる），
抄が多い。

7層　Hue　7．5YR％褐色　　黒色土が含まれるがロームブ
ロックが混入する。

8層　Hue7．5YR％褐色　　ロームブロック混入，やや砂

を含む。あかみが含まれよく煉れた。
9層　Hue7・5YR％褐色　　ロームブロック混入　かたい。
10層　Hue7．5YR％　にぷい橙色　ソフトローム
11層　　　　　　　　　　撹乱

12層　Hue7．5YR％暗褐色　ソフトローム



土蠣　3号

麿
A A

▼‾‾1、

＼＼－、＿、一＿＿▼＿＿、＿、＿＿＿＿＿∴〔‾

且＿

＼　＿＿＼＿＿，＿ノー・‥l

感迫しこ2420m

＿且＿

2M

＿士貸2号　セクション土層解説
A…A′　　　B～B′

1層　Hue7．5YRタを黒褐色　しまりふつう

2層　Hue7．5YR尭褐色　ローム多い，し

まりふつう

3層　Hue7．5YR％暗褐色
4層　　　　　　％暗褐色　しまり強い

5層　Hue7．5YR％極暗褐色　しまり強い
6a層Hue　5YR％褐色　しまりふつう

6b層Hue7．5YR尭褐色　ロームを多く含

む，しまり弱い。
7層　　　　　　　　撹乱

8層　Hue7。5YR％暗褐色　しまり強い
9層　Hue7．5YR％褐色　しまりふつう，

10層　　　　　　　　ソフトローム
11層　Hue7．5YR％暗褐色
12層　　　　　　　　ソフトローム

13層　　　　　　　　ロームブロック

土壌　3号　セクション土層解説
Å－A′

1層　　褐色土
2層　もロームブロック

3層　　ソフトローム

4層　　暗褐色
5層　　暗褐色
6層　　ソフトローム

∴
＼

1M

窮鐙園　志筑遺跡丑墳　◎　◎　号実測図

土壌4号　セクション土層解説
A－A／B－B′

1層　耕作土つづき
2層　撹乱
3層　黒褐色
4層　暗褐色　ローム少ない，し

ま　り強い。
5層　明褐色　しまりよい。
6層　褐色　しまり弱い。
7層　褐色　しまりがよい
8層　にぷい褐色，P・B含む
9層　噌・褐色
10層　ロームの少ない，しまりよ
い。極暗褐色

11層　暗褐色　しまり弱い。
12層　日普褐色　ロームブロックを
少量含む，しまりゆるい。

一435－

13層　褐色　ローム多い。
14層　極暗褐色　ローム少ない。
15層　極暗褐色　P・Bを多く含む。
16層　にぷい橙色ロームの再堆損。
17層　耕作土
ユ8層　黒褐色
19層　褐色　ローム多い。
20層　ロームのブロック化した。
21層　かたく　しまったローム。
22層　ロームに黒色粒混入。
23層　明褐色　ロームが多い。
24層　にぷい褐色　P・Bが多い。
25層　明褐色
26層　暗褐色
27層　にぷい褐色
28層
29層　極暗褐色　ローム少ない。
30層　褐色
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ーム多い。
ローーム多い茶褐色。、
ワーム多い暗褐色。

クを含む褐色。

ロームフやロック含む。
蒙霊宝
ねぼりのつよい褐色
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土壌6号
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B
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ロ　ッ

7層　裡害し

〇
　
十
土
　
を

土
土
色
色
土
土
ク

ローム粒子を少魔含む。

〇　ローム粒子を少慶含む
ローム粒子を少蟄含む。
ローム粒子及びロームブ
含む。

l　　′‾日　　　　　J一フ1EJ LJ tJ Lノ

8層　褐色土　少量のロームブロックを
含む。

9層　褐色土　ロームブロック混入。
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土壌8号　セクションま二層解説
A－A‾　B一日‾

1層Hue　7．5YR％
2層Hue　7。5YR．％
3層Hue　7．5YR％
4層Hue　7．5YR％
5層Hue　7．5YR％
6層Hue　7。5YR％
7層Hue　7．5YR％

8層Hue　7．5YR％

9層Hue　7．5YR％

10層Hue　7．5YR労

土壌12セクション
A－A㌦

1層Hue　7．5YR％

2層Hue7．5YR％
3層Hue　7．5YR％

4567　8

層
層
層
層Hue7．5YR％
層Hue7．5YR．％
9層Hue7．5YR％

10層
11層
12層Hue　7．5YR％

13層Hue7．5YR％

ユ4層Hue7．5YRメ％

15層Hue7．5YR％

16層Hue　7．5YR労

17層Hue　7．5YR％

18層Hue7．5YR％

19層Hue　7．5YR％

20層Hue　7．5YR％

土壌10号　セクショ
A－A－
1層Hue　7．5YR％

2層Hue7．5YR％

3層Hue7．5YR％

4層Hue7．5YR％

5層Hue　7．5YR労

6層汀騰　7．5YR％
7層Hue　7。5YRタ盲
B－B－
1層Hue　7．5YR％

2層Hue7．5YR′％

3層Hue　7．5YR％

4層Hue　7．5YR％

5層Hue7．5YR％

6層Hue7．5YR％
7層Hue　7．5YR．％
8層Hue　7．5YR．％
9層Hue　7．5YR％

ロームを多く含む（褐色）
少量のローム粒を含む（暗褐色）
ロームを多く含む（褐色）
ローム粒混（黒褐色）
ローム粒混（褐暗色）

ローム粒混（暗褐色）7層　7．5％　ローム粒混
ローム粒混，しまりがつよい，粒㌢はあらい
（褐色）

ローム粒混，しまりふつう，粒子はあらい，ね
ぼり有（褐色）

ローム粒混，しまりよわい，粒子はあらい，サ
ラサラ（褐暗色）
を含むローム，かたい（黒褐色）

かたく　しまってきる，ローム粒子少蛍を含む
（黒褐色）

しまりは弱い，ロト…ム粒子少量を含む（黒褐色）
しまりは弱ら　サラサ’ラとしてきる。ロ…ム粒
はほとんど含まない（極暗褐色）
ソフトローム
El”…ムブロック

ロームブロック（バラバラにくずれている）
しまりは弱い，ローム粒はごく少量（黒褐色）
ロト…ムを多量に含む（暗褐色）
炭化物を多量に含む。ロームは少量（2東口縁

のツボ等はこの層から出土，遺物はこの層に簾
中している）（極暗褐色）
r7－－ムブロック
ロームブロック

粒子細かくサラサラしている。lローム婆立を多く
含んでいる。しまりはよわい　黒褐色）

粒子細かくサラサラしている。ローノ、はほとん
ど含まれなき。しまりはよわい（極暗褐色）
粒子はやや粗い。ローム粒子を多く含んでいる
しま　りはよわい（極暗褐色）
粒銅田かくサラサラしている。ロー…ムを多く含
んでいる。しまりはよわい（暗褐色）
粒子細かくサラサラしている。＋こト…ム粒は少な
く。しまりはつよい（暗褐色）

粒子は細かく，ねぼりがある。ローム粒を主体
としる（褐色）

粒子は細かく，ややねぼりがある。ロ…ム粒を

少量含む。しまりはよわい．（黒褐色）
粒子は細から　ねぼりがある。ローム粒を含み
しまりはややつよめである（暗褐色）

粒子点細かくねぼりがある，ローム粒を主体と
し，17層と共にロームの再堆積と思われる（褐色）
ン上層解説

しまりはふつうァ　粒子は細かいテ　ねぼりはない
（黒褐色）
ロ…ムブロックのすぐれたもとを含む。粒子は

細かくねぼりはない，しやらはやや弱い（極
（極暗褐色）

ローム粒をあまり含まない，粒子は細かくやや
ねぼりがある。しまりはやや弱い（黒褐色）
1mm内外のローム粒子を多く含む，ややねぼり
がある，しまりはやや弱い（黒褐色）
1mm内外のロ…ム粒子を含む，粒戸は細かくね
ぼりはややある。しまりはややつよい（暗褐色）

ソフトこ了卿…ム　ねぼりがつよい（明褐色）
ソフトローム　ねぼりがつよい（明褐色）

ロームブロックのくずれたものを含む，粒子は
細く，ねぼりはない，しまりはやや弱い（極暗
（極暗褐色）

1mm内外のロト…ム粒子を多く含む，1層より粗い
粒子でややねぼりがある。しまりはやや強い
（暗褐色）

ローム粒子をあまり含まない。粒子は1層と同
じく細かくややねぼりがある。しまりはやや弱
し　＿雄二視色．）
2層よりやや明るい。しまりは2層よりやや強
く，他は2層と変らない（暗褐色）
4層とほぼ同じだが，粒子が細かく　しまりが弱
い（暗褐色）

ローム粒子を多く含む（褐色）
ソフトロ…ム，ねぼりが強い（明褐色）
ソフトローム，ねぼりが強い（明褐色）
ロームの－ビンイに近しや（褐色）

一二138－
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土壌18号　セクション土層解説　Hue7．5YR

la層　％　黒褐色　ごく少量のYPを含有し，サラサラし

ている。

lb層　％　黒褐色　ごく少量のハードロト…ムブロック（1

cm前後）を含有し，サラサラしている。

2層　　％　黒褐色　少量のハードロームブロック（5mm～

3cm）を含有し，若干しまりをおびている。

3a層　％　暗褐色　ごく少量のハードロームブロック（1

cm前後）YPを含有し，若干しまりをおびている。

3b層　％　黒褐色　ごく少量のハードロームブロック　は

cm前後）を含有し，若干しまりをおびている。

4層　　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し，しまり粘性ともにおびている。

5層　　　　擾乱

土壌25号　セクション土層解説
A…Ar

Hue　7．5YR

l層　，％　暗褐色　少量のYP及び極少量のハードローム

ブロック（5mm前後）を含有し，若干しまりを

おびている。

2層　　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm後

後）を含有し，若干しまりを帯びている。

3層　　％　褐色　　比較的多量のハードロームブロック（

5mm～1cm）を含有し，しまりをおびている。

4a層　％　褐色　少量のハードロームブロック（3mm前

後）を含有し，若干しまりをおびている。

4b層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（1cm前

後）を含有し，若干しまりをおびている。

5層　　　　ソフトローム（掘りすぎ）

土壌11号　セクション土層解説

A…A′

1層Hue7．5YR％　極暗褐色　しまりつよい。粒子は細かく

さらさらしている。

2層Hue7．5YR％　暗褐色　　しまり強い。粒子細かくやや

ねぼりがある。

3層Hue　7．5YR％　暗褐色　　しまり強い。粒子は細かくさ

らさらしている。

4層Hue

5層Hue

6層Hue

7層Hue

8層Hue

9層Hue

7。5YR％　暗褐色　　しまり強い。ややねぼりあり。

7．5YR％　褐色　　　ロームブロックを多く含む。

7．5YR　　5層と同じ

7．5YR％　明褐色　　ねぼり強いローム。

7．5YR％　暗褐色　　2層と同じ

7．5YR′％　明褐色　　強く　しまっている。ブロック

含む。

10層Hue　7．5YR％　明褐色　　ソフトローム

ー439－
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A3gO…Å4gl A3fO…Å3gO

l層　耕作土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1層　耕作土
2層　耕作土＋ローム混入したもの　　　　　　　　　　　　　2層　褐色土（ハードローム）
3層　黒色土，黒色土であるが一郎ローム。耕作土が含まれ　3層　黒色土

る。

4層　黒紘与色土。ローム粒子が含まれる。かたい層である。
5層　明褐色二と
6層　黄褐色土
7層　ローム

A3f8－A3g8《…A3h8

1層　耕作：土
2層　黒色土の中にロームブロック混入。
3層　黒色土＋ローム粒子。しまりがありかたい。
4層　黒色土
5層　黒色土＋ローム粒子＋ロームブロック混入でかたい

4層　耕作土　百一ムの中に耕作土が含まれる。明褐色土で
やわらかい。

5層　褐色土でやややわらかい。
6層　暗褐色土　ブロック状になり，かたくつやがある0

7層　明褐色土　ロームであり暗褐色土が混入している0　や
わらかい層である。

8層　暗褐色土　褐色土の車に黒色土が含まれる。低狛二行
くにしたがい黒色土が多くなる。

9層　暗褐色であり，ところどころにロームブロックがあり，
やわらかい。砂も含まれる。

10層　4層よりやや黒色をおびている0　7層と同様な色土を
皇す。砂が含まれる。

6層　暗褐色土　ところどころに耕作土及びロームのかたま11層　6層の暗褐色土の下にあり，やわらかい土である0　と
りが混入している。

7層　黒色土

8層　褐色土の中にロームが混入している9
9層　耕作土の中にロームブdック・桂子が混じっている。
やわらかい。

10層　目普褐色土　ローム粒子が混入する。柔かい。
11層　暗褐色土　黒色のロームのかたまりが混入している。
12層　褐色土　耕作土が混入し，柔かい。
13層　黒褐色土であるが，耕作土が混入していて柔かい。
14層
15層　黒色J二の中に少立夏であるがローム粒子が混入する。
16層　チ黄色土　かたいブロック状のもので，しまっている。
光沢がある。

17層　10層よりややローム粒子が含まれる。

18層　黒色土の中に∵ロ∴－ム粒子及びロームの固まりがみられ
る。

19層　黄褐色土　ところどころに黒色土が混入している。
20層　黒色土ではあるがロ…ム粒子が多く含まれている。か

たい、、
21層　ロームブロック十黒色土であり，やや柔かい。
22層　褐色土

A3g6…∵Å3h6－∵Å3i6

1層　耕作三土
2層　男色土
3層　暗褐色J二
4層　明褐色士
5層　耕作三上＋黒色土の混りあったもの

6層　黒色土であるが，やや5層より砂を多く含み，やや明
るい黒色土である。

7層　黒色土　砂を多く含み5層と同様な色をもつ。かたく
しまった土層である。

8層　黒色土であるが7層より柔かく色も暗黒色ユニである。
9層　黒色土であるが，ローム粒子及びロームブロックが混
入している。

10層　ローム粒子及びロームブロックを多量に含む。褐色土
である。

11層　黒色土であるが，2層と違いブロック状の帯になり，
かたい所・である。

12層　黒色土であり，少豪のロト…ム粒子がみられる。
13層　黒色土であるが，やや9層よりローム粒子が少ない。
柔かい層である。捜満の様子もある。

14層　異色土であり，ローム粒子を含む。13層よりやや暗い
色である。

15層　黒色土　ところどころにロームブロックのかたまりが
混入する。

16層　黒色土であり，ローム粒子がわず、かに混入する。2・
11・15層より褐色をわびている。

17層　褐色土でありローム粒子及びロームブロック混入。

18層　施与色ユニ

19層　黒色土であるが，耕作土が多量に含まれている。とこ
ろどころにロームブロックが見られる○撹乱層である

20層　黒色士と耕作土のミックスしたものである。
21層　黒色土であるが，ロームのブロック状のものがある。
ローム粒子が含まれる。

22層　黒色土＋耕作土のまじったものがある。ところどころ
にロームブロックがみられる。黒色土層である0

23層　ローム粒子が含まれるが，ロームブロックがなく，22
層と同級　黒色土十耕作土の混りあったものである0

24層　黒色土であり，ローム粒子及びロームブロックがみち
れる。

25層　ロームブロック及びローム粒子を多量に含む。黒色土
の土層である。

ー442－

ころどころに黒色土が含まれる。砂も多く含まれてい

る。
12層　9層と同様で9層よりやや暗い色である。やわらかく
ローム粒子が多く混入する。砂が多盛に混入している0

13層　暗褐色土であるが，柔かいローム粒子を含む0
14層13層より明るい。ロームブロック，ローム粒子を含む。
15層　黒色土であり，ローム粒子が多義に含まれる。柔かい
土層でありゥ　水分も少ない。



第鏑　図　　志筑遺跡溝（醐3号）実測図

M3号　セクション土層解説
A－A′

1層　黒色土。

2層　黒色土でローム粒子が含まれ，やわらかい。

3層　暗褐色土でローム粒子を含む。ややしまりがある。

4層　ソフトローム。

5層　暗褐色土でローム粒子を含みやわらかい。

6層　暗褐色土でロームブロック少量含まれる。

7層　褐色土　ロームブロックが含まれやわらかい0

8層　ソフトローム　ローム粒子及びロームブロックを含む（3～5cm）

9層　暗褐色土であり，ハードロームのブロックを含むo

B－B′

1層　黒色土。

2層　2層（A－A′）と同じ。

3層　5層（A－A′）と同じ。

4層　黒色士　ローム粒子を含み，やわらかい。

5層　ソフトローム，ロームブロック混入。

6層　暗褐色土　やわらかい。

7層　黒色土でローム粒子を含みやわらかい。

8層　ソフトローム混入。

－443～444－
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第236図　　志筑遺跡溝（醐5号）実測図

M5号　セクション土層解説
A－A′

1層Hue7．5YR％にぷい橙色　ハードロームブロックを含む。

2層Hue7．5YR％

3層Hue7．5YR％

4層Hue7．5YR％

5層Hue7．5YR％

6層

7層Hue7。5YR％

8層Hue7．5YR％
9層Hue7．5YR％

11層Hue7．5YR％

12層Hue7．5YR％

13層Hue7．5YR％

14層Hue7．5YRタr

暗褐色　ロームブロック含む。

黒褐色　ローム粒子を含む。

褐色

明褐色　粘性つよい。

ほとんどハードロームブロックよりなる，

土層と共にガサガサである。

極暗褐色　ロームブロック（中）を含む。

黒褐色

黒褐色　ロームを多く含む。

黒褐色

極暗褐色

黒褐色

黒色

15層Hue7．5YR％暗褐色

B－B′

1層Hu。7．5YR％黒褐色1－2mmのローム粒混入しまりつ
よい。

2層Hue7．5YR％極暗褐色　しまりつよい0

3層Hue7．5YR％暗褐色　しまりややつよい0

4層Hue7．5YRタを　黒褐色

5層Hue7。5YR％極暗褐色　かたくしまる。

6層Hue7．5YR％暗褐色

7層Huel OYR％　褐色

8層Hue7．5YR％褐色

9層Hue7．5YR％褐色　しまり弱い。

10層Hue7．5YR％明褐色

11層Huel OYR％褐色

C－Cノ

1層 耕作土

2層

3層　　　　褐色　　　　しまりをい。

4層　　　　黒色　　　　ロームブロックを含む。

5層　　　　褐色　　　　ロームブロックを含む。

6層　　　　黒色　　　　しまりよい。

7層　　　　にぷい褐色　ロームが多い。

8層　　　　にぷい褐色　ロームブロックを含む。

9層　　　　暗褐色

10層　　　　褐色　　　　ロームブロックをふくむ。

11層　　　　褐色　　　　黒色粒をふくむ。

12層　　　　褐色　　　　ロームブロックを多く含む。

D－D′

1層H。e7．5YR％㍉黒褐色　微少なローム粒子を含む，しまり

がつよい。

2層Hue7．5YR％～％黒褐色～極暗褐色　ローム粒混入，し

まりがつよい。

3層Hue7．5YR労㍉黒褐色

4層Hue7．5YR労㍉黒褐色

5層Hue7．5YR％　暗褐色
6層Hue7．5YRタ左　褐色

7層Hue7．7YR％　褐色

8層Hue7．5YR％　明褐色

9層Hue7．5YR％　暗褐色

10層Hue7．5YRタ有　明褐色

11層Hue7．5YR％　褐色

ローム含有。

しまりやや強い。

しまり強い。

7．5

ソフトローム主体，ねぼり強い。

ロームブロック含有，しまり弱い。

ロームブロック（2－3cm）のものと混入

と混入，やわらかい。

12層Hue7．5YR％　極暗褐色

E
一

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

　

層

層

層

層

層

E
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
　
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4
　
1
5
　
1
6

耕作土
ローム

ローム少ない

ロームブロック

ローム少

暗褐色　　　ローム中ぐらい

ロームブロック

黒褐色

暗褐色　　　ローム多い

褐色　　　　ローム含有

褐色

暗褐色　　　ローム含有，しまり弱い

暗褐色　　　ローム少ない

暗褐色　　　ローム多い

F－Fノ

1層　　　暗褐色　　耕作土

2層　　　明褐色　　　ローム少ない

3層　　　褐色　　　ローム多く混入

4層　　　黒褐色　　ローム多く含まれる

5層　　　　黒褐色　　　ローム少か、

6層　　　褐色　　　ローム多い

7層　　　　褐色　　　　ローム

8層　　　褐色　　　ローム多い

9層　　　　　　　　　ロームが多く含有

10層　　　　　　　　　　ローム

G

層
屈
二
層
二
層
二
層
二
層
一
層
層
層
層
　
層
層
層
層
層
層
層
層
屈
二
層
二
層
二
層

n

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

　

G

1

2

3

4

　

5

6

7

8

9

1

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

、

ローム，粒子のみパラパラ含まれる。

ローム少ない

暗褐色　　　ロームやや多く含有

ローム多い

明褐色　　　ローム粒多く含まれる。

撹乱

耕作土

ローム

耕作土

暗褐色　　　ロームなし，かたい

暗褐色　　　ローム小，しまりがよい

黒褐色　　　ローム小，しまりがよい

黒褐色　　　ローム中，しまりがふつう

黒褐色　　　ロームやや多く，しまりがよい

黒褐色　　　ローム中，しまりがある

暗褐色　　　ローム粒多く，しまりがない

暗褐色　　　ロームふつう，しまりがない

暗褐色　　　ローム多く，しまりがない

暗褐色　　　ローム多く含有
ローム

明褐色　　　ローム非常に多い

ー445～446－
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第237同　志筑遺跡溝（M6号）肝面実測図
M6号　土壌19号　セクションベルト土層解説
SP3－SP3′　　　M6

Hue　7．5YR

l　層　％　黒褐色　ごく少量のハードローム粒（1mm前後）を含
有しさらさらしている。

2a　層　夕首　暗褐色　ごく少量のハードローム粒（1mm前後）およ

び，比較的多量の黒色のハードブロック（1cm前後）
を含有ししまりをおびている。

2b層　％　暗褐色－　こく少量のハードローム粒（1mm前後）およ
び少量の黒色のハードブロック（5mm前後）を含有し
若干しまりをおびている。

3　層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1mm～1。m）

を含有した砂質の土層であり若干しまりをおびている。
4a層　％　累褐色　少量のハードロームブロック（1～5mm）及

びごく少量の黒色！、－ドブロック（5mm前後）を含有
し若干しまりをおびている。

4b層　％　黒褐色　比較的多量の黒色ハードブロック（1cm前後）

干しまりをおびている。

4C層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1－3。m）黒色ハー
ドブロック（5mm～1cm）を含有し若干しまりをおび
ている。

5a層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含有し
た砂質の土層であり若干しまりをおびている。

5b層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1mm～1。m）
およびごく少量の炭化物（木炭）を含有ししまりをお
びている。

5C層　％　褐色　ハードロームブロック（5mm前後）を主体とし
しまりをおびている。

6　層　榊普褐色　少量のハードロームブロック（3cm前後）を含
有し若干しまりをおびている。
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7a層　％　褐色　ハードロームブロック（1mm～1cm）を主体と
した砂質の土層でありしまりをおびている。

7b層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を
含有し若干しまりをおびている。

8　層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～1cm）
および黒色土ブロック（5mm前後）を含有ししまりを
おびている。

9　層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）を
含有した砂質の土層であり，若干しまりを帯ている。

SP3－SP3′　土壌19
Hue　7．5YR

l　層　％　暗褐色　ごく少量のハードローム粒（1mm前後）およ
びごく少量の焼土粒子を含有し若干しまりを帯ている。

2a層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含有し
若干しまりをおびている。

2b層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm読後）及び極少
量の焼土粒子を含有ししまりをおびている。

及び極少量のハードローム粒（1mm前後）を含有し若　2C層　％　暗褐色　少量のハードローム粒（1mm前後）を含有し
若干しまりをおびている。

3a層　％　暗褐色極少量のYPを含有し若干しまりをおびている

3b層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～1cm）
を含有ししまりをおびている。

3C層　％　暗褐色　ごく少量のハードローム粒（1mm前後）を含
有ししまりをおびている。

4a層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック（5mm～3cm）
を含有し若干しまりをおびている。

4b層　％　黒褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を
含有し若干しまりをおびている。

5　層　％　調色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含
有し若干しまりをおびている。

6　層　％　褐色　ハードロームブロック（1cm前後）を主体とし
しまりをおびている∩
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円墳1号　セクション

孟墾笠・′1
B－B′

号駕0議露幾。（周漸
2層　黒色土　ローム粒子
を含む。　しまりがあ
る。

3層　黒色土　ロームブロ
ック　　混入のしま　り
がある。

4層　ローム（ソフトローム）
5層　ローム。
A3g1－A3g2
1層　耕作…土。
2層　　ローム。
A3g2－A3g3
1層　耕作：土。
2層　ローム
3層　黒色土

8こロ
しま

4層　黒色
てもあ

層を

l
り
土
り
な

5屑　　ローム
がテ毘入
－ムプ

6層

土
混
0
ム
ら
　
昇
る
が

色
子
る
一
わ
　
に
い
ク

黒
粒
あ
ロ
や
○
車
て
ツ

ム
が
と
，
す
の
し
ロ

中
O
の
入
入
い
　
土
ロ
ら

握
か
　
色
0
み

ヽ

　

．

　

　

1

一

1

　

．

で

ヽ

層
い
の
か
ク
ら
ツ
わ
ロ
や
ブ
、

〇
ム
り

る
一
あ

れ
ロ
で

ム
る
い
土
じ
な
ム
る
じ
な
人
に

一
あ
か
色
ま
を
一
あ
ま
を
混
々

ロ
で
ら
黒
が
層
ロ
で
が
層
の
所

，
愛
わ
に
ム
い
，
畳
ム
い
ム
0
）

に
少
や
々
一
か
に
少
一
か
一
む
土

中
が
で
所
ロ
ら
中
が
ロ
ら
ロ
含
色

0
0
の
ク
土
が
　
わ
の
ク
　
わ
と
を
褐

電
撃
露

憎
且和

層

層

層

層

層

層

層

層

A
1
2
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8

ロ
混
あ
○
子
，
ぁ
○
た
一

粒子及
が，混

r‘7　＿．．・．．．＿－．

が
り
す
粒
が
り
す
し
ロ

入
‾ノつ

砂
及
混

つ
砂
も
ム

ム
る
ク
　
あ
る
ム
る
あ
る
ら
混

一
い
ツ
　
で
れ
一
い
で
れ
わ
グ

ロ
で
ロ
O
の
ま
ロ
で
の
ま
や
ツ

，
し
プ
る
も
含
．
L
も
含
○
ロ

び
入
ム
す
た
が
び
入
た
が
の
プ

1
C
D

墳
P
P
層
層
屑
　
屑
層
層
層
　
層

円

S

S

1

2

3

　

4

5

6

7

　

8

層
　
層
層
層
．
層

9

　

1

0

日

1

2

　

1

3

455

ロ
7テ

暗
ソ
暗
口
暗
ソ
1
時
ま
暗
入

C
D
褐
フ
褐
ッ
褐
フ
層
褐
れ
裾
で

層
プ
8
ム

土壌No．1　セクション
′

色
ト
色
ク
色
ト
と
色
で
色

土
口
土
混
土
口
同
士
い

．
‘
　
O
 
T
l
 
J
 
T
 
T
l

で
入
一
様
と
る

ローム粒子混入。
ム0
あるが，1層より暗い。ローム粒子及びロームブ
一書β木の根によるず聾者L。
ロームと暗褐色土が混入している。
ム　ロームブロックが混入し，しまっている。
であるが，ロームフーロックが混入している。
ロームの妻昆入したものであるが，中に黒色j二が含

土と黒色土の混入　ロームフーロック及びローム粒子混
しま　りカゞある。

と同様であるが，しまっている。ローム粒子，1ロー
ムフPロックカゞ多く含まれる。
ソフトローム　所々にロームブロックが混入するロ－ム　　珊々にロームフロ　ッ　グカヾ混ノ＼1「る0
ローム　　ロームブロックカゞ混入，　しまっているト
色
し
色
ま

フ
婦
人
褐
含

ソ
暗
混
時
が

ム
　
ム
　
c

一

〇

一

る

ロ
る
ロ
い

で
い
と
で

土
て
土
れ

粒子混入であるが，ロームブロックが

の混入したものであるが，中に黒色土
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ヒ＝望聖二∃

－A

一
耕
黒
暗
口
黒
ブ
含

0

　

　

　

と

　

　

一

掬
層
層
層
ク
層

一
か
化
　
れ
　
1
　
　
　
　
黒

遠
ら
炭
層
ま
層
鋸
屑
層
層
層
層
に

A2hO

土
色
色
ム

作
褐
褐
一

色二ヒ

土
土
粒
と

ロック
む）

子
晴
と

「
山
上
匝
邁

ムプ、ロッ

（ローム
ローム粒子と

5層　ハードローム（暗褐色土）
Å2hO　…A2iO

l層　耕作土
2層　E1－－ム　黄褐色土
3層　黒色土　ローム粒子混入－
4層　噌・褐色土
6層　黒褐色土と耕作土の中に
ロームブロック混入　色土褐
7層　ロームブロックがところ
どころにある，しまりがあり
かたい
A2iO　－A2jO
l層　耕作土
2層　耕作土の中にロ帥－ムブロ
ックが混入している
3層　暗褐色土であり，所々に
ロームが混入する
4

5
　
6
A
1
2
3
4
5

暗褐色土（黒色土）やわ
い，ローム粒子を含む，
物あり
黒色土，焼土の粒子が含
る

ロームブロック
ーB3al
耕作土
暗褐色土　ローム
黒色土
授乳
ローム（黄褐色土）所“々に
土色
る

ブロックが入りこま

6層　黒色土　ローム粒子が含ま
れる，やわらかい
7層　黒色土　ロト…ム粒子，ロ
ームブロック混入する
8層　黄褐色土　ロームブロック
ローム粒子　葺沙混入
B－B′

4

5

6

子
り
　
ま
た
　
混

欝
層
層
粒
ま
層
含
し
層
が
層

ら
層
ブ
層
層

が
が
耕
れ

混
あ

一Å2i9

耕作三土
ローム
耕作土であるが，ローム
が混入している，しま　り

作土の中
木

様子が
貴
人
褐色
して

の
み
土
い

根
ら
で’

る

に
に
れ
あ

黒色土である

，砂が多く
より，授乳
る

る，黒色土

7霞子讐聖プ轡競詔
砂が多く含まれている。やわ
かい。
黄褐色土であり、ローム

8　910

るあでh
じ
同0と
ム

ク
層
一

ツ
5
ロ

ロ
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円墳3号　セクション土層解説

A－A′

1層　黒色土　ローム粒子を含む。

2層　褐色土　ロームブロック，しまっている。

3層　木の根こよる擾乱　黒色土＋黄褐色土（ローム）

B－B′

1層　暗褐色土

2層　黒色土の中にロームブロック及びローム粒子が含まれる。

3層　黒色土と暗褐色土の混じったもので，やわらかい。

4層　暗褐色　1層より暗い。

5層　暗褐色土　黒色土＋砂が含まれる。

6層　暗褐色土　ロームブロック，ローム粒子が含まれる。

7層　黒色土　ロームブロック粒子を含む。しまっている。暗褐色

混入　暗褐色土＋黒色土

－457－
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円墳4号主体部（土壌9）セクション土層解説

A－A‾

1層　Hue　7．5YR％　ローム　（明褐色）

2層　Hue　7．5YR％　砂とローム粒子と耕作土混入　や

らわかい（黒褐色）

3層　Hue　7．5YR％　石とローム粒子，一部撹乱あり，

ローム粒子は，1層より多い。や

わらかい（極暗褐色）

4層　Hue　7．5YR％　黒色土でかたい，所々に石粉まじ

る（黒褐色）

5層　Hue　7二5YR％　極暗褐色2層よりやや黒色を示す，
ローム

粒子が少量含まれる。砂と耕作七

を混入する（極暗褐色）

6層　Hue　7．5YR％％耕作土と砂にロームブロック混入

（褐色）

7層　Hue　7．5YR％　2層よりやや黒色を示す，ローム

粒子が少量含まれる。砂と耕作土

混入する（極暗褐色）

8層　Hue　7．5YR％　暗褐色土　ローム粒子混入

（暗褐色）

一459－
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第2爛図　志筑遺跡29号住居址〇円墳4号断面図
H29　セクション土層解説

B－B′　　A－A′

1層Hue7．5YR％　極暗褐色　粒子細かくねぼりはない　しま
り良い。

2層Hue　7．5YR％
3層Hue　7．5YRタオ

4層Hue　7．5YR％

5層
6層Hue　7．5YR％

7層Hue7．5YR％
8層Hue7．5YR％
9層Hue7．5YR％

10層Hue7．5YR％

撹　舌L

褐色　　しまりは良く粒子は1層より細か
い。ねぼりがない。

明褐色　ソフトロームを主体に黒色粒の部
分を含む。
4層に同じ

暗褐色　かたく，しまっている。ねぼりは
なく，さらさらしている。

褐色　　粒子細かくさらさらしている。

褐色　　しまり良く粒子は細かい。

褐色　　やや粒の粗いローム粒2－3mmを
含む，かたく　しまっている。

黒褐色　粒子はやや粗い。しまりは普通。
71層　　8，7，19，15，20，9，10，14層と同じ
12層　　　捜舌L

13層Hue7．5YR％　黒褐色　ローム粒子を少量含む。

′
a‾a

l層　　7・5YR％　褐色　　ローム粒子を少量含む。
2層　　　　　　　　1層に同じ

3層　　7・5YR％　褐色土　ローム粒子を少量含む。しまりは
やや弱め，焼土を多く含む。

4層　　7・5YR野　炭化物のみの単純層，ワラ，松葉等を燃や
したもののように思われる。全く　しまって
おらずがさがさで新しいもののようだ。

5層　　7・5　％　橙　　　焼土のみの単純層
6層　　　3層に同じ
7層　　　7・5YR．％暗褐色

8層　　　　　　　　7層に炭化物（木質のもの）を含む。
9層　　　　　　　　　ソフトローム
10層　　　　　　　　　ロームブロック

一460－

曲　L＝24．60m　　　　円墳4号　　　　　　　盛A

ヒ二　「　箋笠二二二ヨ

b　－b　′

1層　7．5YRタ妄褐色　ローム粒子を少も圭含む。しまりはや
や強め。

2層　　7．5YR光晴褐色

3層　　7．5YR％橙色　　焼土のみの単純層

4・5層7・5YR弊黒色　　炭化物のみの単純層，ワラ，松葉
等を燃やしたもののように思われる。全く

しまっておらずガサガサで新しいもののよ
うだ。

6・7層　　　　　3層と同じ

8層　　　　　　　　ソフトローム

円墳4号　セクション土層解説

A－A′

1層Hue
2層Hue
3層
4層Hue
5層Hue
6層Hue
7層Hue
8層

B－B′

1層Hue
2層Hue
3層Hue
4層
5層Hue
6層Hue

C－C′

1層Hue

7．5YR％
7．5YR％

7．5YR％
7．5YR％
7．5YR％
7．5YR％

7．5YR％
7．5YR％
7．5YR％

7．5YR％
7．5YR％

7．5YR％

極暗褐色

黒褐色

黒色

黒褐色

極暗褐色　ローム粒少量含む。
暗褐色

自書褐色

ソフトローム

極暗褐色

褐色

明褐色
ロ－ム

明褐色

灰褐色

暗褐色　焼土粒を含む

2層Hue7．5YR％　褐色　　焼土粒を含む

3層Hue7・5YR34　草褐色　黒色粒を多量に含む
4層Hue7．5YR％　鴫褐色
5層　　　　　　　　　　ローム

6層Hue7．5YR％　暗褐色
7層　　　　　　　　ロームと黒色のまじり
8層Hue　5YR％　極暗赤褐色　しまりよい
9層　　　　　　　　　ローム
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第鍋　図　志筑遺跡円墳　号実測図

円墳5号周溝及び6号溝セクション士層解説
1，1′　　Hue　7．5YR使用
1層　％　極暗褐色　少量の！、…ドワーム粒（1mm前後）を

含有し，サラサラしている9　＿
黒褐色　少量のハードロームプロップ（1cm前
後）を含有し，さらさらしている。
暗褐色　比較的多量のハードロームブロック
1（1－3mm）を含有し，ゴツゴツしたかんじである

1a層％

2層．％
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暗褐色　少量のハードローム粒（2mm前後）を
含有し，若干しまりをおびている。
暗褐色　比較的多量のハードロームブロック
（5mm～3cm）を含有し，若干しまりをおびている。
暗褐色　砂粒を主体とし，サラサラしている。
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l二十
戯しこ23・711m　　　　　　　　　　　　感鑑

一号一六　一　87∵

」LLニ2399－m JL

＼　　′

戯　しこ23・939m　　　　　▲鴎’

ヒ＝空と二二∃

円墳6号　セクション土層解説
Hue　7．5YR使用
A－A′

1層　％　黒褐色　少畳のYPを含有し，若干し

まりをおびている。

2層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック

（5mm前後），YPを含有し，若干し
まりをおびている。

3層　％　黒褐色　少量のYPを含有し，若干し
まりをおびている。

4層　％　褐色　　少量のハードロームブロック

（1cm前後）を含有し，しまり，粘性
ともにおびている。

5層　％　褐色　　ハードロームブロックを主体

とし，ごっごっしている。

B－B′

1層a％　黒褐色　少量のYPを含有し，若干し
まりをおびている。

1層b％　黒褐色　ごく少量のYPを含有し，し
まりをおびている。

2層　％　暗褐色　少量のハードロームブロック

（5mm前後），YPを含有し，若干し
まりをおびている。

3層a％　褐色　　少畳のハードロームブロック

0cm前後）を含有し，若干しまりを

おびており当土層車には刀子と思われ

る鉄器片が検出されている。

3層b％　黒褐色　少量のYPを含有し，若干し
まりをおびている。

4層　％　褐色　　少量のハードロームブロック

（1cm前後）を含有し，しまり粘性と

もにおびている。

5層　％　褐色　　ハードロームブロックを主体
とし，ごっごっしている。

東側土壌　東西ベルト北壁セクション土層解説
Hue　7．5YR使用

1層　％　黒褐色　少量のYPを含有し，さらさらしている。

2層　％　暗褐色　少量のYP，ごく少畳のハードロームブロック（1

伽前後）を含有し，若干しまりをおびている。

3層　％　褐色　　ごく少量のハードロームブロック（2mm前後）を含

有し，しまり粘性ともにおぴている。

4層　％　暗褐色　ごく少量のYPを含有し，若干しまりをおびている。

5層　％　褐色　　ごく少量のYPを含有し，しまり，粘性ともにおび
ている。

6層　％　褐色　　ごく少量のハードローム粒（0．5－1mm）を含有し，

しまり，粘性ともにおびている。

7層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（3mm前後）を含有し，
しまり，粘性ともに若干おびている。

8層　％　褐色　　少量のハードロームブロック（5mm前後）を含有し，

しまり粘性ともにおびている。

」こ

」Lしこ23．991m

ヽへ
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第252図　　志筑遺跡円墳6号実測図
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方墳1号セクション土層解説

B3h3－B3h4－B3h5－B3‡16

a層　％　黒色土である。
b層　％　黒色土である。

a層　％　黒色土である。
b層　タf　黒色土である。
C

層　　％　褐色　　少塵のハードロト…ムブロック（3mm～1cm）を含有し，

若干しまりをおぴている。

48層　％　暗褐色　少慶のハードロームブロック（5mm～3cm）を含有し，

若干しまりをおぴている。

4b層　％　暗褐色　極少慶のハードローム粒（1mm前後）を含有しさらさら

している（当土層中にはハードにトームプロノクは，存在しない。

4C層　％　暗褐色　極少畳のハードローム韓日mm～2mm）を含有し，さら

さらしている。（4b　との差は，色調をのぞいてそれほどちがわ

ない。

58層　％　暗褐色　少畳のハードロームブロック（5mm－2cm）およびごく

少魔の2層を混在しており，若干しまりをおびている。

5b層　％　暗褐色　少塵のハードロ…ムブロック（2cm前後）を含有しさら

さらした感じである。

6層　　％　暗褐色　少畳のハードロームブロック（5mm～lcn－）および2層

を混在し比較的しまりをおぴている（58層に比して2層混在意

が多い）

；諸％暗褐色比蜘多畳のノ、‾ドロ‾ムブロック（5mm～2cm）および少量の2層を混在し若干しまりをおびている。

8層　　％　褐色　　多量のハードロームプロノク（5mm～2cm）および少鷺

の2層を混在し，しまりをおぴている。

9層　　％　黒褐色　2層を主体とした少魔のハードロームブロック（5mm～

1cm）を含有し，しまりをおびている。

10層　　％　暗褐色　少魔のハードロームブロック（3mm～1cm）および2層

の混在土層であり，比較的さらさらしている。

11層　　％　暗褐色　比較的多度のハードロ…ムブロック（1cm～3cm）およ

び少量の2層の混在土層であり若干しまりをおびている。

12層　　％　暗褐色噌比較的多塵のハードロ…ムブロック（1cm前後）および

2層を混在し若干しまりをおぴている。

4

㍑
層
層
層

B
　
1
　
2
　
3

4層

％
％
％
％

褐色　　いわゆる褐色土層である。

黒色　　ごく少意のYPを含有した砂質の土層でありさらさらし

ている。

黒色　　少意のYPを含有した砂質の土層でありさらさらしてい

る。

5a層　％　黒色　　少魔のYPごく少慶の炭化粒子を含有しさらさらしてい

る。

5b層　好　黒色　　58層より若干多くのYPを含有した砂質の土層であり

さらさらしている。

6a層　％　黒色　　ごく少意のYPを含有し若干ではあるが，しまり粘性を

おびている。

6b層　タr　黒色　　6a層に比して若干YPの魔が多くなるが基本的には同

じ土質である。

7層　　％　黒色　　少意のYP，ごく少鹿の焼土粒子を含有し若干ではある

がしまり粘性をおぴている。

8層　　％　黒褐色　ごく少魔のYPを含有ししまり粘性ともにおぴている。

9a層　％　黒褐色　少意のYP，ごく少魔の焼ま粒子を含有した土層であり

若干しまりをおぴている。

9b層　％　暗褐色　ごく少畳のYPを含有した砂質の土層でありぎらぎらし

ている。

10層　　％　暗褐色　少魔のYPを含有した砂質の土層でありしまりをおぴて

いる。

11a層　％　褐色　　少魔のYP，ごく少魔のハードロームブロック（1cm前

後）を含有した砂質の土層でありしまりをおびている。

11b層　％　黒褐色　少塵のハードロームブロック（径2cm前後）を含有し，

しまりをおぴている。

12層　　％　黄橙色　ハードロームプロノクを主体とした鹿沼パミスの混在土

層である。

13a層　％　暗褐色　少慶の褐色土ブロック（2cm前後）を含有し若干しまり

をおぴている。

13b層　％　褐色　　比較的多量のハードロト…ムブロック（3cm前後）を主体

とししまりをおびている。

B314

1層 所諦黒色土である。

－467－

B3e4

1層　　　　　耕作j二である

2層　　％　黒色　　少魔のYPを含有し，さらさらしている。

3層　　昇　黒色　　少意のYPおよびごく少意の炭化粒子を含有し，さらさ

らしている。

4a層　タで　黒色　　2層に比してYPの畳が多くなるが基本的に同じ土質で

ある。

4b層　％　黒褐色　少意のYPを含有しさらさらしている。

5a層　％　黒褐色　少魔のYPおよびごく少量の炭化粒子を含有し，さらさ

らしている。

5b層　％　黒色　　ごく少慶のYP，炭化粒子を含有し若干粘性をおぴてい

る。

6a層　％　黒褐色　ごく少量のYPを含有し，若干しまりをおぴている。

6b層　％　褐色　　ハードロームブロック（5cm前後）を含有し，若干しま

りをおぴている。

7層　　％　褐色　　ハードロームプロノク（2～3郡）を主体とし若干粘性

をおびている。

8層　　％　暗褐色　少魔のYPハードプロノク（5mm～1cm）を含有し，し

まりをおぴている。

9層　　％　褐色　　少意のハードロームブロック（2－10cm）を含有し，し

まりをおぴている。
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方墳1号　土層解説

B3e5　Hue7．5YR

l層　　　耕作土である。

2層　％　黒色　ごく少量のYPを含有しさらさらしている。

3層　％　黒色　ごく少量のYP，炭化粒子を含有しさらさらしている。

4層　％　黒色　ごく少量のYPを含有し若干しまりをおびている。
5層aタを　黒褐色　比較的多量のYPを含有し若干しまりを葦ている。

5層b％　窯褐色　比較的多量のYPおよびごく少量の炭化粒子を含有し
若干しまりをおびている。

6層　％　暗褐色　少量のYPハードロームブロック（5mm前後）を含有
し若干しまりをおびている。

7層　％　褐色　比較的多量のYP及び少量のノトドロームブロック（
（5mm前後）を含有し若干しまりをおびている。

8層　％　暗褐色　ごく少量のYPを含有し若干しまりをわびている。

9層　％　明褐色　少量のハードロームブロック（5mm～2cm）を含有し
しまりをわびている。

10層　尭　褐色　少量のハードロームブロック（1mm～5cm）を含有し
しまりをわびている。

11層 所謂　褐色土である。
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第256図　　志筑遺跡方墳瑠号実測図（3）

る異色土

ごく少量の砂粒を含有しさらさらしている。
ごく少嚢のYP炭化粒子を含有し若干しまりをおびて

いる。

5層aタf　黒色土　ごく少量のYPを含有し若干しまりをおびている。

5層b％　黒褐色　少量のYPを含有し若干しまりをおびている。

5層C％　極暗褐色　少量のYP及び極少畳の炭化粒子を含有ししまりを
おびている。

6層a％　黒褐色　極少量のYPを含有ししまりをおびている。

6層b3i　黒褐色　極少量のYP及びハードロームブロック（5mm～2cm）

を含有ししまりをわびている。

7層a％　暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）を含有し若
干しまりをわびている。

7層b％　褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）および極少
畳のYPを含有ししまりをおびている。

8層　31暗褐色　少量のハードロームブロック（1cm前後）およびYP
を含有ししまりをわびている。

B3j　5

1層　　　　　　いわゆる耕作土である。

2層　％　黒色　少量のYPを含有しさらさらしている。

3層　％　黒色　ごく少量のYPを含有しさらさらしている。

4層aタf　黒色　少量のYP，ごく少量の砂粒を含有し若干しまりをおび
ている。

4層b％　黒色　基本的には，4層aと同質であるがYPを若手多く含み

また炭化粒子を含有している。

4層Cタr　黒色　4柳と基本的に同じであるがYP磁化粒子の含有量が
若干少なくなる。

5層a％　黒色　少量のYPを含有し若干しまりをおびている。
5層bタf　黒色　比較的多量のYPおよびごく少量の炭化粒子を含有し若

干しまりをおびている。

6層a％　暗褐色　比較的多量のYPを含有し若干しまりを帯ている。

6層b％　褐色　比較的多選のソフトロームブロック（2cm前後）を含有
し若干粘性をおびている。

7層a％　黒色　極々少量のYPを含有し若干しまりをおびている。

7層b％　黒褐色　極少量のYPを含有ししまり粘性ともに若干帯ている。

7層Cタf　褐色　極少量のYP，ソフトロームブロック（3cm前後）を含
有ししまり粘性ともに若干わびている。

8層　％　暗褐色　砂粒を主体とした土質でありしまりをわびぎらぎらして

ている。

9層　％　褐色　少量のハードロームブロック（5mm前後）砂粒を含有し

しまり粘性ともにおびている。

10層　％　明褐色　ハードロームブロック（5～10cm前後）を主体としし
まり粘性ともにおびている。

』二二堅』

－469～470－
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H32　セクション土層解説
A－A－

1層H。。7．5YR％　ローム粒子混入（暗褐色）

2層Hue7．5YR％　ローム，ソフトローム

（褐色）

3層Hue7．5YRタ才1層よりやや黒色土を含

む，戸斤々にロームブロッ

ク混入（暗褐色）

4層Hue7．5YR労耕作土，ローム粒子混入

砂を含む（黒褐色）

5層Hue7．5YR％黒色土の中にロームプロ

ノク混入（黒褐色）

6辱狙ue7．5YR％　ロームプロノク，ソフト

ローム混入（暗褐色）

7層Hue7．5YR％黒色土（ローム粒子を中

心とする）ソフトローム

混入（黒褐色）

8層Hue7．5YR％　ローム（ハート）（暗褐色）

9埠拇ue7．5YR％′　にぷい赤褐色懐色土と

ロトーム混入）のものであ

り，ローム粒子が多い

（褐色）

10層Hue7．5YR敦∵耕作土，ローム粒子混入

砂を含む（黒褐色）

11層Hue7．5YR％　黒色土とソフトロームとの

混入の妾ノのであり，帯状

に瀞ま一ノた層をなして　い

る　非常にかたい（暗褐色）

12層Hue7．5YR％　黒色土を含む，ソフトロ

ーム（極暗褐色）

13層Hue7．5YR％　男色土の中にロームプロ

ノク混入（暗褐色）

14層Hue7．5YR％　異色土の車にロームプロ

ノク混入（極暗褐色）

15層Hue7．5YR％　ソフトローム（褐色）

16層Hue7．5YR％　ローム（ロームかためで

ある）（褐色）

B－B－

1層Hue7．5YR％　黒色土の中に．ローム粒

子を混入（耕作土，砂を

含む，やわらかい）

（黒褐色）

2層Hue7・5YR％ローム（褐色）

3層Hue7・5YR％黒色土の中にロームフロ

ノク混入，しまっている

砂を含む（黒褐色）

4層　　　　　　　黒色土の車にローム▼ノロ

ック混入，しまっている

（床面の∴部）

5層

6層　　　　　　　南北のセクション，異色

土の中にローム粒子を含む％

7層　　　　　　　黒色土の中に，ロームフロノ

ク混入

8層Hue7．5YR尭　ロームブロック，l「‾ム

粒子混入，やわらかい

（褐色）

9層　黒色土の中に，ロームプロソク混入

10層　黒色土の中に，ローム粒子を含む　％

11層Hue7．5YR％黒色土が混入してやわらか

12層Hue7．5YRガ

」L

志筑追跡方墳2号実測図

－471－

い（褐色）

ソフトローム（褐色）



③

第鍋図　志筑遺跡特殊住居遺構平面図

一472一
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第259図　　志筑遺跡01号住居址遺物実測図
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第260図　　志筑遺跡04・05号住居址遺物実測図

－473－
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第261図　　志筑遺跡02号住居址遺物実測図

一474－
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第262図　志筑遺跡10号住居址遺物実測図

第263図　　志筑遺跡11号住居址遺物実測図（り

－475－
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第264図　志筑遺跡＝号住居址遺物実測図（2）
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第265図　　志筑遺跡13号住居址遺物実測図
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第267図　　志筑遺跡18号住居址遺物実測図
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第268図　　志筑遺跡19号住居址遺物実測図
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第269図　　志筑遺跡23号住居址遺物実測図（り
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第270図　志筑遺跡23号住居址遺物実測図（2）
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第271図　志筑遺跡23号住居址遺物実測図（3）
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第272図　　志筑遺跡23号住居址遺物実測図（4）
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第273図　　志筑遺跡20号住居址遺物実測図
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第274図　志筑遺跡24号住居址遺物実測図

第275図　志筑遺跡33号住居址遺物実測図
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第276図　志筑遺跡25号住居址遺物実測図
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第277図　志筑遺跡26号住居址遺物実測図
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第278図　志筑遺跡32号住居址遺物実測図
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